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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者 

 
２ 学習指導要領における教科・学年の目標等 

  【社会科の目標】 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グローバル化する国

際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を

次のとおり育成することを目指す。 

(1) 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史や伝統と文化を

通して社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめ

る技能を身に付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握して、その

解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選択・判断したことを適切

に表現する力を養う。 

(3) 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うとともに、多

角的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、我が国の

国土と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚、世界の国々の人々と共に生きてい

くことの大切さについての自覚などを養う。 

 

 【学年の目標】 

〔第３学年〕 

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能

力を育成することを目指す。 

(1) 身近な地域や市区町村の地理的環境、地域の安全を守るための諸活動や地域の産業と消費生活の様子、

地域の様子の移り変わりについて、人々の生活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図

帳や各種の具体的資料を通して、必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向け

て社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。 

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習した

ことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと

愛情、地域社会の一員としての自覚を養う。 

 

〔第４学年〕 

   社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能

力を育成することを目指す。 

(1) 自分たちの都道府県の地理的環境の特色、地域の人々の健康と生活環境を支える働きや自然災害から

地域の安全を守るための諸活動、地域の伝統と文化や地域の発展に尽くした先人の働きなどについて、

人々の生活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図帳や各種の具体的資料を通して、必

要な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向け

て社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。 

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習した

ことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと

愛情、地域社会の一員としての自覚を養う。 

 

〔第５学年〕 

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能

力を育成することを目指す。 

(1) 我が国の国土の地理的環境の特色や産業の現状、社会の情報化と産業の関わりについて、国民生活と

の関連を踏まえて理解するとともに、地図帳や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を通して、情報

を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

冊 数 発 行 者  

14冊 東書、教出、日文 

社会 
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(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解

決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを説明したり、

それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習した

ことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、我が国の国土

に対する愛情、我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民としての自覚を養う。 

 

〔第６学年〕 

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能

力を育成することを目指す。 

(1) 我が国の政治の考え方と仕組みや働き、国家及び社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた

文化遺産、我が国と関係の深い国の生活やグローバル化する国際社会における我が国の役割について理

解するとともに、地図帳や地球儀、統計や年表などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べま

とめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解

決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを説明したり、そ

れらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習した

ことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、我が国の歴史や

伝統を大切にして国を愛する心情、我が国の将来を担う国民としての自覚や平和を願う日本人として世

界の国々の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養う。 

 

【参考：小学校学習指導要領解説 社会編「第１章 総説 ２ 社会科改訂の趣旨及び要点」から（抜粋）】 

（ⅰ）社会科，地理歴史科，公民科の改善の基本方針 

○ 社会科，地理歴史科，公民科では，社会との関わりを意識して課題を追究したり解決したりする活

動を充実し，知識や思考力等を基盤として社会の在り方や人間としての生き方について選択・判断す

る力，自国の動向とグローバルな動向を横断的・相互的に捉えて現代的な諸課題を歴史的に考察する

力，持続可能な社会づくりの観点から地球規模の諸課題や地域課題を解決しようとする態度など，国

家及び社会の形成者として必要な資質・能力を育んでいくことが求められる。 

○ 社会科，地理歴史科，公民科における教育目標は，従前の目標の趣旨を勘案して「公民としての資

質・能力」を育成することを目指し，その資質・能力の具体的な内容を「知識・技能」，「思考力・

判断力・表現力等」，「学びに向かう力・人間性等」の三つの柱で示した。 

その際，高等学校地理歴史科，公民科では，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的

に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を，小・中学

校社会科ではその基礎をそれぞれ育成することが必要である。 

○ 資質・能力の具体的な内容としては，「知識・技能」については，社会的事象等に関する理解など

を図るための知識と社会的事象等について調べまとめる技能として，「思考力・判断力・表現力等」

については，社会的事象等の意味や意義，特色や相互の関連を考察する力，社会に見られる課題を把

握して，その解決に向けて構想する力や，考察したことや構想したことを説明する力，それらを基に

議論する力として，また，「学びに向かう力・人間性等」については，主体的に学習に取り組む態度

と，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される自覚や愛情などとして，それぞれ校種の段

階や分野・科目ごとの内容に応じて整理した。 

○ 「社会的な見方・考え方」は，課題を追究したり解決したりする活動において，社会的事象等の意

味や意義，特色や相互の関連を考察したり，社会に見られる課題を把握して，その解決に向けて構想

したりする際の視点や方法であると考えられる。そこで，小学校社会科においては，「社会的事象を，

位置や空間的な広がり，時期や時間の経過，事象や人々の相互関係などに着目して捉え，比較・分類

したり総合したり，地域の人々や国民の生活と関連付けたりすること」を「社会的事象の見方・考え

方」として整理し，中学校社会科，高等学校地理歴史科，公民科においても，校種の段階や分野・科

目の特質を踏まえた「見方・考え方」をそれぞれ整理した。その上で，「社会的な見方・考え方」を

それらの総称とした。 

○ こうした「社会的な見方・考え方」は，社会科，地理歴史科，公民科としての本質的な学びを促し，

深い学びを実現するための思考力，判断力の育成はもとより，生きて働く知識の習得に不可欠である

こと，主体的に学習に取り組む態度や学習を通して涵養される自覚や愛情等にも作用することなどを

踏まえると，資質・能力全体に関わるものであると考えられる。 
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（ⅱ）社会科，地理歴史科，公民科の具体的な改善事項  

○ 三つの柱に沿った資質・能力を育成するためには，課題を追究したり解決したりする活動の充実が

求められる。社会科においては従前，小学校で問題解決的な学習の充実，中学校で適切な課題を設け

て行う学習の充実が求められており，それらの趣旨を踏襲する。 

○ そうした学習活動を充実させるための学習過程の例としては，大きくは課題把握，課題追究，課題

解決の三つが考えられる。また，それらを構成する活動の例としては，動機付けや方向付け，情報収

集や考察・構想，まとめや振り返りなどの活動が考えられる。 

○ 社会科，地理歴史科，公民科の内容については，三つの柱に沿った資質・能力や学習過程の在り方

を踏まえて，それらの趣旨を実現するため，次の二点から教育内容を整理して示すことが求められる。 

視点の第一は，社会科における内容の枠組みや対象に関わる整理である。小学校社会科では，中学

校社会科の分野別の構成とは異なり，社会的事象を総合的に捉える内容として構成されている。その

ため教員は，指導している内容が社会科全体においてどのような位置付けにあるか，中学校社会科と

どのようにつながるかといったことを意識しづらいという点が課題として指摘されている。そのこと

を踏まえ，小・中学校社会科の内容を，①地理的環境と人々の生活，②歴史と人々の生活，③現代社

会の仕組みや働きと人々の生活という三つの枠組みに位置付ける。また，①，②は空間的な広がりを

念頭に地域，日本，世界と，③は社会的事象について経済・産業，政治及び国際関係と，対象を区分

する。 

視点の第二は，「社会的な見方・考え方」に基づいた示し方の改善である。「社会的な見方・考え

方」は社会的事象等を見たり考えたりする際の視点や方法であり，時間，空間，相互関係などの視点

に着目して事実等に関する知識を習得し，それらを比較，関連付けなどして考察・構想し，特色や意

味，理論などの概念等に関する知識を身に付けるために必要となるものである。これらのことを踏ま

えて，学習指導要領の内容について，例えば「社会的な見方・考え方」と概念等に関する知識との関

係などを示していくことが重要である。 

○ 社会に見られる課題を把握して，その解決に向けて構想する力を養うためには，現行学習指導要領

において充実された伝統・文化等に関する様々な理解を引き続き深めつつ，将来につながる現代的な

諸課題を踏まえた教育内容の見直しを図ることが必要である。具体的には，日本と世界の生活・文化

の多様性の理解や，地球規模の諸課題や地域的な諸課題の解決について，例えば，我が国の固有の領

土について地理的な側面や国際的な関係に着目して考えるなど，時間的・空間的など多様な視点から

考察する力を身に付けるなどのグローバル化への対応，持続可能な社会の形成，情報化等による産業

構造の変化やその中での起業，防災・安全への対応や周囲が海に囲まれ，多くの島々からなる海洋国

家である我が国の国土の様子，主権者教育において重要な役割を担う教科として選挙権年齢の18歳へ

の引き下げに伴い財政や税，社会保障，雇用，労働や金融といった課題への対応にも留意した政治参

加，少子高齢化等による地域社会の変化などを踏まえた教育内容の見直しを図ることが必要である。 

○ 主体的な学びについては，児童生徒が学習課題を把握しその解決への見通しを持つことが必要であ

る。そのためには，単元などを通した学習過程の中で動機付けや方向付けを重視するとともに，学習

内容・活動に応じた振り返りの場面を設定し，児童生徒の表現を促すようにすることなどが重要であ

る。 

○ 対話的な学びについては，例えば，実社会で働く人々が連携・協働して社会に見られる課題を解決

している姿を調べたり，実社会の人々の話を聞いたりする活動の一層の充実が期待される。しかしな

がら，話合いの指導が十分に行われずグループによる活動が優先し内容が深まらないといった課題が

指摘されるところであり，深い学びとの関わりに留意し，その改善を図ることが求められる。 

○ また，主体的・対話的な学びの過程で，ＩＣＴを活用することも効果的である。 

○ これらのことを踏まえるとともに，深い学びの実現のためには，「社会的な見方・考え方」を用い

た考察，構想や，説明，議論等の学習活動が組み込まれた，課題を追究したり解決したりする活動が

不可欠である。具体的には，教科・科目及び分野の特質に根ざした追究の視点と，それを生かした課

題（問い）の設定，諸資料等を基にした多面的・多角的な考察，社会に見られる課題の解決に向けた

広い視野からの構想（選択・判断），論理的な説明，合意形成や社会参画を視野に入れながらの議論

などを通し，主として用語・語句などを含めた個別の事実等に関する知識のみならず，主として社会

的事象等の特色や意味，理論などを含めた社会の中で汎用的に使うことのできる概念等に関わる知識

を獲得するように学習を設計することが求められる。このような観点から，例えば主権者教育の充実

のため，モデル事業等による指導法の改善や単元開発の実施，新しい教材の開発・活用など教育効果

の高い指導上の工夫の普及などを図ることも重要である。 

○ 授業において，新聞や公的機関が発行する資料等を一層活用すること。 
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○ 教育環境の充実のために次のような条件整備が求められる。 

・教科の内容に関係する専門家や関係諸機関等と円滑な連携・協働を図り，社会との関わりを意識し

て課題を追究したり解決したりする活動を充実させること 

・博物館や資料館，図書館などの公共施設についても引き続き積極的に活用すること 

・教員を対象とした研修の充実に努めること 

 
３ 教科書の調査研究 

（１） 内容 

ア 調査研究の総括表 （調査結果は「別紙１」）                                    

調査研究事項（調査研究の対象） 対象の根拠（目標等） 数値データの単位 

ａ 

① 身近な地域や市区町村の様子について取り上げているペー

ジ数 
第３学年の目標 ページ 

② ①のうち、市の様子について取り上げているページ数 第３学年の目標 ページ 

ｂ 地域に見られる販売の仕事のうち、外国との関わりについて取

り上げているページ数 
第３学年の目標 ページ 

ｃ 

① 地域の様子の移り変わりについて取り上げているページ数 第３学年の目標 ページ 

② ①のうち、「人口」を取り上げる際に、少子高齢化、国際

化などについて取り上げているページ数 第３学年の目標 ページ 

ｄ 自然災害から人々を守る活動のうち、地域の関係機関や人々が行って

きたこれまでの取組や、今後の備えについて取り上げているページ数 
第４学年の目標 ページ 

ｅ 県内の文化財や年中行事を取り上げている事例数 第４学年の目標 個 

ｆ 地域の発展に尽くした先人の人数 第４学年の目標 人 

ｇ 県内の特色ある地域のうち、国際交流に取り組んでいる地域を

取り上げているページ数 第４学年の目標 ページ 

ｈ 

① 世界の主な大陸と海洋、主な国の名称と位置、我が国の位

置と領土を取り上げているページ数 第５学年の目標 ページ 

② ①のうち、我が国の位置と領土を取り上げているページ数 第５学年の目標 ページ 

ｉ 大量の情報や情報通信技術を活用して、国民生活を向上させて

いる産業を取り上げているページ数 
第５学年の目標 ページ 

ｊ 自然災害から国土を保全し国民生活を守るために国や県など

が様々な対策や事業を進めていることを取り上げているページ

数 

第５学年の目標 ページ 

ｋ 我が国の政治の働きのうち、自然災害からの復旧や復興を取り

上げているページ数 
第６学年の目標 ページ 

ｌ 歴史上の事象と関わりの深い人物の人数 第６学年の目標 人 

ｍ 国宝、重要文化財、世界文化遺産等、国家・社会の発展を象徴す

る文化遺産を取り上げている事例数 
第６学年の目標 個 

ｎ 我が国の歴史上の主な事象における、自然災害からの復興、少子

高齢化の問題、環境問題など、国内外に残されている課題等につい

て取り上げているページ数 

第６学年の目標 ページ 

ｏ 我が国と経済や文化などの面でつながりの深い国の人々や生活

の様子を取り上げているページ数 
第６学年の目標 ページ 

ｐ 国際社会において我が国が果たしている役割を取り上げている

ページ数 
第６学年の目標 ページ 

ｑ 発展的な内容を取り上げている事例数 
小学校学習指導要領 

第１章総則 
個 
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イ 調査項目の具体的な内容 

① 教科書の特徴をより明確にするため、具体的に調査研究する事項 

調査研究事項のｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｉ、ｊ、ｋ、ｌ、ｍ、ｎ、ｐ及びｑと関連して、次の事

項について具体的に調査する。（調査結果は「別紙２」） 

   

 ｂ 地域に見られる販売の仕事のうち、関わりのある外国として取り上げている国の国名 

 ｃ 地域の様子の移り変わりについて取り上げている地名 

 ｄ 自然災害から人々を守る活動のうち、地域の関係機関や人々が行ってきたこれまでの取組や、

今後の備えについて取り上げているページの扱い 

 ｅ 県内の文化財や年中行事として取り上げている文化財名や年中行事名 

ｆ 地域の発展に尽くした先人として取り上げている先人名 

ｇ 国際交流に取り組んでいる地域として取り上げている地名 

ｉ 大量の情報や情報通信技術を活用して、国民生活を向上させている産業を取り上げている産業名 

ｊ 自然災害から国土を保全し国民生活を守るために国や県などが様々な対策や事業を進めているこ

とを取り上げているページの扱い 

ｋ 我が国の政治の働きのうち、自然災害からの復旧や復興について取り上げているページの扱い 

ｌ 歴史上の事象と関わりの深い人物として取り上げている人物名 

ｍ 国宝、重要文化財、世界文化遺産等、国家・社会の発展を象徴する文化遺産として取り上げて

いる文化遺産名 

ｎ 我が国の歴史上の主な事象における、自然災害からの復興、少子高齢化の問題、環境問題、国

内外に残されている課題等について取り上げているページの扱い 

ｐ 国際社会において我が国が果たしている役割について取り上げているページの扱い 

ｑ 発展的な内容として取り上げている事例 

＜その他＞ 

 ＊1 我が国の位置と領土の扱い（調査結果は「別紙２－１」） 

 ＊2 国旗・国歌の扱い（調査結果は「別紙２－２」） 

 ＊3 神話や伝承を知り、日本文化や伝統に関心をもたせる資料（調査結果は「別紙２－３」） 

＊4 北朝鮮による拉致問題の扱い（調査結果は「別紙２－４」） 

＊5 防災や自然災害の扱い（調査結果は「別紙２－５」「別紙２ｄ、ｊ、ｋ、ｎ」） 

 ＊6 一次エネルギーや再生可能エネルギーの扱い（調査結果は「別紙２－６」） 

 ＊7 持続可能な社会づくりの扱い（調査結果は「別紙２－７」） 

 ＊8 障害者理解に関する扱い（調査結果は「別紙２－８」） 

＊9 オリンピック・パラリンピックの扱い（調査結果は「別紙２－９」） 

＊10 固定的な性別役割分担意識に関する扱い（調査結果は「別紙２－10」） 

 

② 調査対象事項を設定した理由等 

・ 第３学年においては、身近な地域や市区町村の地理的環境、地域の産業と消費生活の様子や地域

の様子の移り変わりなどについて、人々の生活との関連を踏まえて理解し、地域社会に対する誇り

と愛情、地域社会の一員としての自覚を養うことなどが目標で示されている。具体的には、地域に

見られる生産や販売の仕事、市の様子の移り変わりなどの内容を取り上げ、自分たちの市を中心と

した地域の社会生活を総合的に理解できるようにすることである。 

  これらのことから、地域に見られる販売の仕事のうち、関わりのある外国として取り上げられて

いる国名、地域の様子の移り変わりを取り上げている地名について取り上げ、その内容を調査する。

（b、c） 

・ 第４学年においては、自然災害から地域の安全を守るための諸活動、地域の伝統と文化や地域の

発展に尽くした先人の働き、自分たちの都道府県の地理的環境の特色などについて、人々の生活と

の関連を踏まえて理解し、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚を養うこと

などが目標で示されている。具体的には、自然災害から人々を守る活動、県内の伝統や文化、先人

の働き、県内の特色ある地域の様子などの内容を取り上げ、自分たちの県を中心とした地域の社会

生活を総合的に理解できるようにすることである。 

これらのことから、自然災害から人々を守る活動のうち、地域の関係機関や人々が行ってきたこ

れまでの取組や、今後の備え、県内の文化財や年中行事、地域の発展に尽くした先人、県内の特色

ある地域のうち、国際交流に取り組んでいる地域について取り上げ、その内容について調査する。

（d、e、f、g） 
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・ 第５学年においては、我が国の国土の地理的環境の特色、社会の情報化と産業の関わりについて

理解し、我が国の国土に対する愛情、我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民としての

自覚を養うことなどが目標で示されている。具体的には、我が国の国土の様子と国民生活、我が国

の産業と情報との関わり、我が国の国土の自然環境と国民生活の関わりなどの内容を取り上げ、我

が国の国土と産業の様子や特色を総合的に理解できるようにすることである。 

これらのことから、大量の情報通信技術を活用して、国民生活を向上させている産業、自然災害

から国土を保全し国民生活を守るために国や県などが進めている様々な対策や事業について取り上

げ、その内容について調査する。（i、j） 

・ 第６学年においては、我が国の政治の考え方と仕組みや働き、歴史上の事象と関わりの深い人物

や優れた文化遺産、我が国と関係の深い国の生活、グローバル化する国際社会における我が国の役

割について理解し、我が国の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情、我が国の将来を担う国民と

しての自覚や平和を願う日本人として世界の国々の人々と共に生きることの大切さについての自覚

を養うことなどが目標で示されている。具体的には、我が国の政治の働き、我が国の歴史上の主な

事象、グローバル化する世界と日本の役割などの内容を取り上げ、我が国の政治の働きや歴史、我

が国と関係の深い国の生活やグローバル化する国際社会における我が国の役割について理解できる

ようにすることである。 

これらのことから、我が国の政治の働きのうち、自然災害からの復旧や復興、国家・社会の発展

に大きな働きをした先人、国家・社会の発展を象徴する文化遺産、我が国の歴史上の主な事象にお

ける、自然災害からの復興、少子高齢化の問題、環境問題など、国内外に残されている課題等、国

際社会において我が国が果たしている役割について取り上げ、その内容について調査する。（k、l、

m、n、p） 

・ 発展的な内容については、小学校学習指導要領第１章総則「第２ 教育課程の編成 ３ 教育課

程の編成における共通事項 (1) 内容等の取扱い イ」において、「学校において特に必要がある

場合には、第２章以下に示していない内容を加えて指導することができる。」と示されている。ま

た、「(3) 指導計画の作成等に当たっての配慮事項 イ」では、「各教科等及び各学年相互間の関

連を図り，系統的，発展的な指導ができるようにすること。」と示されている。 

    これらのことから、発展的な内容の扱いの有無、取り上げている内容の具体的な学習の内容につ

いて調査する。（q） 

     ＜その他＞ 

・ 我が国の位置と領土の扱いについては、小学校学習指導要領に基づき、正しく理解できるように 

するため、その扱いについて調査する。（＊1） 

・ 国旗・国歌については、学習指導要領に基づき、国旗・国歌に対する正しい認識をもたせ、それ 

らを尊重する態度を育てることが大切であることから、その扱いについて調査する。（＊2） 

・ 学習指導要領では、第６学年の歴史学習で、大和朝廷による統一の様子などを通して、むらから 

くにへと変化したことを学習するに当たって、神話・伝承を手掛かりに、国の形成に関する考え方 

などに関心をもたせることなどを求めているため、神話・伝承の扱いについて調査する。（＊3） 

・ 東京都教育委員会は、教育目標の基本方針１として「人権尊重の精神と社会貢献の精神の育成」 

を掲げ人権教育を推進してきた観点から、児童が人権課題を正しく理解できるようにするため、北 

朝鮮による拉致問題の扱いについて調査する。（＊4） 

・ 東京都では、自然災害における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリスクマ 

ネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上が重要で 

あることから、防災や、自然災害のあつかいについて調査する（＊5） 

・ 学習指導要領に基づき、環境にかかる諸問題を考察させることを通して、これらの問題を正しく 

理解できるようにするため、一次エネルギーや再生可能エネルギーの扱いについて調査する。 

（＊6） 

・ 児童には、豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手となることが期待される。学習指導要領 

に基づき、正しい理解ができるように、持続可能な社会づくりの扱いについて、調査する。（＊7） 

・ 東京都教育委員会の基本方針１である「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成を踏まえ、 

障害のある人も障害のない人もともに尊重し合いながら活躍できる社会、共生社会の実現を目指す 

上で、障害のある幼児・児童・生徒に対する理解を深められるようにするため、その扱いについて 

調査する。（＊8） 

・ 東京都教育委員会の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会に貢献できる 

日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについて調査する。 

（＊9） 
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・ 東京都教育委員会の基本方針１及び東京都の男女平等参画推進の施策を踏まえ、固定的な性別役 

割分担意識の解消や、「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」に気付いて言動等を見 

直していくなど、男女の平等を重んずる態度を養うことができるよう、その扱いについて調査する。 

（＊10） 

 

 

③ 調査研究の方法 

ｂ 地域に見られる販売の仕事のうち、関わりのある外国として取り上げている国の国名について

整理する。 

 ｃ 地域の様子の移り変わりについて取り上げている地名について整理する。 

 ｄ 自然災害から人々を守る活動のうち、地域の関係機関や人々が行ってきたこれまでの取組や、

今後の備えについて取り上げているページの扱いについて整理する。 

 ｅ 県内に古くから伝わる文化財名及び年中行事名について整理する。 

ｆ 地域の発展に尽くした先人として取り上げている先人名について整理する。 

ｇ 国際交流に取り組んでいる地域として取り上げている地名について整理する。 

ｉ 大量の情報通信技術を活用して、国民生活を向上させている産業を取り上げている産業名につい

て整理する。 

ｊ 自然災害から国土を保全し国民生活を守るために国や県などが様々な対策や事業を進めているこ

とを取り上げているページの扱いについて整理する。 

ｋ 我が国の政治の働きのうち、自然災害からの復旧や復興を取り上げているページの扱いについて

整理する。 

ｌ 歴史上の事象と関わりの深い人物名について整理する。 

ｍ 国宝、重要文化財、世界文化遺産等、国家・社会の発展を象徴する文化遺産名について整理す

る。 

ｎ 我が国の歴史上の主な事象における、自然災害からの復興、少子高齢化の問題、環境問題など、

国内外に残されている課題等について取り上げているページの扱いについて整理する。 

ｐ 国際社会において日本の関係機関の役割等を取り上げているページの扱いについて整理する。 

ｑ 発展的な内容については、義務教育諸学校教科用図書検定基準第２章２(１６)に基づき、発展的

な学習内容以外のものと区別して、発展的な学習内容であることが明示されているものを整理する。 

＜＜調調査査のの結結果果、、qqににつついいててはは、、記記載載のの無無いいここととをを確確認認ししたた。。＞＞ 

＜その他＞ 

＊1 我が国の位置と領土について取り上げている記述の概要を調査する。 

＊2 国旗・国歌について取り上げている記述を調査する。 

    ＊3 神話や伝承について取り上げている記述の概要を調査する。 

    ＊4 北朝鮮による拉致問題について取り上げている記述の概要を調査する。 

＊5 防災や、自然災害時における関係機関の役割等について取り上げている記述の概要について整

理する。 

＊6 一次エネルギーや再生可能エネルギーについて取り上げている項目を調査する。 

＊7 持続可能な社会づくりについて取り上げられている項目を調査する。 

＊8 障害者理解について取り上げられている記述を調査する。 

＊9 オリンピック・パラリンピックについて取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

＊10 固定的な性別役割分担意識に関する記述を調査する。 

 

 

（２） 構成上の工夫（調査結果は「別紙３」） 

以下の観点について、箇条書きで記載する。 
ア 冊子の構成 
イ 学習過程 
ウ 学習活動 
エ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた工夫 
オ ユニバーサルデザインの視点 
カ デジタルコンテンツの扱い 
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全
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ｂ
ｄ

ｅ
ｆ

ｇ
ｉ

ｊ
ｋ

ｌ
ｍ

ｎ
ｏ

ｐ
ｑ

① 　 身 近 な 地 域 や 市 区 町 村 の 様 子 に つ い

　 　 て 取 り 上 げ て い る ペ ー ジ 数

② 　 ① の う ち 、 市 の 様 子 に つ い て 取 り 上

　 　 げ て い る ペ ー ジ 数

地 域 に 見 ら れ る 販 売 の 仕 事 の う ち 、 外 国 と

の 関 わ り に つ い て 取 り 上 げ て い る ペ ー ジ 数

① 　 地 域 の 様 子 の 移 り 変 わ り に つ い て 取

　 　 り 上 げ て い る ペ ー ジ 数

② 　 ① の う ち 、 「 人 口 」 を 取 り 上 げ る 際

　 　 に 、 少 子 高 齢 化 、 国 際 化 な ど に つ い

　 　 て 取 り 上 げ て い る ペ ー ジ 数

自 然 災 害 か ら 人 々 を 守 る 活 動 の う ち 、 地 域

の 関 係 機 関 や 人 々 が 行 っ て き た こ れ ま で の

取 組 や 、 今 後 の 備 え に つ い て 取 り 上 げ て い

る ペ ー ジ 数

県 内 の 文 化 財 や 年 中 行 事 を 取 り 上 げ て い る

事 例 数

地 域 の 発 展 に 尽 く し た 先 人 を 取 り 上 げ て い

る 人 数

県 内 の 特 色 あ る 地 域 の う ち 、 国 際 交 流 に 取

り 組 ん で い る 地 域 を 取 り 上 げ て い る ペ ー ジ

数
① 　 世 界 の 主 な 大 陸 と 海 洋 、 主 な 国 の

　 　 名 称 と 位 置 、 我 が 国 の 位 置 と 領 土

　 　 を 取 り 上 げ て い る ペ ー ジ 数

② 　 ① の う ち 、 我 が 国 の 位 置 と 領 土 を

　 　 取 り 上 げ て い る ペ ー ジ 数

大 量 の 情 報 や 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し て 、 国

民 生 活 を 向 上 さ せ て い る 産 業 を 取 り 上 げ て

い る ペ ー ジ 数

自 然 災 害 か ら 国 土 を 保 全 し 国 民 生 活 を 守 る

た め に 国 や 県 な ど が 様 々 な 対 策 や 事 業 を 進

め て い る こ と を 取 り 上 げ て い る ペ ー ジ 数

我 が 国 の 政 治 の 働 き の う ち 、 自 然 災 害 か ら

の 復 旧 や 復 興 を 取 り 上 げ て い る ペ ー ジ 数

歴 史 上 の 事 象 と 関 わ り の 深 い 人 物 の 人 数

国 宝 、 重 要 文 化 財 、 世 界 文 化 遺 産 等 、 国

家 ・ 社 会 の 発 展 を 象 徴 す る 文 化 遺 産 を 取 り

上 げ て い る 事 例 数

我 が 国 の 歴 史 上 の 主 な 事 象 に お け る 、 自 然

災 害 か ら の 復 興 、 少 子 高 齢 化 の 問 題 、 環 境

問 題 、 日 本 人 拉 致 問 題 、 領 土 問 題 な ど 、 国

内 外 に 残 さ れ て い る 課 題 等 に つ い て 取 り 上

げ て い る ペ ー ジ 数

我 が 国 と 経 済 や 文 化 な ど の 面 で つ な が り の

深 い 国 の 人 々 や 生 活 の 様 子 を 取 り 上 げ て い

る ペ ー ジ 数

国 際 社 会 に お い て 我 が 国 が 果 た し て い る 役

割 を 取 り 上 げ て い る ペ ー ジ 数

発 展 的 な 内 容 を 取 り 上 げ て い る 事 例 数

東
書

3
4

2
0

3
2
2

1
0

2
2

3
4

7
1
0

1
0

4
1
6

1
4

1
1

1
0
3

4
8

6
3
6

1
2

0

教
出

3
8

2
4

3
3
2

1
1
.5

3
4

4
5

6
1
2

1
2

6
2
0

1
4

9
1
0
9

3
7

8
3
4

1
8

0

日
文

3
6

2
2

2
3
0

1
1

4
0

5
5

1
0

1
1

1
2

4
2
2

1
5

6
1
1
6

3
6

7
2
8

1
4

0

平
均

値
3
6
.0

2
2
.0

2
.7

2
8
.0

1
0
.8

3
2
.0

4
4
.7

7
.7

1
1
.0

1
1
.3

4
.7

1
9
.3

1
4
.3

8
.7

1
0
9
.3

4
0
.3

7
.0

3
2
.7

1
4
.7

0
.0

※
　

表
中

の
平

均
値

は
、

項
目

ご
と

の
各

発
行

者
の

平
均

を
小

数
第

二
位

で
四

捨
五

入
し

た
値

を
示

し
て

い
る

。

※
　

ｑ
は

、
発

展
的

な
学

習
内

容
で

あ
る

こ
と

を
、

目
次

等
に

お
い

て
示

し
て

あ
る

事
例

の
数

を
数

え
た

。

※
　

a～
ｃ
は

第
３

学
年

、
ｄ
～

ｇ
は

第
４

学
年

、
ｈ

～
ｊは

第
５

学
年

、
ｋ
～

ｐ
は

第
６

学
年

、
ｑ
は

第
３

～
６

学
年

を
通

じ
て

取
り

扱
う

も
の

に
つ

い
て

数
え

た
。

※
　

ｄ
は

、
自

然
災

害
か

ら
人

々
を

守
る

活
動

の
う

ち
、

地
域

の
関

係
機

関
や

人
々

が
行

っ
て

き
た

こ
れ

ま
で

の
取

組
や

、
今

後
の

備
え

に
つ

い
て

取
り

上
げ

て
い

る
ペ

ー
ジ

の
数

を
数

え
た

。
※

　
ｅ
は

、
県

内
の

伝
統

や
文

化
に

つ
い

て
学

習
す

る
単

元
か

ら
、

具
体

的
な

名
前

が
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

文
化

財
及

び
年

中
行

事
の

数
を

数
え

た
。

※
　

ｆは
、

県
内

の
先

人
の

働
き

に
つ

い
て

学
習

す
る

単
元

か
ら

、
地

域
の

発
展

に
尽

く
し

た
先

人
と

し
て

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
の

数
を

数
え

た
。

※
　

ｇ
は

、
都

道
府

県
に

お
け

る
特

色
の

あ
る

地
域

の
う

ち
、

国
際

交
流

に
取

り
組

ん
で

い
る

地
域

の
ペ

ー
ジ

の
数

を
数

え
た

。

※
　

ｈ
①

は
、

 第
５

学
年

の
学

習
に

お
い

て
、

世
界

の
主

な
大

陸
と

海
洋

、
主

な
国

の
名

称
と

位
置

、
我

が
国

の
位

置
と

領
土

を
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

数
を

数
え

た
。

※
　

ｉは
、

大
量

の
情

報
や

情
報

通
信

技
術

を
活

用
し

て
、

国
民

生
活

を
向

上
さ

せ
て

い
る

産
業

を
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

数
を

数
え

た
。

※
　

ｊは
、

自
然

災
害

か
ら

国
土

を
保

全
し

国
民

生
活

を
守

る
た

め
に

国
や

県
な

ど
が

様
々

な
対

策
や

事
業

を
進

め
て

い
る

こ
と

を
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

数
を

数
え

た
。

※
　

ペ
ー

ジ
：
図

や
表

も
含

ん
だ

記
述

量
が

ペ
ー

ジ
の

半
分

未
満

の
場

合
を

0
.5

ペ
ー

ジ
、

半
分

以
上

の
場

合
を

１
ペ

ー
ジ

と
し

て
、

ペ
ー

ジ
数

を
数

え
た

。

※
　

ｋ
は

、
我

が
国

の
政

治
の

働
き

を
学

習
す

る
単

元
か

ら
、

災
害

復
旧

の
取

り
組

み
を

取
り

上
げ

て
い

る
ペ

ー
ジ

の
数

を
数

え
た

。
※

　
ｌは

、
我

が
国

の
歴

史
を

学
習

す
る

単
元

か
ら

、
歴

史
上

の
事

象
と

関
わ

り
の

深
い

人
物

の
数

を
数

え
た

。
※

　
ｍ

は
、

我
が

国
の

歴
史

を
学

習
す

る
単

元
か

ら
、

国
宝

、
重

要
文

化
財

、
世

界
文

化
遺

産
、

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

、
日

本
遺

産
な

ど
と

記
述

し
て

あ
る

事
例

の
数

を
数

え
た

。
※

　
ｎ

は
、

 我
が

国
の

歴
史

を
学

習
す

る
単

元
か

ら
、

自
然

災
害

か
ら

の
復

興
、

少
子

高
齢

化
の

問
題

、
環

境
問

題
、

日
本

人
拉

致
問

題
、

領
土

問
題

な
ど

、
国

内
外

に
残

さ
れ

て
い

る
課

題
等

に
つ

い
て

取
り

上
げ

て
い

る
ペ

ー
ジ

の
数

を
数

え
た

。
※

　
ｏ
は

、
我

が
国

と
経

済
や

文
化

な
ど

の
面

で
つ

な
が

り
の

深
い

国
の

人
々

の
生

活
の

様
子

を
学

習
す

る
小

単
元

の
ペ

ー
ジ

の
数

を
数

え
た

。
※

　
ｐ
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
世

界
と

日
本

の
役

割
を

学
習

す
る

単
元

か
ら

、
国

際
社

会
に

お
い

て
我

が
国

が
果

た
し

て
い

る
役

割
を

取
り

上
げ

て
い

る
ペ

ー
ジ

の
数

を
数

え
た

。

第
６

学
年

※
　

ａ
②

は
、

身
近

な
地

域
や

市
区

町
村

の
様

子
に

つ
い

て
学

習
す

る
単

元
か

ら
、

市
の

様
子

に
つ

い
て

取
り

上
げ

て
い

る
ペ

ー
ジ

の
数

を
数

え
た

。
※

　
ｂ
は

、
地

域
に

見
ら

れ
る

販
売

の
仕

事
に

つ
い

て
学

習
す

る
単

元
か

ら
、

外
国

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

数
を

数
え

た
。

※
　

ｃ
②

は
、

地
域

の
様

子
の

移
り

変
わ

り
に

つ
い

て
学

習
す

る
単

元
か

ら
、

「
人

口
」
を

取
り

上
げ

る
際

に
、

少
子

高
齢

化
、

国
際

化
な

ど
に

つ
い

て
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

数
を

数
え

た
。

ａ
ｃ

第
３

学
年

第
４

学
年

ｈ

第
５

学
年

　
　

項
目

発
行

者
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「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

＜
第

３
学

年
＞

　
ｂ
　

地
域

に
見

ら
れ

る
販

売
の

仕
事

の
う

ち
、

関
わ

り
の

あ
る

外
国

と
し

て
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

国
の

国
名

発
行

者
外

国
の

国
名

東
書

①
ア

メ
リ

カ
　

②
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
　

③
メ

キ
シ

コ
　

④
中

国

教
出

①
イ

タ
リ

ア
　

②
モ

ー
リ

タ
リ

ア
　

③
中

国
　

④
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

　
⑤

ブ
ラ

ジ
ル

　
⑥

ア
メ

リ
カ

日
文

①
フ

ィ
リ

ピ
ン

　
②

南
ア

フ
リ

カ
共

和
国

　
③

タ
イ

　
④

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
　

⑤
エ

ク
ア

ド
ル

　
⑥

ブ
ラ

ジ
ル

　
⑦

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

　
⑧

チ
リ

発
行

者
地

域
の

様
子

の
移

り
変

わ
り

に
つ

い
て

取
り

上
げ

て
い

る
事

例
地

名

東
書

①
兵

庫
県

明
石

市
　

②
東

京
都

足
立

区

教
出

①
神

奈
川

県
横

浜
市

　
②

岐
阜

県
岐

阜
市

　
③

大
分

県
大

分
市

　
④

広
島

県
福

山
市

日
文

①
埼

玉
県

川
越

市
　

②
三

重
県

津
市

＜
第

３
学

年
＞

　
ｃ
　

地
域

の
様

子
の

移
り

変
わ

り
に

つ
い

て
取

り
上

げ
て

い
る

事
例

地
名
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＜
第

４
学

年
＞

　
ｄ
　

自
然

災
害

か
ら

人
々

を
守

る
活

動
の

う
ち

、
地

域
の

関
係

機
関

や
人

々
が

行
っ

て
き

た
こ

れ
ま

で
の

取
組

や
、

今
後

の
備

え
に

つ
い

て
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

扱
い

発
行

者
警

察
・
消

防
・
自

衛
隊

の
働

き

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

東
書

「
自

然
災

害
か

ら
く
ら

し
を

守
る

」
【
写

真
】
土

砂
災

害
ひ

な
ん

訓
練

＜
P
7
8
＞

【
写

真
】
防

災
訓

練
の

様
子

＜
P
8
0
＞

【
写

真
】
災

害
時

の
企

業
の

協
力

＜
P
8
0
＞

【
説

明
】
地

い
き

防
災

計
画

＜
P
8
0
＞

【
本

文
】
「
災

害
が

起
き

る
前

に
、

計
画

を
立

て
る

こ
と

で
そ

な
え

て
い

る
ん

だ
ね

。
」
＜

P
8
0
＞

【
写

真
】
防

災
び

ち
く
倉

庫
＜

P
8
1
＞

【
本

文
】
「
千

葉
市

で
は

、
市

と
地

い
き

の
人

た
ち

が
い

っ
し

ょ
に

、
『
ひ

な
ん

所
運

え
い

委
員

会
』
を

つ
く
っ

た
そ

う
だ

よ
。

」
、

「
住

民
ど

う
し

で
助

け
合

う
た

め
に

、
ふ

だ
ん

か
ら

訓
練

を
し

て
い

る
の

で
は

な
い

か
な

。
」
＜

P
8
2
＞

【
写

真
】
訓

練
や

ひ
な

ん
行

動
計

画
に

つ
い

て
話

し
合

う
様

子
＜

P
8
2
＞

【
写

真
】
ひ

な
ん

所
運

え
い

訓
練

の
様

子
＜

P
8
2
＞

【
写

真
】
だ

ん
ボ

ー
ル

の
ベ

ッ
ド

を
組

み
立

て
る

＜
P
8
2
＞

【
説

明
】
共

助
＜

P
8
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
ひ

な
ん

所
運

え
い

委
員

会
の

三
村

さ
ん

の
話

＜
P
8
3
＞

【
資

料
】
ひ

な
ん

所
（
中

学
校

）
の

見
取

り
図

例
＜

P
8
3
＞

【
写

真
】
防

災
び

ち
く
倉

庫
に

あ
る

び
ち

く
品

＜
P
8
3
＞

【
写

真
】
実

際
に

開
か

れ
た

ひ
な

ん
所

の
様

子
（
2
0
1
9
年

）
＜

P
8
3
＞

【
説

明
】
ひ

な
ん

所
運

え
い

委
員

会
＜

P
8
3
＞

【
資

料
】
家

の
人

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

＜
P
8
4
＞

【
本

文
】
「
り

お
さ

ん
た

ち
は

、
自

分
た

ち
の

家
庭

で
風

水
害

に
そ

な
え

て
ど

の
よ

う
な

取
り

組
み

を
し

て
い

る
か

調
べ

る
た

め
に

、
家

の
人

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
し

ま
し

た
。

」
＜

P
8
4
＞

【
資

料
】
り

お
さ

ん
の

家
で

用
意

し
て

い
る

も
の

＜
P
8
5
＞

【
資

料
】
家

の
人

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
集

計
結

果
＜

P
8
5
＞

【
説

明
】
自

助
＜

P
8
5
＞

【
本

文
】
「
市

、
県

、
国

、
地

い
き

の
人

々
、

わ
た

し
た

ち
の

そ
な

え
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

ち
が

い
が

あ
っ

た
ね

。
」
「
市

、
県

、
国

、
地

い
き

の
人

々
は

協
力

し
て

風
水

害
に

そ
な

え
て

い
た

よ
。

」
「
市

、
県

、
国

、
地

い
き

の
人

々
は

さ
ま

ざ
ま

な
そ

な
え

を
し

て
い

た
け

れ
ど

、
ひ

と
り

ひ
と

り
の

防
災

い
し

き
を

高
め

る
こ

と
が

大
切

だ
と

言
っ

て
い

た
ね

。
」
「
だ

か
ら

、
市

や
県

、
地

い
き

の
人

々
の

取
り

組
み

に
は

、
わ

た
し

た
ち

の
そ

な
え

を
引

き
出

す
た

め
の

し
え

ん
が

多
い

ん
だ

ね
。

」
＜

P
8
6
＞

【
資

料
】
風

水
害

か
ら

わ
た

し
た

ち
の

く
ら

し
を

守
る

取
り

組
み

＜
P
8
7
＞

【
資

料
】
マ

イ
・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
＜

P
8
8
～

P
8
9
＞

【
写

真
】
小

学
校

の
ひ

な
ん

訓
練

＜
P
9
1
＞

【
本

文
】
「
ひ

な
ん

訓
練

や
家

具
の

補
強

な
ど

、
地

い
き

や
家

庭
で

そ
な

え
る

こ
と

も
と

て
も

大
切

だ
ね

。
」
＜

P
9
1
＞

「
自

然
災

害
か

ら
く
ら

し
を

守
る

」
【
本

文
】
「
消

防
や

け
い

さ
つ

、
自

衛
隊

が
出

動
し

、
救

助
活

動
を

し
て

い
ま

す
。

」
＜

P
7
4
＞

【
写

真
】
消

防
、

け
い

さ
つ

、
自

衛
隊

に
よ

る
救

助
活

動
＜

P
7
5
＞

【
本

文
】
「
大

き
な

災
害

時
は

、
国

や
自

衛
隊

、
県

と
も

連
け

い
し

て
対

応
す

る
そ

う
だ

よ
。

」
＜

P
8
1

＞ 【
写

真
】
救

助
活

動
の

様
子

＜
P
9
2
＞

【
本

文
】
「
消

防
や

け
い

さ
つ

、
自

衛
隊

が
出

動
し

、
協

力
し

て
救

助
活

動
を

し
た

と
聞

き
ま

し
た

。
」

＜
P
9
2
＞

「
自

然
災

害
か

ら
く
ら

し
を

守
る

」
【
写

真
】
令

和
元

年
1
0
月

2
5
日

の
大

雨
（
千

葉
市

）
＜

P
7
2
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
に

よ
る

え
き

じ
ょ

う
化

／
2
0
1
1
年

３
月

（
浦

安
市

）
＜

P
7
2
＞

【
写

真
】
令

和
元

年
房

総
半

島
台

風
／

2
0
1
9
年

９
月

（
館

山
市

）
＜

P
7
2
＞

【
説

明
】
自

然
災

害
＜

P
7
2
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
／

2
0
1
1
年

３
月

（
旭

市
）
＜

P
7
3
＞

【
写

真
】
千

葉
県

東
方

沖
地

震
／

1
9
8
7
年

1
2
月

（
東

金
市

）
＜

P
7
3
＞

【
写

真
】
令

和
元

年
1
0
月

2
5
日

の
大

雨
（
茂

原
市

）
＜

P
7
3
＞

【
資

料
】
県

の
主

な
自

然
災

害
に

関
す

る
年

表
＜

P
7
3
＞

【
写

真
】
令

和
元

年
房

総
半

島
台

風
に

よ
る

ひ
が

い
＜

P
7
4
＞

【
写

真
】
令

和
元

年
東

日
本

台
風

に
よ

る
ひ

が
い

＜
P
7
4
＞

【
写

真
】
令

和
元

年
1
0
月

2
5
日

の
大

雨
に

よ
る

ひ
が

い
＜

P
7
4
＞

【
写

真
】
千

葉
市

役
所

で
開

か
れ

た
災

害
対

さ
く
本

部
員

会
議

＜
P
7
5
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
大

久
保

さ
ん

か
ら

の
メ

ー
ル

＜
P
7
5
＞

【
写

真
】
カ

ス
リ

ー
ン

台
風

に
よ

る
ひ

が
い

＜
P
7
6
＞

【
写

真
】
て

い
ぼ

う
工

事
の

様
子

＜
P
7
6
＞

【
資

料
】
千

葉
県

が
発

行
し

た
防

災
誌

＜
P
7
6
＞

【
資

料
】
り

お
さ

ん
が

ま
と

め
た

利
根

川
の

主
な

こ
う

水
の

れ
き

し
＜

P
7
6
＞

【
本

文
】
「
こ

う
水

を
ふ

せ
ぐ

た
め

に
、

県
内

の
い

ろ
い

ろ
な

と
こ

ろ
で

て
い

ぼ
う

工
事

が
昔

か
ら

行
わ

れ
て

き
た

ん
だ

ね
。

」
＜

P
7
6
＞

【
写

真
】
旧

江
戸

川
広

尾
防

災
公

園
＜

P
7
7
＞

【
写

真
】
中

央
雨

水
1
号

貯
留

か
ん

線
＜

P
7
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
風

水
害

と
た

た
か

っ
て

き
た

千
葉

県
＜

P
7
7
＞

【
資

料
】
利

根
川

の
こ

う
水

の
様

子
＜

P
7
7
＞

【
説

明
】
て

い
ぼ

う
＜

P
7
7
＞

【
写

真
】
水

塚
＜

P
7
7
＞

【
写

真
】
川

の
て

い
ぼ

う
を

整
び

す
る

工
事

（
茂

原
市

）
＜

P
7
8
＞

【
写

真
】
が

け
く
ず

れ
の

対
さ

く
工

事
（
南

房
総

市
）
＜

P
7
8
＞

【
写

真
】
砂

防
ダ

ム
（
鴨

川
市

）
＜

P
7
8
＞

【
本

文
】
「
こ

う
水

に
そ

な
え

て
、

川
の

て
い

ぼ
う

を
整

備
し

て
い

る
ね

。
」
、

「
土

砂
災

害
に

そ
な

え
た

、
ひ

な
ん

訓
練

を
行

っ
て

い
る

よ
。

」
、

「
土

石
流

や
、

が
け

く
ず

れ
を

ふ
せ

ぐ
た

め
の

工
事

も
行

っ
て

い
る

ね
。

」
＜

P
7
8
＞

【
コ

ラ
ム

】
県

庁
の

三
井

さ
ん

の
話

＜
P
7
9
＞

【
写

真
】
千

葉
県

西
部

防
災

セ
ン

タ
ー

（
松

戸
市

）
＜

P
7
9
＞

【
写

真
】
「
じ

ぶ
ん

防
災

」
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

＜
P
7
9
＞

【
説

明
】
公

助
＜

P
8
5
＞

【
本

文
】
「
県

内
の

さ
ま

ざ
ま

な
と

こ
ろ

で
川

の
て

い
ぼ

う
な

ど
を

整
備

す
る

仕
事

は
、

計
画

的
に

行
っ

て
い

る
ん

だ
ね

。
」
、

「
災

害
の

と
き

に
、

市
や

町
、

村
を

さ
さ

え
る

た
め

の
そ

な
え

も
し

て
い

る
ん

だ
ね

。
」
、

「
人

々
の

防
災

い
し

き
を

高
め

る
に

は
、

じ
ょ

う
ほ

う
が

大
切

な
ん

だ
ね

。
」
＜

P
7
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
大

久
保

さ
ん

の
話

＜
P
8
0
＞

【
写

真
】
ひ

な
ん

場
所

を
し

め
す

ひ
ょ

う
し

き
＜

P
8
1
＞

【
写

真
】
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

＜
P
8
1
＞

【
説

明
】
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

＜
P
8
1
＞

【
資

料
】
大

き
な

災
害

時
の

連
け

い
図

＜
P
8
1
＞

【
写

真
】
昭

和
南

海
地

震
で

こ
わ

れ
た

家
＜

P
9
0
＞

【
写

真
】
和

歌
山

市
の

地
震

・
津

波
の

防
災

マ
ッ

プ
＜

P
9
0
＞

【
コ

ラ
ム

】
和

歌
山

市
役

所
の

池
澤

さ
ん

の
話

＜
P
9
0
＞

【
資

料
】
「
和

歌
山

県
防

災
ナ

ビ
」
の

画
面

＜
P
9
1
＞

【
資

料
】
「
き

い
ち

ゃ
ん

の
災

害
避

難
ゲ

ー
ム

」
＜

P
9
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
和

歌
山

県
庁

の
瀬

川
さ

ん
の

話
＜

P
9
1
＞

【
写

真
】
御

嶽
山

の
ふ

ん
火

の
様

子
＜

P
9
2
＞

【
資

料
】
火

山
防

災
マ

ッ
プ

＜
P
9
3
＞

【
写

真
】
御

嶽
山

火
山

防
災

協
議

会
＜

P
9
3
＞

【
資

料
】
そ

う
た

さ
ん

の
レ

ポ
ー

ト
＜

P
9
3
＞

【
資

料
】
協

議
会

会
員

の
県

と
市

町
村

＜
P
9
3
＞

地
域

・
学

校
の

取
組

国
・
地
方
自
治
体
の
取
組
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＜
第

４
学

年
＞

　
ｄ
　

自
然

災
害

か
ら

人
々

を
守

る
活

動
の

う
ち

、
地

域
の

関
係

機
関

や
人

々
が

行
っ

て
き

た
こ

れ
ま

で
の

取
組

や
、

今
後

の
備

え
に

つ
い

て
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

扱
い

発
行

者
警

察
・
消

防
・
自

衛
隊

の
働

き

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

「
自

然
災

害
に

そ
な

え
る

ま
ち

づ
く
り

」
【
写

真
】
家

庭
で

そ
な

え
て

い
る

防
災

グ
ッ

ズ
＜

P
8
4
＞

【
写

真
】
家

具
の

転
と

う
を

防
止

す
る

そ
な

え
＜

P
8
4
＞

【
本

文
】
「
家

で
は

、
地

震
で

物
が

落
ち

た
り

、
家

具
が

た
お

れ
た

り
し

な
い

よ
う

に
、

固
定

し
て

い
る

よ
。

」
、

「
家

族
が

わ
か

る
場

所
に

、
非

常
食

や
薬

な
ど

を
入

れ
た

防
災

セ
ッ

ト
を

じ
ゅ

ん
び

し
て

い
る

よ
。

」
、

「
水

道
や

電
気

が
止

ま
る

こ
と

も
あ

る
か

ら
、

防
災

セ
ッ

ト
に

は
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
入

っ
た

水
や

か
い

ち
ゅ

う
電

灯
、

け
い

た
い

ラ
ジ

オ
な

ど
も

入
れ

て
い

る
ね

。
」
、

「
地

震
が

お
き

た
と

き
は

、
学

校
へ

ひ
な

ん
す

る
こ

と
を

家
族

と
約

束
し

て
い

る
よ

。
」
＜

P
8
4
＞

【
写

真
】
学

校
で

行
う

ひ
な

ん
訓

練
＜

P
8
5
＞

【
写

真
】
学

校
に

ほ
か

ん
し

て
い

る
水

や
食

料
＜

P
8
5
＞

【
本

文
】
「
地

震
や

津
波

の
と

き
、

学
校

は
ひ

な
ん

地
に

な
る

よ
。

だ
か

ら
学

校
に

は
多

く
の

非
常

食
や

水
、

毛
布

な
ど

が
ほ

か
ん

さ
れ

て
い

る
ん

だ
ね

。
」
、

「
毎

年
行

っ
て

い
る

ひ
な

ん
訓

練
も

、
地

震
や

津
波

に
そ

な
え

る
た

め
の

も
の

だ
ね

。
」
、

「
本

だ
な

の
転

と
う

防
止

を
し

た
り

、
防

災
グ

ッ
ズ

な
ど

の
き

ん
急

の
じ

ゅ
ん

び
を

し
て

い
る

の
は

、
家

も
学

校
も

同
じ

だ
ね

。
」
、

「
地

域
で

も
ひ

な
ん

訓
練

を
行

っ
て

い
る

よ
。

」
＜

P
8
5
＞

【
写

真
】
自

治
会

の
防

災
倉

庫
＜

P
9
2
＞

【
写

真
】
倉

庫
の

中
に

そ
な

え
ら

れ
た

水
や

薬
＜

P
9
2
＞

【
写

真
】
防

災
用

品
を

点
検

す
る

＜
P
9
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
自

治
会

の
竹

下
さ

ん
の

話
＜

P
9
2
＞

【
本

文
】
「
ひ

な
ん

地
と

な
っ

て
い

る
公

園
に

は
、

自
主

防
災

倉
庫

が
あ

っ
た

よ
。

」
＜

P
9
2
＞

【
写

真
】
地

域
で

行
わ

れ
る

防
災

訓
練

＜
P
9
3
＞

【
写

真
】
地

震
に

強
い

つ
く
り

の
家

に
す

る
た

め
の

工
事

＜
P
9
3
＞

【
資

料
】
工

事
に

よ
っ

て
、

地
震

に
強

い
つ

く
り

に
な

っ
た

家
の

数
＜

P
9
3
＞

【
説

明
】
救

援
物

資
＜

P
9
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
地

域
に

く
ら

す
住

民
の

話
＜

P
9
3
＞

【
本

文
】
「
自

治
会

の
役

割
と

市
の

役
割

を
ぶ

ん
た

ん
し

て
、

災
害

時
に

協
力

し
合

え
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
」
＜

P
9
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
県

内
の

焼
津

市
に

住
む

高
校

生
の

取
り

組
み

＜
P
9
4
＞

【
写

真
】
津

波
の

役
に

な
り

、
地

域
を

ま
わ

る
高

校
生

＜
P
9
4
＞

【
本

文
】
「
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

は
、

考
え

ら
れ

る
最

大
の

地
震

に
そ

な
え

て
作

ら
れ

て
い

る
と

き
い

た
よ

。
」

＜
P
9
4
＞

【
写

真
】
夜

に
行

わ
れ

る
ひ

な
ん

訓
練

＜
P
9
5
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
の

と
き

に
、

津
波

の
様

子
を

見
て

、
よ

り
安

全
な

場
所

へ
の

ひ
な

ん
を

始
め

た
子

ど
も

た
ち

＜
P
9
5
＞

【
コ

ラ
ム

】
岩

手
県

釜
石

市
の

人
々

の
取

り
組

み
＜

P
9
5
＞

【
資

料
】
ひ

な
ん

し
た

場
所

と
津

波
の

ひ
が

い
の

は
ん

い
＜

P
9
5
＞

【
本

文
】
「
日

ご
ろ

の
そ

な
え

だ
け

に
た

よ
る

の
で

は
な

く
、

よ
り

安
全

で
あ

る
た

め
に

は
災

害
の

様
子

を
見

な
が

ら
、

自
分

で
も

判
断

す
る

こ
と

が
大

切
だ

ね
。

」
＜

P
9
5
＞

【
写

真
】
水

防
学

習
館

で
調

べ
る

＜
P
1
0
0
＞

【
写

真
】
家

の
中

に
た

ま
っ

た
ど

ろ
を

か
き

出
す

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
人

々
＜

P
1
0
0
＞

【
写

真
】
水

害
時

の
土

の
う

を
積

む
作

業
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
水

防
倉

庫
の

道
具

を
調

べ
る

＜
P
1
0
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
水

防
活

動
に

取
り

組
む

大
桃

さ
ん

の
話

＜
P
1
0
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
地

域
に

く
ら

す
住

民
の

話
＜

P
1
0
3
＞

【
説

明
】
雪

お
ろ

し
＜

P
1
1
2
＞

【
写

真
】
市

か
ら

借
り

た
除

雪
機

で
作

業
を

す
る

地
域

の
住

民
＜

P
1
1
3
＞

教
出

「
自

然
災

害
に

そ
な

え
る

ま
ち

づ
く
り

」
【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
山

本
さ

ん
の

話
＜

P
8
6
＞

【
写

真
】
消

防
の

人
に

救
出

さ
れ

る
住

民
＜

P
9
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
水

防
学

習
館

の
村

上
さ

ん
の

話
＜

P
1
0
0
＞

【
資

料
】
有

珠
山

火
山

防
災

協
議

会
と

、
関

係
機

関
と

の
役

割
＜

P
1
1
1
＞

【
資

料
】
雪

の
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
協

力
す

る
し

く
み

＜
P
1
1
3
＞

「
自

然
災

害
に

そ
な

え
る

ま
ち

づ
く
り

」
【
写

真
】
地

震
に

よ
っ

て
こ

わ
れ

た
建

物
や

道
路

（
熊

本
県

益
城

町
）
＜

P
8
0
＞

【
写

真
】
噴

火
し

て
、

け
む

り
を

上
げ

る
火

山
（
長

崎
県

南
島

原
市

）
＜

P
8
0
＞

【
写

真
】
は

げ
し

い
雪

に
み

ま
わ

れ
た

地
域

（
北

海
道

遠
軽

町
）
＜

P
8
0
＞

【
写

真
】
短

時
間

の
大

雨
に

よ
っ

て
、

水
に

つ
か

っ
た

ま
ち

（
福

岡
県

福
岡

市
）
＜

P
8
0
＞

【
写

真
】
学

校
に

あ
る

「
ひ

な
ん

地
」
の

標
識

＜
P
8
1
＞

【
写

真
】
津

波
に

そ
な

え
る

た
め

、
土

地
の

高
さ

を
し

め
し

た
標

識
＜

P
8
1
＞

【
本

文
】
「
学

校
や

通
学

路
に

も
、

自
然

災
害

に
そ

な
え

る
た

め
の

標
識

が
あ

る
よ

。
」
＜

P
8
1
＞

【
写

真
】
過

去
に

地
域

を
お

そ
っ

た
津

波
の

高
さ

＜
P
8
2
＞

【
写

真
】
地

震
防

災
セ

ン
タ

ー
の

見
学

＜
P
8
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
静

岡
県

地
震

防
災

セ
ン

タ
ー

の
伊

熊
さ

ん
の

話
＜

P
8
2
＞

【
資

料
】
過

去
に

静
岡

県
で

起
こ

っ
た

主
な

地
震

＜
P
8
3
＞

【
資

料
】
安

政
東

海
地

震
に

よ
る

ひ
が

い
の

様
子

（
沼

津
市

明
治

史
料

館
蔵

）
＜

P
8
3
＞

【
写

真
】
市

の
防

災
会

議
＜

P
8
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
山

本
さ

ん
の

話
＜

P
8
6
＞

【
本

文
】
「
市

役
所

に
は

、
地

震
や

津
波

な
ど

の
災

害
に

そ
な

え
る

取
り

組
み

を
進

め
た

り
、

災
害

の
発

生
時

に
、

関
係

者
に

協
力

を
求

め
た

り
す

る
係

の
人

が
い

ま
す

。
」
＜

P
8
6
＞

【
資

料
】
関

係
機

関
の

役
割

＜
P
8
7
＞

【
資

料
】
地

震
や

津
波

か
ら

住
民

を
守

る
し

く
み

＜
P
8
7
＞

【
本

文
】
「
地

域
防

災
計

画
に

は
、

地
震

が
起

こ
っ

た
と

き
に

住
民

を
守

る
た

め
、

市
や

県
な

ど
の

関
係

機
関

が
、

ど
の

よ
う

に
協

力
し

合
う

か
が

、
書

か
れ

て
い

ま
す

。
」
＜

P
8
7
＞

【
写

真
】
地

震
や

津
波

か
ら

、
住

民
が

身
を

守
る

た
め

に
必

要
な

情
報

＜
P
8
8
＞

【
写

真
】
市

が
配

布
す

る
防

災
ラ

ジ
オ

＜
P
8
8
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
山

本
さ

ん
の

話
＜

P
8
8
＞

【
本

文
】
「
正

確
な

情
報

を
早

く
集

め
る

こ
と

を
大

切
に

し
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、

住
民

の
方

に
、

情
報

を
早

く
、

正
確

に
と

ど
け

る
こ

と
に

努
め

ま
す

。
」
＜

P
8
8
＞

【
説

明
】
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

＜
P
8
9
＞

【
資

料
】
防

災
マ

ッ
プ

＜
P
8
9
＞

【
資

料
】
津

波
ひ

な
ん

マ
ッ

プ
＜

P
8
9
＞

【
資

料
】
市

の
広

報
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
＜

P
8
9
＞

【
本

文
】
「
市

で
は

、
地

震
や

津
波

に
そ

な
え

て
、

日
ご

ろ
か

ら
住

民
に

、
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

を
伝

え
て

い
ま

す
。

」
、

「
こ

の
地

図
は

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

と
言

い
ま

す
。

市
が

作
成

し
て

、
住

民
の

方
に

配
っ

て
い

ま
す

。
」
＜

P
8
9
＞

【
写

真
】
か

ま
ど

ベ
ン

チ
＜

P
9
0
＞

【
写

真
】
公

園
の

中
に

あ
る

災
害

時
の

防
災

ト
イ

レ
＜

P
9
0
＞

【
写

真
】
公

園
の

災
害

井
戸

ポ
ン

プ
＜

P
9
0
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
海

野
さ

ん
の

話
＜

P
9
0
＞

【
地

図
】
主

な
ひ

な
ん

し
せ

つ
の

位
置

＜
P
9
1
＞

【
写

真
】
津

波
ひ

な
ん

タ
ワ

ー
＜

P
9
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
服

部
さ

ん
の

話
＜

P
9
1
＞

【
写

真
】
川

の
そ

ば
に

あ
る

公
園

＜
P
9
8
＞

【
写

真
】
過

去
に

起
こ

っ
た

水
害

の
様

子
＜

P
9
8
＞

【
資

料
】
過

去
に

起
こ

っ
た

水
害

に
よ

る
ひ

が
い

＜
P
1
0
0
>

【
写

真
】
空

か
ら

見
た

三
条

市
付

近
＜

P
1
0
1
＞

【
資

料
】
地

図
で

見
る

三
条

市
付

近
＜

P
1
0
1
＞

【
資

料
】
三

条
市

で
過

去
に

起
こ

っ
た

水
害

＜
P
1
0
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
水

防
学

習
館

の
村

上
さ

ん
の

話
＜

P
1
0
1
＞

【
写

真
】
水

害
に

対
す

る
日

ご
ろ

の
そ

な
え

＜
P
1
0
3
＞

【
資

料
】
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

中
の

「
に

げ
ど

き
マ

ッ
プ

」
＜

P
1
0
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
地

域
の

だ
れ

も
が

ひ
な

ん
す

る
た

め
に

は
＜

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
住

民
へ

の
ひ

な
ん

の
よ

び
か

け
に

使
う

防
災

無
線

室
＜

P
1
0
4
＞

【
写

真
】
防

災
無

線
＜

P
1
0
4
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
谷

間
さ

ん
の

話
＜

P
1
0
4
＞

【
資

料
】
水

害
か

ら
住

民
を

守
る

し
く
み

＜
P
1
0
5
＞

【
本

文
】
「
地

域
防

災
計

画
に

は
、

水
害

が
起

こ
っ

た
と

き
、

市
や

県
な

ど
の

関
係

機
関

は
住

民
を

守
る

た
め

に
、

ど
の

よ
う

な
協

力
を

す
る

の
か

が
書

い
て

あ
り

ま
す

。
」
＜

P
1
0
5
＞

【
写

真
】
ふ

え
た

川
の

水
を

一
時

的
に

た
め

る
し

せ
つ

＜
P
1
0
6
＞

【
写

真
】
河

川
防

災
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

置
か

れ
た

水
防

の
た

め
の

資
材

＜
P
1
0
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
西

澤
さ

ん
の

話
＜

P
1
0
6
＞

【
資

料
】
五

十
嵐

川
の

水
害

に
そ

な
え

る
取

り
組

み
＜

P
1
0
7
＞

【
写

真
】
電

柱
に

か
か

げ
ら

れ
た

「
ま

る
ご

と
ま

ち
ご

と
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
の

標
識

＜
P
1
0
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
西

澤
さ

ん
の

話
＜

P
1
0
7
＞

【
本

文
】
「
自

分
の

身
の

安
全

を
守

る
に

は
、

水
害

が
起

こ
っ

た
場

合
を

つ
ね

に
考

え
て

お
く
こ

と
が

大
切

で
す

。
」
＜

P
1
0
7
＞

【
本

文
】
「
実

際
に

起
こ

っ
た

ひ
が

い
を

、
今

に
伝

え
る

取
り

組
み

で
も

あ
る

ね
。

」
＜

P
1
0
7
＞

【
写

真
】
2
0
0
0
年

３
月

3
1
日

の
噴

火
の

時
の

様
子

＜
P
1
1
0
＞

【
資

料
】
過

去
に

有
珠

山
で

起
こ

っ
た

噴
火

と
そ

の
ひ

が
い

＜
P
1
1
0
＞

【
資

料
】
有

珠
山

火
山

防
災

協
議

会
と

、
関

係
機

関
の

役
割

＜
P
1
1
1
＞

【
資

料
】
有

珠
山

火
山

防
災

マ
ッ

プ
＜

P
1
1
1
＞

【
写

真
】
伊

達
市

と
と

な
り

合
う

壮
瞥

町
の

取
り

組
み

＜
P
1
1
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
人

の
話

＜
P
1
1
1
＞

【
本

文
】
「
有

珠
山

の
ま

わ
り

の
市

や
町

は
、

共
同

で
火

山
防

災
マ

ッ
プ

と
い

う
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
し

て
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

た
。

」
＜

P
1
1
1
＞

【
写

真
】
大

雪
の

あ
と

で
、

集
め

た
雪

を
運

ぶ
ト

ラ
ッ

ク
＜

P
1
1
2
＞

【
資

料
】
過

去
に

秋
田

市
で

起
こ

っ
た

雪
の

被
害

＜
P
1
1
2
＞

【
資

料
】
除

雪
の

た
め

の
し

せ
つ

や
集

め
た

雪
を

置
く
場

所
の

位
置

＜
P
1
1
3
＞

【
資

料
】
雪

の
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
協

力
す

る
し

く
み

＜
P
1
1
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
人

の
話

＜
P
1
1
3
＞

地
域

・
学

校
の

取
組

国
・
地
方
自
治
体
の
取
組

− 60 −



＜
第

４
学

年
＞

　
ｄ
　

自
然

災
害

か
ら

人
々

を
守

る
活

動
の

う
ち

、
地

域
の

関
係

機
関

や
人

々
が

行
っ

て
き

た
こ

れ
ま

で
の

取
組

や
、

今
後

の
備

え
に

つ
い

て
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

扱
い

発
行

者
警

察
・
消

防
・
自

衛
隊

の
働

き

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

「
自

然
災

害
に

そ
な

え
る

ま
ち

づ
く
り

」
【
写

真
】
家

庭
で

そ
な

え
て

い
る

防
災

グ
ッ

ズ
＜

P
8
4
＞

【
写

真
】
家

具
の

転
と

う
を

防
止

す
る

そ
な

え
＜

P
8
4
＞

【
本

文
】
「
家

で
は

、
地

震
で

物
が

落
ち

た
り

、
家

具
が

た
お

れ
た

り
し

な
い

よ
う

に
、

固
定

し
て

い
る

よ
。

」
、

「
家

族
が

わ
か

る
場

所
に

、
非

常
食

や
薬

な
ど

を
入

れ
た

防
災

セ
ッ

ト
を

じ
ゅ

ん
び

し
て

い
る

よ
。

」
、

「
水

道
や

電
気

が
止

ま
る

こ
と

も
あ

る
か

ら
、

防
災

セ
ッ

ト
に

は
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
入

っ
た

水
や

か
い

ち
ゅ

う
電

灯
、

け
い

た
い

ラ
ジ

オ
な

ど
も

入
れ

て
い

る
ね

。
」
、

「
地

震
が

お
き

た
と

き
は

、
学

校
へ

ひ
な

ん
す

る
こ

と
を

家
族

と
約

束
し

て
い

る
よ

。
」
＜

P
8
4
＞

【
写

真
】
学

校
で

行
う

ひ
な

ん
訓

練
＜

P
8
5
＞

【
写

真
】
学

校
に

ほ
か

ん
し

て
い

る
水

や
食

料
＜

P
8
5
＞

【
本

文
】
「
地

震
や

津
波

の
と

き
、

学
校

は
ひ

な
ん

地
に

な
る

よ
。

だ
か

ら
学

校
に

は
多

く
の

非
常

食
や

水
、

毛
布

な
ど

が
ほ

か
ん

さ
れ

て
い

る
ん

だ
ね

。
」
、

「
毎

年
行

っ
て

い
る

ひ
な

ん
訓

練
も

、
地

震
や

津
波

に
そ

な
え

る
た

め
の

も
の

だ
ね

。
」
、

「
本

だ
な

の
転

と
う

防
止

を
し

た
り

、
防

災
グ

ッ
ズ

な
ど

の
き

ん
急

の
じ

ゅ
ん

び
を

し
て

い
る

の
は

、
家

も
学

校
も

同
じ

だ
ね

。
」
、

「
地

域
で

も
ひ

な
ん

訓
練

を
行

っ
て

い
る

よ
。

」
＜

P
8
5
＞

【
写

真
】
自

治
会

の
防

災
倉

庫
＜

P
9
2
＞

【
写

真
】
倉

庫
の

中
に

そ
な

え
ら

れ
た

水
や

薬
＜

P
9
2
＞

【
写

真
】
防

災
用

品
を

点
検

す
る

＜
P
9
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
自

治
会

の
竹

下
さ

ん
の

話
＜

P
9
2
＞

【
本

文
】
「
ひ

な
ん

地
と

な
っ

て
い

る
公

園
に

は
、

自
主

防
災

倉
庫

が
あ

っ
た

よ
。

」
＜

P
9
2
＞

【
写

真
】
地

域
で

行
わ

れ
る

防
災

訓
練

＜
P
9
3
＞

【
写

真
】
地

震
に

強
い

つ
く
り

の
家

に
す

る
た

め
の

工
事

＜
P
9
3
＞

【
資

料
】
工

事
に

よ
っ

て
、

地
震

に
強

い
つ

く
り

に
な

っ
た

家
の

数
＜

P
9
3
＞

【
説

明
】
救

援
物

資
＜

P
9
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
地

域
に

く
ら

す
住

民
の

話
＜

P
9
3
＞

【
本

文
】
「
自

治
会

の
役

割
と

市
の

役
割

を
ぶ

ん
た

ん
し

て
、

災
害

時
に

協
力

し
合

え
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
」
＜

P
9
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
県

内
の

焼
津

市
に

住
む

高
校

生
の

取
り

組
み

＜
P
9
4
＞

【
写

真
】
津

波
の

役
に

な
り

、
地

域
を

ま
わ

る
高

校
生

＜
P
9
4
＞

【
本

文
】
「
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

は
、

考
え

ら
れ

る
最

大
の

地
震

に
そ

な
え

て
作

ら
れ

て
い

る
と

き
い

た
よ

。
」

＜
P
9
4
＞

【
写

真
】
夜

に
行

わ
れ

る
ひ

な
ん

訓
練

＜
P
9
5
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
の

と
き

に
、

津
波

の
様

子
を

見
て

、
よ

り
安

全
な

場
所

へ
の

ひ
な

ん
を

始
め

た
子

ど
も

た
ち

＜
P
9
5
＞

【
コ

ラ
ム

】
岩

手
県

釜
石

市
の

人
々

の
取

り
組

み
＜

P
9
5
＞

【
資

料
】
ひ

な
ん

し
た

場
所

と
津

波
の

ひ
が

い
の

は
ん

い
＜

P
9
5
＞

【
本

文
】
「
日

ご
ろ

の
そ

な
え

だ
け

に
た

よ
る

の
で

は
な

く
、

よ
り

安
全

で
あ

る
た

め
に

は
災

害
の

様
子

を
見

な
が

ら
、

自
分

で
も

判
断

す
る

こ
と

が
大

切
だ

ね
。

」
＜

P
9
5
＞

【
写

真
】
水

防
学

習
館

で
調

べ
る

＜
P
1
0
0
＞

【
写

真
】
家

の
中

に
た

ま
っ

た
ど

ろ
を

か
き

出
す

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
人

々
＜

P
1
0
0
＞

【
写

真
】
水

害
時

の
土

の
う

を
積

む
作

業
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
水

防
倉

庫
の

道
具

を
調

べ
る

＜
P
1
0
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
水

防
活

動
に

取
り

組
む

大
桃

さ
ん

の
話

＜
P
1
0
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
地

域
に

く
ら

す
住

民
の

話
＜

P
1
0
3
＞

【
説

明
】
雪

お
ろ

し
＜

P
1
1
2
＞

【
写

真
】
市

か
ら

借
り

た
除

雪
機

で
作

業
を

す
る

地
域

の
住

民
＜

P
1
1
3
＞

教
出

「
自

然
災

害
に

そ
な

え
る

ま
ち

づ
く
り

」
【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
山

本
さ

ん
の

話
＜

P
8
6
＞

【
写

真
】
消

防
の

人
に

救
出

さ
れ

る
住

民
＜

P
9
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
水

防
学

習
館

の
村

上
さ

ん
の

話
＜

P
1
0
0
＞

【
資

料
】
有

珠
山

火
山

防
災

協
議

会
と

、
関

係
機

関
と

の
役

割
＜

P
1
1
1
＞

【
資

料
】
雪

の
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
協

力
す

る
し

く
み

＜
P
1
1
3
＞

「
自

然
災

害
に

そ
な

え
る

ま
ち

づ
く
り

」
【
写

真
】
地

震
に

よ
っ

て
こ

わ
れ

た
建

物
や

道
路

（
熊

本
県

益
城

町
）
＜

P
8
0
＞

【
写

真
】
噴

火
し

て
、

け
む

り
を

上
げ

る
火

山
（
長

崎
県

南
島

原
市

）
＜

P
8
0
＞

【
写

真
】
は

げ
し

い
雪

に
み

ま
わ

れ
た

地
域

（
北

海
道

遠
軽

町
）
＜

P
8
0
＞

【
写

真
】
短

時
間

の
大

雨
に

よ
っ

て
、

水
に

つ
か

っ
た

ま
ち

（
福

岡
県

福
岡

市
）
＜

P
8
0
＞

【
写

真
】
学

校
に

あ
る

「
ひ

な
ん

地
」
の

標
識

＜
P
8
1
＞

【
写

真
】
津

波
に

そ
な

え
る

た
め

、
土

地
の

高
さ

を
し

め
し

た
標

識
＜

P
8
1
＞

【
本

文
】
「
学

校
や

通
学

路
に

も
、

自
然

災
害

に
そ

な
え

る
た

め
の

標
識

が
あ

る
よ

。
」
＜

P
8
1
＞

【
写

真
】
過

去
に

地
域

を
お

そ
っ

た
津

波
の

高
さ

＜
P
8
2
＞

【
写

真
】
地

震
防

災
セ

ン
タ

ー
の

見
学

＜
P
8
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
静

岡
県

地
震

防
災

セ
ン

タ
ー

の
伊

熊
さ

ん
の

話
＜

P
8
2
＞

【
資

料
】
過

去
に

静
岡

県
で

起
こ

っ
た

主
な

地
震

＜
P
8
3
＞

【
資

料
】
安

政
東

海
地

震
に

よ
る

ひ
が

い
の

様
子

（
沼

津
市

明
治

史
料

館
蔵

）
＜

P
8
3
＞

【
写

真
】
市

の
防

災
会

議
＜

P
8
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
山

本
さ

ん
の

話
＜

P
8
6
＞

【
本

文
】
「
市

役
所

に
は

、
地

震
や

津
波

な
ど

の
災

害
に

そ
な

え
る

取
り

組
み

を
進

め
た

り
、

災
害

の
発

生
時

に
、

関
係

者
に

協
力

を
求

め
た

り
す

る
係

の
人

が
い

ま
す

。
」
＜

P
8
6
＞

【
資

料
】
関

係
機

関
の

役
割

＜
P
8
7
＞

【
資

料
】
地

震
や

津
波

か
ら

住
民

を
守

る
し

く
み

＜
P
8
7
＞

【
本

文
】
「
地

域
防

災
計

画
に

は
、

地
震

が
起

こ
っ

た
と

き
に

住
民

を
守

る
た

め
、

市
や

県
な

ど
の

関
係

機
関

が
、

ど
の

よ
う

に
協

力
し

合
う

か
が

、
書

か
れ

て
い

ま
す

。
」
＜

P
8
7
＞

【
写

真
】
地

震
や

津
波

か
ら

、
住

民
が

身
を

守
る

た
め

に
必

要
な

情
報

＜
P
8
8
＞

【
写

真
】
市

が
配

布
す

る
防

災
ラ

ジ
オ

＜
P
8
8
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
山

本
さ

ん
の

話
＜

P
8
8
＞

【
本

文
】
「
正

確
な

情
報

を
早

く
集

め
る

こ
と

を
大

切
に

し
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、

住
民

の
方

に
、

情
報

を
早

く
、

正
確

に
と

ど
け

る
こ

と
に

努
め

ま
す

。
」
＜

P
8
8
＞

【
説

明
】
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

＜
P
8
9
＞

【
資

料
】
防

災
マ

ッ
プ

＜
P
8
9
＞

【
資

料
】
津

波
ひ

な
ん

マ
ッ

プ
＜

P
8
9
＞

【
資

料
】
市

の
広

報
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
＜

P
8
9
＞

【
本

文
】
「
市

で
は

、
地

震
や

津
波

に
そ

な
え

て
、

日
ご

ろ
か

ら
住

民
に

、
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

を
伝

え
て

い
ま

す
。

」
、

「
こ

の
地

図
は

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

と
言

い
ま

す
。

市
が

作
成

し
て

、
住

民
の

方
に

配
っ

て
い

ま
す

。
」
＜

P
8
9
＞

【
写

真
】
か

ま
ど

ベ
ン

チ
＜

P
9
0
＞

【
写

真
】
公

園
の

中
に

あ
る

災
害

時
の

防
災

ト
イ

レ
＜

P
9
0
＞

【
写

真
】
公

園
の

災
害

井
戸

ポ
ン

プ
＜

P
9
0
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
海

野
さ

ん
の

話
＜

P
9
0
＞

【
地

図
】
主

な
ひ

な
ん

し
せ

つ
の

位
置

＜
P
9
1
＞

【
写

真
】
津

波
ひ

な
ん

タ
ワ

ー
＜

P
9
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
服

部
さ

ん
の

話
＜

P
9
1
＞

【
写

真
】
川

の
そ

ば
に

あ
る

公
園

＜
P
9
8
＞

【
写

真
】
過

去
に

起
こ

っ
た

水
害

の
様

子
＜

P
9
8
＞

【
資

料
】
過

去
に

起
こ

っ
た

水
害

に
よ

る
ひ

が
い

＜
P
1
0
0
>

【
写

真
】
空

か
ら

見
た

三
条

市
付

近
＜

P
1
0
1
＞

【
資

料
】
地

図
で

見
る

三
条

市
付

近
＜

P
1
0
1
＞

【
資

料
】
三

条
市

で
過

去
に

起
こ

っ
た

水
害

＜
P
1
0
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
水

防
学

習
館

の
村

上
さ

ん
の

話
＜

P
1
0
1
＞

【
写

真
】
水

害
に

対
す

る
日

ご
ろ

の
そ

な
え

＜
P
1
0
3
＞

【
資

料
】
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

中
の

「
に

げ
ど

き
マ

ッ
プ

」
＜

P
1
0
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
地

域
の

だ
れ

も
が

ひ
な

ん
す

る
た

め
に

は
＜

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
住

民
へ

の
ひ

な
ん

の
よ

び
か

け
に

使
う

防
災

無
線

室
＜

P
1
0
4
＞

【
写

真
】
防

災
無

線
＜

P
1
0
4
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
谷

間
さ

ん
の

話
＜

P
1
0
4
＞

【
資

料
】
水

害
か

ら
住

民
を

守
る

し
く
み

＜
P
1
0
5
＞

【
本

文
】
「
地

域
防

災
計

画
に

は
、

水
害

が
起

こ
っ

た
と

き
、

市
や

県
な

ど
の

関
係

機
関

は
住

民
を

守
る

た
め

に
、

ど
の

よ
う

な
協

力
を

す
る

の
か

が
書

い
て

あ
り

ま
す

。
」
＜

P
1
0
5
＞

【
写

真
】
ふ

え
た

川
の

水
を

一
時

的
に

た
め

る
し

せ
つ

＜
P
1
0
6
＞

【
写

真
】
河

川
防

災
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

置
か

れ
た

水
防

の
た

め
の

資
材

＜
P
1
0
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
西

澤
さ

ん
の

話
＜

P
1
0
6
＞

【
資

料
】
五

十
嵐

川
の

水
害

に
そ

な
え

る
取

り
組

み
＜

P
1
0
7
＞

【
写

真
】
電

柱
に

か
か

げ
ら

れ
た

「
ま

る
ご

と
ま

ち
ご

と
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
の

標
識

＜
P
1
0
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
西

澤
さ

ん
の

話
＜

P
1
0
7
＞

【
本

文
】
「
自

分
の

身
の

安
全

を
守

る
に

は
、

水
害

が
起

こ
っ

た
場

合
を

つ
ね

に
考

え
て

お
く
こ

と
が

大
切

で
す

。
」
＜

P
1
0
7
＞

【
本

文
】
「
実

際
に

起
こ

っ
た

ひ
が

い
を

、
今

に
伝

え
る

取
り

組
み

で
も

あ
る

ね
。

」
＜

P
1
0
7
＞

【
写

真
】
2
0
0
0
年

３
月

3
1
日

の
噴

火
の

時
の

様
子

＜
P
1
1
0
＞

【
資

料
】
過

去
に

有
珠

山
で

起
こ

っ
た

噴
火

と
そ

の
ひ

が
い

＜
P
1
1
0
＞

【
資

料
】
有

珠
山

火
山

防
災

協
議

会
と

、
関

係
機

関
の

役
割

＜
P
1
1
1
＞

【
資

料
】
有

珠
山

火
山

防
災

マ
ッ

プ
＜

P
1
1
1
＞

【
写

真
】
伊

達
市

と
と

な
り

合
う

壮
瞥

町
の

取
り

組
み

＜
P
1
1
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
人

の
話

＜
P
1
1
1
＞

【
本

文
】
「
有

珠
山

の
ま

わ
り

の
市

や
町

は
、

共
同

で
火

山
防

災
マ

ッ
プ

と
い

う
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
し

て
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

た
。

」
＜

P
1
1
1
＞

【
写

真
】
大

雪
の

あ
と

で
、

集
め

た
雪

を
運

ぶ
ト

ラ
ッ

ク
＜

P
1
1
2
＞

【
資

料
】
過

去
に

秋
田

市
で

起
こ

っ
た

雪
の

被
害

＜
P
1
1
2
＞

【
資

料
】
除

雪
の

た
め

の
し

せ
つ

や
集

め
た

雪
を

置
く
場

所
の

位
置

＜
P
1
1
3
＞

【
資

料
】
雪

の
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
協

力
す

る
し

く
み

＜
P
1
1
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
人

の
話

＜
P
1
1
3
＞

地
域

・
学

校
の

取
組

国
・
地
方
自
治
体
の
取
組

＜
第

４
学

年
＞

　
ｄ
　

自
然

災
害

か
ら

人
々

を
守

る
活

動
の

う
ち

、
地

域
の

関
係

機
関

や
人

々
が

行
っ

て
き

た
こ

れ
ま

で
の

取
組

や
、

今
後

の
備

え
に

つ
い

て
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

扱
い

発
行

者
警

察
・
消

防
・
自

衛
隊

の
働

き

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

「
自

然
災

害
か

ら
人

々
を

守
る

活
動

」
【
写

真
】
消

防
団

の
活

動
の

よ
う

す
＜

Ｐ
8
8
＞

【
写

真
】
ひ

な
ん

所
運

営
訓

練
の

よ
う

す
＜

Ｐ
9
2
＞

【
写

真
】
ひ

な
ん

所
運

営
訓

練
を

し
て

い
る

学
校

の
体

育
館

＜
Ｐ

9
2
＞

【
説

明
】
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
＜

P
9
2
＞

【
資

料
】
ひ

な
ん

所
に

じ
ゅ

ん
び

さ
れ

る
物

資
＜

P
9
2
＞

【
本

文
】
「
ひ

な
ん

所
運

営
訓

練
は

、
住

民
と

区
役

所
の

ひ
な

ん
所

係
の

人
で

お
こ

な
い

ま
す

。
訓

練
で

は
、

ひ
な

ん
所

（
学

校
な

ど
の

体
育

館
）
の

か
ぎ

を
あ

け
た

り
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

を
た

し
か

め
た

り
、

使
用

す
る

食
料

、
毛

布
な

ど
の

確
保

、
ひ

な
ん

受
付

の
じ

ゅ
ん

び
な

ど
を

お
こ

な
い

ま
す

。
た

き
出

し
（
食

事
を

つ
く
っ

た
り

配
っ

た
り

す
る

）
な

ど
の

訓
練

も
お

こ
な

っ
て

い
ま

す
。

」
＜

P
9
2
＞

【
写

真
】
地

い
き

で
開

か
れ

る
防

災
会

議
＜

Ｐ
9
3
＞

【
写

真
】
び

ち
く
倉

庫
の

見
学

＜
Ｐ

9
3
＞

【
写

真
】
び

ち
く
倉

庫
の

中
を

見
る

よ
う

す
＜

Ｐ
9
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
地

い
き

の
防

災
部

長
の

井
口

さ
ん

の
話

＜
Ｐ

9
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
地

い
き

の
防

災
部

長
の

井
口

さ
ん

か
ら

の
メ

ー
ル

＜
Ｐ

9
4
＞

【
説

明
】
共

助
・
自

助
＜

Ｐ
9
5
＞

【
写

真
】
学

校
で

の
ひ

な
ん

訓
練

の
よ

う
す

＜
Ｐ

9
6
＞

【
資

料
】
自

分
た

ち
に

で
き

る
こ

と
＜

Ｐ
9
7
＞

【
写

真
】
く
ず

れ
た

家
に

と
じ

こ
め

ら
れ

た
人

を
救

助
す

る
地

い
き

の
人

た
ち

＜
Ｐ

1
0
1
＞

【
写

真
】
ひ

な
ん

所
と

な
っ

た
体

育
館

＜
Ｐ

1
0
1
＞

【
資

料
】
ひ

な
ん

所
と

ひ
な

ん
者

の
数

＜
Ｐ

1
0
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
地

震
の

ひ
害

に
あ

っ
た

山
田

さ
ん

の
話

＜
Ｐ

1
0
1
＞

【
写

真
】
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
＜

Ｐ
1
0
2
＞

【
資

料
】
地

震
が

お
き

た
と

き
の

対
応

＜
P
1
0
4
＞

【
写

真
】
防

災
福

祉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

消
火

訓
練

＜
Ｐ

1
0
5
＞

【
コ

ラ
ム

】
防

災
福

祉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

人
の

話
＜

Ｐ
1
0
5
＞

【
資

料
】
防

災
福

祉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

し
く
み

＜
Ｐ

1
0
5
＞

【
写

真
】
浜

口
梧

陵
＜

P
1
0
8
＞

【
写

真
】
稲

む
ら

の
火

の
館

＜
P
1
0
8
＞

【
資

料
】
「
稲

む
ら

の
火

」
の

あ
ら

す
じ

＜
Ｐ

1
0
8
＞

【
コ

ラ
ム

】
館

長
の

崎
山

さ
ん

の
話

＜
Ｐ

1
0
8
＞

【
写

真
】
語

り
部

の
熊

野
さ

ん
か

ら
話

を
聞

く
＜

Ｐ
1
0
9
＞

【
説

明
】
稲

む
ら

の
火

＜
P
1
0
9
＞

【
写

真
】
紀

の
国

防
災

人
づ

く
り

塾
＜

P
1
1
1
＞

【
写

真
】
保

育
園

の
ひ

な
ん

訓
練

の
よ

う
す

＜
Ｐ

1
1
1
＞

【
写

真
】
ひ

な
ん

訓
練

を
お

こ
な

う
高

原
町

の
子

ど
も

た
ち

＜
Ｐ

1
1
2
＞

【
写

真
】
ふ

ん
火

に
よ

り
積

も
っ

た
灰

を
そ

う
じ

す
る

よ
う

す
＜

Ｐ
1
1
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
野

菜
を

さ
い

ば
い

し
て

い
る

人
の

話
＜

P
1
1
3
＞

【
写

真
】
外

国
人

を
対

象
と

し
た

ひ
な

ん
訓

練
の

よ
う

す
＜

Ｐ
1
1
5
＞

【
写

真
】
弘

前
市

が
か

し
出

し
て

い
る

除
雪

機
で

除
雪

す
る

よ
う

す
＜

Ｐ
1
1
7
＞

【
資

料
】
ひ

ろ
と

さ
ん

た
ち

が
つ

く
っ

た
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

＜
Ｐ

1
1
9
＞

【
写

真
】
自

分
た

ち
で

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

つ
く
る

よ
う

す
＜

Ｐ
1
1
9
＞

日
文

「
自

然
災

害
か

ら
人

々
を

守
る

活
動

」
【
写

真
】
自

衛
隊

に
よ

る
救

助
の

よ
う

す
＜

Ｐ
8
8
＞

【
説

明
】
自

衛
隊

＜
P
8
8
＞

【
本

文
】
「
世

田
谷

区
を

流
れ

る
多

摩
川

の
水

が
あ

ふ
れ

て
、

自
衛

隊
も

救
助

に
加

わ
っ

た
と

聞
い

た
よ

。
」
＜

P
8
8
＞

【
写

真
】
消

防
し

ょ
に

よ
る

救
助

の
よ

う
す

＜
Ｐ

8
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
消

防
し

ょ
の

寺
島

さ
ん

の
話

＜
Ｐ

8
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
け

い
さ

つ
し

ょ
の

黒
澤

さ
ん

の
話

＜
Ｐ

8
9
＞

【
写

真
】
兵

庫
県

内
や

全
国

各
地

か
ら

の
お

う
え

ん
＜

Ｐ
1
0
2
＞

【
資

料
】
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

復
旧

＜
Ｐ

1
0
2
＞

【
写

真
】
自

衛
隊

に
よ

る
給

水
活

動
＜

Ｐ
1
0
2
＞

【
本

文
】
「
消

防
し

ょ
や

け
い

さ
つ

し
ょ

を
は

じ
め

、
全

国
各

地
か

ら
の

お
う

え
ん

も
あ

り
、

救
助

や
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

復
旧

が
進

み
ま

し
た

。
自

衛
隊

は
、

救
助

と
と

も
に

た
き

出
し

や
給

水
、

ト
イ

レ
や

ふ
ろ

の
設

置
、

物
資

の
輸

送
、

が
れ

き
の

か
た

づ
け

な
ど

を
お

こ
な

い
ま

し
た

。
」
＜

Ｐ
1
0
2
＞

「
自

然
災

害
か

ら
人

々
を

守
る

活
動

」
【
写

真
】
三

宅
島

の
ふ

ん
火

の
よ

う
す

＜
P
8
0
＞

【
写

真
】
台

風
2
6
号

に
よ

る
土

砂
災

害
＜

P
8
0
＞

【
写

真
】
地

震
に

よ
る

ひ
害

＜
P
8
1
＞

【
写

真
】
キ

テ
ィ

台
風

に
よ

る
高

潮
の

ひ
害

＜
P
8
1
＞

【
写

真
】
竜

巻
に

よ
る

ひ
害

＜
P
8
1
＞

【
資

料
】
東

京
都

を
お

そ
っ

た
、

お
も

な
自

然
災

害
＜

P
8
1
＞

【
資

料
】
東

京
都

の
お

も
な

河
川

＜
P
8
1
＞

【
説

明
】
自

然
災

害
＜

P
8
1
＞

【
写

真
】
台

風
1
9
号

に
よ

る
秋

川
の

は
ん

ら
ん

（
東

京
都

あ
き

る
野

市
）
＜

P
8
2
＞

【
写

真
】
川

か
ら

あ
ふ

れ
た

水
に

よ
る

道
路

の
し

ん
水

（
東

京
都

世
田

谷
区

）
＜

P
8
2
＞

【
写

真
】
川

の
は

ん
ら

ん
に

よ
る

ひ
害

の
よ

う
す

（
東

京
都

日
の

出
町

）
＜

P
8
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
都

市
部

で
水

害
が

お
き

る
原

因
＜

P
8
2
＞

【
資

料
】
都

市
部

の
変

化
＜

P
8
2
＞

【
資

料
】
台

風
1
9
号

の
進

路
と

衛
星

画
像

＜
P
8
3
＞

【
説

明
】
台

風
＜

P
8
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
ひ

害
に

あ
っ

た
人

の
話

＜
P
8
3
＞

【
写

真
】
台

風
1
9
号

の
と

き
の

荒
川

放
水

路
と

岩
淵

水
門

＜
P
8
4
＞

【
資

料
】
台

風
1
9
号

の
と

き
の

荒
川

の
水

位
の

よ
う

す
＜

P
8
4
＞

【
説

明
】
国

土
交

通
省

＜
P
8
4
＞

【
コ

ラ
ム

】
青

山
士

＜
P
8
4
＞

【
コ

ラ
ム

】
荒

川
下

流
河

川
事

務
所

の
早

川
さ

ん
の

話
＜

P
8
4
＞

【
資

料
】
杉

並
区

を
流

れ
る

川
の

よ
う

す
＜

P
8
5
＞

【
写

真
】
1
9
6
0
年

ご
ろ

の
妙

正
寺

川
と

工
事

が
お

こ
な

わ
れ

た
あ

と
の

妙
正

寺
川

＜
P
8
5
＞

【
写

真
】
げ

ん
ざ

い
の

妙
正

寺
川

の
よ

う
す

＜
P
8
5
＞

【
本

文
】
「
妙

正
寺

川
で

も
水

害
を

防
ぐ

た
め

の
工

事
が

お
こ

な
わ

れ
た

ん
だ

ね
。

」
、

「
て

い
防

は
、

高
く
つ

く
ら

れ
て

い
る

ね
。

こ
れ

な
ら

も
う

水
害

の
心

配
は

し
な

く
て

も
い

い
ね

。
」
＜

P
8
5
＞

【
写

真
】
整

備
さ

れ
た

隅
田

川
の

て
い

防
＜

P
8
6
＞

【
資

料
】
東

京
都

が
取

り
組

ん
で

い
る

水
に

関
す

る
た

い
さ

く
＜

P
8
6
＞

【
写

真
】
神

田
川

・
環

状
七

号
線

地
下

調
節

地
＜

P
8
7
＞

【
写

真
】
調

節
池

に
入

っ
た

水
の

量
な

ど
を

た
し

か
め

る
よ

う
す

＜
P
8
7
＞

【
写

真
】
各

地
点

の
川

の
水

位
を

た
し

か
め

る
モ

ニ
タ

ー
＜

P
8
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
し

せ
つ

を
管

理
す

る
稲

垣
さ

ん
の

話
＜

P
8
7
＞

【
資

料
】
2
0
1
9
年

の
台

風
1
9
号

に
よ

る
ひ

害
＜

P
8
8
＞

【
コ

ラ
ム

】
世

田
谷

区
役

所
の

人
の

話
＜

P
8
8
＞

【
本

文
】
「
台

風
の

と
き

に
、

区
役

所
の

人
が

、
防

災
無

線
の

放
送

で
、

ひ
な

ん
を

よ
び

か
け

て
い

た
ね

。
」
＜

P
8
8
＞

【
資

料
】
気

象
庁

か
ら

出
さ

れ
る

、
雨

や
風

な
ど

の
情

報
＜

P
9
0
＞

【
写

真
】
杉

並
区

の
河

川
ラ

イ
ブ

カ
メ

ラ
＜

P
9
0
＞

【
資

料
】
気

象
庁

＜
P
9
0
＞

【
写

真
】
杉

並
区

が
配

信
し

て
い

る
防

災
・
防

犯
情

報
メ

ー
ル

＜
P
9
0
＞

【
本

文
】
「
気

象
庁

や
国

土
交

通
省

で
は

、
台

風
や

集
中

豪
雨

、
川

に
関

す
る

け
い

報
や

注
意

報
を

発
表

し
て

い
ま

す
。

杉
並

区
で

は
、

防
災

無
線

や
メ

ー
ル

配
信

サ
ー

ビ
ス

を
用

い
て

い
ま

す
。

」
＜

P
9
0
＞

【
資

料
】
杉

並
区

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
＜

P
9
1
＞

【
資

料
】
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

＜
P
9
1
＞

【
写

真
】
東

村
山

市
の

防
災

ア
プ

リ
＜

P
9
1
＞

【
本

文
】
「
そ

れ
ぞ

れ
の

市
（
区

）
町

村
で

は
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

住
民

に
配

っ
て

防
災

を
よ

び
か

け
て

い
ま

す
。

ま
た

、
東

村
山

市
で

は
、

災
害

時
に

ど
の

よ
う

な
ひ

害
が

お
き

て
い

る
か

を
、

住
民

が
写

真
を

と
り

、
発

信
で

き
る

防
災

ア
プ

リ
を

開
発

し
ま

し
た

。
」
＜

P
9
1
＞

【
資

料
】
ひ

ろ
と

さ
ん

た
ち

が
ま

と
め

た
風

水
害

た
い

さ
く
の

関
係

図
＜

P
9
4
＞

【
写

真
】
ひ

な
ん

所
で

働
く
役

場
の

係
り

の
人

＜
P
9
4
＞

【
説

明
】
公

助
＜

P
9
5
＞

【
写

真
】
暴

風
雨

の
体

験
＜

Ｐ
9
6
＞

【
写

真
】
水

の
重

さ
で

開
き

に
く
く
な

っ
た

ド
ア

を
お

す
体

験
＜

Ｐ
9
6
＞

【
写

真
】
本

所
防

災
館

＜
Ｐ

9
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
本

所
防

災
館

の
岩

田
さ

ん
の

話
＜

Ｐ
9
6
＞

【
資

料
】
東

京
都

が
発

行
し

て
い

る
「
東

京
マ

イ
・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
」
＜

P
9
7
＞

【
資

料
】
東

京
都

が
発

行
し

て
い

る
「
東

京
防

災
」
の

表
紙

＜
P
9
7
＞

【
資

料
】
東

京
都

防
災

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

＜
P
9
7
＞

【
写

真
】
地

震
で

た
お

れ
た

高
速

道
路

（
兵

庫
県

神
戸

市
）
＜

P
1
0
0
＞

【
写

真
】
地

震
で

こ
わ

れ
た

家
（
兵

庫
県

神
戸

市
）
＜

P
1
0
0
＞

【
資

料
】
阪

神
・
淡

路
大

震
災

の
ひ

害
＜

P
1
0
0
＞

【
本

文
】
「
1
9
9
5
（
平

成
７

）
年

１
月

1
7
日

の
午

前
５

時
4
6
分

、
気

温
は

3
.4

度
、

真
冬

の
寒

い
朝

、
淡

路
島

北
部

を
震

源
と

す
る

最
大

震
度

７
の

地
震

が
お

こ
り

、
大

き
な

ひ
害

が
出

ま
し

た
。

」
＜

P
1
0
0
＞

【
説

明
】
復

旧
・
復

興
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
仮

設
住

宅
＜

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
た

い
震

工
事

が
お

こ
な

わ
れ

た
小

学
校

＜
P
1
0
3
＞

【
写

真
】
学

校
に

お
か

れ
て

い
る

物
資

＜
Ｐ

1
0
3
＞

【
資

料
】
神

戸
市

中
央

区
の

「
く
ら

し
の

防
災

ガ
イ

ド
」
と

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
＜

P
1
0
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
神

戸
市

役
所

の
人

の
話

＜
P
1
0
3
＞

【
資

料
】
危

機
管

理
室

の
れ

ん
ら

く
＜

P
1
0
4
＞

【
写

真
】
防

災
無

線
＜

P
1
0
4
＞

【
写

真
】
ラ

ジ
オ

型
受

信
機

＜
P
1
0
4
＞

【
本

文
】
「
神

戸
市

は
、

2
0
0
2
（
平

成
1
4
）
年

、
市

役
所

に
危

機
管

理
室

を
つ

く
り

、
市

民
の

命
を

守
る

た
め

に
災

害
へ

の
そ

な
え

を
し

て
い

ま
す

。
災

害
が

お
こ

る
と

、
防

災
無

線
で

、
市

民
や

関
係

の
機

関
に

情
報

を
伝

え
、

す
ば

や
く
ひ

な
ん

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
」
＜

P
1
0
4
＞

【
資

料
】
神

戸
市

が
発

行
し

て
い

る
「
し

あ
わ

せ
　

は
こ

ぼ
う

」
＜

P
1
0
5
＞

【
資

料
】
「
し

あ
わ

せ
　

は
こ

ぼ
う

」
に

書
か

れ
て

い
る

4
年

生
の

な
い

よ
う

＜
P
1
0
5
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
の

津
波

に
よ

る
ひ

害
の

よ
う

す
＜

P
1
0
6
 ＞

【
本

文
】
「
海

の
底

で
大

き
な

地
震

が
お

こ
る

と
、

海
面

が
上

下
に

動
い

て
、

津
波

が
発

生
し

ま
す

。
東

日
本

大
震

災
で

は
、

地
震

が
お

き
て

2
5
分

か
ら

5
0
分

ほ
ど

で
、

非
常

に
大

き
な

津
波

が
お

そ
っ

て
き

ま
し

た
。

」
＜

P
1
0
6
＞

【
資

料
】
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

で
予

想
さ

れ
る

、
震

度
の

分
布

＜
P
1
0
7
＞

【
資

料
】
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

で
予

想
さ

れ
る

、
津

波
が

お
そ

っ
て

く
る

地
い

き
＜

P
1
0
7
＞

【
資

料
】
和

歌
山

県
で

津
波

に
よ

る
ひ

害
が

あ
っ

た
お

も
な

地
震

＜
P
1
0
7
＞

【
写

真
】
世

界
津

波
の

日
の

ポ
ス

タ
ー

＜
Ｐ

1
0
9
＞

【
写

真
】
防

波
て

い
＜

P
1
1
0
＞

【
写

真
】
津

波
ひ

な
ん

タ
ワ

ー
＜

P
1
1
0
＞

【
写

真
】
ひ

な
ん

用
の

ビ
ル

＜
P
1
1
0
＞

【
写

真
】
ひ

な
ん

標
識

＜
P
1
1
0
＞

【
コ

ラ
ム

】
防

災
企

画
課

の
瀬

川
さ

ん
の

話
＜

P
1
1
0
＞

【
資

料
】
「
き

い
ち

ゃ
ん

の
災

害
避

難
ゲ

ー
ム

」
＜

P
1
1
1
＞

【
写

真
】
県

内
に

配
ら

れ
て

い
る

カ
ー

ド
＜

P
1
1
1
＞

【
本

文
】
「
津

波
の

情
報

を
い

ち
早

く
つ

か
ん

で
、

県
民

の
人

た
ち

に
知

ら
せ

る
和

歌
山

県
の

シ
ス

テ
ム

は
、

全
国

の
な

か
で

も
進

ん
で

い
る

そ
う

だ
よ

。
」
、

「
和

歌
山

県
は

、
市

町
村

が
ひ

な
ん

標
識

を
設

置
し

た
り

、
ひ

な
ん

路
を

整
備

し
た

り
す

る
こ

と
を

助
け

て
い

る
ん

だ
ね

。
」
、

「
『
災

害
避

難
ゲ

ー
ム

』
や

『
紀

の
国

防
災

ひ
と

づ
く
り

塾
』
を

通
じ

て
防

災
教

育
を

し
て

い
る

ね
。

」
＜

P
1
1
1
＞

【
写

真
】
新

燃
岳

の
ふ

ん
火

の
よ

う
す

＜
P
1
1
2
＞

【
資

料
】
ふ

ん
火

の
ひ

害
が

お
よ

ん
だ

地
い

き
＜

P
1
1
3
＞

【
資

料
】
ふ

ん
火

け
い

か
い

の
レ

ベ
ル

＜
P
1
1
3
＞

【
資

料
】
ふ

ん
火

直
後

か
ら

落
ち

着
く
ま

で
＜

P
1
1
3
＞

【
写

真
】
ふ

ん
火

直
後

と
今

の
よ

う
す

＜
P
1
1
4
＞

【
資

料
】
復

旧
・
復

興
す

る
ま

で
の

取
り

組
み

＜
P
1
1
4
＞

【
本

文
】
「
火

山
の

灰
が

取
り

の
ぞ

か
れ

、
町

が
き

れ
い

に
な

っ
て

い
る

ね
。

」
、

「
復

旧
・
復

興
を

す
る

た
め

に
、

さ
ま

ざ
ま

な
人

た
ち

が
関

わ
っ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
ね

。
」
＜

P
1
1
4
＞

【
資

料
】
新

燃
岳

・
硫

黄
山

周
辺

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

＜
Ｐ

1
1
5
＞

【
資

料
】
火

山
の

ふ
ん

火
が

お
き

た
と

き
の

体
制

＜
P
1
1
5
＞

【
写

真
】
火

山
か

ら
出

る
ガ

ス
を

調
べ

る
機

械
＜

Ｐ
1
1
5
＞

【
コ

ラ
ム

】
高

原
町

役
場

の
江

南
さ

ん
の

話
＜

Ｐ
1
1
5
＞

【
写

真
】
雪

に
よ

る
交

通
じ

ゅ
う

た
い

＜
P
1
1
6
＞

【
写

真
】
除

雪
の

よ
う

す
＜

Ｐ
1
1
6
＞

【
写

真
】
ひ

ろ
さ

き
便

利
ま

っ
ぷ

＜
Ｐ

1
1
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
北

谷
さ

ん
の

話
＜

Ｐ
1
1
6
＞

【
資

料
】
降

雪
量

の
う

つ
り

変
わ

り
＜

P
1
1
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
市

役
所

の
中

村
さ

ん
の

話
＜

Ｐ
1
1
7
＞

【
写

真
】
熱

を
利

用
し

た
歩

道
＜

Ｐ
1
1
7
＞

【
資

料
】
関

係
機

関
と

の
協

力
＜

P
1
1
7
＞

【
写

真
】
「
防

災
ま

ち
あ

る
き

」
の

よ
う

す
＜

Ｐ
1
1
8
＞

【
コ

ラ
ム

】
企

画
防

災
課

の
牧

さ
ん

の
話

＜
Ｐ

1
1
8
＞

地
域

・
学

校
の

取
組

国
・
地
方
自
治
体
の
取
組
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「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

＜
第

４
学

年
＞

　
ｅ
　

地
域

の
人

々
が

受
け

継
い

で
き

た
文

化
財

名
及

び
古

く
か

ら
伝

わ
る

年
中

行
事

名

発
行

者
取

り
上

げ
て

い
る

文
化

財
名

・
年

中
行

事
名

東
書

①
通

潤
橋

（
熊

本
県

）
　

②
八

ツ
鹿

お
ど

り
（
愛

媛
県

）
　

③
熊

本
城

（
熊

本
県

）
　

④
阿

波
お

ど
り

（
徳

島
県

）
　

⑤
天

橋
立

（
京

都
府

）
　

⑥
白

石
城

（
宮

城
県

）
　

⑦
兼

六
園

を
流

れ
る

辰
巳

用
水

（
石

川
県

）
　

⑧
西

予
市

宇
和

町
の

開
明

学
校

（
愛

媛
県

）
　

⑨
西

予
市

明
浜

町
の

牛
お

に
（
愛

媛
県

）
　

⑩
松

山
城

（
愛

媛
県

）
　

⑪
今

治
市

野
間

神
社

の
つ

ぎ
じ

し
（
愛

媛
県

）
　

⑫
道

後
温

泉
本

館
（
愛

媛
県

）
　

⑬
宇

和
島

市
の

八
ツ

鹿
お

ど
り

（
愛

媛
県

）
　

⑭
新

居
浜

太
鼓

祭
り

（
愛

媛
県

）
　

⑮
宇

和
島

八
ツ

鹿
お

ど
り

の
鹿

の
面

（
愛

媛
県

）
　

⑯
子

ど
も

太
鼓

台
（
愛

媛
県

）
　

⑰
新

居
浜

太
鼓

祭
り

で
行

わ
れ

る
船

御
幸

（
愛

媛
県

）
　

⑱
伊

予
万

歳
（
愛

媛
県

）
　

⑲
安

積
疏

水
（
福

島
県

）
　

⑳
見

沼
代

用
水

（
埼

玉
県

）
　

㉑
京

都
市

学
校

歴
史

博
物

館
（
京

都
府

）
　

㉒
適

塾
（
大

阪
府

）
㉓

松
江

城
（
島

根
県

）
　

㉔
教

育
資

料
館

（
宮

城
県

）
　

㉕
瑞

巌
寺

（
本

堂
内

）
（
宮

城
県

）
　

㉖
五

大
堂

（
宮

城
県

）
　

㉗
東

日
本

大
震

災
後

に
始

め
ら

れ
た

松
島

流
灯

会
「
海

の
盆

」
（
宮

城
県

）
㉘

水
沢

県
庁

記
念

館
（
宮

城
県

）
　

㉙
武

家
屋

敷
の

ま
ち

な
み

（
宮

城
県

）
　

㉚
森

舞
台

（
宮

城
県

）
　

㉛
警

察
資

料
館

（
宮

城
県

）
　

㉜
と

よ
ま

秋
祭

り
（
宮

城
県

）
　

㉝
春

蘭
亭

（
宮

城
県

）
㉞

登
米

能
（
宮

城
県

）

教
出

①
吉

野
ヶ

里
歴

史
公

園
（
佐

賀
県

）
　

②
浅

草
（
東

京
都

）
　

③
唐

津
く
ん

ち
（
佐

賀
県

）
　

④
岸

和
田

だ
ん

じ
り

祭
り

（
大

阪
府

）
　

⑤
よ

さ
こ

い
ソ

ー
ラ

ン
祭

り
（
北

海
道

）
　

⑥
青

森
ね

ぶ
た

祭
（
青

森
県

）
　

⑦
仙

台
七

夕
ま

つ
り

（
宮

城
県

）
　

⑧
秩

父
夜

祭
（
埼

玉
県

）
　

⑨
姫

路
城

（
兵

庫
県

）
　

⑩
金

閣
（
京

都
府

）
　

⑪
首

里
城

の
守

礼
門

（
沖

縄
県

）
　

⑫
富

士
山

（
山

梨
県

・
静

岡
県

）
　

⑬
白

川
郷

（
岐

阜
県

）
　

⑭
紀

伊
山

地
の

霊
場

と
参

詣
道

（
三

重
県

・
奈

良
県

・
和

歌
山

県
）
　

⑮
三

木
家

住
宅

（
徳

島
県

）
　

⑯
大

山
寺

の
力

餅
（
徳

島
県

）
　

⑰
大

麻
比

古
神

社
の

神
火

大
祭

（
徳

島
県

）
　

⑱
勝

瑞
獅

子
舞

（
徳

島
県

）
　

⑲
佐

古
配

水
ポ

ン
プ

場
（
徳

島
県

）
　

⑳
鶴

林
寺

三
重

塔
（
徳

島
県

）
　

㉑
加

茂
谷

鯉
祭

り
（
徳

島
県

）
　

㉒
坂

州
農

村
舞

台
（
徳

島
県

）
　

㉓
宍

喰
祇

園
祭

り
（
徳

島
県

）
㉔

祖
谷

の
か

ず
ら

橋
（
徳

島
県

）
　

㉕
日

和
佐

八
幡

神
社

の
秋

祭
り

（
徳

島
県

）
　

㉖
阿

波
人

形
浄

瑠
璃

（
徳

島
県

）
　

㉗
阿

波
お

ど
り

（
徳

島
県

）
　

㉘
東

京
高

円
寺

阿
波

お
ど

り
（
東

京
都

）
　

㉙
犬

飼
農

村
舞

台
（
徳

島
県

）
　

㉚
見

沼
通

船
堀

（
埼

玉
県

）
　

㉛
岩

槻
藩

遷
喬

館
（
埼

玉
県

）
　

㉜
萬

年
寺

（
埼

玉
県

）
　

㉝
星

川
弁

財
天

（
埼

玉
県

）
　

㉞
田

が
開

か
れ

る
前

に
あ

っ
た

ぬ
ま

に
、

竜
が

い
た

と
い

う
言

い
伝

え
を

も
と

に
、

地
域

の
人

が
始

め
た

祭
り

（
埼

玉
県

）
　

㉟
宗

像
大

社
辺

津
宮

（
福

岡
県

）
　

㊱
民

陶
む

ら
祭

（
大

分
県

）
　

㊲
観

世
音

寺
の

仏
像

（
福

岡
県

）
　

㊳
お

に
す

べ
の

祭
り

（
福

岡
県

）
　

㊴
太

宰
府

政
庁

跡
（
福

岡
県

）
　

㊵
曲

水
の

宴
（
福

岡
県

）
　

㊶
八

朔
の

千
頭

明
（
福

岡
県

）
　

㊷
太

宰
府

天
満

宮
（
福

岡
県

）
　

㊸
博

多
ど

ん
た

く
港

ま
つ

り
（
福

岡
県

）
　

㊹
み

あ
れ

祭
（
福

岡
県

）
　

㊺
嘉

穂
劇

場
（
福

岡
県

）

日
文

①
三

社
祭

（
東

京
都

）
　

②
さ

っ
ぽ

ろ
雪

ま
つ

り
（
北

海
道

）
　

③
青

森
ね

ぶ
た

祭
（
青

森
県

）
　

④
日

光
東

照
宮

（
栃

木
県

）
　

⑤
名

古
屋

城
（
愛

知
県

）
　

⑥
天

神
祭

（
大

阪
府

）
　

⑦
阿

波
お

ど
り

（
徳

島
県

）
　

⑧
首

里
城

跡
（
沖

縄
県

）
　

⑨
岡

山
城

（
岡

山
県

）
　

⑩
後

楽
園

（
岡

山
県

）
　

⑪
倉

敷
市

の
美

観
地

区
（
岡

山
県

）
　

⑫
ひ

が
し

茶
屋

街
（
石

川
県

）
　

⑬
五

島
神

楽
（
長

崎
県

）
　

⑭
朝

鮮
通

信
使

を
記

念
し

た
祭

り
（
長

崎
県

）
　

⑮
黒

島
天

主
堂

（
長

崎
県

）
　

⑯
那

須
疏

水
（
栃

木
県

）
　

⑰
大

浦
天

主
堂

（
長

崎
県

）
　

⑱
ペ

ー
ロ

ン
大

会
（
長

崎
県

）
　

⑲
長

崎
く
ん

ち
（
長

崎
県

）
　

⑳
諏

訪
神

社
か

ら
お

り
て

く
る

三
体

の
み

こ
し

（
長

崎
県

）
　

㉑
庭

見
せ

（
長

崎
県

）
　

㉒
シ

ャ
ギ

リ
（
長

崎
県

）
　

㉓
筑

後
町

に
よ

る
龍

踊
（
長

崎
県

）
　

㉔
か

さ
ぼ

こ
持

ち
（
長

崎
県

）
　

㉕
明

治
時

代
の

か
さ

ぼ
こ

発
行

者
取

り
上

げ
て

い
る

先
人

名

東
書

①
布

田
保

之
助

（
熊

本
県

）
　

②
橋

本
勘

五
郎

（
熊

本
県

）
　

③
江

頭
杉

太
郎

（
佐

賀
県

）
　

④
緒

方
洪

庵
（
大

阪
府

）
　

⑤
高

城
権

八
（
島

根
県

）
　

⑥
勝

部
本

右
衛

門
栄

忠
（
島

根
県

）
　

⑦
勝

部
本

右
衛

門
景

浜
（
島

根
県

）

教
出

①
井

沢
弥

惣
兵

衛
（
埼

玉
県

）
　

②
小

笠
原

東
陽

（
神

奈
川

県
）
　

　
③

杉
浦

健
造

（
山

梨
県

）
　

④
杉

浦
三

郎
（
山

梨
県

）
　

⑤
伊

波
普

猷
（
沖

縄
県

）
　

⑥
中

山
久

蔵
（
北

海
道

）

日
文

①
矢

板
武

（
栃

木
県

）
　

②
田

中
正

造
（
栃

木
県

）
　

③
印

南
丈

作
（
栃

木
県

）
　

④
田

辺
朔

朗
（
京

都
府

）
　

⑤
二

宮
金

次
郎

（
尊

徳
）
（
神

奈
川

県
）
　

⑥
南

方
熊

楠
（
和

歌
山

県
）
　

⑦
華

岡
青

洲
（
和

歌
山

県
）
　

⑧
川

端
龍

子
（
和

歌
山

県
）
　

⑨
東

井
義

雄
（
兵

庫
県

）
　

⑩
荻

野
吟

子
（
埼

玉
県

）

＜
第

４
学

年
＞

　
ｆ　

地
域

の
発

展
に

尽
く
し

た
先

人
名

（
長
崎
県
）
　
㉖
長
崎
し
し
ゅ
う
（
長
崎
県
）
　
㉗
く
ん
ち
で
使
う
衣
装
（
長
崎
県
）
　
㉘
元
船
町
に
よ
る
唐
船
祭
（
長
崎
県
）
　
㉙
鍛
冶
屋
町
に
よ
る
宝
船
（
長
崎
県
）
　
㉚
今
篭
町
に
よ
る
本
踊
（
長
崎
県
）

㉛
鯨
の
潮
吹
き
（
長
崎
県
）
　
㉜
川
船
（
長
崎
県
）
　
㉝
南
蛮
船
（
長
崎
県
）
　
㉞
宝
船
・
七
福
神
（
長
崎
県
）
　
㉟
鯨
太
鼓
（
長
崎
県
）
　
㊱
諏
訪
神
社
（
長
崎
県
）
　
㊲
崇
福
寺
（
長
崎
県
）
　
㊳
端
島
（
軍

艦
島
）
（
長
崎
県
）
　
㊴
蹴
上
発
電
所
（
京
都
府
）
　
㊵
和
歌
山
城
（
和
歌
山
県
）
　
㊶
熊
野
古
道
に
今
も
残
る
野
中
の
一
方
杉
と
継
桜
王
子
の
鳥
居
（
和
歌
山
県
）
　
㊷
春
林
軒
（
和
歌
山
県
）
　
㊸
武

蔵
府
中
の
く
ら
や
み
祭
（
東
京
都
）
　
㊹
み
こ
し
渡
御
（
東
京
都
）
　
㊺
子
ど
も
み
こ
し
（
東
京
都
）
　
㊻
山
車
の
じ
ゅ
ん
行
（
東
京
都
）
　
㊼
太
鼓
の
饗
宴
（
東
京
都
）
　
㊽
備
前
焼
ま
つ
り
（
岡
山
県
）
　
㊾

備
前
焼
風
鈴
ま
つ
り
（
岡
山
県
）
　
㊿
旧
閑
谷
学
校
の
講
堂
（
岡
山
県
）
　
　
旧
閑
谷
学
校
の
講
堂
の
屋
根
の
か
わ
ら
（
岡
山
県
）
　
　
吉
備
津
神
社
（
岡
山
県
）
　
　
鳴
釜
神
事
（
岡
山
県
）
　
　
う
ら

じ
ゃ
（
岡
山
県
）
　
　
神
楽
（
宮
崎
県
）
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「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

＜
第

４
学

年
＞

　
ｇ
　

国
際

交
流

に
取

り
組

ん
で

い
る

事
例

地
名

発
行

者
国

際
交

流
に

取
り

組
ん

で
い

る
事

例
地

名

東
書

①
宮

城
県

仙
台

市

教
出

①
福

岡
県

福
岡

市
　

②
福

岡
県

柳
川

市

日
文

①
岡

山
県

倉
敷

市
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＜
第

５
学

年
＞

　
ｉ　

大
量

の
情

報
通

信
技

術
を

活
用

し
て

、
国

民
生

活
を

向
上

さ
せ

て
い

る
産

業
を

取
り

上
げ

て
い

る
事

例
名

発
行

者
取

り
上

げ
て

い
る

事
例

名

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

東
書

「
情

報
化

し
た

社
会

と
産

業
の

発
展

」
『
は

ん
売

の
仕

事
』

【
写

真
】
電

子
マ

ネ
ー

と
し

て
も

使
え

る
IC

カ
ー

ド
＜

下
P

6
6
＞

【
写

真
】
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

医
療

相
談

＜
下

P
6
6
＞

【
本

文
】
「
家

族
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
っ

て
買

い
物

を
し

て
い

ま
し

た
。

配
達

中
の

商
品

の
位

置
が

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

わ
か

り
ま

し
た

。
」
＜

下
Ｐ

6
6
＞

【
本

文
】
「
人

工
知

能
が

組
み

込
ま

れ
、

介
護

の
現

場
で

活
や

く
で

き
る

ロ
ボ

ッ
ト

が
開

発
さ

れ
て

い
ま

す
。

」
＜

下
P

6
6
＞

【
写

真
】
人

工
知

能
が

組
み

こ
ま

れ
た

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

＜
下

P
6
6
＞

【
本

文
】
「
病

院
に

行
か

ず
、

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
て

医
療

相
談

を
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
」
＜

下
P

6
6
＞

【
写

真
】
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
支

は
ら

い
が

で
き

る
ア

プ
リ

＜
下

P
6
7
＞

【
写

真
】
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
の

様
子

＜
下

P
6
7
＞

【
本

文
】
「
兄

が
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
で

ＩＣ
カ

ー
ド

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
電

子
マ

ネ
ー

で
買

い
物

し
て

い
る

の
を

見
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

」
＜

下
6
7
＞

【
写

真
】
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
の

レ
ジ

の
様

子
＜

下
Ｐ

6
8
＞

【
写

真
】
専

用
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
っ

た
商

品
の

発
注

＜
下

Ｐ
6
8
＞

【
説

明
】
Ｐ

Ｏ
Ｓ

シ
ス

テ
ム

＜
下

Ｐ
6
8
＞

【
資

料
】
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
か

ら
本

部
へ

の
情

報
の

流
れ

＜
下

Ｐ
6
9
＞

【
写

真
】
IC

カ
ー

ド
の

利
用

＜
下

Ｐ
6
9
＞

【
写

真
】
集

め
ら

れ
た

情
報

を
も

と
に

開
発

さ
れ

た
商

品
＜

下
Ｐ

6
9
＞

【
資

料
】
商

品
が

コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
ス

ト
ア

に
と

ど
け

ら
れ

る
し

く
み

＜
下

P
7
0
＞

【
説

明
】
位

置
情

報
＜

下
P

7
0
＞

【
資

料
】
ト

ラ
ッ

ク
の

位
置

や
店

の
状

き
ょ

う
が

わ
か

る
画

面
（
イ

メ
ー

ジ
）
＜

下
P

7
1
＞

【
写

真
】
移

動
は

ん
売

の
様

子
＜

下
P

7
1
＞

【
写

真
】
家

庭
に

商
品

を
と

ど
け

る
サ

ー
ビ

ス
＜

下
P

7
1
＞

【
写

真
】
コ

ピ
ー

機
で

で
き

る
主

な
こ

と
＜

下
P

7
2
＞

【
説

明
】
情

報
通

信
技

術
（
IC

T
)＜

下
P

7
2
＞

【
写

真
】
た

く
配

ロ
ッ

カ
ー

＜
下

P
7
3
＞

【
写

真
】
銀

行
の

あ
ず

け
ば

ら
い

機
＜

下
P

7
3
＞

【
資

料
】
ゆ

う
と

さ
ん

が
ま

と
め

た
関

係
図

＜
下

P
7
4
・
7
5
＞

『
運

輸
業

』
【
本

文
】
「
運

送
会

社
で

は
通

信
は

ん
売

会
社

と
連

け
い

し
て

、
注

文
情

報
や

配
達

先
、

在
庫

情
報

な
ど

を
活

用
し

、
す

ば
や

く
も

の
を

運
ん

で
い

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
」
＜

下
P

7
6
＞

『
観

光
業

』
【
本

文
】
「
下

呂
温

泉
で

は
、

観
光

業
に

か
か

わ
る

人
た

ち
が

デ
ー

タ
を

活
用

し
な

が
ら

、
地

域
を

元
気

に
で

き
る

よ
う

な
取

り
組

み
を

続
け

て
い

ま
す

。
」
＜

下
P

7
7
＞

『
医

療
産

業
』

【
本

文
】
「
医

療
産

業
で

は
、

そ
う

し
た

課
題

を
解

決
で

き
る

よ
う

に
、

医
療

や
人

々
の

健
康

に
つ

い
て

の
情

報
を

収
集

、
分

せ
き

し
て

さ
ま

ざ
ま

な
機

関
と

連
け

い
し

た
り

、
消

費
者

に
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
た

り
す

る
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

」
＜

下
P

7
8
＞

『
福

祉
産

業
』

【
本

文
】
「
お

年
寄

り
の

自
宅

の
い

く
つ

か
の

場
所

に
セ

ン
サ

ー
を

設
置

し
、

お
年

寄
り

の
生

活
を

分
せ

き
し

ま
す

。
」
＜

下
P

7
9
＞
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＜
第

５
学

年
＞

　
ｉ　

大
量

の
情

報
通

信
技

術
を

活
用

し
て

、
国

民
生

活
を

向
上

さ
せ

て
い

る
産

業
を

取
り

上
げ

て
い

る
事

例
名

発
行

者
取

り
上

げ
て

い
る

事
例

名

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

東
書

「
情

報
化

し
た

社
会

と
産

業
の

発
展

」
『
は

ん
売

の
仕

事
』

【
写

真
】
電

子
マ

ネ
ー

と
し

て
も

使
え

る
IC

カ
ー

ド
＜

下
P

6
6
＞

【
写

真
】
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

医
療

相
談

＜
下

P
6
6
＞

【
本

文
】
「
家

族
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
っ

て
買

い
物

を
し

て
い

ま
し

た
。

配
達

中
の

商
品

の
位

置
が

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

わ
か

り
ま

し
た

。
」
＜

下
Ｐ

6
6
＞

【
本

文
】
「
人

工
知

能
が

組
み

込
ま

れ
、

介
護

の
現

場
で

活
や

く
で

き
る

ロ
ボ

ッ
ト

が
開

発
さ

れ
て

い
ま

す
。

」
＜

下
P

6
6
＞

【
写

真
】
人

工
知

能
が

組
み

こ
ま

れ
た

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

＜
下

P
6
6
＞

【
本

文
】
「
病

院
に

行
か

ず
、

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
て

医
療

相
談

を
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
」
＜

下
P

6
6
＞

【
写

真
】
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
支

は
ら

い
が

で
き

る
ア

プ
リ

＜
下

P
6
7
＞

【
写

真
】
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
の

様
子

＜
下

P
6
7
＞

【
本

文
】
「
兄

が
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
で

ＩＣ
カ

ー
ド

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
電

子
マ

ネ
ー

で
買

い
物

し
て

い
る

の
を

見
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

」
＜

下
6
7
＞

【
写

真
】
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
の

レ
ジ

の
様

子
＜

下
Ｐ

6
8
＞

【
写

真
】
専

用
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
っ

た
商

品
の

発
注

＜
下

Ｐ
6
8
＞

【
説

明
】
Ｐ

Ｏ
Ｓ

シ
ス

テ
ム

＜
下

Ｐ
6
8
＞

【
資

料
】
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
か

ら
本

部
へ

の
情

報
の

流
れ

＜
下

Ｐ
6
9
＞

【
写

真
】
IC

カ
ー

ド
の

利
用

＜
下

Ｐ
6
9
＞

【
写

真
】
集

め
ら

れ
た

情
報

を
も

と
に

開
発

さ
れ

た
商

品
＜

下
Ｐ

6
9
＞

【
資

料
】
商

品
が

コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
ス

ト
ア

に
と

ど
け

ら
れ

る
し

く
み

＜
下

P
7
0
＞

【
説

明
】
位

置
情

報
＜

下
P

7
0
＞

【
資

料
】
ト

ラ
ッ

ク
の

位
置

や
店

の
状

き
ょ

う
が

わ
か

る
画

面
（
イ

メ
ー

ジ
）
＜

下
P

7
1
＞

【
写

真
】
移

動
は

ん
売

の
様

子
＜

下
P

7
1
＞

【
写

真
】
家

庭
に

商
品

を
と

ど
け

る
サ

ー
ビ

ス
＜

下
P

7
1
＞

【
写

真
】
コ

ピ
ー

機
で

で
き

る
主

な
こ

と
＜

下
P

7
2
＞

【
説

明
】
情

報
通

信
技

術
（
IC

T
)＜

下
P

7
2
＞

【
写

真
】
た

く
配

ロ
ッ

カ
ー

＜
下

P
7
3
＞

【
写

真
】
銀

行
の

あ
ず

け
ば

ら
い

機
＜

下
P

7
3
＞

【
資

料
】
ゆ

う
と

さ
ん

が
ま

と
め

た
関

係
図

＜
下

P
7
4
・
7
5
＞

『
運

輸
業

』
【
本

文
】
「
運

送
会

社
で

は
通

信
は

ん
売

会
社

と
連

け
い

し
て

、
注

文
情

報
や

配
達

先
、

在
庫

情
報

な
ど

を
活

用
し

、
す

ば
や

く
も

の
を

運
ん

で
い

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
」
＜

下
P

7
6
＞

『
観

光
業

』
【
本

文
】
「
下

呂
温

泉
で

は
、

観
光

業
に

か
か

わ
る

人
た

ち
が

デ
ー

タ
を

活
用

し
な

が
ら

、
地

域
を

元
気

に
で

き
る

よ
う

な
取

り
組

み
を

続
け

て
い

ま
す

。
」
＜

下
P

7
7
＞

『
医

療
産

業
』

【
本

文
】
「
医

療
産

業
で

は
、

そ
う

し
た

課
題

を
解

決
で

き
る

よ
う

に
、

医
療

や
人

々
の

健
康

に
つ

い
て

の
情

報
を

収
集

、
分

せ
き

し
て

さ
ま

ざ
ま

な
機

関
と

連
け

い
し

た
り

、
消

費
者

に
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
た

り
す

る
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

」
＜

下
P

7
8
＞

『
福

祉
産

業
』

【
本

文
】
「
お

年
寄

り
の

自
宅

の
い

く
つ

か
の

場
所

に
セ

ン
サ

ー
を

設
置

し
、

お
年

寄
り

の
生

活
を

分
せ

き
し

ま
す

。
」
＜

下
P

7
9
＞

＜
第

５
学

年
＞

　
ｉ　

大
量

の
情

報
通

信
技

術
を

活
用

し
て

、
国

民
生

活
を

向
上

さ
せ

て
い

る
産

業
を

取
り

上
げ

て
い

る
事

例
名

発
行

者
取

り
上

げ
て

い
る

事
例

名

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

教
出

「
未

来
と

つ
な

が
る

情
報

」
『
は

ん
売

』
【
写

真
】
電

子
マ

ネ
ー

で
の

支
は

ら
い

（
2
0
2
0
年

ご
ろ

の
ス

ー
パ

ー
）
＜

P
1
9
0
＞

【
写

真
】
IC

カ
ー

ド
＜

P
1
9
0
＞

【
資

料
】
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

＜
P

1
9
0
＞

【
説

明
】
情

報
通

信
技

術
（
IC

T
)＜

P
1
9
0
＞

【
資

料
】
電

子
マ

ネ
ー

で
の

支
は

ら
い

の
回

数
の

変
化

＜
P

1
9
1
＞

【
資

料
】
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

の
売

り
上

げ
額

の
変

化
＜

P
1
9
1
＞

【
本

文
】
「
レ

ジ
を

通
す

こ
と

で
、

わ
た

し
た

ち
消

費
者

が
買

っ
た

商
品

の
情

報
が

店
に

集
ま

り
、

そ
の

情
報

を
後

で
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
」
＜

P
1
9
1
＞

【
資

料
】
店

の
P

O
S
シ

ス
テ

ム
＜

P
1
9
2
～

1
9
3
＞

【
説

明
】
P

O
S
シ

ス
テ

ム
＜

P
1
9
2
＞

【
本

文
】
「
店

の
レ

ジ
で

は
、

商
品

に
つ

い
て

い
る

バ
ー

コ
ー

ド
を

機
械

で
読

み
取

り
、

『
い

つ
、

ど
の

商
品

が
、

い
く
ら

で
、

い
く
つ

売
れ

た
か

』
と

い
っ

た
情

報
を

い
っ

し
ゅ

ん
で

記
録

し
て

い
ま

す
。

」
＜

P
1
9
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
ス

ー
パ

ー
の

店
長

の
野

中
さ

ん
の

話
＜

P
1
9
2
＞

【
資

料
】
チ

ェ
ー

ン
店

と
本

部
や

物
流

セ
ン

タ
ー

と
の

つ
な

が
り

＜
P

1
9
3
＞

【
本

文
】
「
全

国
各

地
に

チ
ェ

ー
ン

店
が

あ
る

会
社

で
は

、
P

O
S
シ

ス
テ

ム
を

通
じ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
店

の
売

れ
行

き
の

情
報

を
本

部
に

集
め

て
い

ま
す

。
ま

た
、

店
か

ら
本

部
へ

の
発

注
に

も
情

報
通

信
技

術
を

使
う

の
で

、
仕

入
れ

の
量

な
ど

の
情

報
も

本
部

に
集

ま
り

ま
す

。
」
＜

P
1
9
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
ス

ー
パ

ー
の

店
長

の
野

中
さ

ん
の

話
＜

P
1
9
3
＞

【
資

料
】
あ

る
店

の
仕

入
れ

の
変

化
の

例
＜

P
1
9
4
＞

【
資

料
】
店

で
の

発
注

作
業

の
変

化
＜

P
1
9
4
＞

【
本

文
】
「
チ

ェ
ー

ン
店

を
も

つ
会

社
で

は
、

毎
日

の
営

業
を

続
け

て
い

く
な

か
で

集
ま

っ
た

大
量

の
情

報
（
デ

ー
タ

）
を

さ
ま

ざ
ま

な
方

法
で

分
析

し
て

、
生

か
そ

う
と

し
て

い
ま

す
。

」
＜

P
1
9
4
＞

【
コ

ラ
ム

】
本

部
の

情
報

シ
ス

テ
ム

担
当

の
蛯

原
さ

ん
の

話
〈
P

1
9
4
〉

【
資

料
】
ポ

イ
ン

ト
カ

ー
ド

の
利

用
に

よ
っ

て
集

ま
り

、
生

か
さ

れ
る

情
報

＜
P

1
9
5
＞

【
コ

ラ
ム

】
本

部
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
部

の
見

村
さ

ん
の

話
＜

P
1
9
5
＞

【
説

明
】
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

＜
P

1
9
5
＞

【
本

文
】
「
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
た

は
ん

売
は

、
店

を
お

と
ず

れ
た

こ
と

の
な

い
人

や
、

遠
く
に

住
む

人
に

も
、

商
品

を
選

び
、

買
っ

て
も

ら
う

チ
ャ

ン
ス

を
広

げ
ま

す
。

店
を

開
け

る
費

用
を

お
さ

え
る

た
め

に
、

は
じ

め
か

ら
店

を
も

た
ず

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
だ

け
で

商
品

を
は

ん
売

す
る

人
た

ち
も

増
え

て
い

ま
す

。
」
＜

P
1
9
6

＞ 【
資

料
】
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
注

文
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

＜
P

1
9
6
＞

【
写

真
】
飲

食
店

で
広

が
る

宅
配

サ
ー

ビ
ス

＜
P

1
9
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
本

部
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
部

の
見

村
さ

ん
の

話
＜

P
1
9
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
情

報
通

信
技

術
を

活
用

し
た

新
た

な
取

り
組

み
＜

P
1
9
7
＞

【
写

真
】
店

員
の

い
な

い
店

＜
P

1
9
7
＞

【
写

真
】
A

Iカ
メ

ラ
の

活
用

＜
P

1
9
7
＞

【
写

真
】
情

報
を

あ
つ

か
う

仕
事

を
学

ぶ
人

た
ち

＜
P

1
9
8
＞

【
資

料
】
情

報
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
仕

事
に

つ
く
人

の
数

の
変

化
＜

P
1
9
8
＞

【
資

料
】
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
世

界
中

を
流

れ
る

情
報

量
の

変
化

（
１

か
月

当
た

り
）
＜

P
1
9
8
＞

【
写

真
】
個

人
情

報
の

流
出

を
知

ら
せ

る
手

紙
＜

P
1
9
9
＞

【
資

料
】
情

報
通

信
技

術
を

利
用

す
る

な
か

で
不

安
に

感
じ

る
こ

と
の

例
＜

P
1
9
9
＞

『
観

光
』

【
写

真
】
さ

ま
ざ

ま
な

種
類

の
言

語
で

歴
史

や
見

ど
こ

ろ
を

ガ
イ

ド
し

て
く
れ

る
サ

ー
ビ

ス
〈
P

2
0
2
〉

【
写

真
】
無

料
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

で
き

る
タ

ク
シ

ー
〈
P

2
0
2
〉

【
本

文
】
「
日

本
語

が
わ

か
ら

な
い

人
で

も
情

報
を

得
や

す
い

よ
う

に
、

観
光

客
が

利
用

す
る

交
通

機
関

や
施

設
で

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
情

報
通

信
技

術
を

取
り

入
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

」
〈
P

2
0
2
〉

【
資

料
】
観

光
旅

行
を

通
し

て
集

ま
り

、
生

か
さ

れ
る

情
報

〈
P

2
0
3
〉

【
本

文
】
「
情

報
通

信
技

術
が

発
達

し
て

き
た

こ
と

で
、

観
光

客
が

残
す

デ
ー

タ
も

大
量

に
集

ま
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
」
〈
P

2
0
3
〉

【
コ

ラ
ム

】
熊

本
県

の
観

光
の

企
画

に
た

ず
さ

わ
る

人
の

話
＜

P
2
0
3
＞

【
写

真
】
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
て

観
光

を
楽

し
む

「
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ア

ー
」
＜

P
2
0
3
＞

『
医

療
』

【
資

料
】
病

院
の

中
を

つ
な

ぐ
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
＜

P
2
0
4
＞

【
資

料
】
佐

賀
県

の
医

療
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

広
が

り
＜

P
2
0
4
＞

【
本

文
】
「
病

気
や

け
が

を
治

す
た

め
に

、
多

く
の

人
が

通
う

病
院

や
診

療
所

な
ど

の
医

療
施

設
で

は
、

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
医

師
や

患
者

の
負

担
を

減
ら

そ
う

と
す

る
取

り
組

み
が

増
え

て
き

て
い

ま
す

。
」
＜

P
2
0
4
＞

【
コ

ラ
ム

】
佐

賀
県

の
総

合
病

院
で

働
く
人

の
話

＜
P

2
0
4
＞

【
資

料
】
佐

賀
県

内
の

医
療

施
設

ど
う

し
の

つ
な

が
り

＜
P

2
0
5
＞

【
資

料
】
佐

賀
県

内
の

医
療

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
利

用
す

る
施

設
＜

P
2
0
5
＞

【
資

料
】
一

人
で

暮
ら

す
高

齢
者

の
人

口
の

変
化

＜
P

2
0
5
＞

【
資

料
】
高

齢
者

を
見

守
る

情
報

通
信

技
術

の
例

＜
P

2
0
5
＞

【
本

文
】
「
佐

賀
県

で
は

、
医

療
施

設
の

間
で

、
患

者
の

情
報

を
す

ば
や

く
正

確
に

や
り

と
り

し
て

、
む

だ
が

な
く
、

安
心

な
診

察
や

検
査

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
」
、

「
ま

た
、

一
人

で
く
ら

す
高

齢
者

で
も

、
健

康
に

安
心

し
て

く
ら

せ
る

よ
う

に
、

情
報

通
信

技
術

を
生

か
す

例
が

増
え

て
い

ま
す

。
」
〈
P

2
0
5
〉

『
運

輸
・
流

通
』

【
資

料
】
ト

ラ
ッ

ク
に

よ
る

宅
配

便
の

取
り

あ
つ

か
い

個
数

の
変

化
＜

P
2
0
6
＞

【
資

料
】
ト

ラ
ッ

ク
で

荷
物

を
運

ぶ
仕

事
に

つ
い

て
い

る
人

の
数

の
変

化
＜

P
2
0
6
＞

【
本

文
】
「
流

通
に

か
か

わ
る

人
た

ち
は

、
効

率
の

よ
い

宅
配

の
た

め
に

、
大

量
の

情
報

（
デ

ー
タ

）
の

活
用

を
進

め
て

い
ま

す
。

」
＜

P
2
0
6
＞

【
資

料
】
注

文
か

ら
配

達
ま

で
の

流
れ

＜
P

2
0
6
＞

【
写

真
】
先

頭
に

合
わ

せ
て

、
自

動
で

速
度

を
変

え
て

走
る

ト
ラ

ッ
ク

の
実

験
＜

P
2
0
6
＞

【
写

真
】
商

品
の

た
な

を
自

動
で

運
ぶ

ロ
ボ

ッ
ト

＜
P

2
0
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
宅

配
会

社
の

情
報

技
術

担
当

者
の

話
＜

P
2
0
6
＞

【
写

真
】
車

い
す

で
移

動
し

や
す

い
道

を
表

示
し

て
く
れ

る
機

能
＜

P
2
0
7
＞

【
写

真
】
A

Iが
カ

メ
ラ

で
野

菜
を

認
識

し
、

自
動

で
収

穫
す

る
ロ

ボ
ッ

ト
な

ど
も

開
発

さ
れ

て
い

ま
す

。
＜

P
2
0
7
＞
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＜
第

５
学

年
＞

　
ｉ　

大
量

の
情

報
通

信
技

術
を

活
用

し
て

、
国

民
生

活
を

向
上

さ
せ

て
い

る
産

業
を

取
り

上
げ

て
い

る
事

例
名

発
行

者
取

り
上

げ
て

い
る

事
例

名

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

日
文

「
情

報
社

会
に

生
き

る
わ

た
し

た
ち

」
【
写

真
】
魚

の
群

れ
の

情
報

を
使

う
漁

業
＜

Ｐ
2
1
4
＞

【
写

真
】
ト

マ
ト

ハ
ウ

ス
内

の
環

境
に

関
す

る
情

報
を

確
認

す
る

＜
Ｐ

2
1
4
＞

【
写

真
】
ロ

ボ
ッ

ト
に

よ
る

車
体

の
よ

う
せ

つ
＜

Ｐ
2
1
4
＞

「
生

産
・
販

売
」

【
写

真
】
食

料
品

の
残

り
の

量
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

確
認

で
き

る
冷

蔵
庫

＜
Ｐ

2
1
4
＞

【
コ

ラ
ム

】
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

を
つ

く
る

会
社

の
岩

崎
さ

ん
の

話
＜

Ｐ
2
1
5
＞

【
コ

ラ
ム

】
気

象
情

報
を

提
供

す
る

会
社

の
中

野
さ

ん
の

話
＜

Ｐ
2
1
6
＞

【
写

真
】
天

気
予

報
の

画
面

＜
Ｐ

2
1
6
＞

【
写

真
】
せ

ん
た

く
指

数
の

画
面

＜
Ｐ

2
1
6
＞

【
資

料
】
位

置
情

報
の

わ
か

る
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
短

文
投

こ
う

サ
イ

ト
（
イ

メ
ー

ジ
）
＜

Ｐ
2
1
6
＞

【
資

料
】
気

象
情

報
な

ど
を

提
供

す
る

し
く
み

＜
Ｐ

2
1
7
＞

【
資

料
】
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

が
店

に
と

ど
く
ま

で
＜

Ｐ
2
1
8
＞

【
資

料
】
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

を
つ

く
る

会
社

で
こ

ま
っ

て
い

た
こ

と
＜

Ｐ
2
1
8
＞

【
資

料
】
気

象
情

報
を

提
供

す
る

会
社

か
ら

送
ら

れ
る

予
測

情
報

＜
Ｐ

2
1
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

を
つ

く
る

会
社

の
田

﨑
さ

ん
の

話
＜

Ｐ
2
1
9
＞

【
写

真
】
も

な
か

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム
の

生
産

計
画

を
考

え
る

と
き

の
よ

う
す

＜
Ｐ

2
2
0
＞

【
資

料
】
気

温
で

売
れ

ゆ
き

が
変

わ
り

や
す

い
商

品
＜

Ｐ
2
2
0
＞

【
写

真
】
放

送
局

で
の

活
用

例
＜

Ｐ
2
2
2
＞

【
写

真
】
ガ

ス
会

社
で

の
活

用
例

＜
Ｐ

2
2
2
＞

【
写

真
】
海

上
運

送
で

の
活

用
例

＜
Ｐ

2
2
2
＞

『
観

光
業

』
【
資

料
】
「
京

都
観

光
N

av
i」

で
発

信
し

て
い

る
お

も
な

情
報

＜
Ｐ

2
2
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
京

都
市

役
所

の
人

の
話

＜
Ｐ

2
2
6
＞

【
本

文
】
「
京

都
市

で
は

、
観

光
客

が
特

定
の

観
光

地
に

集
中

し
な

い
よ

う
、

時
期

や
時

間
、

場
所

を
分

散
さ

せ
る

情
報

を
発

信
し

て
い

ま
す

。
」
＜

Ｐ
2
2
6
＞

【
資

料
】
京

都
観

光
快

適
度

マ
ッ

プ
＜

Ｐ
2
2
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
「
ふ

だ
ん

の
京

都
」
に

出
会

え
る

「
京

都
朝

観
光

・
夜

観
光

」
＜

Ｐ
2
2
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
交

通
環

境
情

報
の

活
用

＜
Ｐ

2
2
9
＞

『
医

療
』

【
写

真
】
か

ん
者

の
医

療
情

報
を

見
る

医
師

＜
P

2
3
0
＞

【
コ

ラ
ム

】
あ

か
り

さ
ん

か
ら

の
メ

ー
ル

＜
Ｐ

2
3
0
＞

【
資

料
】
「
ア

ザ
レ

ア
ネ

ッ
ト

」
の

し
く
み

＜
Ｐ

2
3
1
＞

【
本

文
】
「
大

き
な

病
院

で
治

療
を

受
け

た
か

ん
者

の
情

報
を

、
か

か
り

つ
け

の
病

院
の

医
師

が
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

を
使

っ
て

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

大
き

な
病

院
の

医
師

は
、

か
ん

者
の

病
名

や
手

術
の

よ
う

す
、

治
療

の
内

容
、

そ
し

て
、

検
査

結
果

の
内

容
や

画
像

、
現

在
飲

ん
で

い
る

薬
の

種
類

な
ど

多
く
の

医
療

情
報

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
」
＜

Ｐ
2
3
1
＞

【
資

料
】
役

わ
り

が
ち

が
う

病
院

な
ど

が
協

力
し

て
、

か
ん

者
を

治
療

す
る

し
く
み

＜
Ｐ

2
3
2
＞

【
本

文
】
「
福

岡
県

の
『
八

女
・
筑

後
医

療
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
』
や

佐
賀

県
の

『
佐

賀
県

診
療

情
報

地
域

連
携

シ
ス

テ
ム

』
と

協
力

し
て

、
お

た
が

い
の

医
療

情
報

を
共

有
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
地

域
を

こ
え

た
連

携
が

広
ま

っ
て

い
ま

す
。

」
＜

Ｐ
2
3
4
＞
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＜
第

５
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年
＞

　
ｉ　

大
量

の
情

報
通

信
技

術
を

活
用

し
て

、
国

民
生

活
を

向
上

さ
せ

て
い

る
産

業
を

取
り

上
げ

て
い

る
事

例
名

発
行

者
取

り
上

げ
て

い
る

事
例

名

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

日
文

「
情

報
社

会
に

生
き

る
わ

た
し

た
ち

」
【
写

真
】
魚

の
群

れ
の

情
報

を
使

う
漁

業
＜

Ｐ
2
1
4
＞

【
写

真
】
ト

マ
ト

ハ
ウ

ス
内

の
環

境
に

関
す

る
情

報
を

確
認

す
る

＜
Ｐ

2
1
4
＞

【
写

真
】
ロ

ボ
ッ

ト
に

よ
る

車
体

の
よ

う
せ

つ
＜

Ｐ
2
1
4
＞

「
生

産
・
販

売
」

【
写

真
】
食

料
品

の
残

り
の

量
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

確
認

で
き

る
冷

蔵
庫

＜
Ｐ

2
1
4
＞

【
コ

ラ
ム

】
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

を
つ

く
る

会
社

の
岩

崎
さ

ん
の

話
＜

Ｐ
2
1
5
＞

【
コ

ラ
ム

】
気

象
情

報
を

提
供

す
る

会
社

の
中

野
さ

ん
の

話
＜

Ｐ
2
1
6
＞

【
写

真
】
天

気
予

報
の

画
面

＜
Ｐ

2
1
6
＞

【
写

真
】
せ

ん
た

く
指

数
の

画
面

＜
Ｐ

2
1
6
＞

【
資

料
】
位

置
情

報
の

わ
か

る
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
短

文
投

こ
う

サ
イ

ト
（
イ

メ
ー

ジ
）
＜

Ｐ
2
1
6
＞

【
資

料
】
気

象
情

報
な

ど
を

提
供

す
る

し
く
み

＜
Ｐ

2
1
7
＞

【
資

料
】
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

が
店

に
と

ど
く
ま

で
＜

Ｐ
2
1
8
＞

【
資

料
】
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

を
つ

く
る

会
社

で
こ

ま
っ

て
い

た
こ

と
＜

Ｐ
2
1
8
＞

【
資

料
】
気

象
情

報
を

提
供

す
る

会
社

か
ら

送
ら

れ
る

予
測

情
報

＜
Ｐ

2
1
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

を
つ

く
る

会
社

の
田

﨑
さ

ん
の

話
＜

Ｐ
2
1
9
＞

【
写

真
】
も

な
か

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム
の

生
産

計
画

を
考

え
る

と
き

の
よ

う
す

＜
Ｐ

2
2
0
＞

【
資

料
】
気

温
で

売
れ

ゆ
き

が
変

わ
り

や
す

い
商

品
＜

Ｐ
2
2
0
＞

【
写

真
】
放

送
局

で
の

活
用

例
＜

Ｐ
2
2
2
＞

【
写

真
】
ガ

ス
会

社
で

の
活

用
例

＜
Ｐ

2
2
2
＞

【
写

真
】
海

上
運

送
で

の
活

用
例

＜
Ｐ

2
2
2
＞

『
観

光
業

』
【
資

料
】
「
京

都
観

光
N

av
i」

で
発

信
し

て
い

る
お

も
な

情
報

＜
Ｐ

2
2
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
京

都
市

役
所

の
人

の
話

＜
Ｐ

2
2
6
＞

【
本

文
】
「
京

都
市

で
は

、
観

光
客

が
特

定
の

観
光

地
に

集
中

し
な

い
よ

う
、

時
期

や
時

間
、

場
所

を
分

散
さ

せ
る

情
報

を
発

信
し

て
い

ま
す

。
」
＜

Ｐ
2
2
6
＞

【
資

料
】
京

都
観

光
快

適
度

マ
ッ

プ
＜

Ｐ
2
2
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
「
ふ

だ
ん

の
京

都
」
に

出
会

え
る

「
京

都
朝

観
光

・
夜

観
光

」
＜

Ｐ
2
2
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
交

通
環

境
情

報
の

活
用

＜
Ｐ

2
2
9
＞

『
医

療
』

【
写

真
】
か

ん
者

の
医

療
情

報
を

見
る

医
師

＜
P

2
3
0
＞

【
コ

ラ
ム

】
あ

か
り

さ
ん

か
ら

の
メ

ー
ル

＜
Ｐ

2
3
0
＞

【
資

料
】
「
ア

ザ
レ

ア
ネ

ッ
ト

」
の

し
く
み

＜
Ｐ

2
3
1
＞

【
本

文
】
「
大

き
な

病
院

で
治

療
を

受
け

た
か

ん
者

の
情

報
を

、
か

か
り

つ
け

の
病

院
の

医
師

が
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

を
使

っ
て

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

大
き

な
病

院
の

医
師

は
、

か
ん

者
の

病
名

や
手

術
の

よ
う

す
、

治
療

の
内

容
、

そ
し

て
、

検
査

結
果

の
内

容
や

画
像

、
現

在
飲

ん
で

い
る

薬
の

種
類

な
ど

多
く
の

医
療

情
報

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
」
＜

Ｐ
2
3
1
＞

【
資

料
】
役

わ
り

が
ち

が
う

病
院

な
ど

が
協

力
し

て
、

か
ん

者
を

治
療

す
る

し
く
み

＜
Ｐ

2
3
2
＞

【
本

文
】
「
福

岡
県

の
『
八

女
・
筑

後
医

療
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
』
や

佐
賀

県
の

『
佐

賀
県

診
療

情
報

地
域

連
携

シ
ス

テ
ム

』
と

協
力

し
て

、
お

た
が

い
の

医
療

情
報

を
共

有
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
地

域
を

こ
え

た
連

携
が

広
ま

っ
て

い
ま

す
。

」
＜

Ｐ
2
3
4
＞

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

＜
第

５
学

年
＞

　
ｊ　

自
然

災
害

か
ら

国
土

を
保

全
し

国
民

生
活

を
守

る
た

め
に

国
や

県
な

ど
が

様
々

な
対

策
や

事
業

を
進

め
て

い
る

こ
と

を
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

扱
い

発
行

者
国

・
地

方
公

共
団

体
の

役
割

警
察

・
消

防
・
自

衛
隊

の
働

き

記
載

な
し

「
わ

た
し

た
ち

の
生

活
と

環
境

」
【
本

文
】
「
津

波
が

来
た

と
き

の
た

め
に

、
津

波
ひ

な
ん

タ
ワ

ー
が

つ
く
ら

れ
て

い
て

、
地

域
の

人
た

ち
が

訓
練

し
て

い
る

ん
だ

ね
。

」
＜

下
P

9
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
村

人
を

津
波

か
ら

救
っ

た
濱

口
梧

陵
＜

P
9
3
＞

東
書

「
わ

た
し

た
ち

の
生

活
と

環
境

」
【
写

真
】
地

震
で

た
お

れ
た

高
速

道
路

＜
下

P
8
8
＞

【
写

真
】
津

波
で

打
ち

上
げ

ら
れ

た
船

＜
下

P
8
8
＞

【
写

真
】
大

雨
に

よ
る

被
害

＜
下

P
8
9
＞

【
写

真
】
噴

火
に

よ
る

火
さ

い
流

＜
下

P
8
9
＞

【
写

真
】
大

雪
＜

下
P

8
9
＞

【
写

真
】
阪

神
・
淡

路
大

震
災

で
く
ず

れ
た

鉄
道

の
駅

と
線

路
＜

下
P

9
0
＞

【
資

料
】
主

な
地

震
の

震
源

の
分

布
＜

下
P

9
0
 ＞

【
資

料
】
断

層
で

起
き

る
地

震
＜

下
P

9
0
＞

【
説

明
】
プ

レ
ー

ト
＜

下
P

9
0
＞

【
写

真
】
耐

震
工

事
＜

下
Ｐ

9
1
＞

【
写

真
】
緊

急
地

震
速

報
＜

下
Ｐ

9
1
＞

【
写

真
】
国

土
交

通
省

の
災

害
対

策
本

部
＜

下
Ｐ

9
1
＞

【
写

真
】
道

路
の

復
旧

＜
下

P
9
1
＞

【
説

明
】
緊

急
地

震
速

報
＜

下
P

9
1
＞

【
本

文
】
「
学

校
や

県
庁

な
ど

の
建

物
で

は
、

耐
震

工
事

を
行

っ
て

、
地

震
に

備
え

て
い

る
ん

だ
ね

。
」
、

「
緊

急
地

震
速

報
は

、
地

震
の

大
き

な
ゆ

れ
が

予
想

さ
れ

る
直

前
に

知
ら

せ
て

く
れ

る
の

で
、

自
分

の
身

を
守

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
」
、

「
国

の
会

議
で

は
、

大
き

な
地

震
の

前
ぶ

れ
が

な
い

か
話

し
合

っ
た

り
、

地
震

が
起

き
た

と
き

の
対

応
を

検
討

し
た

り
し

て
い

ま
し

た
。

」
、

「
地

震
が

起
き

た
後

も
、

道
路

を
整

備
す

る
な

ど
、

国
や

県
は

協
力

し
て

対
策

し
て

い
た

ね
。

」
＜

下
P

9
1
＞

【
写

真
】
津

波
に

お
そ

わ
れ

た
仙

台
空

港
の

様
子

＜
下

P
9
2
＞

【
写

真
】
津

波
で

打
ち

上
げ

ら
れ

た
漁

船
＜

下
P

9
2
＞

【
資

料
】
地

震
の

後
に

津
波

が
起

き
る

し
く
み

＜
下

P
9
2
＞

【
資

料
】
東

日
本

大
震

災
（
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
）
の

震
源

と
、

津
波

に
よ

る
被

害
が

大
き

か
っ

た
地

域
＜

下
P

9
2
＞

【
写

真
】
津

波
ひ

な
ん

タ
ワ

ー
の

建
設

＜
下

P
9
3
＞

【
写

真
】
防

潮
堤

の
建

設
＜

下
P

9
3
＞

【
資

料
】
津

波
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

＜
P

9
3
＞

【
説

明
】
公

共
事

業
＜

下
P

9
3
＞

【
本

文
】
「
津

波
が

来
た

と
き

の
た

め
に

、
津

波
ひ

な
ん

タ
ワ

ー
が

つ
く
ら

れ
て

い
て

、
地

域
の

人
た

ち
が

訓
練

し
て

い
る

ん
だ

ね
。

」
、

「
津

波
災

害
が

起
こ

り
や

す
い

地
域

で
は

、
津

波
を

防
ぐ

防
潮

堤
が

つ
く
ら

れ
て

い
る

ん
だ

ね
。

」
、

「
津

波
が

起
き

た
と

き
に

、
被

害
が

大
き

く
な

ら
な

い
よ

う
な

ま
ち

づ
く
り

が
考

え
ら

れ
て

い
る

ね
。

自
分

た
ち

の
ま

ち
の

様
子

を
知

る
こ

と
は

、
災

害
に

備
え

る
た

め
に

大
切

な
こ

と
だ

ね
。

」
、

「
国

や
都

道
府

県
も

協
力

し
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

取
り

組
み

を
し

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

取
り

組
み

を
公

共
事

業
と

い
う

ん
だ

ね
。

」
＜

下
P

9
3
＞

【
写

真
】
平

成
2
6
年

８
月

豪
雨

で
の

土
砂

災
害

＜
下

P
9
4
＞

【
写

真
】
平

成
2
9
年

７
月

九
州

北
部

豪
雨

＜
下

P
9
4
＞

【
資

料
】
土

砂
災

害
が

起
き

る
前

ぶ
れ

＜
下

P
9
4
＞

【
写

真
】
な

に
わ

大
放

水
路

＜
下

P
9
5
＞

【
資

料
】
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

＜
下

P
9
5
＞

【
コ

ラ
ム

】
国

土
交

通
省

の
平

田
さ

ん
の

話
＜

下
P

9
5
＞

【
写

真
】
砂

防
ダ

ム
で

止
ま

っ
た

土
石

流
＜

下
P

9
5
＞

【
写

真
】
大

雨
特

別
警

報
を

伝
え

る
ニ

ュ
ー

ス
＜

下
P

9
5
＞

【
本

文
】
「
川

の
水

や
土

砂
が

大
量

に
流

れ
て

く
る

の
を

防
ぐ

ダ
ム

が
あ

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
」
、

「
大

雨
な

ど
で

水
が

あ
ふ

れ
な

い
よ

う
に

、
放

水
路

が
つ

く
ら

れ
て

い
る

ん
だ

ね
。

」
、

「
警

報
な

ど
が

出
さ

れ
る

と
、

テ
レ

ビ
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

わ
か

り
や

す
く
示

し
て

く
れ

る
か

ら
、

し
っ

か
り

情
報

を
得

る
と

い
い

ね
。

」
、

「
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

は
、

災
害

が
起

き
る

前
の

備
え

が
で

き
、

災
害

が
起

き
た

と
き

に
も

ひ
な

ん
の

参
考

に
な

り
ま

す
。

」
＜

下
P

9
5
＞

【
写

真
】
御

嶽
山

の
噴

火
＜

下
P

9
6
＞

【
資

料
】
さ

ま
ざ

ま
な

火
山

現
象

＜
下

P
9
6
＞

【
資

料
】
気

象
庁

が
常

に
観

測
し

て
い

る
火

山
＜

下
P

9
6
＞

【
資

料
】
火

山
防

災
の

心
得

＜
P

9
6
＞

【
写

真
】
ひ

な
ん

ご
う

＜
下

P
9
6
＞

【
本

文
】
「
気

象
庁

は
、

観
測

す
る

活
火

山
を

指
定

し
た

り
、

噴
火

の
前

ぶ
れ

が
あ

る
と

警
報

な
ど

で
都

道
府

県
や

関
係

機
関

に
知

ら
せ

た
り

し
て

い
る

ね
。

」
、

「
火

山
活

動
が

活
発

な
県

に
は

、
『
火

山
防

災
の

心
得

』
を

広
め

る
な

ど
、

少
し

で
も

被
害

を
減

ら
す

よ
う

に
国

や
県

は
努

力
し

て
い

る
ん

だ
ね

。
」
、

「
と

つ
ぜ

ん
の

噴
火

で
と

ん
で

く
る

火
山

灰
や

石
な

ど
か

ら
身

を
守

る
た

め
に

、
ひ

な
ん

ご
う

が
つ

く
ら

れ
て

い
る

場
所

も
あ

る
ね

。
」
＜

下
Ｐ

9
6
＞

【
資

料
】
雪

に
よ

る
被

害
＜

下
P

9
7
＞

【
資

料
】
１

年
で

雪
が

最
も

多
く
積

も
っ

た
と

き
の

深
さ

＜
下

P
9
7
＞

【
写

真
】
大

雪
に

よ
る

被
害

＜
下

P
9
7
＞

【
写

真
】
消

雪
パ

イ
プ

＜
下

P
9
7
＞

【
写

真
】
な

だ
れ

を
防

ぐ
さ

く
＜

下
P

9
7
＞

【
説

明
】
減

災
＜

下
P

9
7
＞

【
本

文
】
「
雪

の
多

い
地

域
で

は
、

道
路

の
凍

結
や

な
だ

れ
の

発
生

を
防

ぐ
な

ど
の

対
策

が
あ

る
ね

。
」
、

「
自

然
災

害
は

な
く
な

ら
な

い
け

れ
ど

、
国

や
都

道
府

県
は

被
害

を
減

ら
す

取
り

組
み

を
し

て
い

て
、

そ
れ

を
減

災
と

い
う

ん
だ

ね
。

」
＜

下
P

9
7
＞

地
域
・
学
校
の
取
組
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「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

＜
第

５
学

年
＞

　
ｊ　

自
然

災
害

か
ら

国
土

を
保

全
し

国
民

生
活

を
守

る
た

め
に

国
や

県
な

ど
が

様
々

な
対

策
や

事
業

を
進

め
て

い
る

こ
と

を
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

扱
い

発
行

者
国

・
地

方
公

共
団

体
の

役
割

警
察

・
消

防
・
自

衛
隊

の
働

き

記
載

な
し

教
出

「
国

土
の

自
然

と
と

も
に

生
き

る
」

【
写

真
】
大

雪
＜

P
2
1
0
＞

【
写

真
】
熊

本
地

震
＜

P
2
1
0
＞

【
写

真
】
雲

仙
岳

の
噴

火
＜

P
2
1
0
＞

【
写

真
】
大

雨
に

よ
る

土
砂

く
ず

れ
＜

P
2
1
0
＞

【
写

真
】
大

雪
＜

P
2
1
0
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
（
東

北
地

方
・
太

平
洋

沖
地

震
・
津

波
）
＜

P
2
1
0
＞

【
写

真
】
阪

神
・
淡

路
大

震
災

（
兵

庫
県

南
部

地
震

）
＜

P
2
1
0
＞

【
写

真
】
台

風
や

大
雨

に
よ

る
川

の
は

ん
ら

ん
＜

P
2
1
0
＞

【
資

料
】
世

界
の

自
然

災
害

の
被

害
額

に
し

め
る

各
地

域
の

割
合

＜
P

2
1
1
＞

【
写

真
】
避

難
所

で
の

生
活

＜
P

2
1
1
＞

【
写

真
】
1
9
3
3
（
昭

和
８

）
年

の
地

震
・
津

波
の

被
害

＜
P

2
1
2
＞

【
写

真
】
2
0
1
1
（
平

成
2
3
）
年

の
地

震
・
津

波
の

被
害

＜
P

2
1
2
＞

【
資

料
】
国

の
調

査
に

よ
る

、
地

震
の

予
測

（
2
0
2
0
年

時
点

）
＜

P
2
1
2
＞

【
資

料
】
三

陸
海

岸
の

あ
た

り
で

発
生

し
た

大
津

波
の

被
害

（
1
6
0
0
年

よ
り

後
の

主
な

被
害

）
＜

P
2
1
2
＞

【
資

料
】
日

本
で

発
生

し
た

大
き

な
自

然
災

害
＜

P
2
1
3
＞

【
写

真
】
幼

稚
園

の
そ

ば
の

津
波

避
難

タ
ワ

ー
＜

P
2
1
4
＞

【
写

真
】
津

波
か

ら
の

避
難

場
所

の
案

内
＜

P
2
1
4
＞

【
資

料
】
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

（
徳

島
県

鳴
門

市
『
津

波
避

難
マ

ッ
プ

』
の

一
部

）
＜

P
2
1
4
＞

【
本

文
】
「
避

難
タ

ワ
ー

や
避

難
ビ

ル
な

ど
を

設
置

し
て

い
る

市
町

村
が

全
国

各
地

に
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
市

町
村

ご
と

に
被

害
の

想
定

や
避

難
場

所
な

ど
を

知
ら

せ
る

標
識

や
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
つ

く
り

、
す

ば
や

い
避

難
に

つ
な

げ
よ

う
と

し
て

い
ま

す
。

」
＜

P
2
1
4
＞

【
コ

ラ
ム

】
国

土
交

通
省

の
防

災
担

当
の

人
の

話
＜

P
2
1
4
＞

【
写

真
】
津

波
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
る

田
老

地
区

＜
P

2
1
5
＞

【
資

料
】
岩

手
県

宮
古

市
の

田
老

地
区

＜
P

2
1
5
＞

【
資

料
】
住

民
が

住
み

続
け

た
い

と
思

う
ま

ち
に

＜
P

2
1
5
＞

【
資

料
】
自

然
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

の
例

＜
P

2
1
5
＞

【
本

文
】
「
津

波
が

堤
防

を
こ

え
て

き
て

も
、

住
民

の
命

や
家

を
守

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
土

地
や

施
設

の
大

規
模

な
整

備
を

進
め

る
地

域
が

あ
り

ま
す

。
」
、

「
田

老
地

区
で

は
防

潮
堤

を
高

く
つ

く
り

直
す

だ
け

で
な

く
、

住
宅

地
の

か
さ

上
げ

や
高

台
へ

の
移

転
も

行
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

公
共

事
業

は
多

く
の

費
用

が
か

か
る

た
め

、
国

や
県

も
協

力
し

て
進

め
て

い
ま

す
。

」
＜

P
2
1
5
＞

【
コ

ラ
ム

】
プ

レ
ー

ト
の

境
界

に
あ

る
日

本
の

国
土

＜
P

2
1
6
＞

【
資

料
】
日

本
の

国
土

と
プ

レ
ー

ト
＜

P
2
1
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
大

雨
が

増
え

て
い

る
？

＜
P

2
1
6
＞

【
資

料
】
非

常
に

は
げ

し
い

雨
（
１

時
間

に
5
0
m

m
以

上
）
の

発
生

回
数

＜
P

2
1
6
＞

【
資

料
】
緊

急
地

震
速

報
の

し
く
み

＜
P

2
1
7
＞

【
資

料
】
地

震
の

ゆ
れ

に
強

い
つ

く
り

に
し

た
学

校
の

数
の

変
化

＜
P

2
1
7
＞

【
写

真
】
地

震
の

ゆ
れ

に
強

く
す

る
改

修
を

進
め

る
、

小
学

校
の

校
舎

＜
P

2
1
7
＞

【
写

真
】
電

柱
を

な
く
す

工
事

＜
P

2
1
7
＞

【
写

真
】
地

震
の

ゆ
れ

に
強

く
す

る
改

修
を

進
め

る
、

新
幹

線
の

線
路

の
柱

＜
P

2
1
7
＞

【
写

真
】
首

都
圏

外
郭

放
水

路
＜

P
2
1
8
＞

【
写

真
】
渡

良
瀬

遊
水

地
＜

P
2
1
8
＞

【
写

真
】
2
0
1
5
（
平

成
2
7
）
年

に
完

成
し

た
砂

防
ダ

ム
＜

P
2
1
8
＞

【
コ

ラ
ム

】
国

土
交

通
省

の
防

災
担

当
の

人
の

話
＜

P
2
1
8
＞

【
写

真
】
高

速
道

路
の

除
雪

作
業

＜
P

2
1
9
＞

【
写

真
】
な

だ
れ

防
止

さ
く
＜

P
2
1
9
＞

【
写

真
】
溶

岩
な

ど
を

安
全

な
方

向
へ

流
す

導
流

堤
＜

P
2
1
9
＞

【
写

真
】
全

国
の

火
山

を
監

視
す

る
気

象
庁

＜
P

2
1
9
＞

【
写

真
】
噴

火
に

よ
る

被
害

の
様

子
を

伝
え

る
た

め
に

残
さ

れ
た

小
学

校
の

校
舎

＜
P

2
1
9
＞

【
写

真
】
土

砂
に

う
ま

っ
た

車
か

ら
救

出
す

る
訓

練
＜

P
2
1
8
＞

地
域
・
学
校
の
取
組
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「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

＜
第

５
学

年
＞

　
ｊ　

自
然

災
害

か
ら

国
土

を
保

全
し

国
民

生
活

を
守

る
た

め
に

国
や

県
な

ど
が

様
々

な
対

策
や

事
業

を
進

め
て

い
る

こ
と

を
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

扱
い

発
行

者
国

・
地

方
公

共
団

体
の

役
割

警
察

・
消

防
・
自

衛
隊

の
働

き

日
文

「
国

土
の

環
境

を
守

る
」

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
で

の
津

波
＜

P
2
4
0
＞

【
写

真
】
鬼

怒
川

の
洪

水
と

救
助

活
動

の
よ

う
す

＜
P

2
4
0
＞

【
資

料
】
東

日
本

大
震

災
で

の
津

波
の

被
害

が
大

き
か

っ
た

地
域

＜
P

2
4
0
＞

【
資

料
】
日

本
で

お
き

た
自

然
災

害
＜

P
2
4
1
＞

【
写

真
】
地

震
に

よ
っ

て
お

き
た

津
波

＜
P

2
4
2
＞

【
写

真
】
火

山
の

噴
火

＜
P

2
4
2
＞

【
写

真
】
地

震
に

よ
る

被
害

＜
P

2
4
2
＞

【
写

真
】
噴

火
に

よ
る

被
害

＜
P

2
4
2
＞

【
写

真
】
豪

雨
に

よ
る

土
石

流
の

被
害

＜
P

2
4
3
＞

【
写

真
】
竜

巻
＜

P
2
4
3
＞

【
写

真
】
豪

雨
に

よ
る

被
害

＜
P

2
4
3
＞

【
写

真
】
高

潮
に

よ
る

被
害

＜
P

2
4
3
＞

【
写

真
】
大

雪
に

よ
る

被
害

＜
P

2
4
3
＞

【
資

料
】
お

も
な

地
震

の
発

生
し

た
場

所
＜

P
2
4
4
＞

【
資

料
】
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

6
．

0
以

上
の

地
震

が
発

生
し

た
回

数
＜

P
2
4
4
＞

【
資

料
】
地

震
や

津
波

が
お

こ
る

し
く
み

＜
P

2
4
4
＞

【
コ

ラ
ム

】
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

＜
P

2
4
4
＞

【
資

料
】
世

界
の

お
も

な
国

の
年

間
降

水
量

＜
P

2
4
5
＞

【
資

料
】
短

時
間

に
ふ

る
大

雨
の

回
数

＜
P

2
4
5
＞

【
写

真
】
大

雨
に

よ
っ

て
あ

ふ
れ

た
水

が
流

れ
込

ん
だ

地
下

道
＜

P
2
4
5
＞

【
写

真
】
大

雨
に

よ
っ

て
浸

水
し

た
ま

ち
＜

P
2
4
5
＞

【
写

真
】
打

ち
上

げ
ら

れ
た

漁
船

＜
P

2
4
6
＞

【
写

真
】
津

波
の

被
害

を
受

け
た

田
＜

P
2
4
6
＞

【
資

料
】
宮

城
県

に
あ

る
お

も
な

漁
港

の
水

あ
げ

量
の

変
化

＜
P

2
4
6
＞

【
写

真
】
地

震
で

く
ず

れ
た

自
動

車
道

＜
P

2
4
7
＞

【
資

料
】
日

本
国

内
の

自
動

車
の

月
別

生
産

台
数

＜
P

2
4
7
＞

【
写

真
】
地

震
の

え
い

き
ょ

う
で

品
う

す
に

な
っ

た
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
売

り
場

＜
P

2
4
7
＞

【
説

明
】
放

射
性

物
質

＜
P

2
4
7
＞

【
資

料
】
放

射
性

物
質

検
査

を
し

た
米

の
し

る
し

＜
P

2
4
7
＞

【
本

文
】
「
国

や
都

道
府

県
は

、
ふ

だ
ん

か
ら

、
減

災
の

た
め

の
努

力
を

し
て

い
ま

す
。

」
＜

Ｐ
2
4
8
＞

【
写

真
】
海

岸
沿

い
に

つ
く
ら

れ
た

堤
防

＜
Ｐ

2
4
8
＞

【
写

真
】
か

さ
上

げ
工

事
＜

Ｐ
2
4
8
＞

【
写

真
】
津

波
ひ

な
ん

タ
ワ

ー
＜

Ｐ
2
4
8
＞

【
説

明
】
減

災
＜

P
2
4
8
＞

【
資

料
】
津

波
か

ら
ま

ち
を

守
る

取
り

組
み

＜
P

2
4
8
＞

【
本

文
】
「
国

や
都

道
府

県
は

、
ふ

だ
ん

か
ら

、
減

災
の

た
め

の
努

力
を

し
て

い
ま

す
。

東
日

本
大

震
災

の
津

波
の

被
害

を
受

け
た

と
こ

ろ
で

は
、

山
か

ら
大

量
の

土
砂

を
運

び
出

し
、

海
に

近
い

土
地

の
か

さ
上

げ
工

事
を

お
こ

な
っ

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
大

き
な

津
波

が
来

た
と

き
に

、
高

い
と

こ
ろ

へ
ひ

な
ん

す
る

た
め

に
、

津
波

ひ
な

ん
タ

ワ
ー

が
つ

く
ら

れ
て

い
ま

す
。

」
＜

P
2
4
8
＞

【
写

真
】
地

震
の

ゆ
れ

に
強

く
す

る
改

修
を

進
め

る
、

新
幹

線
の

線
路

＜
Ｐ

2
4
9
＞

【
写

真
】
川

の
水

面
と

地
面

が
ほ

ぼ
同

じ
高

さ
の

地
域

に
つ

く
ら

れ
た

堤
防

＜
Ｐ

2
4
9
＞

【
写

真
】
砂

防
ダ

ム
＜

Ｐ
2
4
9
＞

【
説

明
】
耐

震
＜

P
2
4
9
＞

【
資

料
】
地

面
の

ゆ
れ

に
強

い
つ

く
り

に
し

た
学

校
の

わ
り

あ
い

の
う

つ
り

変
わ

り
＜

P
2
4
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
大

阪
府

庁
の

人
の

話
＜

P
2
4
9
＞

【
本

文
】
「
地

震
が

お
き

て
も

建
物

な
ど

が
く
ず

れ
な

い
よ

う
、

耐
震

工
事

が
お

こ
な

わ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

川
の

増
水

に
よ

る
は

ん
ら

ん
を

防
ぐ

堤
防

や
、

山
の

土
や

す
な

、
岩

が
水

と
混

じ
っ

て
流

れ
出

す
土

石
流

を
防

ぐ
砂

防
ダ

ム
が

つ
く
ら

れ
て

い
ま

す
。

」
＜

P
2
4
9
＞

【
写

真
】
緊

急
地

震
速

報
の

テ
レ

ビ
画

面
＜

P
2
5
0
＞

【
資

料
】
2
0
2
0
年

７
月

豪
雨

で
の

危
険

度
分

布
＜

P
2
5
0
＞

【
本

文
】
「
国

や
都

道
府

県
・
市

（
区

）
町

村
は

、
防

災
に

関
す

る
情

報
を

人
々

に
伝

え
る

仕
組

み
を

と
と

の
え

て
い

ま
す

。
国

は
、

気
象

に
関

す
る

情
報

と
し

て
、

警
報

や
注

意
報

、
緊

急
地

震
速

報
な

ど
を

国
民

に
伝

え
ま

す
。

最
近

で
は

、
数

日
前

ま
で

の
『
警

報
級

の
可

能
性

』
を

知
ら

せ
た

り
、

危
険

度
の

分
布

を
確

認
で

き
た

り
す

る
取

り
組

み
も

進
め

て
い

ま
す

。
市

（
区

）
町

村
で

は
、

ひ
な

ん
指

示
を

出
し

ま
す

。
ま

た
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

つ
く
り

、
住

民
へ

の
注

意
の

よ
び

か
け

や
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
や

国
の

情
報

な
ど

を
活

用
し

た
ひ

な
ん

訓
練

を
し

て
い

ま
す

。
」
＜

Ｐ
2
5
0
＞

【
資

料
】
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

＜
P

2
5
1
＞

【
資

料
】
予

想
さ

れ
る

火
口

の
は

ん
い

を
示

す
、

富
士

山
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
＜

Ｐ
2
5
1
＞

【
資

料
】
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
想

定
と

実
際

の
被

害
＜

P
2
5
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
つ

く
っ

て
い

る
人

の
話

＜
Ｐ

2
5
1
＞

【
資

料
】
東

日
本

大
震

災
発

生
直

後
の

ひ
な

ん
行

動
の

内
わ

け
＜

P
2
5
2
＞

【
資

料
】
東

日
本

大
震

災
の

被
害

＜
P

2
5
2
＞

【
本

文
】
「
自

然
災

害
に

よ
る

被
害

を
減

ら
す

た
め

は
、

国
や

都
道

府
県

・
市

（
区

）
町

村
の

取
り

組
み

（
公

助
）
だ

け
で

な
く
、

ま
ず

、
自

分
の

命
は

自
分

で
守

る
こ

と
（
自

助
）
、

近
所

の
人

た
ち

が
助

け
合

う
こ

と
（
共

助
）
も

た
い

せ
つ

で
す

。
」
＜

P
2
5
2
＞

「
国

土
の

環
境

を
守

る
」

【
写

真
】
「
建

物
か

ら
救

い
出

さ
れ

た
人

」
＜

Ｐ
2
5
2
＞

「
国

土
の

環
境

を
守

る
」

【
写

真
】
自

然
災

害
が

お
き

や
す

い
場

所
を

話
し

合
う

人
た

ち
＜

P
2
5
0
＞

【
写

真
】
ひ

な
ん

訓
練

＜
P

2
5
0
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
発

生
時

に
近

所
の

人
た

ち
と

ひ
な

ん
す

る
小

・
中

学
生

＜
P

2
5
3
＞

【
説

明
】
津

波
て

ん
で

ん
こ

＜
P

2
5
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
釜

石
市

の
人

の
話

＜
Ｐ

2
5
3
＞

地
域
・
学
校
の
取
組
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発
行
者

国
・
地

方
公

共
団

体
の

取
組

警
察

・
消

防
・
自

衛
隊

の
働

き
そ
の
他

東
書

「
わ
た
し
た
ち
の

生
活

と
政

治
」

【
写
真
】
大
震
災

直
後

の
気

仙
沼

の
様

子
＜

政
治

・
国

際
編

P
4
6
＞

【
写
真
】
大
震
災

直
後

の
気

仙
沼

漁
港

の
様

子
＜

政
治

・
国

際
編

P
4
6
＞

【
写
真
】
か
さ
上
げ
さ
れ

る
魚

市
場

＜
政

治
・
国

際
編

P
4
7
＞

【
写
真
】
気
仙
沼

市
の

が
れ

き
を
撤

去
す
る
様

子
＜

政
治

・
国

際
編

P
4
7
＞

【
写
真
】
か
つ
お
の

水
あ
げ
再

開
＜

政
治

・
国

際
編

P
4
7
＞

【
写
真
】
復
興
し
た
気

仙
沼

漁
港

＜
政

治
・
国

際
編

P
4
7
＞

【
写
真
】
現
在
の

気
仙

沼
の

様
子

＜
政

治
・
国

際
編

P
4
7
＞

【
写
真
】
新
聞
の

号
外

＜
政

治
・
国

際
編

P
4
7
＞

【
写
真
】
避
難
所

の
様

子
＜

政
治

・
国

際
編

P
4
8
＞

【
写
真
】
気
仙
沼

市
の

災
害

対
策

本
部

の
様

子
＜

政
治

・
国

際
編

P
4
8
＞

【
説
明
】
災
害
救

助
法

＜
政

治
・
国

際
編

P
4
8
＞

【
本
文
】
「
宮
城
県

気
仙

沼
市

で
は

、
大

き
な
地

震
の

直
後

に
災

害
対

策
本

部
を
設

け
て
、
避

難
所

の
解

説
や

被
害

状
況

の
確

認
な
ど
の

指
導

を
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
避

難
し
た
住

民
の
た
め
の
水
、
食

料
、
仮

設
ト
イ
レ
な
ど
も
宮

城
県

や
相

互
応

援
協

定
を
結

ん
で
い
る
他

県
の

市
な
ど
に
手

配
を
要

請
し
ま
し
た
。
宮

城
県

で
も
、
被

害
状

況
を
つ
か

む
た
め
の

情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
自

衛
隊

に
災

害
時

の
派

遣
要

請
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
災

害
救

助
法

を
提

供
し
て
、
必

要
な
物

資
を
被

災
地

に
送

る
準

備
を
始

め
ま
し
た
。
」
＜

政
治

・
国
際
編
P
4
8
＞

【
資
料
】
災
害
か

ら
人

々
を
助

け
る
政

治
の

働
き
＜

政
治

・
国

際
編

P
4
9
＞

【
本
文
】
「
国
（
政
府

）
は

、
災

害
対

策
基

本
法

に
も
と
づ
き
、
緊

急
災

害
対

策
本
部

を
設

け
ま
し
た
。
各

県
と
連

絡
を
と
り
な
が

ら
、
自

衛
隊

の
派

遣
人

数
の

増
員

や
、
他

国
へ

の
救

助
要
請
、
必
要
な
物
資

や
機

材
の

準
備

を
進

め
ま
し
た
。
」
＜

政
治

・
国

際
編

P
4
9
＞

【
本
文
】
「
国
は
、
こ
の

緊
急

事
態

に
対

応
す
る
た
め
、
全

国
各

地
の

消
防

署
か

ら
緊

急
消

防
援

助
隊

を
派

遣
さ
せ

ま
し
た
。
」
＜

政
治

・
国

際
編

P
4
9
＞

【
写
真
】
第
三
次

補
正

予
算

を
議

決
す
る
国

会
の

様
子

＜
政

治
・
国

際
編

P
5
0
＞

【
資
料
】
復
旧
・
復

興
に
向

け
た
政

治
の

動
き
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
0
＞

【
写
真
】
復
旧
・
復

興
に
つ
い
て
話

し
合

う
政

府
の

会
議

＜
政

治
・
国

際
編

P
5
0
＞

【
説
明
】
東
日
本

大
震

災
復

興
基

本
法

＜
政

治
・
国

際
編

P
5
0
＞

【
本
文
】
「
国
（
政
府

）
は

、
県

や
市

と
協

力
し
て
復

旧
を
進

め
る
た
め
に
、
国

会
で
の

話
し
合

い
を
経

て
、
第

一
次

補
正

予
算

を
成

立
さ
せ

ま
し
た
。
」
、
「
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
興

を
す
み
や
か
に
進

め
る
た
め
に
、
国

会
で
の

話
し
合

い
を
経

て
、
東

日
本

大
震
災

復
興

基
本

法
を
成

立
さ
せ

ま
し
た
。
」
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
0
＞

【
資
料
】
復
旧
・
復

興
に
む
け
た
国

や
県

、
市

町
村

の
政

治
の

働
き
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
1
＞

【
説
明
】
復
旧
・
復

興
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
1
＞

【
写
真
】
気
仙
沼

市
で
の

仮
設

住
宅

の
建

設
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
1
＞

【
本
文
】
「
2
0
1
3
年

1
月

1
日

か
ら
2
0
3
7
年

1
2
月

3
1
日

ま
で
の

間
、
国

民
は

東
日

本
大

震
災

か
ら
の

復
興

に
役

立
て
る
た
め
の

特
別

な
税

金
を
国

に
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
復

興
特
別
税
）
。
」
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
1
＞

【
資
料
】
気
仙
沼

市
の

復
興

に
向

け
た
取

り
組

み
の

流
れ

＜
政

治
・
国

際
編

P
5
2
＞

【
写
真
】
震
災
復

興
会

議
で
の

話
し
合

い
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
2
＞

【
資
料
】
復
興
に
向

け
た
取

り
組

み
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
2
＞

【
コ
ラ
ム
】
気
仙
沼

市
役

所
の

小
野

寺
さ
ん
の

話
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
2
＞

【
説
明
】
ま
ち
づ
く
り
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
2
＞

【
写
真
】
氷
切
り
体

験
の

様
子

＜
政

治
・
国

際
編

P
5
3
＞

【
写
真
】
気
仙
沼

の
水

産
資

源
を
生

か
し
た
商

品
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
3
＞

【
写
真
】
気
仙
沼

大
島

大
橋

＜
政

治
・
国

際
編

P
5
3
＞

【
写
真
】
気
仙
沼

市
移

住
・
定

住
支

援
セ
ン
タ
ー
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
3
＞

【
写
真
】
ふ
た
ば
未

来
学

園
中

学
校

・
高

等
学

校
（
福

島
県

広
野

市
）
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
5
＞

【
写
真
】
輸
出
さ
れ

る
農

産
物

＜
政

治
・
国

際
編

P
5
5
＞

【
写
真
】
東
日
本

大
震

災
・
原

子
力

災
害

伝
承

館
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
5
＞

【
写
真
】
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
5
＞

【
資
料
】
避
難
指

示
が

出
さ
れ

た
区

域
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
5
＞

【
写
真
】
福
島
第

一
原

子
力

発
電

所
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
5
＞

【
本
文
】
「
現
在
も
、
復

興
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て
い
ま
す
。
「
ふ

る
さ
と
に
く
ら
す
」
と
い
う
当

た
り
前

の
願

い
を
か

な
え
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
国

を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
く
政
治

の
大

き
な
働

き
が

必
要

と
さ
れ

て
い
ま
す
。
」
＜

政
治

・
国

際
編

P
5
5
＞

「
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
政
治
」

【
本
文
】
「
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
は
、
何
度
か
に
分
け

て
増
員
さ
れ
、
過
去
最
大
の
1
0
万
人
規
模
と
な
り
ま

し
た
。
」
＜
政
治
・
国
際
編
P
4
9
＞

【
写
真
】
緊
急
消
防
援
助
隊
に
よ
る
救
命
・
救
助
活
動

＜
政
治
・
国
際
編
P
4
9
＞

【
写
真
】
自
衛
隊
に
よ
る
救
命
・
救
出
活
動
＜
政
治
・

国
際
編
P
4
9
＞

「
と
も
に
生
き
る
暮
ら
し
と
政
治
」

【
写
真
】
避
難
す
る
人
々
を
救
助
す
る
自
衛
隊
員
＜

P
5
1
＞

【
写
真
】
支
援
物
資
を
運
ぶ
自
衛
隊
員
＜
P
5
2
＞

【
本
文
】
「
市
や
県
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
全
国
か

ら
派
遣
さ
れ
た
警
察
や
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
大
勢
の

人
々
が
、
被
災
し
た
人
々
の
捜
索
や
救
護
に
あ
た
り

ま
し
た
。
」
＜
P
5
3
＞

「
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
政
治
」

【
写
真
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
た
き
出
し
＜
政
治
・
国

際
編
P
4
8
＞

【
写
真
】
救
助
活
動
を
す
る
外
国
の
救
援
隊
＜
政
治
・

国
際
編
P
4
9
＞

【
写
真
】
海
野
市
・
シ
ャ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＜
政
治
・

国
際
編
P
5
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
災
害
の
教
訓
を
未
来
に
伝
え
る
＜
政
治
・

国
際
編
P
5
3
＞

【
写
真
】
中
学
生
に
よ
る
語
り
部
活
動
＜
政
治
・
国
際

編
P
5
3
＞

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

＜
第

６
学

年
＞

　
ｋ
　

我
が

国
の

政
治

の
働

き
に

お
け

る
、

災
害

復
旧

の
取

組
を

取
り

上
げ

て
い

る
ペ

ー
ジ

の
扱

い

− 70 −



発
行

者
国

・
地

方
公

共
団

体
の

取
組

警
察

・
消

防
・
自

衛
隊

の
働

き
そ

の
他

「
と

も
に

生
き

る
暮

ら
し

と
政

治
」

【
写

真
】
避

難
す

る
人

々
を

救
助

す
る

自
衛

隊
員

＜
P

5
1
＞

【
写

真
】
支

援
物

資
を

運
ぶ

自
衛

隊
員

＜
P

5
2
＞

【
本

文
】
「
市

や
県

の
取

り
組

み
だ

け
で

な
く
、

全
国

か
ら

派
遣

さ
れ

た
警

察
や

消
防

、
自

衛
隊

な
ど

大
勢

の
人

々
が

、
被

災
し

た
人

々
の

捜
索

や
救

護
に

あ
た

り
ま

し
た

。
」
＜

P
5
3
＞

「
と

も
に

生
き

る
暮

ら
し

と
政

治
」

【
資

料
】
ま

ち
の

人
々

の
願

い
の

例
＜

P
5
1
＞

【
写

真
】
避

難
所

で
た

き
出

し
を

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
人

々
＜

P
5
3
＞

【
本

文
】
「
多

く
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
被

災
地

に
入

り
、

市
と

協
力

し
な

が
ら

支
援

活
動

を
行

い
ま

し
た

。
支

援
物

資
も

、
国

の
内

外
か

ら
続

々
と

届
け

ら
れ

ま
し

た
。

」
＜

P
5
3
＞

【
本

文
】
「
津

波
は

、
漁

船
や

漁
港

の
施

設
に

も
大

き
な

被
害

を
お

よ
ぼ

し
ま

し
た

が
、

漁
港

に
た

ず
さ

わ
る

人
々

は
、

困
難

な
中

で
も

生
活

を
し

て
い

く
た

め
に

仕
事

を
再

開
し

ま
し

た
。

」
＜

Ｐ
5
4
＞

【
写

真
】
避

難
階

段
を

使
っ

て
行

わ
れ

た
津

波
か

ら
の

避
難

訓
練

＜
Ｐ

5
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
自

分
た

ち
の

安
全

は
自

分
た

ち
で

守
る

＜
Ｐ

5
7
＞

【
写

真
】
小

学
生

を
導

き
な

が
ら

津
波

か
ら

避
難

す
る

中
学

生
た

ち
＜

Ｐ
5
7
＞

教
出

「
と

も
に

生
き

る
暮

ら
し

と
政

治
」

【
写

真
】
市

街
地

に
流

れ
こ

む
津

波
（
岩

手
県

宮
古

市
）
＜

P
5
0
＞

【
資

料
】
東

日
本

大
震

災
で

の
各

地
の

主
な

震
度

＜
P

5
0
＞

【
資

料
】
東

日
本

大
震

災
で

の
被

害
（
消

防
庁

、
復

興
庁

）
＜

P
5
0
 ＞

【
写

真
】
津

波
で

破
壊

さ
れ

た
ま

ち
の

様
子

＜
P

5
1
＞

【
写

真
】
避

難
所

と
な

っ
た

小
学

校
の

体
育

館
の

様
子

＜
P

5
2
＞

【
資

料
】
釜

石
市

で
の

被
害

（
釜

石
市

）
＜

P
5
2
＞

【
本

文
】
「
釜

石
市

は
、

地
震

発
生

直
後

に
災

害
対

策
本

部
を

市
役

所
に

設
置

し
、

連
絡

や
移

動
の

手
段

が
限

ら
れ

て
い

る
中

で
被

害
状

況
を

調
べ

て
、

県
や

他
の

市
町

村
に

協
力

を
要

請
し

ま
し

た
。

岩
手

県
は

、
災

害
救

助
法

と
い

う
法

律
に

も
と

づ
い

て
、

国
や

他
の

都
道

府
県

に
協

力
を

求
め

る
と

と
も

に
、

自
衛

隊
や

日
本

赤
十

字
社

に
対

し
て

、
救

助
を

要
請

し
ま

し
た

。
ま

た
、

支
援

物
資

を
用

意
し

て
送

り
出

し
た

り
、

通
信

や
輸

送
の

手
段

を
確

保
し

た
り

す
る

な
ど

、
緊

急
の

取
り

組
み

を
進

め
て

い
き

ま
し

た
。

釜
石

市
は

、
家

を
は

な
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
く
な

っ
た

人
た

ち
の

た
め

の
避

難
所

を
、

学
校

や
公

民
館

な
ど

の
公

共
施

設
に

設
け

て
、

水
や

食
料

な
ど

緊
急

に
必

要
な

物
資

を
運

び
入

れ
ま

し
た

。
」
＜

P
5
2
＞

【
資

料
】
被

災
し

た
地

域
を

支
援

す
る

政
治

の
し

く
み

＜
P

5
3
＞

【
写

真
】
釜

石
市

と
岩

手
県

庁
の

災
害

対
策

本
部

が
行

っ
た

テ
レ

ビ
電

話
に

よ
る

会
議

の
様

子
＜

P
5
3
＞

【
写

真
】
避

難
所

を
訪

問
さ

れ
る

当
時

の
天

皇
陛

下
＜

P
5
3
＞

【
写

真
】
仮

設
住

宅
＜

P
5
3
＞

【
本

文
】
震

災
の

８
日

後
に

は
、

仮
設

住
宅

の
建

設
が

始
ま

り
、

１
か

月
後

か
ら

入
居

が
開

始
さ

れ
ま

し
た

。
２

か
月

後
に

は
電

気
が

、
４

か
月

後
に

は
水

道
が

ほ
ぼ

復
旧

し
ま

し
た

。
」

＜
P

5
3
＞

【
写

真
】
再

開
し

た
釜

石
漁

港
と

生
産

者
＜

P
5
4
＞

【
写

真
】
復

興
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
＜

P
5
4
＞

【
写

真
】
ま

ち
づ

く
り

に
つ

い
て

市
民

か
ら

意
見

を
き

く
懇

談
会

＜
P

5
4
＞

【
写

真
】
仮

設
校

舎
で

学
ぶ

小
学

生
＜

P
5
4
＞

【
本

文
】
「
市

で
は

、
震

災
か

ら
一

日
も

早
い

復
興

と
、

新
し

い
ま

ち
づ

く
り

の
た

め
に

、
「
復

興
ま

ち
づ

く
り

基
本

計
画

」
を

つ
く
る

こ
と

に
し

ま
し

た
。

計
画

づ
く
り

の
中

心
と

な
る

復
興

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
に

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
立

場
の

人
々

が
市

民
の

代
表

と
し

て
参

加
し

て
、

意
見

を
述

べ
ま

し
た

。
ま

た
、

市
は

、
懇

談
会

な
ど

を
開

い
て

、
市

民
の

願
い

を
計

画
づ

く
り

に
生

か
し

ま
し

た
。

」
＜

P
5
4
＞

【
資

料
】
復

興
に

向
け

た
市

の
計

画
が

で
き

る
ま

で
＜

P
5
5
＞

【
説

明
】
東

日
本

大
震

災
復

興
基

本
法

＜
P

5
5
＞

【
説

明
】
復

興
庁

＜
P

5
5
＞

【
本

文
】
「
こ

う
し

て
完

成
し

た
「
復

興
ま

ち
づ

く
り

基
本

計
画

」
は

、
市

議
会

で
検

討
さ

れ
、

2
0
1
1
（
平

成
2
3
）
年

1
2
月

に
決

定
さ

れ
ま

し
た

。
こ

の
計

画
に

も
と

づ
い

て
、

市
内

の
地

区
ご

と
に

さ
ら

に
具

体
的

な
計

画
を

立
て

て
、

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
て

い
き

ま
し

た
。

」
＜

P
5
5
＞

【
本

文
】
「
国

は
、

被
災

し
た

地
域

の
復

興
を

す
み

や
か

に
進

め
る

た
め

に
、

2
0
1
1
年

、
東

日
本

大
震

災
復

興
基

本
法

や
復

興
庁

設
置

法
を

つ
く
り

、
そ

の
翌

年
に

復
興

庁
を

発
足

さ
せ

ま
し

た
。

そ
し

て
、

一
般

の
予

算
と

は
別

に
復

興
に

向
け

た
予

算
と

し
て

震
災

か
ら

の
５

年
間

に
約

2
6
兆

円
の

資
金

を
投

入
し

ま
し

た
。

」
＜

P
5
5
＞

【
写

真
】
防

波
堤

を
再

建
す

る
工

事
＜

P
5
6
＞

【
写

真
】
工

事
が

完
了

し
た

釜
石

漁
港

＜
P

5
6
＞

【
写

真
】
高

台
に

整
え

ら
れ

た
宅

地
＜

P
5
6
＞

【
写

真
】
高

台
に

完
成

し
た

新
し

い
小

・
中

学
校

の
校

舎
＜

P
5
6
＞

【
本

文
】
「
釜

石
湾

の
海

中
の

防
波

堤
は

、
津

波
で

破
壊

さ
れ

ま
し

た
が

、
津

波
の

市
街

地
へ

の
流

入
を

お
く
ら

せ
た

り
高

さ
を

お
さ

え
た

り
す

る
役

割
を

果
た

し
た

こ
と

が
わ

か
っ

た
た

め
再

建
さ

れ
ま

し
た

。
海

に
沿

っ
た

陸
地

に
も

防
潮

堤
な

ど
が

新
た

に
作

ら
れ

ま
し

た
。

津
波

の
危

険
が

あ
る

地
域

で
は

、
土

地
を

高
く
す

る
か

さ
上

げ
工

事
が

行
わ

れ
た

り
、

住
宅

を
移

転
す

る
た

め
に

高
台

に
宅

地
が

整
え

ら
れ

た
り

し
ま

し
た

。
家

を
失

っ
た

人
々

の
た

め
の

公
営

住
宅

も
次

々
に

建
て

ら
れ

て
、

2
0
1
8
（
平

成
3
0
）
年

ま
で

に
約

1
3
0
0
戸

が
完

成
し

ま
し

た
。

仮
設

校
舎

の
小

・
中

学
校

は
、

高
台

に
完

成
し

た
新

し
い

校
舎

へ
と

移
転

し
ま

し
た

。
市

内
の

漁
港

と
魚

市
場

や
水

産
加

工
施

設
な

ど
を

整
え

る
工

事
も

、
2
0
1
7
年

ま
で

に
ほ

ぼ
完

了
し

ま
し

た
。

」
＜

P
5
6
＞

【
本

文
】
「
災

害
が

発
生

し
た

と
き

に
備

え
た

体
制

を
つ

く
っ

た
り

、
災

害
に

関
す

る
情

報
を

提
供

し
た

り
す

る
こ

と
な

ど
は

、
国

全
体

で
進

め
て

い
ま

す
。

ま
た

、
被

害
を

少
し

で
も

減
ら

す
た

め
に

、
国

や
都

道
府

県
、

市
区

町
村

は
、

安
全

基
準

の
見

直
し

や
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
て

い
ま

す
。

」
＜

Ｐ
5
7
＞

【
写

真
】
防

潮
堤

を
利

用
し

た
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

＜
P

6
5
＞

【
資

料
】
復

興
の

ま
ち

づ
く
り

（
い

わ
き

市
）
＜

P
6
5
＞

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

＜
第

６
学

年
＞

　
ｋ
　

我
が

国
の

政
治

の
働

き
に

お
け

る
、

災
害

復
旧

の
取

組
を

取
り

上
げ

て
い

る
ペ

ー
ジ

の
扱

い
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発
行

者
国

・
地

方
公

共
団

体
の

取
組

警
察

・
消

防
・
自

衛
隊

の
働

き
そ

の
他

日
文

「
わ

が
国

の
政

治
の

は
た

ら
き

」
【
写

真
】
平

成
2
6
年

広
島

豪
雨

災
害

の
被

害
の

よ
う

す
＜

P
4
6
＞

【
写

真
】
平

成
3
0
年

西
日

本
豪

雨
災

害
の

被
害

の
よ

う
す

＜
P

4
6
＞

【
写

真
】
平

成
2
6
年

広
島

豪
雨

災
害

発
生

当
時

と
復

旧
後

の
安

佐
北

区
＜

Ｐ
4
7
＞

【
写

真
】
平

成
3
0
年

西
日

本
豪

雨
災

害
発

生
当

時
と

復
旧

後
の

国
道

２
号

線
＜

Ｐ
4
7
＞

【
説

明
】
復

旧
・
復

興
＜

Ｐ
4
7
＞

【
本

文
】
「
広

島
市

で
は

、
ま

ず
、

災
害

対
策

基
本

法
に

も
と

づ
き

、
災

害
対

策
本

部
を

設
置

し
ま

し
た

。
人

命
救

助
を

第
一

に
し

な
が

ら
、

被
害

状
況

の
確

認
や

避
難

所
の

開
設

な
ど

を
お

こ
な

い
ま

し
た

。
ま

た
、

広
島

県
内

広
域

消
防

相
互

応
援

協
定

な
ど

に
も

と
づ

い
て

、
ほ

か
の

市
な

ど
へ

支
援

を
要

請
し

ま
し

た
。

自
衛

隊
に

災
害

派
遣

要
請

を
出

す
と

と
も

に
、

消
防

庁
や

警
視

庁
に

救
助

隊
や

災
害

派
遣

隊
の

派
遣

を
要

請
し

ま
し

た
。

国
は

県
や

市
と

協
力

し
な

が
ら

、
復

旧
・
復

興
に

向
け

た
法

律
上

の
整

備
な

ど
、

国
と

し
て

の
支

援
を

お
こ

な
い

ま
し

た
。

」
＜

Ｐ
4
8
＞

【
資

料
】
災

害
が

発
生

し
た

直
後

の
政

治
の

は
た

ら
き

＜
Ｐ

4
8
＞

【
写

真
】
災

害
対

策
本

部
の

よ
う

す
＜

Ｐ
4
8
＞

【
説

明
】
災

害
対

策
本

部
＜

P
4
8
 ＞

【
説

明
】
広

島
県

内
広

域
消

防
相

互
応

援
協

定
＜

P
4
8
 ＞

【
本

文
】
「
広

島
県

は
、

ま
ち

を
災

害
前

の
も

と
の

状
態

に
戻

す
（
復

旧
）
だ

け
で

な
く
、

よ
り

安
全

で
住

み
や

す
い

よ
う

に
す

る
こ

と
（
復

興
）
に

も
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

毎
年

、
県

民
か

ら
集

め
た

税
金

を
も

と
に

、
豪

雨
災

害
の

復
旧

や
復

興
に

向
け

た
取

り
組

み
を

進
め

て
い

ま
す

。
」
＜

Ｐ
4
9
＞

【
写

真
】
県

知
事

の
会

見
の

よ
う

す
＜

Ｐ
4
9
＞

【
資

料
】
広

島
県

の
収

入
と

支
出

＜
P

4
9
＞

【
写

真
】
避

難
所

の
よ

う
す

＜
P

4
9
 ＞

【
資

料
】
復

興
ま

ち
づ

く
り

イ
メ

ー
ジ

＜
Ｐ

5
0
＞

【
写

真
】
砂

防
ダ

ム
の

建
設

の
よ

う
す

＜
Ｐ

5
0
＞

【
資

料
】
復

興
ま

ち
づ

く
り

ビ
ジ

ョ
ン

の
基

本
方

針
＜

P
5
0
＞

【
本

文
】
「
国

や
県

が
ま

ず
協

力
し

て
進

め
て

い
る

の
は

、
砂

防
ダ

ム
の

建
設

で
し

た
。

砂
防

ダ
ム

は
、

土
石

流
が

発
生

し
た

と
き

に
、

土
砂

の
勢

い
を

弱
め

た
り

、
止

め
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
市

で
は

お
よ

そ
1
0
年

間
を

か
け

て
、

「
復

興
ま

ち
づ

く
り

ビ
ジ

ョ
ン

」
と

し
て

、
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
て

い
ま

す
。

砂
防

ダ
ム

の
ほ

か
に

、
避

難
路

の
整

備
、

雨
水

排
水

施
設

な
ど

の
整

備
、

住
宅

再
建

の
支

援
な

ど
、

税
金

を
使

っ
て

さ
ま

ざ
ま

な
災

害
復

興
の

取
り

組
み

を
お

こ
な

い
ま

し
た

。
」
＜

P
5
0
＞

【
写

真
】
災

害
経

験
を

生
か

す
取

り
組

み
＜

Ｐ
5
1
＞

「
わ

が
国

の
政

治
の

は
た

ら
き

」
【
写

真
】
自

衛
隊

に
よ

る
救

命
・
救

出
活

動
＜

P
4
8
＞

「
わ

が
国

の
政

治
の

は
た

ら
き

」
【
写

真
】
活

動
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

人
た

ち
＜

Ｐ
4
9

＞ 【
コ

ラ
ム

】
地

域
の

人
た

ち
が

つ
く
っ

た
復

興
交

流
館

「
モ

ン
ド

ラ
ゴ

ン
」
＜

Ｐ
5
1
＞

【
写

真
】
復

興
交

流
館

「
モ

ン
ド

ラ
ゴ

ン
」
と

広
島

風
お

好
み

焼
き

を
焼

く
人

た
ち

＜
Ｐ

5
1
＞

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

＜
第

６
学

年
＞

　
ｋ
　

我
が

国
の

政
治

の
働

き
に

お
け

る
、

災
害

復
旧

の
取

組
を

取
り

上
げ

て
い

る
ペ

ー
ジ

の
扱

い
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＜
第

６
学

年
＞

　
ｌ　

歴
史

上
の

事
象

と
関

わ
り

の
深

い
人

物
名

発
行

者
現

代

東
書

卑
弥

呼
仁

徳
天

皇
ワ

カ
タ

ケ
ル

大
王

ヤ
マ

ト
タ

ケ
ル

聖
徳

太
子

煬
帝

小
野

妹
子

蘇
我

入
鹿

中
大

兄
皇

子
（
天

智
天

皇
）

中
臣

鎌
足

（
藤

原
鎌

足
）

山
上

憶
良

聖
武

天
皇

文
武

天
皇

行
基

鑑
真

藤
原

道
長

紫
式

部
清

少
納

言
紀

貫
之

藤
原

清
衡

藤
原

基
衡

藤
原

秀
衡

藤
原

泰
衡

平
清

盛
後

白
河

天
皇

安
徳

天
皇

源
頼

朝
源

義
経

源
義

家
北

条
政

子
北

条
時

宗
竹

崎
季

長
平

国
盛

足
利

尊
氏

足
利

義
満

足
利

義
政

雪
舟

大
内

政
弘

観
阿

弥
世

阿
弥

土
佐

光
茂

織
田

信
長

豊
臣

秀
吉

武
田

勝
頼

徳
川

家
康

明
智

光
秀

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

・
ザ

ビ
エ

ル
石

田
三

成
足

利
義

昭

徳
川

秀
忠

徳
川

家
光

徳
川

家
綱

天
草

四
郎

（
益

田
時

貞
）

シ
ャ

ク
シ

ャ
イ

ン
葛

飾
北

斎
杉

田
玄

白
本

居
宣

長
近

松
門

左
衛

門
歌

川
広

重
ゴ

ッ
ホ

前
野

良
沢

伊
能

忠
敬

長
久

保
赤

水
大

塩
平

八
郎

空
海

シ
ー

ボ
ル

ト
平

賀
源

内

ペ
リ

ー
西

郷
隆

盛
大

久
保

利
通

木
戸

孝
允

徳
川

慶
喜

明
治

天
皇

坂
本

龍
馬

勝
海

舟

棚
田

嘉
十

郎
溝

辺
文

四
郎

福
沢

諭
吉

津
田

梅
子

板
垣

退
助

伊
藤

博
文

大
隈

重
信

陸
奥

宗
光

乃
木

希
典

東
郷

平
八

郎
与

謝
野

晶
子

小
村

寿
太

郎
夏

目
漱

石
正

岡
子

規
野

口
英

世
樋

口
一

葉
北

里
柴

三
郎

新
渡

戸
稲

造
志

賀
潔

田
中

正
造

平
塚

ら
い

て
う

市
川

房
枝

渋
沢

栄
一

徳
川

昭
武

ヒ
ト

ラ
ー

ル
・
コ

ル
ビ

ュ
ジ

エ
昭

和
天

皇

吉
野

彰

発
行

者
現

代

教
出

卑
弥

呼
仁

徳
ワ

カ
タ

ケ
ル

ヲ
ワ

ケ
ヤ

マ
ト

タ
ケ

ル
ノ

ミ
コ

ト 菅
原

道
真

聖
徳

太
子

（
厩

戸
王

）
小

野
妹

子
中

大
兄

皇
子

（
天

智
天

皇
）

中
臣

鎌
足

（
藤

原
鎌

足
）

聖
武

天
皇

行
基

鑑
真

藤
原

道
長

紫
式

部
清

少
納

言

平
清

盛
源

頼
朝

源
義

経
源

義
仲

北
条

政
子

チ
ン

ギ
ス

・
ハ

ン
北

条
時

宗
竹

崎
季

長
足

利
義

満
足

利
義

政
雪

舟
観

阿
弥

世
阿

弥
織

田
信

長
豊

臣
秀

吉
徳

川
家

康
武

田
勝

頼
明

智
光

秀
今

川
義

元

ザ
ビ

エ
ル

朝
倉

義
景

浅
井

長
政

斎
藤

龍
興

バ
リ

ニ
ャ

ー
ノ

伊
東

マ
ン

シ
ョ

コ
ロ

ン
ブ

ス
バ

ス
コ

＝
ダ

＝
ガ

マ
マ

ゼ
ラ

ン
徳

川
秀

忠
徳

川
家

光
天

草
四

郎
（
益

田
時

貞
）

シ
ャ

ク
シ

ャ
イ

ン
近

松
門

左
衛

門
歌

川
広

重
葛

飾
北

斎
松

尾
芭

蕉
東

洲
斎

写
楽

ゴ
ッ

ホ
竹

本
義

太
夫

杉
田

玄
白

前
野

良
沢

本
居

宣
長

塙
保

己
一

伊
能

忠
敬

シ
ー

ボ
ル

ト
吉

田
松

陰
広

瀬
淡

窓
緒

方
洪

庵
大

塩
平

八
郎

徳
川

吉
宗

大
岡

忠
相

青
木

昆
陽

ペ
リ

ー
木

戸
孝

允
（
桂

小
五

郎
）

西
郷

隆
盛

大
久

保
利

通
勝

海
舟

坂
本

龍
馬

徳
川

慶
喜

岩
倉

具
視

山
口

尚
芳

伊
藤

博
文

津
田

梅
子

渋
沢

栄
一

福
沢

諭
吉

モ
ー

ス
フ

ェ
ノ

ロ
サ

岡
倉

天
心

陸
奥

宗
光

板
垣

退
助

大
隈

重
信

楠
瀬

喜
多

明
治

天
皇

東
郷

平
八

郎
乃

木
希

典
与

謝
野

晶
子

小
村

寿
太

郎

田
中

正
造

北
里

柴
三

郎
志

賀
潔

野
口

英
世

新
渡

戸
稲

造
平

塚
ら

い
て

う
山

田
孝

野
次

郎
後

藤
新

平
石

川
倉

治
南

方
熊

楠
杉

原
千

畝
根

井
三

郎
ヒ

ト
ラ

ー

オ
バ

マ
大

統
領

山
中

伸
弥

野
村

萬
斎

古
代

中
世

　
　

　
　

近
世

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
近

代

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

古
代

中
世

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
近

世
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
近

代
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＜
第

６
学

年
＞

　
ｌ　

歴
史

上
の

事
象

と
関

わ
り

の
深

い
人

物
名

発
行

者
現

代

織
田

信
長

武
田

勝
頼

徳
川

家
康

豊
臣

秀
吉

フ
ラ

シ
ス

コ
＝

ザ
ビ

エ
ル

今
川

義
元

明
智

光
秀

大
友

宗
麟

（
義

鎮
）

千
利

休

平
清

盛
源

頼
朝

源
義

経
弁

慶
源

義
朝

源
義

仲
北

条
政

子
北

条
時

宗
竹

崎
季

長
足

利
尊

氏
足

利
義

満
足

利
義

政
雪

舟
観

阿
弥

世
阿

弥

卑
弥
呼

仁
徳
天
皇

ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ

ミ
コ
ト

聖
徳
太
子

小
野
妹
子

中
大
兄
皇
子
（
天

智
天
皇
)

中
臣
鎌
足
（
藤
原

鎌
足
）

聖
武
天
皇

行
基

鑑
真

藤
原
道
長

菅
原
道
真

紫
式
部

清
少
納
言

日
文

野
村

万
作

湯
川

秀
樹

朝
永

振
一

郎
川

端
康

成
江

崎
玲

於
奈

佐
藤

栄
作

福
井

謙
一

利
根

川
進

大
江

健
三

郎
白

川
秀

樹
野

依
良

治
小

柴
昌

俊
田

中
耕

一
南

部
陽

一
郎

小
林

誠
益

川
敏

英
下

村
脩

鈴
木

章
根

岸
英

一
山

中
伸

弥
赤

﨑
勇

天
野

浩
中

村
修

二
梶

田
隆

章
大

村
智

大
隅

良
典

カ
ズ

オ
・

イ
シ

グ
ロ

本
庶

佑
吉

野
彰

真
鍋

淑
郎

東
郷

平
八

郎
与

謝
野

晶
子

田
中

正
造

北
里

柴
三

郎
野

口
英

世
津

田
梅

子
平

塚
ら

い
て

う
山

田
孝

野
次

郎
斎

藤
隆

夫
山

本
五

十
六

昭
和

天
皇

島
田

叡
マ

ッ
カ

ー
サ

ー
コ

ッ
ホ

後
藤

新
平

ペ
リ

ー
大

塩
平

八
郎

西
郷

隆
盛

大
久

保
利

通
木

戸
孝

允
伊

藤
博

文
岩

倉
具

視
勝

海
舟

坂
本

龍
馬

板
垣

退
助

徳
川

慶
喜

明
治

天
皇

三
条

実
美

山
口

尚
芳

福
沢

諭
吉

陸
奥

宗
光

小
村

寿
太

郎
大

隈
重

信
黒

田
清

隆

石
田

三
成

徳
川

家
光

益
田

時
貞

（
天

草
四

郎
）

シ
ャ

ク
シ

ャ
イ

ン
雨

森
芳

洲
近

松
門

左
衛

門
歌

川
広

重
ゴ

ッ
ホ

杉
田

玄
白

前
野

良
沢

伊
能

忠
敬

本
居

宣
長

上
杉

鷹
山

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

古
代

中
世

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 近
世

近
代

− 74 −



＜
第

６
学

年
＞

　
ｍ

　
国

宝
、

重
要

文
化

財
、

世
界

文
化

遺
産

等
、

国
家

・
社

会
の

発
展

を
象

徴
す

る
文

化
遺

産
名

　
　

発
行

者
現

代

東
書

三
内

丸
山

遺
跡

合
掌

土
偶

仁
徳

天
皇

陵
古

墳
熊

本
県

江
田

船
山

古
墳

か
ら

出
土

し
た

鉄
刀

埼
玉

県
稲

荷
山

古
墳

か
ら

出
土

し
た

鉄
剣

法
隆

寺
大

仏

正
倉

院
鑑

真
像

唐
招

提
寺

大
和

絵
（
源

氏
物

語
絵

巻
）

寸
松

庵
色

紙
中

尊
寺

金
色

堂
内

陣
中

尊
寺

金
色

堂
毛

越
寺

の
庭

園
鳥

獣
戯

画
貴

族
を

守
る

武
士

平
家

納
経

厳
島

神
社

元
と

の
戦

い

銀
閣

金
閣

書
院

造
の

部
屋

（
東

求
堂

）
雪

舟
が

え
が

い
た

す
み

絵
（
天

橋
立

図
）

雪
舟

の
作

品
（
四

季
花

鳥
図

）
龍

安
寺

の
石

庭
田

植
え

の
様

子
（
月

次
風

俗
図

屏
風

）
壬

生
の

花
田

植
能

楽
石

見
銀

山
名

護
屋

城
（
肥

前
名

護
屋

図
屏

風
）

姫
路

城

日
光

東
照

宮
陽

明
門

首
里

城
鞆

の
浦

沼
名

前
神

社
能

舞
台

大
浦

天
主

堂

和
食

白
川

郷
・
五

箇
山

の
合

掌
造

り
集

落
紀

伊
山

地
の

霊
場

と
参

詣
道

富
士

山
ル

・
コ

ル
ビ

ュ
ジ

エ
の

建
築

作
品

「
神

宿
る

島
」
宗

像
・
沖

ノ
島

と
関

連
遺

産
群

原
爆

ド
ー

ム

教
出

三
内

丸
山

遺
跡

縄
文

土
器

（
新

潟
県

出
土

）
土

偶
（
青

森
県

出
土

）
管

玉
と

銅
剣

銅
た

く
（
香

川
県

出
土

）
大

仙
（
仁

徳
陵

）
古

墳
は

に
わ

（
群

馬
県

出
土

）
江

田
船

山
古

墳
（
熊

本
県

）
か

ら
出

土
し

た
鉄

刀
稲

荷
山

古
墳

（
埼

玉
県

）
か

ら
出

土
し

た
鉄

剣
金

印

法
隆

寺
東

大
寺

の
大

仏
唐

招
提

寺
正

倉
院

囲
碁

を
楽

し
む

貴
族

（
源

氏
物

語
絵

巻
）

大
和

絵
（
源

氏
物

語
絵

巻
）

厳
島

神
社

蒙
古

襲
来

絵
詞

中
尊

寺
金

色
堂

の
内

部
金

閣
銀

閣
東

求
堂

天
橋

立
図

龍
安

寺
の

石
庭

月
次

風
俗

図
屏

風
洛

中
洛

外
図

屏
風

能
と

狂
言

日
本

に
や

っ
て

き
た

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

船
と

人
々

の
様

子
（
南

蛮
屏

風
）

石
見

銀
山

の
あ

と
関

ヶ
原

の
戦

い
（
関

ヶ
原

合
戦

図
屏

風
）

日
光

東
照

宮
旧

金
毘

羅
大

芝
居

「
金

丸
座

」
本

間
家

の
屋

し
き

朝
鮮

通
信

使
に

関
す

る
記

録

原
爆

ド
ー

ム

日
文

三
内

丸
山

遺
跡

銅
鐸

と
銅

鐸
に

え
が

か
れ

た
絵 大

仙
（
仁

徳
天

皇
陵

）
古

墳
高

松
塚

古
墳

の
壁

画
江

田
船

山
古

墳
か

ら
出

土
し

た
鉄

刀
稲

荷
山

古
墳

か
ら

出
土

し
た

鉄
剣

日
本

書
紀

法
隆

寺
深

大
寺

の
釈

迦
如

来
像

東
大

寺
の

大
仏

殿
東

大
寺

の
大

仏
鑑

真
像

正
倉

院
藤

原
道

長
が

よ
ん

だ
歌 大

和
絵

（
源

氏
物

語
絵

巻
）

厳
島

神
社

元
と

の
戦

い
（

蒙
古

襲
来

絵
詞

）
元

軍
の

舟
の

よ
う

す
（

蒙
古

襲
来

絵
詞

）
竹

崎
季

長
の

恩
賞

を
得

る
た

め
の

戦
い

（
蒙

古
襲

来
絵

詞
）

洛
中

洛
外

図
屏

風
金

閣
銀

閣
銀

閣
の

近
く

に
あ

る
東

求
堂

の
書

院
造

り
の

部
屋

雪
舟

が
天

橋
立

を
え

が
い

た
水

墨
画

「
天

橋
立

図
」

龍
安

寺
の

石
庭

鎌
倉

の
歴

史
日

光
東

照
宮

歌
舞

伎
人

形
浄

瑠
璃

能
・

狂
言

雅
楽

和
食

日
光

二
荒

山
神

社
日

光
山

輪
王

寺

原
爆

ド
ー

ム
富

岡
製

糸
場

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

近
代

高
麗

家
住

宅
旧

開
智

学
校

官
営

富
岡

製
糸

場
端

島
炭

鉱
跡

現
在

も
残

る
富

岡
製

糸
場

の
建

物
八

幡
製

鉄
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

古
代

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

中
世

近
世
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＜
第

６
学

年
＞

　
n
　

我
が

国
の

歴
史

上
の

主
な

事
象

に
お

け
る

、
国

内
外

に
残

さ
れ

て
い

る
課

題
等

を
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

扱
い

発
行

者
自

然
災

害
か

ら
の

復
興

に
関

す
る

記
述

少
子

高
齢

化
の

問
題

に
関

す
る

記
述

環
境

問
題

に
関

す
る

記
述

日
本

人
拉

致
問

題
に

関
す

る
記

述
領

土
問

題
に

関
す

る
記

述
そ

の
他

東
書

「
日

本
の

歴
史

」
【
本

文
】
「
世

界
で

も
有

数
の

地
震

国
と

い
わ

れ
る

日
本

で
は

、
平

成
に

入
り

、
大

き
な

自
然

災
害

が
あ

い
つ

い
で

発
生

し
ま

し
た

。
1
9
9
5
年

に
は

阪
神

・
淡

路
大

震
災

、
2
0
1
1
年

に
は

東
日

本
大

震
災

が
発

生
し

ま
し

た
。

東
日

本
大

震
災

で
は

、
地

震
に

よ
る

津
波

が
発

生
し

、
東

北
地

方
か

ら
関

東
地

方
に

か
け

て
太

平
洋

沿
岸

の
広

い
範

囲
に

大
き

な
被

害
を

も
た

ら
し

ま
し

た
。

ほ
か

に
も

台
風

や
大

雨
、

猛
暑

な
ど

の
自

然
災

害
が

、
毎

年
の

よ
う

に
発

生
し

て
い

ま
す

。
」
＜

歴
史

編
P

1
5
0
～

1
5
1
＞

【
写

真
】
阪

神
・
淡

路
大

震
災

と
2
0
年

後
の

兵
庫

県
神

戸
市

の
様

子
＜

歴
史

編
P

1
5
1
＞

【
写

真
】
阪

神
・
淡

路
大

震
災

の
こ

と
を

未
来

に
伝

え
て

い
く
た

め
の

式
典

（
2
0
2
2
年

）
＜

歴
史

編
P

1
5
1
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
直

後
と

1
0
年

後
の

宮
城

県
女

川
町

の
様

子
＜

歴
史

編
P

1
5
1
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
の

被
災

地
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
す

る
子

ど
も

た
ち

＜
歴

史
編

P
1
5
1
＞

【
写

真
】
令

和
２

年
７

月
豪

雨
の

被
害

（
熊

本
県

人
吉

市
）
＜

歴
史

編
P

1
5
1
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
本

文
】
「
日

本
の

人
口

は
、

2
0
0
8
年

を
ピ

ー
ク

に
減

少
に

転
じ

、
少

子
高

齢
化

も
急

速
に

進
ん

で
い

ま
す

。
」
＜

歴
史

編
P

1
5
0
＞

【
資

料
】
ク

ラ
ス

で
話

し
合

う
た

め
に

出
し

た
問

題
の

例
・
少

子
化

や
高

齢
化

、
社

会
保

障
の

問
題

＜
歴

史
編

P
1
5
2
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
写

真
】
水

俣
病

を
め

ぐ
る

裁
判

（
1
9
9
2
年

）
＜

歴
史

編
P

1
4
9
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
本

文
】
「
北

朝
鮮

が
日

本
人

を
無

理
や

り
連

れ
去

っ
た

拉
致

問
題

や
、

核
兵

器
の

開
発

な
ど

の
問

題
が

残
さ

れ
て

い
ま

す
。

」
＜

歴
史

編
P

1
5
3
＞

【
写

真
】
北

朝
鮮

か
ら

帰
国

し
た

拉
致

被
害

者
＜

歴
史

編
P

1
5
3
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
資

料
】
ク

ラ
ス

で
話

し
合

う
た

め
に

出
し

た
問

題
の

例
・
領

土
を

め
ぐ

る
問

題
＜

歴
史

編
P

1
5
2
＞

【
本

文
】
「
日

本
固

有
の

領
土

で
あ

る
北

方
領

土
の

返
還

問
題

が
残

さ
れ

て
お

り
、

日
本

は
返

還
を

求
め

て
交

渉
を

続
け

て
い

ま
す

。
」
＜

歴
史

編
P

1
5
3
＞

【
本

文
】
「
日

本
固

有
の

領
土

で
あ

る
竹

島
を

、
韓

国
は

1
9
5
4
年

か
ら

不
法

に
占

領
し

て
お

り
、

日
本

は
抗

議
を

続
け

て
い

ま
す

。
」
＜

歴
史

編
P

1
5
3
＞

【
本

文
】
「
中

国
は

日
本

固
有

の
領

土
で

あ
る

尖
閣

諸
島

の
領

有
を

主
張

し
て

い
ま

す
が

、
尖

閣
諸

島
は

日
本

が
有

効
に

支
配

し
て

お
り

、
領

土
問

題
は

存
在

し
ま

せ
ん

。
」
＜

歴
史

編
P

1
5
3
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
コ

ラ
ム

】
日

本
に

も
ど

れ
な

か
っ

た
人

々
＜

歴
史

編
P

1
4
2
＞

【
写

真
】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
が

拡
大

し
て

出
歩

く
人

が
へ

っ
た

ま
ち

（
2
0
2
0
年

、
東

京
都

渋
谷

区
）
と

、
同

じ
場

所
の

ふ
だ

ん
の

様
子

（
2
0
1
7

年
）
＜

歴
史

編
P

1
5
0
＞

【
資

料
】
ク

ラ
ス

で
話

し
合

う
た

め
に

出
し

た
問

題
の

例

教
出

「
日

本
の

歴
史

」
【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
の

被
害

に
つ

い
て

説
明

す
る

中
学

生
・
高

校
生

の
語

り
部

＜
P

2
3
2
＞

【
本

文
】
「
日

本
で

は
、

災
害

が
く
り

返
し

起
こ

っ
て

き
ま

し
た

。
2
0
1
1
（
平

成
2
3
）
年

に
は

、
東

日
本

大
震

災
が

起
こ

り
、

各
地

に
大

き
な

被
害

を
も

た
ら

し
ま

し
た

。
近

年
で

は
、

世
界

的
に

広
が

る
感

染
症

へ
の

対
策

も
大

き
な

課
題

で
す

。
こ

う
し

た
災

害
な

ど
へ

の
対

策
に

も
取

り
組

ん
で

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

」
＜

P
2
3
2
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
本

文
】
「
現

在
の

日
本

で
は

、
少

子
化

・
高

齢
化

が
進

ん
で

社
会

の
様

子
は

大
き

く
変

わ
り

、
す

べ
て

の
人

が
暮

ら
し

や
す

い
社

会
が

よ
り

大
切

に
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

」
＜

P
2
3
2
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
コ

ラ
ム

】
日

本
で

最
初

の
自

然
保

護
運

動
を

お
こ

し
た

南
方

熊
楠

＜
P

2
0
3
＞

【
本

文
】
「
環

境
問

題
を

解
決

し
た

り
平

和
で

平
等

な
世

界
を

実
現

し
た

り
す

る
た

め
に

は
、

世
界

全
体

で
協

力
し

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
す

。
」
＜

P
2
3
2
＞

【
資

料
】
公

害
の

教
訓

を
発

信
す

る
＜

P
2
3
5
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
コ

ラ
ム

】
韓

国
・
北

朝
鮮

と
日

本
【
本

文
】
北

朝
鮮

は
、

過
去

に
日

本
人

を
無

理
や

り
連

れ
去

っ
た

と
い

う
事

実
を

認
め

ま
し

た
。

＜
P

2
3
0
＞

【
写

真
】
日

本
と

北
朝

鮮
の

代
表

と
の

話
し

合
い

＜
P

2
3
0
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
写

真
】
竹

島
（
島

根
県

）
＜

P
2
3
0
>

【
コ

ラ
ム

】
未

解
決

の
北

方
領

土
＜

P
2
3
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
中

国
と

日
本

＜
P

2
3
1
＞

【
地

図
】
北

方
領

土
＜

P
2
3
1

＞ 【
資

料
】
尖

閣
諸

島
を

め
ぐ

る
課

題
＜

P
2
5
0
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
コ

ラ
ム

】
沖

縄
の

ア
メ

リ
カ

軍
基

地
＜

P
2
3
1
＞

【
写

真
】
沖

縄
の

ア
メ

リ
カ

軍
基

地
＜

P
2
3
1
＞

【
写

真
】
広

島
平

和
記

念
公

園
を

お
と

ず
れ

た
ア

メ
リ

カ
の

オ
バ

マ
大

統
領

（
当

時
）
＜

P
2
3
1
＞

【
本

文
】
「
ア

イ
ヌ

の
人

た
ち

や
障

が
い

の
あ

る
人

な
ど

に
対

す
る

差
別

や
偏

見
、

性
別

の
ち

が
い

や
性

的
少

数
者

を
め

ぐ
る

差
別

も
な

く
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
」
＜

P
2
3
2
＞

【
写

真
】
世

界
こ

ど
も

平
和

会
議

（
2
0
1
5
年

　
長

崎
県

）
＜

P
2
3
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
戦

争
の

体
験

を
語

り
つ

ぐ
＜

P
2
3
5
＞

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

・
防
災
、
感
染
症
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み
の
問
題

・
高

齢
者

や
障

が
い
の

あ
る
人

た
ち
の

人
権

を
め

ぐ
る
問
題

・女
性
の
人
権
や
社
会
参
加
の
権
利
を
め
ぐ
る
問
題

・
ア
イ
ヌ
民
族
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
外
国
人
へ

の
偏
見
や
差
別
の
問
題

＜
歴
史
編

P
1
5
2
＞

【
コ
ラ
ム
】
ア
メ
リ
カ
軍

基
地

が
残

る
沖

縄
＜

歴
史

編
P
1
5
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
ア
イ
ヌ
の
伝
統
文
化
を
守
る
た
め
に
＜

歴
史
編

P
1
5
3
＞

− 76 −



＜
第

６
学

年
＞

　
n
　

我
が

国
の

歴
史

上
の

主
な

事
象

に
お

け
る

、
国

内
外

に
残

さ
れ

て
い

る
課

題
等

を
取

り
上

げ
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

扱
い

発
行

者
自

然
災

害
か

ら
の

復
興

に
関

す
る

記
述

少
子

高
齢

化
の

問
題

に
関

す
る

記
述

環
境

問
題

に
関

す
る

記
述

日
本

人
拉

致
問

題
に

関
す

る
記

述
領

土
問

題
に

関
す

る
記

述
そ

の
他

東
書

「
日

本
の

歴
史

」
【
本

文
】
「
世

界
で

も
有

数
の

地
震

国
と

い
わ

れ
る

日
本

で
は

、
平

成
に

入
り

、
大

き
な

自
然

災
害

が
あ

い
つ

い
で

発
生

し
ま

し
た

。
1
9
9
5
年

に
は

阪
神

・
淡

路
大

震
災

、
2
0
1
1
年

に
は

東
日

本
大

震
災

が
発

生
し

ま
し

た
。

東
日

本
大

震
災

で
は

、
地

震
に

よ
る

津
波

が
発

生
し

、
東

北
地

方
か

ら
関

東
地

方
に

か
け

て
太

平
洋

沿
岸

の
広

い
範

囲
に

大
き

な
被

害
を

も
た

ら
し

ま
し

た
。

ほ
か

に
も

台
風

や
大

雨
、

猛
暑

な
ど

の
自

然
災

害
が

、
毎

年
の

よ
う

に
発

生
し

て
い

ま
す

。
」
＜

歴
史

編
P

1
5
0
～

1
5
1
＞

【
写

真
】
阪

神
・
淡

路
大

震
災

と
2
0
年

後
の

兵
庫

県
神

戸
市

の
様

子
＜

歴
史

編
P

1
5
1
＞

【
写

真
】
阪

神
・
淡

路
大

震
災

の
こ

と
を

未
来

に
伝

え
て

い
く
た

め
の

式
典

（
2
0
2
2
年

）
＜

歴
史

編
P

1
5
1
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
直

後
と

1
0
年

後
の

宮
城

県
女

川
町

の
様

子
＜

歴
史

編
P

1
5
1
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
の

被
災

地
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
す

る
子

ど
も

た
ち

＜
歴

史
編

P
1
5
1
＞

【
写

真
】
令

和
２

年
７

月
豪

雨
の

被
害

（
熊

本
県

人
吉

市
）
＜

歴
史

編
P

1
5
1
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
本

文
】
「
日

本
の

人
口

は
、

2
0
0
8
年

を
ピ

ー
ク

に
減

少
に

転
じ

、
少

子
高

齢
化

も
急

速
に

進
ん

で
い

ま
す

。
」
＜

歴
史

編
P

1
5
0
＞

【
資

料
】
ク

ラ
ス

で
話

し
合

う
た

め
に

出
し

た
問

題
の

例
・
少

子
化

や
高

齢
化

、
社

会
保

障
の

問
題

＜
歴

史
編

P
1
5
2
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
写

真
】
水

俣
病

を
め

ぐ
る

裁
判

（
1
9
9
2
年

）
＜

歴
史

編
P

1
4
9
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
本

文
】
「
北

朝
鮮

が
日

本
人

を
無

理
や

り
連

れ
去

っ
た

拉
致

問
題

や
、

核
兵

器
の

開
発

な
ど

の
問

題
が

残
さ

れ
て

い
ま

す
。

」
＜

歴
史

編
P

1
5
3
＞

【
写

真
】
北

朝
鮮

か
ら

帰
国

し
た

拉
致

被
害

者
＜

歴
史

編
P

1
5
3
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
資

料
】
ク

ラ
ス

で
話

し
合

う
た

め
に

出
し

た
問

題
の

例
・
領

土
を

め
ぐ

る
問

題
＜

歴
史

編
P

1
5
2
＞

【
本

文
】
「
日

本
固

有
の

領
土

で
あ

る
北

方
領

土
の

返
還

問
題

が
残

さ
れ

て
お

り
、

日
本

は
返

還
を

求
め

て
交

渉
を

続
け

て
い

ま
す

。
」
＜

歴
史

編
P

1
5
3
＞

【
本

文
】
「
日

本
固

有
の

領
土

で
あ

る
竹

島
を

、
韓

国
は

1
9
5
4
年

か
ら

不
法

に
占

領
し

て
お

り
、

日
本

は
抗

議
を

続
け

て
い

ま
す

。
」
＜

歴
史

編
P

1
5
3
＞

【
本

文
】
「
中

国
は

日
本

固
有

の
領

土
で

あ
る

尖
閣

諸
島

の
領

有
を

主
張

し
て

い
ま

す
が

、
尖

閣
諸

島
は

日
本

が
有

効
に

支
配

し
て

お
り

、
領

土
問

題
は

存
在

し
ま

せ
ん

。
」
＜

歴
史

編
P

1
5
3
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
コ

ラ
ム

】
日

本
に

も
ど

れ
な

か
っ

た
人

々
＜

歴
史

編
P

1
4
2
＞

【
写

真
】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
が

拡
大

し
て

出
歩

く
人

が
へ

っ
た

ま
ち

（
2
0
2
0
年

、
東

京
都

渋
谷

区
）
と

、
同

じ
場

所
の

ふ
だ

ん
の

様
子

（
2
0
1
7

年
）
＜

歴
史

編
P

1
5
0
＞

【
資

料
】
ク

ラ
ス

で
話

し
合

う
た

め
に

出
し

た
問

題
の

例

教
出

「
日

本
の

歴
史

」
【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
の

被
害

に
つ

い
て

説
明

す
る

中
学

生
・
高

校
生

の
語

り
部

＜
P

2
3
2
＞

【
本

文
】
「
日

本
で

は
、

災
害

が
く
り

返
し

起
こ

っ
て

き
ま

し
た

。
2
0
1
1
（
平

成
2
3
）
年

に
は

、
東

日
本

大
震

災
が

起
こ

り
、

各
地

に
大

き
な

被
害

を
も

た
ら

し
ま

し
た

。
近

年
で

は
、

世
界

的
に

広
が

る
感

染
症

へ
の

対
策

も
大

き
な

課
題

で
す

。
こ

う
し

た
災

害
な

ど
へ

の
対

策
に

も
取

り
組

ん
で

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

」
＜

P
2
3
2
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
本

文
】
「
現

在
の

日
本

で
は

、
少

子
化

・
高

齢
化

が
進

ん
で

社
会

の
様

子
は

大
き

く
変

わ
り

、
す

べ
て

の
人

が
暮

ら
し

や
す

い
社

会
が

よ
り

大
切

に
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

」
＜

P
2
3
2
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
コ

ラ
ム

】
日

本
で

最
初

の
自

然
保

護
運

動
を

お
こ

し
た

南
方

熊
楠

＜
P

2
0
3
＞

【
本

文
】
「
環

境
問

題
を

解
決

し
た

り
平

和
で

平
等

な
世

界
を

実
現

し
た

り
す

る
た

め
に

は
、

世
界

全
体

で
協

力
し

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
す

。
」
＜

P
2
3
2
＞

【
資

料
】
公

害
の

教
訓

を
発

信
す

る
＜

P
2
3
5
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
コ

ラ
ム

】
韓

国
・
北

朝
鮮

と
日

本
【
本

文
】
北

朝
鮮

は
、

過
去

に
日

本
人

を
無

理
や

り
連

れ
去

っ
た

と
い

う
事

実
を

認
め

ま
し

た
。

＜
P

2
3
0
＞

【
写

真
】
日

本
と

北
朝

鮮
の

代
表

と
の

話
し

合
い

＜
P

2
3
0
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
写

真
】
竹

島
（
島

根
県

）
＜

P
2
3
0
>

【
コ

ラ
ム

】
未

解
決

の
北

方
領

土
＜

P
2
3
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
中

国
と

日
本

＜
P

2
3
1
＞

【
地

図
】
北

方
領

土
＜

P
2
3
1

＞ 【
資

料
】
尖

閣
諸

島
を

め
ぐ

る
課

題
＜

P
2
5
0
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
コ

ラ
ム

】
沖

縄
の

ア
メ

リ
カ

軍
基

地
＜

P
2
3
1
＞

【
写

真
】
沖

縄
の

ア
メ

リ
カ

軍
基

地
＜

P
2
3
1
＞

【
写

真
】
広

島
平

和
記

念
公

園
を

お
と

ず
れ

た
ア

メ
リ

カ
の

オ
バ

マ
大

統
領

（
当

時
）
＜

P
2
3
1
＞

【
本

文
】
「
ア

イ
ヌ

の
人

た
ち

や
障

が
い

の
あ

る
人

な
ど

に
対

す
る

差
別

や
偏

見
、

性
別

の
ち

が
い

や
性

的
少

数
者

を
め

ぐ
る

差
別

も
な

く
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
」
＜

P
2
3
2
＞

【
写

真
】
世

界
こ

ど
も

平
和

会
議

（
2
0
1
5
年

　
長

崎
県

）
＜

P
2
3
2
＞

【
コ

ラ
ム

】
戦

争
の

体
験

を
語

り
つ

ぐ
＜

P
2
3
5
＞

「
別

紙
２

」
【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

 】
　

（
小

学
校

　
社

会
）

・
防
災
、
感
染
症
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み
の
問
題

・
高

齢
者

や
障

が
い
の

あ
る
人

た
ち
の

人
権

を
め

ぐ
る
問
題

・女
性
の
人
権
や
社
会
参
加
の
権
利
を
め
ぐ
る
問
題

・
ア
イ
ヌ
民
族
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
外
国
人
へ

の
偏
見
や
差
別
の
問
題

＜
歴
史
編

P
1
5
2
＞

【
コ
ラ
ム
】
ア
メ
リ
カ
軍

基
地

が
残

る
沖

縄
＜

歴
史

編
P
1
5
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
ア
イ
ヌ
の
伝
統
文
化
を
守
る
た
め
に
＜

歴
史
編

P
1
5
3
＞

「
別

紙
２
」
【
　
（
１
）
内

容
　
イ
　
調

査
項

目
の

具
体

的
な
内

容
　

 】
　
（
小

学
校

　
社

会
）

＜
第
６
学
年
＞
　

n
　
我
が
国
の
歴
史
上
の
主
な
事
象
に
お
け
る
、
国
内
外
に
残
さ
れ
て
い
る
課
題
等
を
取
り
上
げ
て
い
る
ペ
ー
ジ
の
扱
い

少
子

高
齢

化
の

問
題

に
関

す
る
記

述
発

行
者

自
然

災
害

か
ら
の

復
興

に
関

す
る
記

述
環

境
問

題
に
関

す
る
記

述
日

本
人

拉
致

問
題

に
関

す
る
記

述
領

土
問

題
に
関

す
る
記

述
そ
の

他

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
写
真
】
東
日
本
大
震
災
で
の
自
衛
隊
の
救
助

活
動
（
2
0
1
1
年
、
宮
城
県
）
＜

P
2
2
6
＞

【
写
真
】
熊
本
地
震
で
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
2
0
1
6
年
、
熊
本
県
）
＜

P
2
2
6
＞

【
本
文
】
「
大
規
模
な
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど

の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
」
＜

P
2
2
6
＞

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
本
文
】
「
日
本
で
は
、
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
人
口
が

減
っ
て
い
ま
す
。
」＜

Ｐ
2
26
＞

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
写
真
】
地
球
温
暖
化
防
止

会
議
（
1
9
9
7
年
、
京
都
府
）
＜

P
2
2
3
＞

【
本
文
】
「
1
9
9
7
年
に
京
都
で

開
か
れ
た
地
球
温
暖
化
防
止

会
議
で
は
、
世
界
の
国
々
が

協
力
し
て
、
温
暖
化
防
止
に

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
」
＜

P
2
2
3
＞

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
本
文
】
「
北
朝
鮮
側
が
、
日
本
人

を
北
朝
鮮
に
無
理
や
り
連
れ
去
っ

て
い
た
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
2
2
5
＞

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
本
文
】
「
日
本
固
有
の
領
土

で
あ
る
北
方
領
土
や
竹
島
を

め
ぐ
る
問
題
の
解
決
に
向

け
、
日
本
政
府
は
慎
重
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
」＜

Ｐ
22
4＞

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
本
文
】
「
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
、

安
全
性
や
そ
う
音
な
ど
の
問
題
、
基
地
の
移
転
な

ど
は

、
大

き
な
課

題
と
し
て
残

さ
れ

て
い
ま
す
。
」

＜
Ｐ
2
2
4
＞

【
写
真
】
不
時
着
し
炎
上
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
（
2
0
1
7
年
、
沖
縄
県
）
＜

P
2
2
4
＞

【
写
真
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を
治

療
す
る
医
療
関
係
者
（
2
0
2
0
年
、
東
京
都
）

＜
P
2
2
5
＞

【
本
文
】
「
2
0
2
0
（
令
和
２
）
年
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
ＩＤ

－
1
9
）
が
世
界
的
に
大

流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
お
こ
し
、
深
刻
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
世
界
中
が
協
力
し

合
っ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。」

＜
Ｐ
2
2
5
＞

【
写
真
】障

が
い
の
あ
る
ひ
と
が
働
く
職
場
＜
P
22
6＞

【
本
文
】
「
日
常
生
活
や
結
婚
・
就
職
な
ど
で
人
権

が
お
か
さ
れ
て
い
る
事

実
も
あ
り
ま
す
。
」＜

P
2
2
6＞

【
本
文
】
「
先
住
民
の
ア
イ
ヌ
民
族
や
、
在
日
韓
国
・

朝
鮮

人
に
対

す
る
偏

見
や

差
別

も
あ
り
ま
す

。
」

＜
Ｐ
2
2
6
＞

【
写
真
】
ウ
ポ
ポ
イ
（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）
で
ア
イ

ヌ
古
式
舞
踊
を
上
演
す
る
人
た
ち
（
北
海
道
白
老

町
）
＜

P
2
2
7
＞

【
写
真
】
ロ
シ
ア
軍
の
攻
撃
で
こ
わ
れ
た
建
物
の
中

を
歩
く
人
（
2
0
2
2
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
＜

P
2
2
7
＞

日
文
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「
別

紙
２
」
【
　
（
１
）
内
容
　
イ
　
調

査
項

目
の

具
体

的
な
内

容
　

 】
　
（
小

学
校

　
社

会
）

＜
第
６
学
年
＞
　
ｐ
　
国
際
社
会
に
お
い
て
日
本
の
関
係
機
関
の
役
割
等
を
取
り
上
げ
た
ペ
ー
ジ
の

扱
い

発
行
者

教
育
の
分
野
に
関
す
る
記
述

医
療

の
分

野
に
関

す
る
記

述
農

業
の

分
野

に
関

す
る
記

述
そ
の

他

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
写

真
】
ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
学

校
へ

の
援

助
＜

政
治

・
国

際
編

P
9
7
＞

【
写

真
】
ユ
ニ
セ
フ
の

支
援

を
受

け
た
給

食
＜

政
治

・
国

際
編

P
9
9
＞

【
コ
ラ
ム
】
ユ
ニ
セ
フ
に
つ
い
て
調

べ
た
こ
と
＜

政
治

・
国

際
編

P
9
9
＞

【
写

真
】
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
世

界
文

化
遺

産
の

ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
の

修
復

活
動

＜
政

治
・
国

際
編

P
9
9
＞

【
コ
ラ
ム
】
セ
ネ
ガ
ル

で
活

動
し
た
清

水
さ
ん
の

話
＜

政
治

・
国

際
編

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
日

本
の

N
G

O
「
シ
ャ
ン
テ
ィ
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

」
が

協
力

し
て

い
る
移

動
図

書
館

で
絵

本
を
手

に
取

る
子

ど
も
た
ち
＜

政
治

・
国

際
編

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
O

D
A
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ

た
小

学
校

＜
政

治
・
国

際
編

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
大

使
の

サ
ッ
カ
ー
選

手
に
よ
る
活

動
＜

政
治

・
国

際
編

P
1
0
6
＞

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
資

料
】
ユ
ニ
セ
フ
へ

募
金

し
た

1
0
0
円

で
で
き
る
こ
と
＜

政
治

・
国

際
編

P
9
9
＞

【
写

真
】
青

年
海

外
協

力
隊

の
活

動
（
リ
ハ

ビ
リ
の

指
導

）
＜

政
治

・
国

際
編

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
日

本
の

N
G

O
「
日

本
リ
ザ

ル
ツ
」
に
よ
る
結

核
予

防
の

啓
発

イ
ベ

ン
ト
＜

政
治

・
国

際
編

P
1
0
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
N
G

O
レ
ポ
ー
ト
＜

政
治

・
国

際
編

P
1
0
3
＞

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
写

真
】
青

年
海

外
協

力
隊

の
活

動
（
農

作
業

の
指

導
）
＜

政
治

国
際

編
P

1
0
2
＞

【
コ
ラ
ム
】
N
G

O
レ
ポ
ー
ト
＜

政
治

・
国

際
編

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
農

作
業

を
す
る
実

習
生

＜
政

治
・
国

際
編

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
水

産
加

工
の

工
場

で
働

く
実

習
生

＜
政

治
・
国

際
編

P
1
0
3
＞

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
写

真
】
S
D
G

sを
定

め
た
国

連
の

会
議

＜
政

治
・
国

際
編

P
9
6
＞

【
写

真
】日

本
人
女
性
初
の
国
連
事
務
次
長
と
な
っ
た
中
満
泉
さ
ん
＜
政
治
・国

際
編

P
9
8＞

【
資

料
】
国

連
分

担
金

の
国

別
割

合
＜

政
治

・
国

際
編

P
9
8
＞

【
本

文
】
「
日

本
は

、
国

連
に
1
9
5
6
（
昭

和
3
1
）
年

に
加

盟
し
、
そ
の

一
員

と
し
て
大

き
な
役

割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
国

連
の

活
動

に
関

わ
る
日

本
人

も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
」
＜

政
治

・
国

際
編

P
9
8
＞

【
写

真
】
国

連
の

平
和

維
持

活
動

に
参

加
す
る
自

衛
隊

＜
政

治
・
国

際
編

P
9
9
＞

【
本

文
】
「
日

本
は

、
国

連
の

一
員

と
し
て
、
世

界
各

地
で
平

和
維

持
活

動
に
参

加
し
て
き

ま
し
た
。
」
＜

政
治

・
国

際
編

P
9
9
＞

【
資

料
】
青

年
海

外
協

力
隊

の
派

遣
国

＜
政

治
・
国

際
編

P
1
0
2
＞

【
本

文
】
「
O

D
A
（
政

府
開

発
援

助
）
は

、
政

府
に
よ
る
国

際
協

力
の

活
動

で
す
。
社

会
環

境
が

十
分

に
整

備
さ
れ

て
い
な
い
国

に
対

し
、
資

金
や

技
術

を
提

供
し
て
い
ま
す
。
」
＜

政
治

・
国

際
編

P
1
0
2
＞

東
書

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
写

真
】
ユ
ニ
セ
フ
の

協
力

の
も
と
、
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
か

ら
東

日
本

大
震

災
の

被
災

地
に
届

け
ら
れ

た
文

房
具

セ
ッ
ト
を
受

け
取

る
子

ど
も

た
ち
＜

P
2
7
7
＞

【
写

真
】
世

界
遺

産
の

修
復

活
動

（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
＜

P
2
7
9
＞

【
写

真
】
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

浄
水

場
で
現

地
の

職
員

に
指

導
す
る
北

九
州

市
水

道
局

の
職

員
＜

P
2
8
2
＞

【
資

料
】
青
年
海
外
協
力
隊
が
活
動
し
て
い
る
地
域
の
広
が
り
＜
P
28
2＞

【
写

真
】
ノ
ー
ベ
ル

平
和

賞
の

授
賞

式
で
の

マ
ラ
ラ
＝

ユ
ス
フ
ザ

イ
さ
ん

＜
P
2
8
4
＞

【
コ
ラ
ム
】
女

子
に
も
教

育
を
－

マ
ラ
ラ
＝

ユ
ス
フ
ザ

イ
さ
ん
の

う
っ
た
え

＜
P
2
8
4
＞

【
写

真
】
マ
ラ
ラ
さ
ん
へ

の
襲

撃
に
抗

議
す
る
人

々
（
パ

キ
ス
タ
ン
）
＜

P
2
8
4
＞

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
写

真
】
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か

ら
の

難
民

を
診

療
す
る
中

村
さ
ん
＜

P
2
7
2
＞

【
写

真
】
パ

キ
ス
タ
ン
の

山
岳

部
で
の

移
動

診
療

＜
P

2
7
2
＞

【
説

明
】
難

民
＜

P
2
7
2
＞

【
写

真
】
現

地
の

人
々

と
協

力
し
て
井

戸
を
ほ

る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の

ス
タ
ッ
フ
＜

P
2
7
3
＞

【
写

真
】
水

を
く
み

に
来

た
子

ど
も
た
ち
＜

P
2
7
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
中

村
さ
ん
の

話
＜

P
2
7
3
＞

【
説

明
】
N
G

O
（
非

政
府

組
織

）
＜

P
2
7
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の

職
員

の
人

の
話

＜
P

2
7
5
＞

【写
真
】食

料
の
配
給
に
並
ぶ
子
ど
も
た
ち
（バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）＜

P
27
6＞

【
写

真
】
予

防
接

種
を
受

け
る
子

ど
も
（
南

ス
ー
ダ
ン
）
＜

P
2
7
6
＞

【
資

料
】
５
才

未
満

の
子

ど
も
が

命
を
失

う
原

因
＜

P
2
7
6
＞

【
資

料
】
子

ど
も
の

権
利

条
約

の
四

つ
の

柱
＜

P
2
7
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
ユ
ニ
セ
フ
と
日

本
＜

P
2
7
7
＞

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
写

真
】
空

爆
が

行
わ

れ
て
い
る
中

で
の

食
料

支
援

＜
P
2
7
4
＞

【
写

真
】
機

械
を
操

作
し
て
用

水
路

の
工

事
を
進

め
る
中

村
さ
ん
＜

P
2
7
4
＞

【
資

料
】
中

村
さ
ん
の

主
な
活

動
＜

P
2
7
4
＞

【
写

真
】
用

水
路

を
ほ

る
人

々
＜

P
2
7
5
＞

【
写

真
】
干

ば
つ
で
砂

漠
化

し
て
い
た
こ
ろ
の

農
地

と
用

水
路

が
つ
く
ら
れ

て
緑

が
も
ど
っ
た
農

地
の

様
子

＜
P

2
7
5
＞

【
写

真
】
中

村
さ
ん
た
ち
が

現
地

に
建

設
・
寄

贈
し
た
イ
ス
ラ
ム
教

の
モ
ス
ク
＜

P
2
7
5
＞

【
コ
ラ
ム
】
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の

職
員

の
人

の
話

＜
P

2
7
5
＞

【
写

真
】
ユ
ニ
セ
フ
か

ら
日

本
に
届

け
ら
れ

た
食

料
を
使

っ
た
小

学
校

の
給

食
＜

P
2
7
7
＞

【
写

真
】
農

業
用

の
機

械
の

使
い
方

を
教

え
る
J
IC

A
の

日
本

人
専

門
家

（
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

）
＜

P
2
8
2
＞

【
資

料
】
J
IC

A
が

行
う
技

術
協

力
＜

P
2
8
3
＞

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
資

料
】
募

金
で
で
き
る
支

援
の

例
＜

P
2
7
6
＞

【
コ
ラ
ム
】
子

ど
も
の

権
利

条
約

＜
P

2
7
7
＞

【
写

真
】
内

戦
に
よ
る
空

爆
か

ら
の

が
れ

る
人

々
（
シ
リ
ア
）
＜

P
2
7
8
＞

【
写

真
】
テ
ロ
に
よ
る
攻
撃

を
受
け
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
＜
P
27
8＞

【
写

真
】
国

連
の

活
動

費
用

の
負

担
割

合
＜

P
2
7
8
＞

【
写

真
】
国

連
総

会
の

様
子

＜
P

2
7
9
＞

【
写

真
】
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
暮

ら
す
人

（
イ
ラ
ク
）
＜

P
2
7
9
＞

【
写

真
】
国

連
の

平
和

維
持

活
動

（
P

K
O
）
に
参

加
し
た
日

本
の

自
衛

隊
（
南

ス
ー
ダ
ン
）

【
本

文
】
「
日

本
は

、
世

界
で
ゆ
い
い
つ
原

子
爆

弾
の

被
害

を
受

け
た
国

と
し
て
、
国

連
で

も
、
核

兵
器

の
お
そ
ろ
し
さ
や

核
兵

器
廃

絶
の

大
切

さ
を
世

界
に
う
っ
た
え
る
取

り
組

み
を

続
け
て
い
ま
す
。
」
＜

P
2
7
9
＞

【
資

料
】
J
IC

A
が

行
う
技

術
協

力
＜

P
2
8
3
＞

教
出

「
世

界
の

な
か

の
日

本
と
わ

た
し
た
ち
」

【
写

真
」
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
世

界
遺

産
の

修
復

＜
Ｐ

2
6
5
＞

【
本

文
】
「
青

年
海

外
協

力
隊

は
、
日

本
の

国
際

協
力

を
お
こ
な
う
組

織
で
あ
る
、
国

際
協

力
機

構
（
Ｊ
ＩＣ

Ａ
）
の

事
業

の
一

つ
で
す
。
」
＜

Ｐ
2
6
8
＞

【
本

文
】
「
日

本
か

ら
学

校
の

先
生

を
隊

員
と
し
て
派

遣
し
、
現

地
の

先
生

に
授

業
計

画
の

立
て
方

や
、
指

導
の

し
か

た
、
教

材
の

つ
く
り
方

な
ど

を
教

え
ま
す
。
」
＜

Ｐ
2
6
8
＞

【
写

真
】
教

員
を
育

て
る
学

校
で
活

動
す
る
青

年
海

外
協

力
隊

員
＜

Ｐ
2
6
8
＞

「
世

界
の

な
か

の
日

本
と
わ

た
し
た
ち
」

【
説

明
】
ユ
ニ
セ
フ
＜

Ｐ
2
6
3
＞

【
写

真
】
ユ
ニ
セ
フ
の

支
援

で
送

ら
れ

て
き
た
予

防
接

種
を
受

け
る
子

ど
も

＜
Ｐ

2
6
3
＞

【
本

文
】
「
ユ
ニ
セ
フ
は

、
世

界
の

子
ど
も
が

平
和

で
健

康
的

に
く
ら
せ

る
よ

う
、
子

ど
も
の

権
利

条
約

を
基

本
に
し
て
、
保

健
・
衛

生
・
栄

養
・
教

育
な
ど

の
支

援
を
し
て
い
ま
す
。
」
＜

Ｐ
2
6
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
結

核
研

究
所

（
東

京
都

清
瀬

市
）
＜

Ｐ
2
6
9
＞

【
写

真
】
医

療
に
関

わ
る
技

術
を
学

ん
で
い
る
よ
う
す
＜

Ｐ
2
6
9
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
の

被
災

者
の

診
察

を
お
こ
な
う
国

境
な
き
医

師
団

＜
Ｐ

2
6
9
＞

【
本

文
】
「
医

療
援

助
を
お
こ
な
っ
て
い
る
『
国

境
な
き
医

師
団

』
と
い
う
団

体
が

あ
り
ま
す
。
」
＜

Ｐ
2
6
9
＞

「
世

界
の

な
か

の
日

本
と
わ

た
し
た
ち
」

【
写

真
】
農

業
技

術
を
伝

え
る
青

年
海

外
協

力
隊

員
＜

Ｐ
2
6
8
＞

【
本

文
】
「
食

料
不

足
の

国
で
は

、
日

本
の

農
業

技
術

を
伝

え
た
り
、
畜

産
や

養
し
ょ
く
の
方
法
を
教
え
た
り
す
る
協
力
も
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
」＜

Ｐ
26
8＞

「
世

界
の

な
か

の
日

本
と
わ

た
し
た
ち
」

【
写

真
】
南

ス
ー
ダ
ン
で
活

動
す
る
自

衛
隊

員
＜

Ｐ
2
6
2
＞

【
写

真
】
地

雷
で
片

足
を
失

っ
た
子

ど
も
＜

Ｐ
2
6
2
＞

【
写

真
】
ほ

り
出

さ
れ

た
地

雷
＜

Ｐ
2
6
2
＞

【
説

明
】
対

人
地

雷
全

面
禁

止
条

約
＜

Ｐ
2
6
2
＞

【
本

文
】
「
ア
フ
リ
カ
の

ス
ー
ダ
ン
で
は

、
長

く
国

内
の

紛
争

が
続

い
て
い
ま
し
た
が

、
2
0
0
5

（
平

成
1
7
）
年

に
終

わ
り
ま
し
た
。
こ
の

平
和

な
状

態
を
保

つ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
国

際
連

合
（
国

連
）
が

活
動

を
は

じ
め
、
2
0
0
8
年

か
ら
は

日
本

の
自

衛
隊

も
活

動
に
参

加
し
ま
し

た
。
」
＜

Ｐ
2
6
2
＞

【
資

料
】
第

二
次

世
界

大
戦

後
の

お
も
な
戦

争
・
紛

争
地

と
、
地

雷
を
禁

止
す
る
条

約
に
同

意
し
た
国

＜
Ｐ

2
6
3
＞

【
写

真
】
地

球
環

境
に
つ
い
て
話

し
合

う
国

際
会

議
＜

Ｐ
2
6
4
＞

【
写

真
】
国

連
本

部
＜

Ｐ
2
6
6
＞

【
写

真
】
国

連
本

部
の

前
に
あ
る
暴

力
反

対
を
う
っ
た
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
＜

Ｐ
2
6
6
＞

【
写

真
】
国

連
で
お
こ
な
わ

れ
る
会

議
＜

Ｐ
2
6
6
＞

【
写

真
】
難

民
へ

の
食

料
支

援
＜

Ｐ
2
6
7
＞

【
写

真
】
南

ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
平

和
維

持
活

動
＜

Ｐ
2
6
7
＞

【
写

真
】
紛

争
地

域
へ

支
援

物
資

を
と
ど
け
る
活

動
＜

Ｐ
2
6
7
＞

【
資

料
】
活

動
中

の
青

年
海

外
協

力
隊

員
の

地
域

別
、
内

容
別

の
割

合
＜

Ｐ
2
6
8
＞

日
文
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「
別

紙
２

－
１

」
　

　
【

我
が

国
の

位
置

と
領

土
の

扱
い

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行

者
名

北
方
領
土
に
関
す
る
記
述
の
概
要

竹
島
に
関
す
る
記
述
の
概
要

尖
閣
諸
島
に
関
す
る
記
述
の
概
要

そ
の
他
(領

土
の
範
囲
等
)

「
わ
た
し
た
ち
の
国
土
」

【
写
真
】
択
捉
島
「
本
州
、
北
海
道
、
九
州
、
四
国
に
次
ぐ

大
き
さ
の
島
で
す
。
」
＜
５
年
上
P
1
3
＞

【
本
文
】
「
北
海
道
の
北
東
に
続
く
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、

国
後
島
、
択
捉
島
は
、
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
8
0
年
ほ
ど
前
に
起
き
た
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
た

後
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
不
法
に
占
領
し
、
そ
の
後
も
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
を
引
き
つ
い
だ
ロ
シ
ア
連
邦
が
占
領
し
て
い
ま

す
。
日
本
は
こ
れ
ら
の
島
を
返
す
よ
う
に
求
め
て
、
交
渉

を
続
け
て
い
ま
す
。
」
＜
５
年
上
P
1
4
＞

【
写
真
】
根
室
か
ら
見
え
る
歯
舞
群
島
＜
５
年
上
P
1
5
＞

【
資
料
】
北
方
領
土
の
位
置
＜
５
年
上
P
1
5
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
コ
ラ
ム
】
ま
わ
り
の
国
と
日
本
「
ロ
シ
ア
連
邦
と
は
、

1
9
5
6
年
に
国
交
を
回
復
し
ま
し
た
（
当
時
は
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
）
。
し
か
し
、
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
の

返
還
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
日
本
は
返
還
を
求
め
て

交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。
」
＜
６
年
歴
史
編
P
1
5
3
＞

【
資
料
】
北
方
領
土
、
四
つ
の
島
＜
６
年
歴
史
編
P
1
5
3
＞

「
わ
た
し
た
ち
の
国
土
」

【
写
真
】
竹
島
＜
５
年
上
P
1
4
＞

【
資
料
】
竹
島
の
位
置
＜
５
年
上
P
1
4
＞

【
本
文
】
「
日
本
海
に
あ
る
竹
島
は
、
日

本
固
有
の
領
土
で
す
が
、
7
0
年
ほ
ど

前
か
ら
韓
国
が
不
法
に
占
領
し
て
い
る

た
め
、
日
本
は
抗
議
を
続
け
て
い
ま

す
。
」
＜
５
年
上
P
1
4
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
コ
ラ
ム
】
ま
わ
り
の
国
と
日
本
「
大
韓

民
国
（
韓
国
）
と
は
、
1
9
6
5
年
に
朝
鮮

半
島
を
代
表
す
る
政
府
と
し
て
条
約
を

結
び
、
国
交
を
正
常
化
し
て
友
好
関
係

を
深
め
て
い
ま
す
。
貿
易
だ
け
で
な
く
、

人
や
文
化
の
交
流
も
さ
か
ん
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
日
本
固
有
の
領
土

で
あ
る
竹
島
を
、
韓
国
は
1
9
5
4
年
か
ら

不
法
に
占
領
し
て
お
り
、
日
本
は
抗
議

を
続
け
て
い
ま
す
。
」
＜
６
年
歴
史
編

P
1
5
3
＞

「
わ
た
し
た
ち
の
国
土
」

【
写
真
】
尖
閣
諸
島
＜
５
年
上
P
1
4
＞

【
資
料
】
尖
閣
諸
島
の
位
置
＜
５
年
上
P
1
4
＞

【
本
文
】
「
ま
た
、
東
シ
ナ
海
に
あ
る
尖
閣
諸
島
も
日
本
固
有

の
領
土
で
す
。
中
国
が
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

ま
す
が
、
日
本
が
有
効
に
支
配
し
て
お
り
、
領
土
問
題
は
存

在
し
ま
せ
ん
。
」
＜
５
年
上
P
1
4
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
コ
ラ
ム
】
ま
わ
り
の
国
と
日
本
「
中
華
人
民
共
和
国
（
中
国
）

と
は
、
1
9
7
2
年
に
国
交
が
正
常
化
さ
れ
、
1
9
7
8
年
に
は
日
中

平
和
友
好
条
約
を
結
び
ま
し
た
。
貿
易
や
技
術
で
の
提
携
な

ど
を
通
し
て
、
関
係
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
中
国
は
日

本
固
有
の
領
土
で
あ
る
尖
閣
諸
島
の
領
有
を
主
張
し
て
い
ま

す
が
、
尖
閣
諸
島
は
日
本
が
有
効
に
支
配
し
て
お
り
、
領
土

問
題
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
」
＜
６
年
歴
史
編
P
1
5
3
＞

「
わ
た
し
た
ち
の
国
土
」

【
資
料
】
国
土
の
広
が
り
と
ま
わ
り
の
国
々
＜
５
年
上
P
1
2
＞

【
説
明
】
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
（
2
0
0
海
里
水
域
）
「
自

国
の
沿
岸
か
ら
2
0
0
海
里
（
約
3
7
0
km

）
ま
で
は
、
天
然
資
源

開
発
な
ど
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
法
律

に
も
と
づ
い
て
、
こ
の
境
界
線
を
引
い
て
あ
り
ま
す
が
、
関
係

国
と
協
議
中
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
」
＜
５
年
上
Ｐ
1
2
＞

【
写
真
】
与
那
国
島
「
台
湾
に
最
も
近
い
位
置
に
あ
る
沖
縄

の
島
で
す
。
」
、
沖
ノ
鳥
島
「
島
の
大
部
分
が
海
に
し
ず
ん
で

し
ま
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
わ
り
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
み
、
し
ず
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
」
、
南

鳥
島
「
さ
ん
ご
し
ょ
う
の
島
で
、
地
震
や
気
象
の
観
測
を
し
て

い
ま
す
。
」
＜
５
年
上
P
1
3
＞

【
本
文
】
「
日
本
は
、
北
半
球
に
位
置
し
、
ま
わ
り
を
太
平
洋

や
日
本
海
な
ど
の
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
島
国
で
す
。
北
海

道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
の
四
つ
の
大
き
な
島
と
、
沖
縄
島

や
択
捉
島
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
島
々
が
南
北
に
弓
の
よ

う
に
連
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
島
が
6
8
0
0
以
上
も
あ
り

ま
す
。
」
＜
５
年
上
P
1
3
＞

【
資
料
】
日
本
の
領
土
と
領
海
＜
５
年
上
P
1
4
＞

【
説
明
】
領
土
「
そ
の
国
の
も
つ
陸
地
と
、
陸
地
に
囲
ま
れ
た

湖
や
川
な
ど
を
合
わ
せ
て
、
領
土
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
海

岸
か
ら
1
2
海
里
（
約
2
2
㎞
）
ま
で
の
海
は
、
領
海
と
よ
ば
れ

て
い
ま
す
。
領
土
と
領
海
の
上
空
を
領
空
と
い
い
ま
す
。
許

可
な
く
、
ほ
か
の
国
の
領
土
や
領
空
に
入
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
」
＜
５
年
上
P
1
4
＞

「
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
食
料
生
産
」

【
資
料
】
排
他
的
経
済
水
域
と
世
界
の
漁
場
別
に
見
た
日
本

の
漁
業
生
産
量
＜
５
年
上
P
1
0
4
＞

【
説
明
】
排
他
的
経
済
水
域
＜
５
年
上
P
1
0
4
＞

【
本
文
】
「
そ
の
こ
ろ
、
排
他
的
経
済
水
域
（
2
0
0
海
里
水
域
）

と
い
っ
て
、
各
国
の
魚
を
と
る
範
囲
が
決
め
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
漁
獲
量
が
減
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
な
。
」
、
「
排

他
的
経
済
水
域
に
よ
っ
て
、
各
国
が
自
分
の
国
の
水
産
資

源
を
守
ろ
う
と
し
た
ん
だ
ね
。
」
＜
５
年
上
P
1
0
4
＞

東
書
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発
行

者
名

北
方
領
土
に
関
す
る
記
述
の
概
要

竹
島
に
関
す
る
記
述
の
概
要

尖
閣
諸
島
に
関
す
る
記
述
の
概
要

そ
の
他
(領

土
の
範
囲
等
)

教
出

「
日
本
の
国
土
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
日
本
の
国
土
と
そ
の
周
り
＜
５
年
P
1
4
＞

【
本
文
】
「
つ
む
ぎ
さ
ん
た
ち
は
、
日
本
の
国
土
が
た
く
さ
ん
の

島
々
か
ら
な
り
、
東
西
南
北
の
は
し
は
本
州
か
ら
遠
く
は
な

れ
た
島
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
6
＞

【
写
真
】
日
本
の
西
の
は
し
、
与
那
国
島
＜
５
年
P
1
5
＞

【
写
真
】
日
本
の
南
の
は
し
、
沖
ノ
鳥
島
「
周
囲
お
よ
そ
1
1
km

の
、
さ
ん
ご
礁
か
ら
な
る
島
で
す
。
」
＜
５
年
P
1
5
>

【
写
真
】
日
本
の
東
の
は
し
、
南
鳥
島
＜
５
年
P
1
5
＞

【
資
料
】
日
本
の
領
土
、
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
＜
５
年

P
1
6
＞

【
本
文
】
「
陸
地
だ
け
で
な
く
海
ま
で
ふ
く
め
る
と
、
日
本
は
と

て
も
広
い
ん
だ
ね
。
」
、
「
日
本
は
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
だ
か

ら
、
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域
が
広
く
な
る
の
か
な
。
」
＜
５

年
Ｐ
1
6
＞

【
本
文
】
「
不
法
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
領
土
は
、
ど
う
す
れ
ば

返
し
て
も
ら
え
る
ん
だ
ろ
う
。
」
、
「
国
に
と
っ
て
領
土
は
と
て
も

大
事
だ
け
れ
ど
、
と
な
り
の
国
々
と
は
な
か
よ
く
し
て
い
き
た

い
ね
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
7
＞

【
本
文
】
「
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
世
の
中

が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
か
、
こ
れ
か
ら
も
関
心
を
も
っ
て

い
こ
う
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
8
＞

【
資
料
】
沖
縄
県
の
島
々
＜
５
年
P
3
2
＞

「
未
来
を
支
え
る
食
料
生
産
」

【
コ
ラ
ム
】
漁
場
を
制
限
す
る
取
り
組
み
「
1
9
7
7
（
昭
和
5
2
）
年

ご
ろ
か
ら
、
世
界
各
国
は
自
国
の
水
産
資
源
を
守
る
た
め

に
、
海
岸
か
ら
2
0
0
海
里
（
約
3
7
0
km

）
の
は
ん
囲
の
海
で
、

他
国
の
漁
船
が
と
る
魚
の
種
類
や
量
を
制
限
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
0
0
＞

【
資
料
】
2
0
0
海
里
水
域
（
領
海
を
ふ
く
む
排
他
的
経
済
水

域
）
と
、
日
本
の
漁
業
の
生
産
量
＜
５
年
P
1
0
0
＞

「
日
本
の
国
土
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
外
国
と
の
国
境
に
近
い
島
々
尖
閣
諸
島
「
こ
れ
ら
の

島
々
は
、
一
度
も
他
の
国
の
領
土
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
、

日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
7
＞

【
本
文
】
「
沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
は
、
領
土
問
題
は

な
い
と
い
う
の
が
日
本
の
立
場
で
す
が
、
中
国
も
自
国
の
領

土
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
」
＜
５
年
P
1
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
日
本
固
有
の
領
土
、
竹
島
と
尖
閣
諸
島
「
ま
た
、
沖

縄
県
の
尖
閣
諸
島
も
日
本
の
領
土
で
あ
り
、
国
と
し
て
の
適

切
な
管
理
を
こ
れ
ま
で
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中

国
が
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
り

の
日
本
の
海
で
は
、
中
国
の
船
が
侵
入
し
、
日
本
の
同
意
を

得
る
こ
と
な
く
海
洋
調
査
を
行
っ
た
り
、
違
法
に
漁
業
を
行
っ

た
り
す
る
な
ど
の
行
為
を
く
り
返
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
海

上
保
安
庁
な
ど
に
よ
る
警
戒
や
取
り
し
ま
り
を
強
め
、
そ
う
し

た
行
為
を
し
な
い
よ
う
中
国
に
求
め
続
け
て
い
ま
す
。
」
＜
５

年
Ｐ
1
8
＞

【
写
真
】
海
上
保
安
庁
の
訓
練
の
様
子
「
ま
た
、
海
に
関
わ
る

犯
罪
や
、
日
本
の
海
に
侵
入
し
て
き
た
船
を
取
り
し
ま
る
の

も
、
海
上
保
安
庁
の
仕
事
の
一
つ
で
す
。
」
＜
５
年
P
1
8
＞

【
資
料
】
尖
閣
諸
島
と
そ
の
周
辺
＜
５
年
P
1
8
＞

【
資
料
】
沖
縄
県
の
島
々
＜
５
年
P
3
2
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
コ
ラ
ム
】
中
国
と
日
本
「
1
9
7
2
年
、
中
国
と
の
国
交
が
正
常

化
し
、
1
9
7
8
年
に
は
日
中
平
和
友
好
条
約
が
結
ば
れ
ま
し

た
。
」
、
「
一
方
で
、
日
本
と
中
国
と
の
間
に
は
、
領
土
を
め
ぐ

る
課
題
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島
は
日
本
の
固
有

領
土
で
あ
り
、
領
土
問
題
は
な
い
と
い
う
の
が
日
本
の
立
場

で
す
が
、
中
国
も
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

尖
閣
諸
島
の
周
り
の
海
で
は
、
中
国
の
船
が
侵
入
し
、
日
本

の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
海
洋
調
査
を
行
う
な
ど
の
行
為
を
く

り
返
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
そ
う
し
た
行
為
を
し
な
い
よ
う
に

中
国
に
求
め
て
い
ま
す
。
」
＜
６
年
P
2
3
1
＞

【
コ
ラ
ム
】
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
課
題
「
沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島

は
、
日
本
の
領
土
で
あ
り
な
が
ら
、
中
国
が
自
国
の
領
土
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
り
の
海
で
は
、
中
国
の
船

が
侵
入
し
、
日
本
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
海
洋
調
査
を
行
っ

た
り
、
違
法
に
漁
業
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
の
行
為
を
く
り
返

し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
警
戒
や
取
り
し
ま
り
を
強
め
、
そ
う
し

た
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
中
国
に
求
め
て
い
ま
す
。
」
＜
＜
６

年
P
2
5
0
＞

「
日
本
の
国
土
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら

し
」

【
本
文
】
「
ま
た
、
島
根
県
の
竹
島
で

は
、
韓
国
が
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
主

張
し
、
不
法
な
占
拠
を
続
け
て
い
ま

す
。
」
＜
５
年
P
1
7
＞

【
写
真
】
外
国
と
の
国
境
に
近
い
島
々

竹
島
「
こ
れ
ら
の
島
々
は
、
一
度
も
他

の
国
の
領
土
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
、

日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
」
＜
５
年
Ｐ

1
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
日
本
固
有
の
領
土
、
竹
島
と

尖
閣
諸
島
「
島
根
県
の
竹
島
は
、
日
本

の
領
土
で
あ
り
な
が
ら
、
1
9
5
4
（
昭
和

2
9
）
年
か
ら
韓
国
が
不
法
に
占
拠
す
る

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
は
こ
の

こ
と
に
く
り
返
し
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

国
際
的
な
場
で
話
し
合
い
に
よ
っ
て
平

和
的
に
解
決
し
よ
う
と
、
韓
国
に
対
す

る
は
た
ら
き
か
け
を
重
ね
て
き
て
い
ま

す
。
」
＜
５
年
P
1
8
＞

【
資
料
】
竹
島
と
そ
の
周
辺
＜
５
年
P
1
8

＞ 【
写
真
】
海
上
保
安
庁
の
訓
練
の
様
子

＜
５
年
P
1
8
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
写
真
】
竹
島
「
竹
島
は
日
本
固
有
の

領
土
で
あ
り
な
が
ら
、
1
9
5
4
年
か
ら
韓

国
が
不
法
な
占
拠
を
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
は
こ
れ
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

国
際
的
な
場
で
話
し
合
い
に
よ
っ
て
平

和
的
に
解
決
し
よ
う
と
、
韓
国
に
対
す

る
は
た
ら
き
か
け
を
続
け
て
き
て
い
ま

す
。
」
＜
６
年
P
2
3
0
＞

「
日
本
の
国
土
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
日
本
の
北
の
は
し
、
択
捉
島
＜
５
年
Ｐ
1
5
＞

【
資
料
】
日
本
の
領
土
、
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
「
北

方
領
土
（
日
本
が
ロ
シ
ア
連
邦
に
返
還
を
求
め
て
い
る

島
々
）
」
＜
５
年
Ｐ
1
6
＞

【
写
真
】
外
国
と
の
国
境
に
近
い
島
々
北
方
領
土
「
こ
れ

ら
の
島
々
は
、
一
度
も
他
の
国
の
領
土
に
な
っ
た
こ
と
が

な
い
、
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
7
＞

【
本
文
】
「
択
捉
島
も
ふ
く
め
、
国
後
島
・
色
丹
島
・
歯
舞
群

島
の
、
北
海
道
の
北
東
に
連
な
る
島
々
は
、
北
方
領
土

と
よ
ば
れ
る
日
本
の
領
土
で
す
。
し
か
し
、
1
9
4
5
（
昭
和

2
0
）
年
、
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
た
あ
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

（
今
の
ロ
シ
ア
連
邦
）
が
不
法
に
占
領
し
、
そ
こ
に
住
ん
で

い
た
日
本
人
は
強
制
的
に
退
去
さ
せ
ら
れ
、
今
に
い

た
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
北
方
領
土
の
一
日
も
早
い
返

還
を
ロ
シ
ア
連
邦
に
求
め
続
け
て
い
ま
す
。
」
＜
５
年
P
1
7

＞ 【
コ
ラ
ム
】
北
海
道
と
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
関
係
「
日
本
と
ロ

シ
ア
と
の
住
民
ど
う
し
の
交
流
が
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る

一
方
で
、
ロ
シ
ア
と
の
間
に
は
、
北
方
領
土
を
め
ぐ
る
問

題
が
解
決
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
で
く
ら

す
人
々
は
、
と
な
り
合
う
ロ
シ
ア
の
人
た
ち
と
よ
い
関
係

を
築
い
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
」
＜
５
年
P
5
1
＞

「
未
来
を
支
え
る
食
料
生
産
」

【
写
真
】
北
方
領
土
の
歯
舞
群
島
（
水
晶
島
な
ど
）
が
見

え
る
納
沙
布
岬
＜
５
年
P
9
9
＞

【
資
料
】
根
室
市
と
北
方
領
土
の
島
々
＜
５
年
P
9
9
＞

【
本
文
】
根
室
半
島
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
ロ
シ
ア
が
不
法

に
占
拠
し
て
い
る
北
方
領
土
の
島
々
が
あ
り
、
根
室
の

水
産
業
に
大
き
な
え
い
き
ょ
う
を
あ
た
え
て
い
ま
す
。
」
＜

５
年
P
9
9
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
コ
ラ
ム
】
未
解
決
の
北
方
領
土
「
戦
後
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

(ソ
連
)と

の
国
交
は
回
復
し
ま
し
た
が
、
北
方
領
土
の
問

題
は
解
決
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
固
有
の
領
土
で

あ
る
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島
は
、
ソ
連

の
時
代
か
ら
占
領
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。
1
9
9
1
年
に
ソ
連

が
解
体
し
て
か
ら
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
返
還
を
求

め
る
交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。
」
＜
６
年
P
2
3
1
＞

【
資
料
】
北
方
領
土
＜
６
年
P
2
3
1
＞

− 80 −



「
別

紙
２

－
１

」
　

　
【

我
が

国
の

位
置

と
領

土
の

扱
い

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行

者
名

北
方
領
土
に
関
す
る
記
述
の
概
要

竹
島
に
関
す
る
記
述
の
概
要

尖
閣
諸
島
に
関
す
る
記
述
の
概
要

そ
の
他
(領

土
の
範
囲
等
)

教
出

「
日
本
の
国
土
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
日
本
の
国
土
と
そ
の
周
り
＜
５
年
P
1
4
＞

【
本
文
】
「
つ
む
ぎ
さ
ん
た
ち
は
、
日
本
の
国
土
が
た
く
さ
ん
の

島
々
か
ら
な
り
、
東
西
南
北
の
は
し
は
本
州
か
ら
遠
く
は
な

れ
た
島
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
6
＞

【
写
真
】
日
本
の
西
の
は
し
、
与
那
国
島
＜
５
年
P
1
5
＞

【
写
真
】
日
本
の
南
の
は
し
、
沖
ノ
鳥
島
「
周
囲
お
よ
そ
1
1
km

の
、
さ
ん
ご
礁
か
ら
な
る
島
で
す
。
」
＜
５
年
P
1
5
>

【
写
真
】
日
本
の
東
の
は
し
、
南
鳥
島
＜
５
年
P
1
5
＞

【
資
料
】
日
本
の
領
土
、
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
＜
５
年

P
1
6
＞

【
本
文
】
「
陸
地
だ
け
で
な
く
海
ま
で
ふ
く
め
る
と
、
日
本
は
と

て
も
広
い
ん
だ
ね
。
」
、
「
日
本
は
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
だ
か

ら
、
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域
が
広
く
な
る
の
か
な
。
」
＜
５

年
Ｐ
1
6
＞

【
本
文
】
「
不
法
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
領
土
は
、
ど
う
す
れ
ば

返
し
て
も
ら
え
る
ん
だ
ろ
う
。
」
、
「
国
に
と
っ
て
領
土
は
と
て
も

大
事
だ
け
れ
ど
、
と
な
り
の
国
々
と
は
な
か
よ
く
し
て
い
き
た

い
ね
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
7
＞

【
本
文
】
「
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
世
の
中

が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
か
、
こ
れ
か
ら
も
関
心
を
も
っ
て

い
こ
う
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
8
＞

【
資
料
】
沖
縄
県
の
島
々
＜
５
年
P
3
2
＞

「
未
来
を
支
え
る
食
料
生
産
」

【
コ
ラ
ム
】
漁
場
を
制
限
す
る
取
り
組
み
「
1
9
7
7
（
昭
和
5
2
）
年

ご
ろ
か
ら
、
世
界
各
国
は
自
国
の
水
産
資
源
を
守
る
た
め

に
、
海
岸
か
ら
2
0
0
海
里
（
約
3
7
0
km

）
の
は
ん
囲
の
海
で
、

他
国
の
漁
船
が
と
る
魚
の
種
類
や
量
を
制
限
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
0
0
＞

【
資
料
】
2
0
0
海
里
水
域
（
領
海
を
ふ
く
む
排
他
的
経
済
水

域
）
と
、
日
本
の
漁
業
の
生
産
量
＜
５
年
P
1
0
0
＞

「
日
本
の
国
土
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
外
国
と
の
国
境
に
近
い
島
々
尖
閣
諸
島
「
こ
れ
ら
の

島
々
は
、
一
度
も
他
の
国
の
領
土
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
、

日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
7
＞

【
本
文
】
「
沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
は
、
領
土
問
題
は

な
い
と
い
う
の
が
日
本
の
立
場
で
す
が
、
中
国
も
自
国
の
領

土
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
」
＜
５
年
P
1
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
日
本
固
有
の
領
土
、
竹
島
と
尖
閣
諸
島
「
ま
た
、
沖

縄
県
の
尖
閣
諸
島
も
日
本
の
領
土
で
あ
り
、
国
と
し
て
の
適

切
な
管
理
を
こ
れ
ま
で
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中

国
が
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
り

の
日
本
の
海
で
は
、
中
国
の
船
が
侵
入
し
、
日
本
の
同
意
を

得
る
こ
と
な
く
海
洋
調
査
を
行
っ
た
り
、
違
法
に
漁
業
を
行
っ

た
り
す
る
な
ど
の
行
為
を
く
り
返
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
海

上
保
安
庁
な
ど
に
よ
る
警
戒
や
取
り
し
ま
り
を
強
め
、
そ
う
し

た
行
為
を
し
な
い
よ
う
中
国
に
求
め
続
け
て
い
ま
す
。
」
＜
５

年
Ｐ
1
8
＞

【
写
真
】
海
上
保
安
庁
の
訓
練
の
様
子
「
ま
た
、
海
に
関
わ
る

犯
罪
や
、
日
本
の
海
に
侵
入
し
て
き
た
船
を
取
り
し
ま
る
の

も
、
海
上
保
安
庁
の
仕
事
の
一
つ
で
す
。
」
＜
５
年
P
1
8
＞

【
資
料
】
尖
閣
諸
島
と
そ
の
周
辺
＜
５
年
P
1
8
＞

【
資
料
】
沖
縄
県
の
島
々
＜
５
年
P
3
2
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
コ
ラ
ム
】
中
国
と
日
本
「
1
9
7
2
年
、
中
国
と
の
国
交
が
正
常

化
し
、
1
9
7
8
年
に
は
日
中
平
和
友
好
条
約
が
結
ば
れ
ま
し

た
。
」
、
「
一
方
で
、
日
本
と
中
国
と
の
間
に
は
、
領
土
を
め
ぐ

る
課
題
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島
は
日
本
の
固
有

領
土
で
あ
り
、
領
土
問
題
は
な
い
と
い
う
の
が
日
本
の
立
場

で
す
が
、
中
国
も
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

尖
閣
諸
島
の
周
り
の
海
で
は
、
中
国
の
船
が
侵
入
し
、
日
本

の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
海
洋
調
査
を
行
う
な
ど
の
行
為
を
く

り
返
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
そ
う
し
た
行
為
を
し
な
い
よ
う
に

中
国
に
求
め
て
い
ま
す
。
」
＜
６
年
P
2
3
1
＞

【
コ
ラ
ム
】
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
課
題
「
沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島

は
、
日
本
の
領
土
で
あ
り
な
が
ら
、
中
国
が
自
国
の
領
土
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
り
の
海
で
は
、
中
国
の
船

が
侵
入
し
、
日
本
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
海
洋
調
査
を
行
っ

た
り
、
違
法
に
漁
業
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
の
行
為
を
く
り
返

し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
警
戒
や
取
り
し
ま
り
を
強
め
、
そ
う
し

た
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
中
国
に
求
め
て
い
ま
す
。
」
＜
＜
６

年
P
2
5
0
＞

「
日
本
の
国
土
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら

し
」

【
本
文
】
「
ま
た
、
島
根
県
の
竹
島
で

は
、
韓
国
が
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
主

張
し
、
不
法
な
占
拠
を
続
け
て
い
ま

す
。
」
＜
５
年
P
1
7
＞

【
写
真
】
外
国
と
の
国
境
に
近
い
島
々

竹
島
「
こ
れ
ら
の
島
々
は
、
一
度
も
他

の
国
の
領
土
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
、

日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
」
＜
５
年
Ｐ

1
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
日
本
固
有
の
領
土
、
竹
島
と

尖
閣
諸
島
「
島
根
県
の
竹
島
は
、
日
本

の
領
土
で
あ
り
な
が
ら
、
1
9
5
4
（
昭
和

2
9
）
年
か
ら
韓
国
が
不
法
に
占
拠
す
る

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
は
こ
の

こ
と
に
く
り
返
し
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

国
際
的
な
場
で
話
し
合
い
に
よ
っ
て
平

和
的
に
解
決
し
よ
う
と
、
韓
国
に
対
す

る
は
た
ら
き
か
け
を
重
ね
て
き
て
い
ま

す
。
」
＜
５
年
P
1
8
＞

【
資
料
】
竹
島
と
そ
の
周
辺
＜
５
年
P
1
8

＞ 【
写
真
】
海
上
保
安
庁
の
訓
練
の
様
子

＜
５
年
P
1
8
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
写
真
】
竹
島
「
竹
島
は
日
本
固
有
の

領
土
で
あ
り
な
が
ら
、
1
9
5
4
年
か
ら
韓

国
が
不
法
な
占
拠
を
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
は
こ
れ
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

国
際
的
な
場
で
話
し
合
い
に
よ
っ
て
平

和
的
に
解
決
し
よ
う
と
、
韓
国
に
対
す

る
は
た
ら
き
か
け
を
続
け
て
き
て
い
ま

す
。
」
＜
６
年
P
2
3
0
＞

「
日
本
の
国
土
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
日
本
の
北
の
は
し
、
択
捉
島
＜
５
年
Ｐ
1
5
＞

【
資
料
】
日
本
の
領
土
、
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
「
北

方
領
土
（
日
本
が
ロ
シ
ア
連
邦
に
返
還
を
求
め
て
い
る

島
々
）
」
＜
５
年
Ｐ
1
6
＞

【
写
真
】
外
国
と
の
国
境
に
近
い
島
々
北
方
領
土
「
こ
れ

ら
の
島
々
は
、
一
度
も
他
の
国
の
領
土
に
な
っ
た
こ
と
が

な
い
、
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
7
＞

【
本
文
】
「
択
捉
島
も
ふ
く
め
、
国
後
島
・
色
丹
島
・
歯
舞
群

島
の
、
北
海
道
の
北
東
に
連
な
る
島
々
は
、
北
方
領
土

と
よ
ば
れ
る
日
本
の
領
土
で
す
。
し
か
し
、
1
9
4
5
（
昭
和

2
0
）
年
、
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
た
あ
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

（
今
の
ロ
シ
ア
連
邦
）
が
不
法
に
占
領
し
、
そ
こ
に
住
ん
で

い
た
日
本
人
は
強
制
的
に
退
去
さ
せ
ら
れ
、
今
に
い

た
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
北
方
領
土
の
一
日
も
早
い
返

還
を
ロ
シ
ア
連
邦
に
求
め
続
け
て
い
ま
す
。
」
＜
５
年
P
1
7

＞ 【
コ
ラ
ム
】
北
海
道
と
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
関
係
「
日
本
と
ロ

シ
ア
と
の
住
民
ど
う
し
の
交
流
が
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る

一
方
で
、
ロ
シ
ア
と
の
間
に
は
、
北
方
領
土
を
め
ぐ
る
問

題
が
解
決
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
で
く
ら

す
人
々
は
、
と
な
り
合
う
ロ
シ
ア
の
人
た
ち
と
よ
い
関
係

を
築
い
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
」
＜
５
年
P
5
1
＞

「
未
来
を
支
え
る
食
料
生
産
」

【
写
真
】
北
方
領
土
の
歯
舞
群
島
（
水
晶
島
な
ど
）
が
見

え
る
納
沙
布
岬
＜
５
年
P
9
9
＞

【
資
料
】
根
室
市
と
北
方
領
土
の
島
々
＜
５
年
P
9
9
＞

【
本
文
】
根
室
半
島
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
ロ
シ
ア
が
不
法

に
占
拠
し
て
い
る
北
方
領
土
の
島
々
が
あ
り
、
根
室
の

水
産
業
に
大
き
な
え
い
き
ょ
う
を
あ
た
え
て
い
ま
す
。
」
＜

５
年
P
9
9
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
コ
ラ
ム
】
未
解
決
の
北
方
領
土
「
戦
後
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

(ソ
連
)と

の
国
交
は
回
復
し
ま
し
た
が
、
北
方
領
土
の
問

題
は
解
決
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
固
有
の
領
土
で

あ
る
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島
は
、
ソ
連

の
時
代
か
ら
占
領
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。
1
9
9
1
年
に
ソ
連

が
解
体
し
て
か
ら
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
返
還
を
求

め
る
交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。
」
＜
６
年
P
2
3
1
＞

【
資
料
】
北
方
領
土
＜
６
年
P
2
3
1
＞

「
別

紙
２

－
１

」
　

　
【

我
が

国
の

位
置

と
領

土
の

扱
い

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行

者
名

北
方
領
土
に
関
す
る
記
述
の
概
要

竹
島
に
関
す
る
記
述
の
概
要

尖
閣
諸
島
に
関
す
る
記
述
の
概
要

そ
の
他
(領

土
の
範
囲
等
)

「
日
本
の
国
土
と
人
々
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
日
本
の
北
の
は
し
、
択
捉
島
　
北
緯
4
5
度
3
3
分

東
経
1
4
8
度
4
5
分
＜
５
年
Ｐ
1
7
＞

【
資
料
】
北
方
領
土
、
竹
島
、
尖
閣
諸
島
の
位
置
＜
５
年

Ｐ
1
8
＞

【
写
真
】
北
方
領
土
で
あ
る
色
丹
島
（
北
海
道
）
＜
５
年

P
1
8
>

【
本
文
】
「
8
0
年
ほ
ど
前
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
の
ち
、
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
は
、
択
捉
島
や
そ
の
近
く
に
あ
る
国
後
島
、

色
丹
島
、
歯
舞
群
島
、
を
占
領
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

島
々
は
、
北
方
領
土
と
よ
ば
れ
、
現
在
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

を
引
き
つ
い
だ
ロ
シ
ア
が
不
法
に
占
拠
し
て
い
ま
す
。
北

方
領
土
は
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
た
め
、
日
本
政
府

は
、
こ
れ
ら
の
島
々
を
返
す
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
に
は
た
ら
き

か
け
、
話
し
合
い
を
続
け
て
い
ま
す
。
」
＜
５
年
P
1
8
>

【
本
文
】
「
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
も
あ
っ
た
ね
。
北
方
領
土

は
日
本
固
有
の
領
土
だ
か
ら
、
早
く
返
し
て
も
ら
い
た
い

な
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
9
＞

【
本
文
】
「
北
海
道
は
、
日
本
の
北
に
位
置
し
、
本
州
と
は

津
軽
海
峡
で
へ
だ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
わ
り
を
太
平

洋
、
日
本
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
東
に

は
、
択
捉
島
を
は
じ
め
と
す
る
北
方
領
土
が
あ
り
ま

す
。
」
＜
５
年
Ｐ
5
0
＞

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
資
料
】
北
方
領
土
＜
６
年
Ｐ
2
2
4
＞

【
本
文
】
「
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
や
竹
島

を
め
ぐ
る
問
題
の
解
決
に
向
け
、
日
本
政
府
は
慎
重
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
」
＜
６
年
Ｐ
2
2
4
＞

「
日
本
の
国
土
と
人
々
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
竹
島
＜
５
年
P
1
8
>

【
資
料
】
北
方
領
土
、
竹
島
、
尖
閣
諸
島

の
位
置
＜
５
年
Ｐ
1
8
＞

【
本
文
】
「
日
本
海
に
あ
る
竹
島
は
、
日

本
固
有
の
領
土
で
す
が
、
現
在
、
韓
国

が
不
法
に
占
拠
し
て
い
る
た
め
、
韓
国

に
く
り
返
し
抗
議
し
て
い
ま
す
。
」
＜
５

年
P
1
8
＞

【
資
料
】
竹
島
の
位
置
＜
５
年
P
1
8
>

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
写
真
】
竹
島
（
島
根
県
）
＜
６
年
Ｐ
2
2
4

＞ 【
本
文
】
「
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
北

方
領
土
や
竹
島
を
め
ぐ
る
問
題
の
解

決
に
向
け
、
日
本
政
府
は
慎
重
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
」
＜
６
年
Ｐ
2
2
4
＞

「
世
界
の
中
の
日
本
と
わ
た
し
た
ち
」

【
資
料
】
竹
島
の
記
載
あ
り
＜
６
年
Ｐ

2
4
8
＞

「
日
本
の
国
土
と
人
々
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
尖
閣
諸
島
＜
５
年
P
1
8
>

【
本
文
】
「
ま
た
、
東
シ
ナ
海
に
あ
る
尖
閣
諸
島
は
、
日
本
固

有
の
領
土
で
、
そ
の
領
有
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
中
国
が
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

ま
す
。
」
＜
５
年
P
1
8
>

【
資
料
】
尖
閣
諸
島
の
位
置
＜
５
年
P
1
8
>

【
資
料
】
沖
縄
県
の
位
置
「
尖
閣
諸
島
」
＜
５
年
Ｐ
3
2
＞

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
写
真
】
尖
閣
諸
島
周
辺
で
不
審
船
を
取
り
し
ま
る
海
上
保
安

庁
の
巡
視
艇
＜
６
年
Ｐ
2
2
4
＞

「
日
本
の
国
土
と
人
々
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
日
本
の
西
の
は
し
、
与
那
国
島
　
北
緯
2
4
度
2
7
分

東
経
1
2
2
度
5
6
分
＜
５
年
P
1
6
＞

【
写
真
】
日
本
の
南
の
は
し
、
沖
ノ
鳥
島
　
北
緯
2
0
度
2
6
分

東
経
1
3
6
度
4
分
＜
５
年
P
1
6
＞

【
写
真
】
日
本
の
東
の
は
し
、
南
鳥
島
　
北
緯
2
4
度
1
7
分
　
東

経
1
5
3
度
5
9
分
＜
５
年
P
1
7
＞

【
資
料
】
日
本
の
国
土
の
は
ん
い
＜
５
年
P
1
6
、
1
7
＞

【
本
文
】
「
日
本
は
、
南
北
は
お
よ
そ
北
緯
2
0
度
か
ら
北
緯
4
6

度
ま
で
、
東
西
は
お
よ
そ
東
経
1
2
2
度
か
ら
1
5
4
度
ま
で
の
は

ん
い
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
6
＞

【
本
文
】
「
日
本
は
、
北
海
道
・
本
州
・
四
国
・
九
州
の
四
つ
の

大
き
な
島
を
中
心
に
、
お
よ
そ
7
0
0
0
も
の
島
々
か
ら
な
り

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
島
々
は
、
北
東
か
ら
南
西
の
方

向
に
弓
の
よ
う
な
形
に
な
ら
ん
で
い
て
、
北
の
は
し
の
択
捉

島
か
ら
西
の
は
し
の
与
那
国
島
ま
で
の
き
ょ
り
は
、
約

3
3
0
0
km

に
も
な
り
ま
す
。
」
＜
５
年
P
1
7
＞

【
説
明
】
領
土
「
な
お
、
領
海
の
外
側
に
は
、
魚
な
ど
の
水
産

資
源
や
天
然
ガ
ス
・
石
油
な
ど
の
鉱
山
資
源
を
自
分
の
国

だ
け
で
利
用
で
き
る
、
排
他
的
経
済
水
域
と
い
う
海
の
は
ん

い
が
あ
り
ま
す
。
」
＜
５
年
P
1
7
>

【
本
文
】
「
日
本
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
だ
ね
。
北
の
は
し

の
択
捉
島
か
ら
西
の
は
し
の
与
那
国
島
ま
で
の
直
線
き
ょ
り

は
、
約
3
3
0
0
㎞
に
も
な
る
よ
。
」
＜
５
年
Ｐ
1
9
＞

【
資
料
】
沖
縄
県
の
位
置
「
与
那
国
島
」
＜
５
年
Ｐ
3
2
＞

【
本
文
】
「
鹿
児
島
市
か
ら
は
約
6
0
0
㎞
も
は
な
れ
て
い
て
、

日
本
の
西
の
は
し
の
与
那
国
島
が
あ
る
よ
。
」
＜
５
年
Ｐ
3
2

＞ 「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
資
料
】
日
本
の
領
土
・
領
海
・
領
空
と
排
他
的
経
済
水
域
＜

６
年
Ｐ
2
2
4
＞

【
説
明
】
排
他
的
経
済
水
域
「
領
海
の
外
側
に
あ
る
水
域

で
、
領
土
の
海
岸
線
か
ら
2
0
0
海
里
（
約
3
7
0
㎞
）
以
内
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
沿
岸
国
は
そ
の
水
域
に
あ
る
資
源
を
自

分
の
国
だ
け
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
＜
６
年
Ｐ
2
2
4

＞ 【
本
文
】
「
国
の
領
土
・
領
海
・
領
空
を
定
め
る
と
い
う
こ
と

は
、
国
民
の
生
活
に
も
え
い
き
ょ
う
す
る
た
い
せ
つ
な
こ
と
で

す
。
日
本
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
や
竹
島
の
問
題
解
決

に
向
け
、
日
本
政
府
は
慎
重
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
」
＜
６

年
Ｐ
2
2
4
＞

日
文
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「
別
紙
２
－
２
」
　
　
【
国
旗
・
国
歌
の
扱
い
　
発
行
者
　
東
書
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

国
旗
・
国

歌
に
関
す
る
記
述

外
国
の
国
旗
に
関
す
る
記
述

第
３
学

年

「
は
た
ら
く
人
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
資
料
】
外
国
か
ら
「
日
本
」
＜
P
7
7
＞

【
説
明
】
国
旗
「
国
旗
は
、
国
を
表
す
め
じ
る
し
で
す
。
そ
の
国
の
人
々
の
ね
が
い
や
気
持
ち
が
こ
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
」
＜
P
7
7
＞

「
は
た
ら
く
人
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
資
料
】
外
国
か
ら
「
中
国
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
メ
キ
シ
コ
・
ア
メ
リ
カ
」
＜
P
7
7
＞

第
４
学

年

「
特
色
あ
る
地
い
き
と
人
々
の
く
ら
し
」

【
資
料
】
仙
台
市
と
交
流
し
て
い
る
都
市
と
、
そ
の
国
・
国
旗
「
国
旗
は
、
国
を
表
す
目
印
で
、
そ
の
国
の

人
々
の
願
い
や
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
と
国
が
交
流
す
る
と
き
に
は
、
お
た
が
い
の
国
旗

を
そ
ん
ち
ょ
う
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
」
＜
P
1
4
2
＞

「
特
色
あ
る
地
い
き
と
人
々
の
く
ら
し
」

【
資
料
】
仙
台
市
と
交
流
し
て
い
る
都
市
と
、
そ
の
国
・
国
旗
「
フ
ラ
ン
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
メ
キ
シ
コ
」
＜
P
1
4
2
＞

【
資
料
】
し
お
り
さ
ん
た
ち
が
つ
く
っ
た
４
コ
マ
C
M
＜
P
1
4
7
＞

第
５
学

年

「
わ
た
し
た
ち
の
国
土
」

【
説
明
】
国
旗
「
日
本
の
国
旗
は
、
白
地
に
太
陽
が
赤
く
か
が
や
い
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。
ど

の
国
の
国
旗
に
も
大
切
な
意
味
や
由
来
が
あ
り
、
自
国
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
の
国
の
国
旗
も
大
切
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
」
＜
P
1
0
＞

【
資
料
】
世
界
地
図
＜
上
P
1
0
・
1
1
＞

【
資
料
】
国
土
の
広
が
り
と
ま
わ
り
の
国
々
「
日
本
」
＜
上
P
1
2
＞

「
わ
た
し
た
ち
の
国
土

」
【
資
料
】
世
界
地
図
「
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
・
中
華
人
民
共
和
国
・
大
韓
民
国
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・

カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
エ
ジ
プ
ト
・
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
・
ト
ル
コ
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
・
イ
ン
ド
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
」
＜
P
1
0
～
1
1
＞

【
資
料
】
国
土
の
広
が
り
と
ま
わ
り
の
国
々
「
モ
ン
ゴ
ル
・
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
＜

P
1
2
＞

「
世
界
の
中
の
日
本
」

【
コ
ラ
ム
】
国
旗
と
国
歌
「
世
界
の
国
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
旗
と
国
歌
を
も
っ
て
お
り
、
国
民
の
ま
と
ま

り
の
「
し
る
し
」
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
ど
う
し
の
交
際
で
は
、
お
た
が
い
の
国
の
国
旗
と

国
歌
に
敬
意
を
表
し
、
友
好
を
深
め
る
た
め
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
明
治
時
代
か
ら
使
わ

れ
、
慣

れ
親
し
ま
れ
て
き
た
日
の
丸
（
日
章
旗
）
と
君
が
代
を
、
そ
れ
ぞ
れ
国
旗
、
国
歌
と
す
る
こ
と
が

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
5
＞

【
写
真
】
太
平
洋
を
横
断
す
る
海
臨
丸
「
外
国
の

港
に
入
る
船
は
、
自
分
の
国
の
国
旗
を
か
か
げ
ま

す
。
幕
末
に
、
太
平
洋
を
横
断
し
た
江
戸
幕
府
の
軍
艦
咸
臨
丸
も
、
日
の
丸
を
か
か
げ
て
い
ま
し
た
。
」

＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
5
＞

【
写
真
】
君
が
代
の
楽
譜
（
今
の
形
に
な
る
前
の

楽
譜
）
＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
5
＞

第
６
学

年

「
世
界
の
中
の
日
本
」

【
資
料
】
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
「
赤
と
白
の
横
線
は
独
立
し
た
と
き
の

1
3
州
、
星
は
現
在
の
州
の
数
（
5
0
州
）

を
表
し
て
い
ま
す
。
」
、
中
華
人
民
共
和
国
「
大
き
な
星
は
中
国
共
産
党
、
小
さ
な
星
は
労
働
者
、
農
民

な
ど
の
国
民
を
表
し
て
い
ま
す
。
」
、
フ
ラ
ン
ス
「
白
は
国
王
、
青
と
赤
は
パ
リ
市
民
を
表
し
て
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
３
色
の
組
み
合
わ
せ
は
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ
、
現
在
ま
で
引
き
つ
が
れ
て
い
ま
す
。
」
、
ブ
ラ

ジ
ル
「
緑
は
林
業
と
農
業
、
黄
は
鉱
業
、

2
7
個
の
星
は
首
都
と

2
6
州
を
表
し
て
い
ま
す
。
帯
に
は
『
秩
序

と
発
展
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
」
＜
政
治
・
国
際
編

P
6
4
＞

【
写
真
】
古
い
建
物
が
残
る
路
地
（
フ
ー
ト
ン
）
＜
政
治
・
国
際
編

P
7
2
＞

【
写
真
】
若
者
が
集
ま
る
ペ
キ
ン
の
シ
ー
タ
ン
地
区
の
様
子
＜
政
治
・
国
際
編

P
7
6
＞

【
写
真
】
い
ろ
い
ろ
な
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
集
ま
っ
て
い
る
パ
リ
の
ユ
シ
ェ
ッ
ト
通
り
＜
政
治
・国

際
編
P
80
＞

【
写
真
】
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子
＜
政
治
・
国
際
編

P
9
0
＞

【
写
真
】
国
際
連
合
の
本
部
＜
政
治
・
国
際
編

P
9
8
＞

【
写
真
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
か
か
げ
ら
れ
る
各
国
の
国
旗
「
表
彰
式
で
は
、
入
賞
し
た
選
手
の
国
の
国
旗

を
か
か
げ
た
り
、
国
歌
を
演
奏
し
た
り
し
ま
す
。
」
＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
5
＞

【
コ
ラ
ム
】
国
旗
と
国
歌
「
国
旗
や
国
歌
は
、
そ
の
国
の
成
り
立
ち
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
世
界
の

国
々
の
中
に
は
、
言
葉

や
習
慣
、
宗
教
な
ど
の
ち
が
う
民
族
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
つ
く
っ
て
い
る
国
も

あ
り
、
国
旗
や
国
歌
は
、
民
族
ど
う
し
の
結
び
つ
き
の
『
し
る
し
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
民
族

で
成
り
立
っ
て
い
る
国
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
新
し
い
国
と
し
て
独
立
し
た
と
き
に
は
、
自
分
た
ち

の
国
旗
や
国
歌
を
つ
く
り
ま
す
。
ほ
か
の
国
に
支
配
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
も
つ
地
域
の
人
々
は
、
独
立

を
勝
ち
取
っ
た
ほ
こ
り
と
自
信
を
、
国
旗
や
国
歌
に
表
し
、
自
分
た
ち
の
国
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て

い
ま
す
。
」
＜
政
治
・
国
際
編

P
1
0
5
＞

【
説
明
】
国
旗
と
国
歌
＜
政
治
・
国
際
編

P
1
0
5
＞

「
中
学
校
に
向
け
て
」

【
写
真
】
国
際
連
合
（
国
連
）
本
部
の
前
に
並
ぶ
加
盟
国
の
国
旗
＜
政
治
・
国
際
編

P
1
1
1
＞

「
別
紙
２
－
２
」
　
　
【
国
旗
・
国
歌
の
扱
い
　
発
行
者
　
教
出
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

国
旗

・
国

歌
に

関
す

る
記

述
外

国
の

国
旗

に
関

す
る

記
述

第
３

学
年

「
は

た
ら

く
人

と
わ

た
し

た
ち

の
く
ら

し
」

【
資

料
】
外

国
か

ら
仕

入
れ

た
食

品
の

産
地

「
日

本
」
＜

Ｐ
6
1
＞

【
本

文
】
「
国

旗
に

は
、

そ
の

国
を

き
ず

い
て

き
た

人
々

の
思

い
や

ほ
こ

り
な

ど
が

こ
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
」
＜

Ｐ
6
1
＞

【
本

文
】
「
ど

の
国

の
国

旗
も

大
切

に
さ

れ
て

い
る

よ
。

」
＜

Ｐ
6
1
＞

【
資

料
】
外

国
の

原
料

の
仕

入
れ

先
「
日

本
」
＜

Ｐ
7
9
＞

「
は

た
ら

く
人

と
わ

た
し

た
ち

の
く
ら

し
」

【
資

料
】
外

国
か

ら
仕

入
れ

た
食

品
の

産
地

「
イ

タ
リ

ア
、

モ
ー

リ
タ

リ
ア

、
中

国
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

ブ
ラ

ジ
ル

　
ア

メ
リ

カ
」
＜

Ｐ
6
1
＞

【
資

料
】
外

国
の

原
料

の
仕

入
れ

先
「
カ

ナ
ダ

、
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
、

ア
メ

リ
カ

」
＜

Ｐ
7
9
＞

【
資

料
】
こ

ま
つ

な
の

行
き

先
「
ア

メ
リ

カ
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

大
韓

民
国

」
＜

Ｐ
9
1
＞

第
４

学
年

「
わ

た
し

た
ち

の
県

の
ま

ち
づ

く
り

」
【
資

料
】
福

岡
市

の
姉

妹
都

市
や

友
好

都
市

＜
P

2
0
5
＞

【
説

明
】
国

旗
「
国

旗
は

、
そ

の
国

を
表

す
印

と
し

て
使

わ
れ

る
旗

の
こ

と
で

、
そ

の
国

を
き

ず
い

て
き

た
人

々
の

思
い

や
ほ

こ
り

な
ど

が
こ

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

ど
の

国
の

国
旗

も
、

大
切

に
あ

つ
か

わ
な

く
て

は
な

り
ま

せ
ん

。
」
＜

Ｐ
2
0
5
＞

「
わ

た
し

た
ち

の
県

の
ま

ち
づ

く
り

」
【
資

料
】
福

岡
市

の
姉

妹
都

市
や

友
好

都
市

「
フ

ラ
ン

ス
、

ミ
ャ

ン
マ

ー
、

マ
レ

ー
シ

ア
、

中
華

人
民

共
和

国
、

大
韓

民
国

、
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
、

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
」
＜

P
2
0
5
＞

第
５

学
年

「
日

本
の

国
土

と
わ

た
し

た
ち

の
く
ら

し
」

【
資

料
】
世

界
の

国
々

〈
P

1
0
〉

【
資

料
】
世

界
の

国
々

〈
P

1
1
〉

【
説

明
】
国

旗
「
国

旗
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

国
を

表
す

し
る

し
で

す
。

ど
の

国
旗

に
も

、
そ

の
国

の
歴

史
や

人
々

の
思

い
が

こ
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
日

本
の

国
旗

（
日

章
旗

）
は

、
白

地
に

赤
い

丸
が

入
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

、
太

陽
が

か
が

や
く
様

子
を

表
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

日
本

の
国

旗
も

他
の

国
の

国
旗

も
、

大
切

に
あ

つ
か

い
ま

し
ょ

う
。

」
〈
P

1
5
 〉

「
日

本
の

国
土

と
わ

た
し

た
ち

の
く
ら

し
」

【
資

料
】
世

界
の

国
々

「
イ

ギ
リ

ス
、

ロ
シ

ア
連

邦
、

フ
ラ

ン
ス

、
ド

イ
ツ

、
エ

ジ
プ

ト
、

中
華

人
民

共
和

国
（
中

国
）
、

ガ
ー

ナ
、

サ
ウ

ジ
ア

ラ
ビ

ア
、

イ
ン

ド
、

タ
イ

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

、
南

ア
フ

リ
カ

共
和

国
」
〈
P

1
0
〉

【
イ

ラ
ス

ト
】
世

界
の

国
々

「
カ

ナ
ダ

、
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

、
メ

キ
シ

コ
、

ペ
ル

ー
、

ブ
ラ

ジ
ル

、
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
、

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

」
〈
P

1
1
〉

【
資

料
】
日

本
の

国
土

と
そ

の
周

り
（
ロ

シ
ア

連
邦

、
モ

ン
ゴ

ル
国

、
朝

鮮
民

主
主

義
人

民
共

和
国

、
大

韓
民

国
、

中
華

人
民

共
和

国
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
共

和
国

」
〈
P

1
4
〉

第
６

学
年

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
資

料
】
咸

臨
丸

＜
P

2
3
9
＞

【
写

真
】
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

か
か

げ
ら

れ
る

国
旗

＜
P

2
3
9
>

【
コ

ラ
ム

】
国

旗
と

国
歌

「
世

界
の

ど
の

国
に

も
、

国
旗

や
国

歌
が

あ
り

ま
す

。
国

旗
と

国
歌

に
は

、
そ

の
国

を
築

い
て

き
た

人
々

の
理

想
や

文
化

、
ほ

こ
り

な
ど

が
こ

め
ら

れ
て

お
り

、
そ

の
国

を
象

徴
す

る
も

の
と

し
て

、
大

切
に

さ
れ

て
い

ま
す

。
日

本
の

日
章

旗
（
日

の
丸

）
は

、
江

戸
時

代
の

末
、

外
国

の
船

と
の

区
別

を
は

っ
き

り
さ

せ
る

た
め

、
幕

府
が

日
本

船
の

船
印

と
し

て
決

め
た

も
の

で
す

。
明

治
政

府
も

日
本

の
商

船
旗

と
定

め
、

や
が

て
国

旗
と

し
て

あ
つ

か
わ

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
君

が
代

は
、

平
安

時
代

に
つ

く
ら

れ
た

和
歌

を
も

と
に

し
て

明
治

時
代

に
今

日
の

よ
う

な
旋

律
が

つ
け

ら
れ

ま
し

た
。

君
が

代
に

は
、

日
本

の
国

が
い

つ
ま

で
も

繁
栄

し
続

け
、

平
和

で
あ

る
こ

と
を

願
う

気
持

ち
が

こ
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
日

の
丸

と
君

が
代

は
、

1
9
9
9
（
平

成
1
1
）
年

に
、

そ
れ

ぞ
れ

日
本

の
国

旗
、

国
歌

と
し

て
法

律
で

定
め

ら
れ

ま
し

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
国

の
歴

史
や

人
々

の
思

い
が

こ
め

ら
れ

た
国

旗
や

国
歌

に
対

し
て

は
、

お
た

が
い

を
尊

重
し

合
い

、
敬

意
を

は
ら

っ
て

あ
つ

か
う

こ
と

が
大

切
で

す
。

」
＜

P
2
3
9
＞

【
写

真
】
サ

ッ
カ

ー
の

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
を

テ
レ

ビ
で

観
戦

す
る

日
系

ブ
ラ

ジ
ル

人
＜

P
2
5
7
＞

「
と

も
に

生
き

る
暮

ら
し

と
政

治
」

【
写

真
】
冬

季
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
札

幌
大

会
＜

Ｐ
5
9
＞

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
資

料
】
「
イ

タ
リ

ア
、

ロ
シ

ア
、

ベ
ト

ナ
ム

、
イ

ン
ド

、
ケ

ニ
ア

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

、
カ

ナ
ダ

、
ペ

ル
ー

」
＜

P
2
3
8
・
2
3
9
＞

【
説

明
】
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

「
赤

と
白

の
し

ま
模

様
は

国
が

独
立

し
た

と
き

の
1
3
の

州
を

表
し

、
星

の
数

は
現

在
の

州
の

数
を

示
し

て
い

ま
す

。
」
＜

P
2
4
2
＞

【
写

真
】
忠

誠
の

ち
か

い
「
毎

朝
、

国
旗

に
向

か
っ

て
『
忠

誠
の

ち
か

い
』
を

行
い

ま
す

。
多

民
族

国
家

の
ア

メ
リ

カ
で

、
心

を
一

つ
に

す
る

た
め

の
日

課
で

す
。

」
＜

P
2
4
7
＞

【
説

明
】
中

華
人

民
共

和
国

「
大

き
な

星
は

、
中

国
を

統
治

し
て

い
る

政
党

を
、

周
り

を
囲

む
小

さ
な

星
は

、
団

結
す

る
国

民
を

表
し

て
い

ま
す

。
」
＜

P
2
4
8
＞

【
説

明
】
ブ

ラ
ジ

ル
連

邦
共

和
国

「
緑

色
は

森
林

、
黄

色
は

鉱
物

を
表

し
て

い
ま

す
。

白
い

帯
に

は
「
秩

序
と

進
歩

」
と

書
か

れ
て

い
ま

す
。

」
＜

P
2
5
4
＞

【
写

真
】
サ

ッ
カ

ー
の

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
で

優
勝

し
た

ブ
ラ

ジ
ル

代
表

の
選

手
た

ち
＜

P
2
5
7
＞

【
説

明
】
サ

ウ
ジ

ア
ラ

ビ
ア

王
国

「
緑

は
、

イ
ス

ラ
ム

教
の

経
典

の
言

葉
が

ア
ラ

ブ
語

で
書

か
れ

て
い

ま
す

。
」
＜

P
2
6
0
＞

【
写

真
】
建

国
記

念
日

を
過

ご
す

ダ
ナ

さ
ん

＜
P

2
6
4
＞

【
写

真
】
フ

ッ
ト

サ
ル

大
会

に
参

加
し

た
小

学
生

＜
P

2
6
8
＞

【
説

明
】
大

韓
民

国
「
赤

と
青

の
円

は
、

「
す

べ
て

の
も

の
は

対
立

す
る

二
つ

が
一

つ
と

な
り

調
和

す
る

。
」
と

い
う

考
え

方
を

表
し

て
い

ま
す

。
＜

P
2
7
0
＞
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「
別
紙
２
－
２
」
　
　
【
国
旗
・
国
歌
の
扱
い
　
発
行
者
　
東
書
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

国
旗
・
国

歌
に
関
す
る
記
述

外
国
の
国
旗
に
関
す
る
記
述

第
３
学

年

「
は
た
ら
く
人
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
資
料
】
外
国
か
ら
「
日
本
」
＜
P
7
7
＞

【
説
明
】
国
旗
「
国
旗
は
、
国
を
表
す
め
じ
る
し
で
す
。
そ
の
国
の
人
々
の
ね
が
い
や
気
持
ち
が
こ
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
」
＜
P
7
7
＞

「
は
た
ら
く
人
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
資
料
】
外
国
か
ら
「
中

国
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
メ
キ
シ
コ
・
ア
メ
リ
カ
」
＜
P
7
7
＞

第
４
学

年

「
特
色
あ
る
地
い
き
と
人
々
の
く
ら
し
」

【
資
料
】
仙
台
市
と
交
流
し
て
い
る
都
市
と
、
そ
の
国
・
国
旗
「
国
旗
は
、
国
を
表
す
目
印
で
、
そ
の
国
の

人
々
の
願
い
や
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
と
国
が
交
流
す
る
と
き
に
は
、
お
た
が
い
の
国
旗

を
そ
ん
ち
ょ
う
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
」
＜
P
1
4
2
＞

「
特
色
あ
る
地
い
き
と
人
々
の
く
ら
し
」

【
資
料
】
仙
台
市
と
交
流
し
て
い
る
都
市
と
、
そ
の
国
・
国
旗
「
フ
ラ
ン
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
メ
キ
シ
コ
」
＜
P
1
4
2
＞

【
資
料
】
し
お
り
さ
ん
た
ち
が
つ
く
っ
た
４
コ
マ
C
M
＜
P
1
4
7
＞

第
５
学

年

「
わ
た
し
た
ち
の
国
土
」

【
説
明
】
国
旗
「
日
本
の
国
旗
は
、
白
地
に
太
陽
が
赤
く
か
が
や
い
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。
ど

の
国
の
国
旗
に
も
大
切
な
意
味
や
由
来
が
あ
り
、
自
国
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
の
国
の
国
旗
も
大
切
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
」
＜
P
1
0
＞

【
資
料
】
世
界
地
図
＜
上
P
1
0
・
1
1
＞

【
資
料
】
国
土
の
広
が
り
と
ま
わ
り
の
国
々
「
日
本
」
＜
上
P
1
2
＞

「
わ
た
し
た
ち
の
国
土

」
【
資
料
】
世
界
地
図
「
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
・
中
華
人
民
共
和
国
・
大
韓
民
国
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・

カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
エ
ジ
プ
ト
・
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
・
ト
ル
コ
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
・
イ
ン
ド
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
」
＜
P
1
0
～
1
1
＞

【
資
料
】
国
土
の
広
が
り
と
ま
わ
り
の
国
々
「
モ
ン
ゴ
ル
・
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
＜

P
1
2
＞

「
世
界
の
中
の
日
本
」

【
コ
ラ
ム
】
国
旗
と
国
歌
「
世
界
の
国
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
旗
と
国
歌
を
も
っ
て
お
り
、
国
民
の
ま
と
ま

り
の
「
し
る
し
」
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
ど
う
し
の
交
際
で
は
、
お
た
が
い
の
国
の
国
旗
と

国
歌
に
敬
意
を
表
し
、
友
好
を
深
め
る
た
め
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
明
治
時
代
か
ら
使
わ

れ
、
慣

れ
親
し
ま
れ
て
き
た
日
の
丸
（
日
章
旗
）
と
君
が
代
を
、
そ
れ
ぞ
れ
国
旗
、
国
歌
と
す
る
こ
と
が

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
5
＞

【
写
真
】
太
平
洋
を
横
断
す
る
海
臨
丸
「
外
国
の

港
に
入
る
船
は
、
自
分
の
国
の
国
旗
を
か
か
げ
ま

す
。
幕
末
に
、
太
平
洋
を
横
断
し
た
江
戸
幕
府
の
軍
艦
咸
臨
丸
も
、
日
の
丸
を
か
か
げ
て
い
ま
し
た
。
」

＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
5
＞

【
写
真
】
君
が
代
の
楽
譜
（
今
の
形
に
な
る
前
の

楽
譜
）
＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
5
＞

第
６
学

年

「
世
界
の
中
の
日
本
」

【
資
料
】
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
「
赤
と
白
の
横
線
は
独
立
し
た
と
き
の

1
3
州
、
星
は
現
在
の
州
の
数
（
5
0
州
）

を
表
し
て
い
ま
す
。
」
、
中
華
人
民
共
和
国
「
大
き
な
星
は
中
国
共
産
党
、
小
さ
な
星
は
労
働
者
、
農
民

な
ど
の
国
民
を
表
し
て
い
ま
す
。
」
、
フ
ラ
ン
ス
「
白
は
国
王
、
青
と
赤
は
パ
リ
市
民
を
表
し
て
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
３
色
の
組
み
合
わ
せ
は
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ
、
現
在
ま
で
引
き
つ
が
れ
て
い
ま
す
。
」
、
ブ
ラ

ジ
ル
「
緑
は
林
業
と
農
業
、
黄
は
鉱
業
、

2
7
個
の
星
は
首
都
と

2
6
州
を
表
し
て
い
ま
す
。
帯
に
は
『
秩
序

と
発
展
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
」
＜
政
治
・
国
際
編

P
6
4
＞

【
写
真
】
古
い
建
物
が
残
る
路
地
（
フ
ー
ト
ン
）
＜
政
治
・
国
際
編

P
7
2
＞

【
写
真
】
若
者
が
集
ま
る
ペ
キ
ン
の
シ
ー
タ
ン
地
区
の
様
子
＜
政
治
・
国
際
編

P
7
6
＞

【
写
真
】
い
ろ
い
ろ
な
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
集
ま
っ
て
い
る
パ
リ
の
ユ
シ
ェ
ッ
ト
通
り
＜
政
治
・国

際
編
P
80
＞

【
写
真
】
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子
＜
政
治
・
国
際
編

P
9
0
＞

【
写
真
】
国
際
連
合
の
本
部
＜
政
治
・
国
際
編

P
9
8
＞

【
写
真
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
か
か
げ
ら
れ
る
各
国
の
国
旗
「
表
彰
式
で
は
、
入
賞
し
た
選
手
の
国
の
国
旗

を
か
か
げ
た
り
、
国
歌
を
演
奏
し
た
り
し
ま
す
。
」
＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
5
＞

【
コ
ラ
ム
】
国
旗
と
国
歌
「
国
旗
や
国
歌
は
、
そ
の
国
の
成
り
立
ち
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
世
界
の

国
々
の
中
に
は
、
言
葉

や
習
慣
、
宗
教
な
ど
の
ち
が
う
民
族
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
つ
く
っ
て
い
る
国
も

あ
り
、
国
旗
や
国
歌
は
、
民
族
ど
う
し
の
結
び
つ
き
の
『
し
る
し
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
民
族

で
成
り
立
っ
て
い
る
国
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
新
し
い
国
と
し
て
独
立
し
た
と
き
に
は
、
自
分
た
ち

の
国
旗
や
国
歌
を
つ
く
り
ま
す
。
ほ
か
の
国
に
支
配
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
も
つ
地
域
の
人
々
は
、
独
立

を
勝
ち
取
っ
た
ほ
こ
り
と
自
信
を
、
国
旗
や
国
歌
に
表
し
、
自
分
た
ち
の
国
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て

い
ま
す
。
」
＜
政
治
・
国
際
編

P
1
0
5
＞

【
説
明
】
国
旗
と
国
歌
＜
政
治
・
国
際
編

P
1
0
5
＞

「
中
学
校
に
向
け
て
」

【
写
真
】
国
際
連
合
（
国
連
）
本
部
の
前
に
並
ぶ
加
盟
国
の
国
旗
＜
政
治
・
国
際
編

P
1
1
1
＞

「
別
紙
２
－
２
」
　
　
【
国
旗
・
国
歌
の
扱
い
　
発
行
者
　
教
出
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

国
旗

・
国

歌
に

関
す

る
記

述
外

国
の

国
旗

に
関

す
る

記
述

第
３

学
年

「
は

た
ら

く
人

と
わ

た
し

た
ち

の
く
ら

し
」

【
資

料
】
外

国
か

ら
仕

入
れ

た
食

品
の

産
地

「
日

本
」
＜

Ｐ
6
1
＞

【
本

文
】
「
国

旗
に

は
、

そ
の

国
を

き
ず

い
て

き
た

人
々

の
思

い
や

ほ
こ

り
な

ど
が

こ
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
」
＜

Ｐ
6
1
＞

【
本

文
】
「
ど

の
国

の
国

旗
も

大
切

に
さ

れ
て

い
る

よ
。

」
＜

Ｐ
6
1
＞

【
資

料
】
外

国
の

原
料

の
仕

入
れ

先
「
日

本
」
＜

Ｐ
7
9
＞

「
は

た
ら

く
人

と
わ

た
し

た
ち

の
く
ら

し
」

【
資

料
】
外

国
か

ら
仕

入
れ

た
食

品
の

産
地

「
イ

タ
リ

ア
、

モ
ー

リ
タ

リ
ア

、
中

国
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

ブ
ラ

ジ
ル

　
ア

メ
リ

カ
」
＜

Ｐ
6
1
＞

【
資

料
】
外

国
の

原
料

の
仕

入
れ

先
「
カ

ナ
ダ

、
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
、

ア
メ

リ
カ

」
＜

Ｐ
7
9
＞

【
資

料
】
こ

ま
つ

な
の

行
き

先
「
ア

メ
リ

カ
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

大
韓

民
国

」
＜

Ｐ
9
1
＞

第
４

学
年

「
わ

た
し

た
ち

の
県

の
ま

ち
づ

く
り

」
【
資

料
】
福

岡
市

の
姉

妹
都

市
や

友
好

都
市

＜
P

2
0
5
＞

【
説

明
】
国

旗
「
国

旗
は

、
そ

の
国

を
表

す
印

と
し

て
使

わ
れ

る
旗

の
こ

と
で

、
そ

の
国

を
き

ず
い

て
き

た
人

々
の

思
い

や
ほ

こ
り

な
ど

が
こ

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

ど
の

国
の

国
旗

も
、

大
切

に
あ

つ
か

わ
な

く
て

は
な

り
ま

せ
ん

。
」
＜

Ｐ
2
0
5
＞

「
わ

た
し

た
ち

の
県

の
ま

ち
づ

く
り

」
【
資

料
】
福

岡
市

の
姉

妹
都

市
や

友
好

都
市

「
フ

ラ
ン

ス
、

ミ
ャ

ン
マ

ー
、

マ
レ

ー
シ

ア
、

中
華

人
民

共
和

国
、

大
韓

民
国

、
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
、

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
」
＜

P
2
0
5
＞

第
５

学
年

「
日

本
の

国
土

と
わ

た
し

た
ち

の
く
ら

し
」

【
資

料
】
世

界
の

国
々

〈
P

1
0
〉

【
資

料
】
世

界
の

国
々

〈
P

1
1
〉

【
説

明
】
国

旗
「
国

旗
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

国
を

表
す

し
る

し
で

す
。

ど
の

国
旗

に
も

、
そ

の
国

の
歴

史
や

人
々

の
思

い
が

こ
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
日

本
の

国
旗

（
日

章
旗

）
は

、
白

地
に

赤
い

丸
が

入
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

、
太

陽
が

か
が

や
く
様

子
を

表
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

日
本

の
国

旗
も

他
の

国
の

国
旗

も
、

大
切

に
あ

つ
か

い
ま

し
ょ

う
。

」
〈
P

1
5
 〉

「
日

本
の

国
土

と
わ

た
し

た
ち

の
く
ら

し
」

【
資

料
】
世

界
の

国
々

「
イ

ギ
リ

ス
、

ロ
シ

ア
連

邦
、

フ
ラ

ン
ス

、
ド

イ
ツ

、
エ

ジ
プ

ト
、

中
華

人
民

共
和

国
（
中

国
）
、

ガ
ー

ナ
、

サ
ウ

ジ
ア

ラ
ビ

ア
、

イ
ン

ド
、

タ
イ

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

、
南

ア
フ

リ
カ

共
和

国
」
〈
P

1
0
〉

【
イ

ラ
ス

ト
】
世

界
の

国
々

「
カ

ナ
ダ

、
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

、
メ

キ
シ

コ
、

ペ
ル

ー
、

ブ
ラ

ジ
ル

、
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
、

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

」
〈
P

1
1
〉

【
資

料
】
日

本
の

国
土

と
そ

の
周

り
（
ロ

シ
ア

連
邦

、
モ

ン
ゴ

ル
国

、
朝

鮮
民

主
主

義
人

民
共

和
国

、
大

韓
民

国
、

中
華

人
民

共
和

国
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
共

和
国

」
〈
P

1
4
〉

第
６

学
年

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
資

料
】
咸

臨
丸

＜
P

2
3
9
＞

【
写

真
】
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

か
か

げ
ら

れ
る

国
旗

＜
P

2
3
9
>

【
コ

ラ
ム

】
国

旗
と

国
歌

「
世

界
の

ど
の

国
に

も
、

国
旗

や
国

歌
が

あ
り

ま
す

。
国

旗
と

国
歌

に
は

、
そ

の
国

を
築

い
て

き
た

人
々

の
理

想
や

文
化

、
ほ

こ
り

な
ど

が
こ

め
ら

れ
て

お
り

、
そ

の
国

を
象

徴
す

る
も

の
と

し
て

、
大

切
に

さ
れ

て
い

ま
す

。
日

本
の

日
章

旗
（
日

の
丸

）
は

、
江

戸
時

代
の

末
、

外
国

の
船

と
の

区
別

を
は

っ
き

り
さ

せ
る

た
め

、
幕

府
が

日
本

船
の

船
印

と
し

て
決

め
た

も
の

で
す

。
明

治
政

府
も

日
本

の
商

船
旗

と
定

め
、

や
が

て
国

旗
と

し
て

あ
つ

か
わ

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
君

が
代

は
、

平
安

時
代

に
つ

く
ら

れ
た

和
歌

を
も

と
に

し
て

明
治

時
代

に
今

日
の

よ
う

な
旋

律
が

つ
け

ら
れ

ま
し

た
。

君
が

代
に

は
、

日
本

の
国

が
い

つ
ま

で
も

繁
栄

し
続

け
、

平
和

で
あ

る
こ

と
を

願
う

気
持

ち
が

こ
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
日

の
丸

と
君

が
代

は
、

1
9
9
9
（
平

成
1
1
）
年

に
、

そ
れ

ぞ
れ

日
本

の
国

旗
、

国
歌

と
し

て
法

律
で

定
め

ら
れ

ま
し

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
国

の
歴

史
や

人
々

の
思

い
が

こ
め

ら
れ

た
国

旗
や

国
歌

に
対

し
て

は
、

お
た

が
い

を
尊

重
し

合
い

、
敬

意
を

は
ら

っ
て

あ
つ

か
う

こ
と

が
大

切
で

す
。

」
＜

P
2
3
9
＞

【
写

真
】
サ

ッ
カ

ー
の

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
を

テ
レ

ビ
で

観
戦

す
る

日
系

ブ
ラ

ジ
ル

人
＜

P
2
5
7
＞

「
と

も
に

生
き

る
暮

ら
し

と
政

治
」

【
写

真
】
冬

季
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
札

幌
大

会
＜

Ｐ
5
9
＞

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
資

料
】
「
イ

タ
リ

ア
、

ロ
シ

ア
、

ベ
ト

ナ
ム

、
イ

ン
ド

、
ケ

ニ
ア

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

、
カ

ナ
ダ

、
ペ

ル
ー

」
＜

P
2
3
8
・
2
3
9
＞

【
説

明
】
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

「
赤

と
白

の
し

ま
模

様
は

国
が

独
立

し
た

と
き

の
1
3
の

州
を

表
し

、
星

の
数

は
現

在
の

州
の

数
を

示
し

て
い

ま
す

。
」
＜

P
2
4
2
＞

【
写

真
】
忠

誠
の

ち
か

い
「
毎

朝
、

国
旗

に
向

か
っ

て
『
忠

誠
の

ち
か

い
』
を

行
い

ま
す

。
多

民
族

国
家

の
ア

メ
リ

カ
で

、
心

を
一

つ
に

す
る

た
め

の
日

課
で

す
。

」
＜

P
2
4
7
＞

【
説

明
】
中

華
人

民
共

和
国

「
大

き
な

星
は

、
中

国
を

統
治

し
て

い
る

政
党

を
、

周
り

を
囲

む
小

さ
な

星
は

、
団

結
す

る
国

民
を

表
し

て
い

ま
す

。
」
＜

P
2
4
8
＞

【
説

明
】
ブ

ラ
ジ

ル
連

邦
共

和
国

「
緑

色
は

森
林

、
黄

色
は

鉱
物

を
表

し
て

い
ま

す
。

白
い

帯
に

は
「
秩

序
と

進
歩

」
と

書
か

れ
て

い
ま

す
。

」
＜

P
2
5
4
＞

【
写

真
】
サ

ッ
カ

ー
の

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
で

優
勝

し
た

ブ
ラ

ジ
ル

代
表

の
選

手
た

ち
＜

P
2
5
7
＞

【
説

明
】
サ

ウ
ジ

ア
ラ

ビ
ア

王
国

「
緑

は
、

イ
ス

ラ
ム

教
の

経
典

の
言

葉
が

ア
ラ

ブ
語

で
書

か
れ

て
い

ま
す

。
」
＜

P
2
6
0
＞

【
写

真
】
建

国
記

念
日

を
過

ご
す

ダ
ナ

さ
ん

＜
P

2
6
4
＞

【
写

真
】
フ

ッ
ト

サ
ル

大
会

に
参

加
し

た
小

学
生

＜
P

2
6
8
＞

【
説

明
】
大

韓
民

国
「
赤

と
青

の
円

は
、

「
す

べ
て

の
も

の
は

対
立

す
る

二
つ

が
一

つ
と

な
り

調
和

す
る

。
」
と

い
う

考
え

方
を

表
し

て
い

ま
す

。
＜

P
2
7
0
＞
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「
別

紙
２

－
２

」
　

　
【

国
旗

・
国

歌
の

扱
い

　
発

行
者

　
日

文
　

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

学
年

国
旗
・
国
歌
に
関
す
る
記
述

外
国
の
国
旗
に
関
す
る
記
述

第
３
学

年

「
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
ま
ち
で
は

た
ら
く
人
び
と
」

【
説
明

】
国
旗
「
そ
の

国
を
あ
ら
わ
す
旗

の
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
は
国
旗
が
あ
り
、
た
い
せ
つ
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
国
旗
は
、
日

章
旗
（
日
の
丸
）
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
」
＜
P
8
9
＞

「
市
の

よ
う
す
と
く
ら
し
の

う
つ
り
か
わ
り
」

【
写
真

】
鉄
道
が
通
っ
た
こ
ろ
の

小
学
校
の
よ
う
す
＜
Ｐ
1
3
6
＞

「
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
ま
ち
で
は

た
ら
く
人

び
と
」

【
本
文
】
「
産
地

が
外

国
の

も
の

は
、
そ
の

国
の

国
旗

も
調

べ
ま
し
た
。
」
〈
P
8
8
〉

【
資
料
】
野
菜
や

く
だ
も
の

の
産

地
マ
ッ
プ
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
南

ア
フ
リ
カ
共

和
国

・
タ
イ
・
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
・
エ
ク
ア
ド
ル
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
リ
」
〈
P
8
9
〉

第
４
学

年

「
わ
た
し
た
ち
の

住
ん
で
い
る
県

」
【
写

真
】
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
＜
Ｐ
1
9
8
＞

【
資
料

】
岡
山
県
と
倉

敷
市
が
姉
妹
友
好
都
市
の
関
係
を
結
ん
で
い
る
地
い
き
＜
Ｐ
1
9
9
＞

【
説
明

】
国
旗
「
国
旗
は
、
そ
の
国
を
あ
ら
わ
す
し
る
し
と
し
て
使
わ
れ
る
旗
で
す
。
世
界
の
ど
の
国
に

も
国

旗
が
あ
り
、
人

々
は
、
自
分
の
国
の
国
旗
を
ほ
こ
り
に
し
て
、
お
た
が
い
に
た
い
せ
つ
に
し
て
い

ま
す
。
日

本
の
国
旗
は
日
章
旗
（
日
の
丸
）
で
す
。
」
＜
Ｐ
1
9
9
＞

【
本
文

】
「
岡
山
県
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

中
国
な
ど
と
交
流
し
て
い
る
ね
。
ど
の
国
に
も
国
旗
が
あ

る
よ
。
」
＜

Ｐ
1
9
9
＞

「
わ
た
し
た
ち
の

住
ん
で
い
る
県

」
【
資
料
】
岡
山
県

と
倉

敷
市

が
姉

妹
友

好
都

市
の

関
係

を
結

ん
で
い
る
地

い
き
「
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
イ
ン
ド
・
中

華
人

民
共

和
国

・
大

韓
民

国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
」
＜
Ｐ
1
9
9
＞

第
５
学

年

「
日
本

の
国
土
と
人
々
の
く
ら
し
」

【
資
料

】
世
界
地
図
＜
Ｐ
1
4
・
1
5
＞

【
説
明

】
国
旗
「
国
旗
は
、
そ
の
国
の
象
ち
ょ
う
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
国
の
な
り
た

ち
や
理
想
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
国
の
国
旗
だ
け
で
な
く
、
外
国
の
国
旗
も
尊
重
す
る
こ

と
が
た
い
せ

つ
で
す
。
」
＜

P
1
5
＞

「
日
本
の
国
土
と
人

々
の

く
ら
し
」

【
資
料
】
世
界
地

図
「
フ
ラ
ン
ス
共

和
国

、
ド
イ
ツ
連

邦
共

和
国

、
イ
タ
リ
ア
共

和
国

、
エ
ジ
プ

ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
、
南
ア
フ
リ
カ
共

和
国

、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王

国
、
ロ
シ
ア
連

邦
、
イ
ン
ド
共

和
国
、
中
華
人
民

共
和

国
、
ベ
ト
ナ
ム
社

会
主

義
共

和
国

、
大

韓
民

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連

邦
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

和
国

、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国

、
ペ
ル

ー
共

和
国

、
ブ
ラ
ジ
ル

連
邦

共
和
国
」
＜
Ｐ
1
4
・
1
5
＞

第
６
学

年

「
世
界

の
な
か
の
日
本
と
わ
た
し
た
ち
」

【
資
料

】
日
本
の
国
旗
＜
Ｐ
2
5
2
＞

【
本
文

】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
し
ょ
う
式

で
は
、
競
技
に
優
勝
し
た
選
手
の
国
の
国
旗
を
あ
げ
、
国
歌

を
演
奏

し
て
、
選

手
の
健
と
う
を
た
た
え
ま
す
。
ど
の
国
で
も
、
国
旗
や
国
歌
は
、
そ
の
国
の
文
化
や

歴
史

を
あ
ら
わ
し
、
独

立
国
の
し
る
し
と
し
て
た
い
せ
つ
に
あ
つ
か
わ
れ
ま
す
。
独
立
国
が
た
が
い
に

尊
重

し
合
う
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
国
旗
・
国
歌
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

す
。
」
＜

P
2
5
4
＞

【
コ
ラ
ム
】
日

章
旗
（
日
の
丸
）
と
君

が
代
「
日
の
丸
は
江
戸
幕
府
の
船
印
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
、
外

国
か
ら
も
日
本
の
国
旗
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
君

が
代
は
、
平

安
時
代
に
よ
ま
れ
た
和
歌
を
も
と
に
し
て
、
明
治
時
代
に
つ

く
ら
れ

、
国
の
儀
式
な
ど
で
歌

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
の
丸
と
君
が
代
は
、
日
本

の
国

旗
・
国
歌
と
し
て
慣
れ
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1
9
9
9
（
平
成
1
1
）
年
に
は
、
日
章
旗

（
日
の

丸
）
が
日
本
の
国
旗
で
あ
り
、
日

本
が
平
和
で
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
た
君
が
代
が
日
本

の
国

歌
で
あ
る
と
、
法
律
で
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
」
＜
P
2
5
5
＞

【
写
真

】
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
の
表
し
ょ
う
式
＜
Ｐ
2
5
5
＞

【
写
真

】
地
球
環
境
に
つ
い
て
話
し
合
う
国
際
会
議
＜
Ｐ
2
6
4
＞

「
世
界
の
な
か
の

日
本

と
わ

た
し
た
ち
」

【
資
料
】
ア
メ
リ
カ
合

衆
国

の
基

本
デ
ー
タ
＜

Ｐ
2
3
6
＞

【
写
真
】
「
忠
誠

の
誓

い
」
＜

Ｐ
2
3
8
＞

【
コ
ラ
ム
】
キ
ャ
サ

リ
ン
先

生
の

話
「
そ
こ
で
、
民

族
は

ち
が

っ
て
も
人

々
の

心
を
一

つ
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
を
国
旗

に
向

か
っ
て
誓

う
の

で
す
。
」
＜

Ｐ
2
3
8
＞

【
資
料
】
中
華
人

民
共

和
国

の
基

本
デ
ー
タ
＜

Ｐ
2
4
0
＞

【
コ
ラ
ム
】
お
父
さ
ん
の

会
社

に
い
る
中

国
の

人
の

話
「
夏

用
、
冬

用
の

制
服

が
あ
り
、
毎

週
月
曜
日
の
国

旗
掲

揚
集

会
に
は

、
必

ず
制

服
を
着

て
参

加
し
ま
す
。
首

に
ま
い
た
赤

い
ス

カ
ー
フ
は
、
国
旗

を
あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
。
」
＜

Ｐ
2
4
2
＞

【
写
真
】
授
業
の

よ
う
す
＜

Ｐ
2
4
2
＞

【
資
料
】
ブ
ラ
ジ
ル

連
邦

共
和

国
の

基
本

デ
ー
タ
＜

Ｐ
2
4
4
＞

【
資
料
】
大
韓
民

国
の

基
本

デ
ー
タ
＜

Ｐ
2
4
8
＞

【
資
料
】
ア
メ
リ
カ
・
中

国
、
ブ
ラ
ジ
ル

、
韓

国
＜

Ｐ
2
5
2
＞

【
写
真
】
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
の

表
し
ょ
う
式

＜
Ｐ
2
5
5
＞

【
写
真
】
国
連
本
部
（
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
＜
Ｐ
2
6
6
＞

【
写
真
】
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大

会
＜

Ｐ
2
7
2
＞
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「
別

紙
２

－
２

」
　

　
【

国
旗

・
国

歌
の

扱
い

　
発

行
者

　
日

文
　

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

学
年

国
旗
・
国
歌
に
関
す
る
記
述

外
国
の
国
旗
に
関
す
る
記
述

第
３
学

年

「
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
ま
ち
で
は

た
ら
く
人
び
と
」

【
説
明

】
国
旗
「
そ
の

国
を
あ
ら
わ
す
旗

の
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
は
国
旗
が
あ
り
、
た
い
せ
つ
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
国
旗
は
、
日

章
旗
（
日
の
丸
）
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
」
＜
P
8
9
＞

「
市
の

よ
う
す
と
く
ら
し
の

う
つ
り
か
わ
り
」

【
写
真

】
鉄
道
が
通
っ
た
こ
ろ
の

小
学
校
の
よ
う
す
＜
Ｐ
1
3
6
＞

「
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
ま
ち
で
は

た
ら
く
人

び
と
」

【
本
文
】
「
産
地

が
外

国
の

も
の

は
、
そ
の

国
の

国
旗

も
調

べ
ま
し
た
。
」
〈
P
8
8
〉

【
資
料
】
野
菜
や

く
だ
も
の

の
産

地
マ
ッ
プ
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
南

ア
フ
リ
カ
共

和
国

・
タ
イ
・
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
・
エ
ク
ア
ド
ル
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
リ
」
〈
P
8
9
〉

第
４
学

年

「
わ
た
し
た
ち
の

住
ん
で
い
る
県

」
【
写

真
】
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
＜
Ｐ
1
9
8
＞

【
資
料

】
岡
山
県
と
倉

敷
市
が
姉
妹
友
好
都
市
の
関
係
を
結
ん
で
い
る
地
い
き
＜
Ｐ
1
9
9
＞

【
説
明

】
国
旗
「
国
旗
は
、
そ
の
国
を
あ
ら
わ
す
し
る
し
と
し
て
使
わ
れ
る
旗
で
す
。
世
界
の
ど
の
国
に

も
国

旗
が
あ
り
、
人

々
は
、
自
分
の
国
の
国
旗
を
ほ
こ
り
に
し
て
、
お
た
が
い
に
た
い
せ
つ
に
し
て
い

ま
す
。
日

本
の
国
旗
は
日
章
旗
（
日
の
丸
）
で
す
。
」
＜
Ｐ
1
9
9
＞

【
本
文

】
「
岡
山
県
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

中
国
な
ど
と
交
流
し
て
い
る
ね
。
ど
の
国
に
も
国
旗
が
あ

る
よ
。
」
＜

Ｐ
1
9
9
＞

「
わ
た
し
た
ち
の

住
ん
で
い
る
県

」
【
資
料
】
岡
山
県

と
倉

敷
市

が
姉

妹
友

好
都

市
の

関
係

を
結

ん
で
い
る
地

い
き
「
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
イ
ン
ド
・
中

華
人

民
共

和
国

・
大

韓
民

国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
」
＜
Ｐ
1
9
9
＞

第
５
学

年

「
日
本

の
国
土
と
人
々
の
く
ら
し
」

【
資
料

】
世
界
地
図
＜
Ｐ
1
4
・
1
5
＞

【
説
明

】
国
旗
「
国
旗
は
、
そ
の
国
の
象
ち
ょ
う
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
国
の
な
り
た

ち
や
理
想
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
国
の
国
旗
だ
け
で
な
く
、
外
国
の
国
旗
も
尊
重
す
る
こ

と
が
た
い
せ

つ
で
す
。
」
＜

P
1
5
＞

「
日
本
の
国
土
と
人

々
の

く
ら
し
」

【
資
料
】
世
界
地

図
「
フ
ラ
ン
ス
共

和
国

、
ド
イ
ツ
連

邦
共

和
国

、
イ
タ
リ
ア
共

和
国

、
エ
ジ
プ

ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
、
南
ア
フ
リ
カ
共

和
国

、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王

国
、
ロ
シ
ア
連

邦
、
イ
ン
ド
共

和
国
、
中
華
人
民

共
和

国
、
ベ
ト
ナ
ム
社

会
主

義
共

和
国

、
大

韓
民

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連

邦
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

和
国

、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国

、
ペ
ル

ー
共

和
国

、
ブ
ラ
ジ
ル

連
邦

共
和
国
」
＜
Ｐ
1
4
・
1
5
＞

第
６
学

年

「
世
界

の
な
か
の
日
本
と
わ
た
し
た
ち
」

【
資
料

】
日
本
の
国
旗
＜
Ｐ
2
5
2
＞

【
本
文

】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
し
ょ
う
式

で
は
、
競
技
に
優
勝
し
た
選
手
の
国
の
国
旗
を
あ
げ
、
国
歌

を
演
奏

し
て
、
選

手
の
健
と
う
を
た
た
え
ま
す
。
ど
の
国
で
も
、
国
旗
や
国
歌
は
、
そ
の
国
の
文
化
や

歴
史

を
あ
ら
わ
し
、
独

立
国
の
し
る
し
と
し
て
た
い
せ
つ
に
あ
つ
か
わ
れ
ま
す
。
独
立
国
が
た
が
い
に

尊
重

し
合
う
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
国
旗
・
国
歌
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

す
。
」
＜

P
2
5
4
＞

【
コ
ラ
ム
】
日

章
旗
（
日
の
丸
）
と
君

が
代
「
日
の
丸
は
江
戸
幕
府
の
船
印
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
、
外

国
か
ら
も
日
本
の
国
旗
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
君

が
代
は
、
平

安
時
代
に
よ
ま
れ
た
和
歌
を
も
と
に
し
て
、
明
治
時
代
に
つ

く
ら
れ

、
国
の
儀
式
な
ど
で
歌

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
の
丸
と
君
が
代
は
、
日
本

の
国

旗
・
国
歌
と
し
て
慣
れ
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1
9
9
9
（
平
成
1
1
）
年
に
は
、
日
章
旗

（
日
の

丸
）
が
日
本
の
国
旗
で
あ
り
、
日

本
が
平
和
で
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
た
君
が
代
が
日
本

の
国

歌
で
あ
る
と
、
法
律
で
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
」
＜
P
2
5
5
＞

【
写
真

】
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
の
表
し
ょ
う
式
＜
Ｐ
2
5
5
＞

【
写
真

】
地
球
環
境
に
つ
い
て
話
し
合
う
国
際
会
議
＜
Ｐ
2
6
4
＞

「
世
界
の
な
か
の

日
本

と
わ

た
し
た
ち
」

【
資
料
】
ア
メ
リ
カ
合

衆
国

の
基

本
デ
ー
タ
＜

Ｐ
2
3
6
＞

【
写
真
】
「
忠
誠

の
誓

い
」
＜

Ｐ
2
3
8
＞

【
コ
ラ
ム
】
キ
ャ
サ

リ
ン
先

生
の

話
「
そ
こ
で
、
民

族
は

ち
が

っ
て
も
人

々
の

心
を
一

つ
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
を
国
旗

に
向

か
っ
て
誓

う
の

で
す
。
」
＜

Ｐ
2
3
8
＞

【
資
料
】
中
華
人

民
共

和
国

の
基

本
デ
ー
タ
＜

Ｐ
2
4
0
＞

【
コ
ラ
ム
】
お
父
さ
ん
の

会
社

に
い
る
中

国
の

人
の

話
「
夏

用
、
冬

用
の

制
服

が
あ
り
、
毎

週
月
曜
日
の
国

旗
掲

揚
集

会
に
は

、
必

ず
制

服
を
着

て
参

加
し
ま
す
。
首

に
ま
い
た
赤

い
ス

カ
ー
フ
は
、
国
旗

を
あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
。
」
＜

Ｐ
2
4
2
＞

【
写
真
】
授
業
の

よ
う
す
＜

Ｐ
2
4
2
＞

【
資
料
】
ブ
ラ
ジ
ル

連
邦

共
和

国
の

基
本

デ
ー
タ
＜

Ｐ
2
4
4
＞

【
資
料
】
大
韓
民

国
の

基
本

デ
ー
タ
＜

Ｐ
2
4
8
＞

【
資
料
】
ア
メ
リ
カ
・
中

国
、
ブ
ラ
ジ
ル

、
韓

国
＜

Ｐ
2
5
2
＞

【
写
真
】
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
の

表
し
ょ
う
式

＜
Ｐ
2
5
5
＞

【
写
真
】
国
連
本
部
（
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
＜
Ｐ
2
6
6
＞

【
写
真
】
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大

会
＜

Ｐ
2
7
2
＞

「
別

紙
２

－
３

」
　

　
【

神
話

や
伝

承
を

知
り

、
日

本
文

化
や

伝
統

に
関

心
を

も
た

せ
る

資
料

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行
者

名

東
書

教
出

日
文

「
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学
年
上
／
下
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
わ
た
し
た
ち
の
国
土
」

【
写
真
】
エ
イ
サ
ー
「
地
域
に
は
、
エ
イ
サ
ー
と
よ
ば
れ

る
お
ど
り
が

今
も
残

っ
て
い
ま
す
。
」
＜

５
年

上
P
5
4
＞

【
写
真
】
琉
球
舞
踊
と
よ
ば
れ
る
伝
統
的
な
お
ど
り
と
三
線

＜
５
年

上
P
5
4
＞

【
本
文
】
「
沖

縄
県
の
人
々
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持

ち
を
わ

す
れ

ず
、
自

分
た
ち
の

文
化

に
ほ

こ
り
を
も
っ
て
生

き
て
き
ま
し
た
。
く
ら
し
方

が
変

わ
っ
た
今

で
も
、
人

々
は

自
分

た
ち
の

文
化

を
大

切
に
守

り
、
次

の
世

代
に
引
き
つ
ご
う
と
し
て
い
ま
す
。
」
＜
５
年
上
P
5
4
＞

【
写
真
】
ア
イ
ヌ
民
族
の
お
ど
り
＜
５
年
上
P
6
2
＞

【
本
文
】
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
身
近
に
あ
る
木
や
草
で
つ
く
っ
た
チ
セ
と
よ
ば

れ
る
家

に
住

み
、
魚

や
動

物
、
山

菜
を
と
っ
た
り
、
あ
わ

な
ど
の

ざ
っ
こ
く
を
育

て
た
り
し
な
が

ら
、
豊

か
な
自

然
の

中
で
く
ら
し
て
い
ま
し
た
。
自

然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
も
の
や
生
き
物
に
、
カ
ム
イ
（
神

）
を
感

じ
て
く
ら
し
て
い
た
の

で
す
。
」
＜

５
年

上
P
6
2
＞

「
日
本
の
歴

史
」

【
コ
ラ
ム
】
神

話
に
書
か
れ
た
国
の
成
り
立
ち
「
８
世
紀
ご
ろ
、
｢古

事
記

｣や
｢日

本
書

紀
｣と

い
っ
た
書

物
が

天
皇

の
命

令
で
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
は

、
大

昔
の

こ
と
と
し
て
、
天

か
ら
こ
の

国
土

に
下

っ
た
神

々
の

子
孫

が
、
大
和
地
方
に
入
っ
て
国
を
つ
く
り
、
や
が
て
日
本

の
各

地
を
統

一
し
て
い
っ
た
話

な
ど
が

の
っ
て
い
ま
す
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

の
話

も
そ
の

一
つ
で
、
複

数
の

人
物

の
事

業
を
一

人
の

人
物

の
話

と
し
て
あ
ら
わ

し
た
の

で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
の
人
々
の

生
活

の
様

子
や

地
域

の
自

然
な
ど
を
記

し
た
｢風

土
記

｣も
８
世

紀
ご
ろ
に
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
現

在
は

｢出
雲

国
(現

在
の

島
根

県
)風

土
記

｣の
内

容
だ
け
が

、
完

全
な
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
＜
６
年
歴
史
編
P
2
1
＞

【
説
明
】
神
話

の
中
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
は

、
武

勇
に
す
ぐ
れ

た
皇

子
で
し
た
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

は
、
天

皇
の

命
令

を
受

け
て
九

州
へ

行
っ
て
、
ク
マ
ソ
を
平

ら
げ
、
休

む
間

も
な
く
、
東

日
本

の
エ
ミ
シ
を
た

お
し
ま
し
た
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
広
い
野
原
で
焼
き
う
ち
に
あ
っ
た
り
、
あ
れ

る
海

と
た
た
か

っ
た
り
し
て
、
苦

労
し
な
が

ら
征

服
を
進

め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

、
都

へ
帰

る
途

中
、
病

気
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

の
た
ま
し
い
は
、
大
き
な
白
鳥
に
生
ま
れ

変
わ

っ
て
、
都

の
方

へ
飛

ん
で
い
き
ま
し
た
。
」
＜

６
年

歴
史

編
P
2
1
＞

「
わ
た
し
た
ち
の
県
の
ま
ち
づ
く
り
」

【
写
真
】
曲
水

の
宴
＜
４
年
生
P
1
7
9
＞

【
コ
ラ
ム
】
大

宰
府
天
満
宮
の
味
酒
さ
ん
の
話
＜
４
年
生

P
1
7
9
＞

「
日
本
の
国
土
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
本
文
】
「
自
然
と
と
も
に
生
き
る
人
々
の
く
ら
し
」
＜
５
年

P
5
8
～

5
9
＞

【
本
文
】
「
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、
役
に
立
つ
も
の
、
人
の

力
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の

に
「
カ
ム
イ
」
と
い
う
名

を
つ
け
て
よ
び
ま
す
。
火

や
水

な
ど
の

カ
ム
イ
、
動

物
や

植
物

の
カ
ム
イ
、
道

具
の

カ
ム
イ
な
ど
、
く
ら
し

を
支
え
て
く
れ

る
た
く
さ
ん
の
カ
ム
イ
が
い
る
と
考
え
る
の

で
す
。
カ
ム
イ
へ

の
感

謝
の

気
持

ち
や

願
い
ご
と
は

、
「
カ
ム
イ
ノ
ミ
」
と
い
う
儀

式
を
通

し
て
伝

え
ま
す
。
」
＜

５
年

P
5
9
＞

【
写
真
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
で
ひ
ろ
う
さ
れ
た
、
ア
イ
ヌ
の

人
た
ち
の

伝
統

的
な
お
ど
り
」
＜

５
年

P
5
9
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
コ
ラ
ム
】
「
古

事
記
」
と
「
日
本
書
紀
」
「
天
皇
中
心
の

国
の

し
く
み

が
整

っ
た
８
世

紀
の

初
め
、
朝

廷
は

、
日

本
の

成
り
立

ち
を
国

の
内

外
に
示

す
た
め
、
「
古

事
記

」
や

「
日

本
書

紀
」
と
い
う
歴

史
の

本
を
完

成
さ
せ

ま
し
た
。

こ
の
中
に
は

、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
話
の
よ
う
に
、
国
が
統

一
さ
れ

て
い
く
物

語
も
収

め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ

は
神

話
と
い
わ

れ
、
す
べ

て
が

真
実

で
は

あ
り
ま
せ

ん
が

、
国

の
成

り
立

ち
や

、
こ
の

時
代

の
人

々
の

考
え
を
知

る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。
」
＜
６
年
生
P
9
1
＞

【
資
料
】
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
話
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
天
皇
で
あ
る
父

の
命

令
で
九

州
に
お
も
む
き
、
ク
マ
ソ
を
う
ち
と
り
ま
し
た
。
次

に
関

東
の

エ
ミ
シ
を
従

え
る
よ
う
に
命

じ
ら
れ

ま
し
た
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

は
、
そ
の

途
中

で
、
広

い
野
原
で
焼

き
う
ち
に
あ
っ
た
り
、
荒
れ
る
海
と
た
た
か

っ
た
り
す
る
よ
う
な
困

難
に
あ
い
な
が

ら
も
、
関

東
を
征

服
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の

帰
り
道

に
、
病

気
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

は
、
大

き
な
白

い
鳥
に
な
っ
て
、
大
和
の
ほ
う
へ
飛
ん
で
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
」
＜

６
年

生
P
9
1
＞

「
わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
県
」

【
コ
ラ
ム
】
岡
山
市
役
所
の
林
原
さ
ん
の
話
＜
４
年
Ｐ
1
8
9
＞

【
写
真
】
鳴
釜
神
事
＜
４
年
Ｐ
1
8
9
＞

【
コ
ラ
ム
】
古
く
か
ら
神
話
の
里
と
し
て
有
名
な
高
千
穂
町

＜
４
年

Ｐ
2
0
3
＞

「
日
本
の
国

土
と
人
々
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
組
踊
＜
５
年
P
3
8
＞

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
コ
ラ
ム
】
神
話
な
ど
に
書
か
れ
た
国
の
成
り
立
ち
と
人

々
の

生
活

の
よ
う
す
「
８
世

紀
の

は
じ
め
に
天

皇
の

命
令

に
よ
り
つ
く
ら
れ

た
『
古

事
記

』
や

『
日

本
書

紀
』
と
い
う
書

物
に
は

、
神

話
が

書
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

方
の
王
や
豪
族
に
従
い
、
く
ら
し
て
い
た
人
々
の
よ
う
す
や

、
地

方
の

自
然

な
ど
に
つ
い
て
書

か
れ

た
『
風

土
記

』
と
呼

ば
れ

る
書

物
も
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
」
、
『
日

本
書

紀
』
の

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

ノ
ミ
コ
ト
の

話
「
昔

、
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
ノ
ミ
コ
ト
と
い
う
武
勇
に
す
ぐ
れ
た
皇
子
が
い
ま
し
た
、
皇

子
は

、
朝

廷
に
従

わ
な
い
豪

族
を
た
お
せ

と
い
う
天

皇
の

命
令

を
受

け
ま
し
た
。
皇

子
は

、
苦

労
し
な
が

ら
各

地
の

豪
族

を
た
お
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
都

へ
帰
る
と
ち
ゅ
う
で
病
気
に
な
り
、
都
が
あ
る
大
和
の
美

し
い
景

色
を
思

い
う
か

べ
な
が

ら
、
短

い
一

生
を
終

え
た
と
い
う
こ
と
で
す
」
、
『
出

雲
国

風
土

記
』
「
出

雲
は

現
在

の
島

根
県

で
す
。
『
風

土
記

』
に
は

、
地

名
や

山
、
川

の
名
前
の
由
来
や
、
そ
の
土
地
に
ま
つ
わ
る
話
な
ど
が
書

か
れ

て
い
ま
す
。
」
＜

６
年

P
8
1
＞
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「
別
紙
２
－
４
」
　
　
【
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
扱
い
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

発
行

者
名

「
教
材
名
」

【
掲
載
方
法
】

東
書

「
日

本
の
歴
史
」

　 　

【
本
文
】

【
写
真
】

教
出

「
日

本
の
歴
史
」

【
コ
ラ
ム
】

【
写
真
】

日
文

「
日

本
の
あ
ゆ
み
」

【
本
文
】

【
写
真
】

記
述
の

概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

ま
わ

り
の

国
と
日

本
「
朝

鮮
民

主
主

義
人

民
共

和
国
（
北
朝
鮮
）
と
は
、
2
0
0
2
年
に
初
の
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
し
か

し
、
北

朝
鮮

が
日

本
人

を
無

理
や

り
連

れ
去
っ
た
拉
致
問
題
や
核
兵
器
の
開
発
な
ど
の
問
題
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
」
＜

６
年

歴
史

編
P
1
5
3
＞

北
朝

鮮
か

ら
帰

国
し
た
拉

致
被

害
者

＜
６
年

歴
史
編
P
1
5
3
＞

韓
国

・
北

朝
鮮

と
日

本
「
2
0
0
2
（
平

成
1
4
）
年

に
実
現
し
た
日
朝
首
脳
会
談
で
、
北
朝
鮮
は
、
過
去
に
日
本
人
を
無
理

や
り
連

れ
去

っ
た
と
い
う
事

実
を
認

め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
拉
致
の
問
題
の
他
に
、
北
朝
鮮
と
の
間
に
は
、
核
兵
器
と
ミ

サ
イ
ル

の
開

発
の

問
題

が
あ
り
ま
す
。
日

本
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
国
際
社
会
へ
の
は
た
ら
き
か

け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
」
＜

６
年

P
2
3
0
＞

日
本

と
北

朝
鮮

の
代

表
と
の

話
し
合

い
＜

６
年
P
2
3
0
＞

「
2
0
0
2
（
平

成
1
4
）
年

に
は

、
日

本
と
北

朝
鮮

と
の
会
議
の
な
か
で
、
北
朝
鮮
側
が
、
日
本
人
を
北
朝
鮮
に
無
理
や
り

連
れ

去
っ
て
い
た
こ
と
を
認

め
ま
し
た
。
現

在
も
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
た
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
＜

６
年

Ｐ
2
2
5
＞

日
本

と
北

朝
鮮

の
代

表
者

に
よ
る
会

議
（
2
0
0
2
年
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）
＜
６
年
Ｐ
2
2
5
＞
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「
別
紙
２
－
４
」
　
　
【
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
扱
い
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

発
行

者
名

「
教
材
名
」

【
掲
載
方
法
】

東
書

「
日

本
の
歴
史
」

　 　

【
本
文
】

【
写
真
】

教
出

「
日

本
の
歴
史
」

【
コ
ラ
ム
】

【
写
真
】

日
文

「
日

本
の
あ
ゆ
み
」

【
本
文
】

【
写
真
】

記
述
の

概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

ま
わ

り
の

国
と
日

本
「
朝

鮮
民

主
主

義
人

民
共

和
国
（
北
朝
鮮
）
と
は
、
2
0
0
2
年
に
初
の
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
し
か

し
、
北

朝
鮮

が
日

本
人

を
無

理
や

り
連

れ
去
っ
た
拉
致
問
題
や
核
兵
器
の
開
発
な
ど
の
問
題
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
」
＜

６
年

歴
史

編
P
1
5
3
＞

北
朝

鮮
か

ら
帰

国
し
た
拉

致
被

害
者

＜
６
年

歴
史
編
P
1
5
3
＞

韓
国

・
北

朝
鮮

と
日

本
「
2
0
0
2
（
平

成
1
4
）
年

に
実
現
し
た
日
朝
首
脳
会
談
で
、
北
朝
鮮
は
、
過
去
に
日
本
人
を
無
理

や
り
連

れ
去

っ
た
と
い
う
事

実
を
認

め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
拉
致
の
問
題
の
他
に
、
北
朝
鮮
と
の
間
に
は
、
核
兵
器
と
ミ

サ
イ
ル

の
開

発
の

問
題

が
あ
り
ま
す
。
日

本
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
国
際
社
会
へ
の
は
た
ら
き
か

け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
」
＜

６
年

P
2
3
0
＞

日
本

と
北

朝
鮮

の
代

表
と
の

話
し
合

い
＜

６
年
P
2
3
0
＞

「
2
0
0
2
（
平

成
1
4
）
年

に
は

、
日

本
と
北

朝
鮮

と
の
会
議
の
な
か
で
、
北
朝
鮮
側
が
、
日
本
人
を
北
朝
鮮
に
無
理
や
り

連
れ

去
っ
て
い
た
こ
と
を
認

め
ま
し
た
。
現

在
も
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
た
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
＜

６
年

Ｐ
2
2
5
＞

日
本

と
北

朝
鮮

の
代

表
者

に
よ
る
会

議
（
2
0
0
2
年
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）
＜
６
年
Ｐ
2
2
5
＞

「
別
紙
２
－
５
」
　
　
【
防
災
や
自
然
災
害
の
扱
い
　
発
行
者
　
東
書
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

発
行
者

防
災
や
、
自
然
災
害
に
関
す
る
記
述

関
係
機
関
の
役
割
（
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
等
）

そ
の
他
の
機
関

の
役
割
(J
IC
A
、

N
G
O
等
)

【
コ
ラ
ム
】
通

信
指

令
室

の
伊

藤
さ
ん
の

話
＜

P
9
7
＞

【
写

真
】
消

防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
＜

P
9
7
＞

【
説

明
】
通

信
指

令
室

＜
P
9
7
＞

【
写

真
】
消

防
団

の
車

庫
に
あ
る
器

具
の

点
検

＜
P
1
0
0
＞

【
写

真
】
地

い
き
に
あ
る
消

防
団

＜
P
1
0
0
＞

【
写

真
】
消

火
訓

練
＜

P
1
0
0
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

防
団

の
小

池
さ
ん
の

話
＜

P
1
0
0
＞

【
写

真
】
地

い
き
住

民
と
合

同
の

訓
練

＜
P
1
0
1
＞

【
写

真
】
少

年
消

防
ク
ラ
ブ
の

広
ほ

う
活

動
の

様
子

＜
P
1
0
1
＞

【
写

真
】
消

火
き
の

使
い
方

を
教

え
る
＜

P
1
0
1
＞

【
説

明
】
消

防
団

＜
P
1
0
1
＞

【
本

文
】
「
消

防
士

の
人

た
ち
は

、
日

ご
ろ
か

ら
訓

練
を
し
て
、
火

事
が

起
き
た
と
き
の

そ
な
え
を
し
て
い
ま
し
た
。
」
、
「
火

事
が

お
き
た
と
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
人

が
協

力
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か

っ
た
よ
。
」
＜

P
1
0
2
＞

第
４
学
年

第
５
学
年

第
６
学
年

【
別
紙
２
（
ｊ）
】
に
記
載

【
別
紙
２
（
ｋ
）
（
ｎ
）
】
に
記
載

第
３
学
年

「
く
ら
し
を
守

る
」

【
写

真
】
防

災
訓

練
＜

P
8
9
＞

【
本

文
】
「
わ

た
し
の

町
内

会
で
は

、
毎

年
防

災
訓

練
を
行

っ
て
い
る
よ
。
」
＜

P
8
9
＞

【
写

真
】
消

火
せ

ん
を
さ
が

す
＜

P
9
8
＞

【
資

料
】
ま
ち
の

中
に
あ
る
消

防
の

し
せ

つ
を
し
め
し
た
地

図
＜

P
9
8
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

防
し
ょ
の

河
合

さ
ん
の

話
＜

P
9
8
＞

【
写

真
】
ひ
な
ん
場

所
に
も
な
る
公

園
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
学

校
の

し
ょ
く
員

室
に
あ
る
自

動
火

災
ほ

う
ち
せ

つ
び
の

受
し
ん
ば

ん
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
学

校
の

防
災

と
び
ら
＜

P
9
9
＞

【
説

明
】
消

防
に
つ
い
て
定

め
た
国

の
き
ま
り
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
住

た
く
用

火
災

け
い
ほ

う
き
＜

P
9
9
＞

【
説

明
】
消

防
の

し
せ

つ
＜

P
9
9
＞

【
本

文
】
「
学

校
で
は

、
火

事
な
ど
に
そ
な
え
て
、
ひ
な
ん
訓

練
も
し
て
い
る
よ
ね

。
」
、
「
わ

た
し
の

家
に
も
、
住

た
く
用

火
災

け
い
ほ

う
き
が

つ
い
て
い
ま
し
た
。
」
、
「
た
く
さ
ん
の

人
が

ひ
な
ん
で
き
る
公

園
も
あ
る
ん
だ
ね

。
わ

た
し
た
ち
の

学
校

も
ひ
な
ん
場

所
に
な
っ
て
い
る

ね
。
」
、
「
消

火
活

動
や

ひ
な
ん
の

た
め
の

く
ふ

う
が

い
ろ
い
ろ
な
場

所
に
あ
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
9
9
＞

【
本

文
】
「
地

い
き
の

人
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
消

防
団

と
し
て
活

動
し
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
、
「
秋

の
火

災
予

防
運

動
の

期
間

に
は

、
少

年
消

防
ク
ラ
ブ
に
入

っ
て
い
る
友

だ
ち
が

、
消

防
団

の
人

と
火

災
予

防
の

よ
び
か

け
を
し
て
い
る
よ
。
」
、
「
市

に
は

家
の

多
い
と
こ
ろ
や

山
の

多
い

と
こ
ろ
な
ど
、
場

所
に
よ
っ
て
違

い
が

あ
り
ま
す
。
地

い
き
ご
と
に
訓

練
の

内
よ
う
を
く
ふ

う
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
」
、
「
消

防
団

以
外

の
地

い
き
の

人
も
、
自

分
た
ち
の

ま
ち
を
守

る
た
め
に
消

火
訓

練
や

防
火

に
取

り
組

ん
で
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
1
＞

【
本

文
】
「
火

事
が

起
き
た
と
き
に
そ
な
え
て
、
地

い
き
の

人
も
ふ

だ
ん
か

ら
取

り
組

ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か

っ
た
よ
。
」
＜

P
1
0
3
＞

「
く
ら
し
を
守

る
」

【
写

真
】
消

火
活

動
の

様
子

＜
P
8
8
＞

【
資

料
】
火

事
が

起
き
た
と
き
の

様
子

＜
P
9
1
＞

【
説

明
】
協

力
＜

P
9
1
＞

【
資

料
】
浜

松
市

の
消

防
し
ょ
＜

P
9
2
＞

【
資

料
】
火

事
の

原
因

べ
つ
の

数
＜

P
9
2
＞

【
資

料
】
消

防
自

動
車

が
出

動
す
る
ま
で
＜

P
9
2
＞

【
本

文
】
「
消

防
し
ょ
が

い
く
つ
も
あ
る
の

は
、
広

い
浜

松
市

を
守

る
た
め
だ
と
思

う
よ
。
」
＜

P
9
2
＞

【
写

真
】
消

防
し
ょ
＜

P
9
4
＞

【
写

真
】
消

防
し
ょ
の

人
に
話

を
聞

く
＜

P
9
4
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

防
し
ょ
の

山
田

さ
ん
の

話
＜

P
9
4
＞

【
写

真
】
消

火
の

訓
練

＜
P
9
4
＞

【
コ
ラ
ム
】
消
防

服
に
つ
い
て
＜

P
9
5
＞

【
写

真
】
防

火
服

を
着

た
消

防
士

＜
P
9
5
＞

【
コ
ラ
ム
】
き
ん
む
時

間
に
つ
い
て
＜

P
9
5
＞

【
資

料
】
消

防
士

の
き
ん
む
表

＜
P
9
5
＞

【
写

真
】
救

助
訓

練
＜

P
9
5
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

防
自

動
車

に
つ
い
て
＜

P
9
5
＞

【
写

真
】
消

防
自

動
車

＜
P
9
5
＞

【
写

真
】
消

防
自

動
車

の
点

検
＜

P
9
5
＞

【
説

明
】
訓

練
・
点

検
＜

P
9
5
＞

【
資

料
】
火

事
が

起
き
た
ら
＜

P
9
6
～

9
7
＞

【
写

真
】
救

急
救

命
士

＜
P
9
6
＞

【
本

文
】
「
通

信
指

令
室

の
人

は
、
ど
こ
で
火

事
が

起
き
た
の

か
を
正

し
く
聞

い
て
い
る
よ
。
」
、
「
す
ぐ
に
、
消

防
し
ょ
以

外
の

と
こ
ろ
に
も
れ

ん
ら
く

を
し
て
い
る
ね

。
」
。
「
火

事
が

起
き
た
と
き
、
ガ
ス
会

社
や

電
力

会
社

、
水

道
局

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
活

や
く
し
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
9
6
＞

記
載
な
し

【
別
紙
２
（
ｄ
）
】
に
記
載
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「
別

紙
２

－
５

」
　

　
【

防
災

や
自

然
災

害
の

扱
い

　
発

行
者

　
教

出
　

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行
者

防
災
や
、
自
然
災
害
に
関
す
る
記
述

関
係
機
関
の
役
割
（
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
等
）

そ
の
他
の
機

関
の
役
割

(J
IC
A
、
N
G
O

等
)

第
４
学
年

第
５
学
年

第
６
学
年

【
別
紙
２
（
ｊ）
】
に
記
載

【
別
紙
２
（
ｋ
）
（
ｎ
）
】
に
記
載

「
地
い
き
の
安
全
を
守
る
」

【
資
料
】
横
浜
市
の
消
防
し
ょ
・
消
防
し
ゅ
っ
ち
ょ
う
所

の
あ
る
場

所
＜

P
9
7
＞

【
写
真
】
消
防
し
ょ
の
た
て
も
の
＜
P
9
7
＞

【
写
真
】
出
動
す
る
消
防
自
動
車
＜
P
9
7
＞

【
本
文
】
「
火
事
に
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
先

生
に
知

ら
せ

て
。
1
1
9
番

に
電

話
し
て
も
ら
う
よ
。
」
＜

P
9
7
＞

【
写
真
】
火
事
の
現
場
で
、
消
火
に
あ
た
る
消

防
士

＜
P
9
8
＞

【
本
文
】
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
消
防
士
の

人
が

、
火

を
消

す
た
め
に
ホ
ー
ス
で
水

を
ま
い
て
い
る
よ
。
」
＜

P
9
8
＞

【
写
真
】
消
防
し
ょ
の
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＜

P
1
0
0
＞

【
写
真
】
防
火
服
の
体
け
ん
＜
P
1
0
0
＞

【
写
真
】
防
火
ズ
ボ
ン
と
防
火
ぐ
つ
の
セ
ッ
ト
を
調

べ
る
＜

P
1
0
0
＞

【
写
真
】
は
し
ご
車
の
体
け
ん
＜
P
1
0
0
＞

【
コ
ラ
ム
】
消
防
し
ょ
の
山
本
さ
ん
の
話
＜
P
1
0
0
＞

【
イ
ラ
ス
ト
】
消
防
自
動
車
（
ポ
ン
プ
車
）
の
し
く
み

＜
P
1
0
1
＞

【
資
料
】
出
動
ま
で
の
１
分
間
＜
P
1
0
1
＞

【
資
料
】
防
火
服
の
ひ
み
つ
＜
P
1
0
1
＞

【
資
料
】
1
1
9
番
の
し
く
み
＜
P
1
0
2
～
1
0
3
＞

【
本
文
】
「
1
1
9
番
の
電
話
は
通
信
指
令
室
に
つ
な
が

っ
て
、
現

場
に
近

い
消

防
し
ょ
に
れ

ん
ら
く
が

い
く
よ
。
」
、
「
け
い
さ
つ
し
ょ
や

病
院

、
水
道
局
や
電
力
会
社
、
ガ
ス
会
社
な
ど
も
協

力
し
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
2
＞

【
コ
ラ
ム
】
通
信
指
令
室
の
安
藤
さ
ん
の
話

＜
P
1
0
3
＞

【
写
真
】
ビ
ル
を
お
り
る
く
ん
れ
ん
＜
P
1
0
4
＞

【
写
真
】
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
救
助
く
ん
れ
ん
＜

P
1
0
4
＞

【
コ
ラ
ム
】
消
防
し
ょ
の
堤
さ
ん
の
話
＜
P
1
0
4
＞

【
写
真
】
消
火
栓
の
点
検
＜
P
1
0
5
＞

【
写
真
】
は
し
ご
車
の
く
ん
れ
ん
＜
P
1
0
5
＞

【
写
真
】
道
具
の
点
検
＜
P
1
0
5
＞

【
写
真
】
小
学
生
の
け
む
り
体
け
ん
＜
P
1
0
5
＞

【
資
料
】
消
防
し
ょ
で
は
た
ら
く
人
の
仕
事
の

時
間

わ
り
＜

P
1
0
5
＞

【
本
文
】
「
交
た
い
し
な
が
ら
は
た
ら
く
こ
と
で
、
2
4
時

間
、
消

火
や

救
助

に
そ
な
え
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
5
＞

【
写
真
】
消
防
団
員
と
道
具
を
お
く
そ
う
こ
＜

P
1
0
8
＞

【
本
文
】
「
火
事
の
と
き
、
消
防
団
な
ど
の
地

い
き
の

人
も
消

火
栓

と
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
、
火

を
消

す
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
8
＞

【
写
真
】
消
防
の
道
具
を
点
け
ん
す
る
＜
P
1
0
9
＞

【
写
真
】
消
防
団
の
放
水
く
ん
れ
ん
＜
P
1
0
9
＞

【
写
真
】
地
い
き
の
人
と
協
力
し
た
く
ん
れ

ん
＜

P
1
0
9
＞

【
コ
ラ
ム
】
消
防
団
の
鈴
木
さ
ん
の
話
＜
P
1
0
9
＞

【
本
文
】
「
消
防
し
ょ
が
中
心
と
な
っ
て
、
け
い
さ
つ
し
ょ
や

地
い
き
の

人
た
ち
な
ど
と
協

力
し
、
火

事
か

ら
ま
ち
を
守

っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か

る
ね
。
」
、
「
そ
も
そ
も
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
ふ

だ
ん
か

ら
人

々
に
よ
び
か

け
て
い
た
よ
。
」
＜

P
1
1
0
＞

「
地

い
き
の

安
全

を
守

る
」

【
写

真
】
学

校
で
の

ひ
な
ん
く
ん
れ

ん
の

様
子

＜
Ｐ
9
6
＞

【
本

文
】
「
今
日

は
学

校
で
火

事
が

起
き
た
と
き
に
ひ
な
ん
す
る
た
め
の
、
く
ん
れ
ん
の
日
で
す
。
」
＜
Ｐ
9
6
＞

【
写

真
】
防

火
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
調

べ
る
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
消

火
器

を
調

べ
る
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
消

火
栓

（
発

信
き
）
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
自

動
火

災
ほ

う
ち
せ

つ
び
（
受

信
き
）
＜

P
1
0
6
＞

【
本

文
】
「
消
火

器
や

消
火

栓
は

、
ど
の

階
に
も
同

じ
場

所
に
お
い
て
あ
る
よ
う
だ
ね
。
」
＜
P
1
0
6
＞

【
写

真
】
救

助
ぶ

く
ろ
の

箱
を
調

べ
る
＜

P
1
0
7
＞

【
写

真
】
救

助
ぶ

く
ろ
＜

P
1
0
7
＞

【
写

真
】
熱

感
知

器
＜

P
1
0
7
＞

【
写

真
】
け
む
り
感

知
器

＜
P
1
0
7
＞

【
イ
ラ
ス
ト
】
学
校

の
消

防
せ

つ
び
の

あ
る
場

所
＜

P
1
0
7
＞

【
本

文
】
「
冬
に
も
プ
ー
ル

に
水

が
入

っ
て
い
る
の

は
、
火

を
消

す
の
に
使
う
た
め
な
ん
だ
。
」
、
「
消
火
栓
や
感
知
器
が
、
職
員
室
の

せ
つ
び
に
つ
な
が

っ
て
い
る
か

ら
、
火

事
の

場
所

が
わ

か
る
ね

。
」
＜
P
1
0
7
＞

【
写

真
】
ま
ち
の

消
防

せ
つ
び
を
調

べ
る
＜

P
1
0
8
＞

【
写

真
】
消

火
栓

を
調

べ
る
＜

P
1
0
8
＞

【
資

料
】
さ
く
ら
さ
ん
た
ち
が

ま
と
め
た
ま
ち
の

消
防

し
せ

つ
＜

Ｐ
1
0
8
＞

【
本

文
】
「
初
期

消
火

箱
は

、
ホ
ー
ス
な
ど
を
入

れ
た
も
の

だ
よ
。
だ
か
ら
消
火
栓
の
近
く
に
あ
る
ん
だ
な
。
」
＜
P
1
0
9
＞

【
本

文
】
「
学
校

と
同

じ
よ
う
に
、
地

い
き
に
も
消

火
の

た
め
の

せ
つ
び
が
、
整
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。
」
＜
P
1
0
9
＞

第
３
学
年

記
載
な
し

【
別
紙
２
（
ｄ
）
】
に
記
載

「
別

紙
２

－
５

」
　

　
【

防
災

や
自

然
災

害
の

扱
い

　
発

行
者

　
日

文
　

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行
者

防
災
や
、
自
然
災
害
に
関
す
る
記
述

関
係
機
関
の
役
割
（
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
等
）

そ
の
他
の
機
関
の

役
割
(J
IC
A
、

N
G
O
等
)

第
３
学
年

記
載
な
し

第
４
学
年

第
５
学
年

第
６
学
年

「
安

全
な
く
ら
し
を
守

る
」

【
資

料
】
学

校
の

消
ぼ

う
せ

つ
び
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
消

火
器

と
消

火
せ

ん
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
火

さ
い
ほ

う
知

せ
つ
び
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
ぼ

う
火

と
び
ら
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
し
ょ
く
員

室
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
プ
ー
ル

＜
P
1
0
6
＞

【
写

真
】
ひ
な
ん
す
る
と
き
の

や
く
そ
く
＜

P
1
0
6
＞

【
本

文
】
「
学

校
や

地
い
き
に
は

、
い
ろ
い
ろ
な
消

ぼ
う
せ

つ
び
が

あ
り
、
火

事
に
そ
な
え
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
6
＞

【
資

料
】
地

い
き
の

消
ぼ

う
せ

つ
び
＜

Ｐ
1
0
7
＞

【
資

料
】
消

火
せ

ん
＜

Ｐ
1
0
7
＞

【
写

真
】
ぼ

う
火

水
そ
う
＜

Ｐ
1
0
7
＞

【
写

真
】
ひ
な
ん
場

所
に
な
っ
て
い
る
学

校
＜

Ｐ
1
0
7
＞

【
資

料
】
消

ぼ
う
に
つ
い
て
定

め
た
国

の
き
ま
り
＜

Ｐ
1
0
7
＞

【
本

文
】
「
学

校
に
消

ぼ
う
せ

つ
び
を
お
く
こ
と
は

、
国

の
き
ま
り
で
定

め
ら
れ

て
い
る
そ
う
だ
よ
。
」
、
「
家

が
多

い
と
こ
ろ
に

は
、
消

火
せ

ん
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
。
」
、
「
消

火
せ

ん
や

ぼ
う
火

水
そ
う
な
ど
が

多
い
と
、
消

火
活

動
が

し
や

す
く
な
る
よ

ね
。
」
、
「
わ

た
し
た
ち
の

学
校

が
、
地

い
き
の

人
た
ち
の

ひ
な
ん
場

所
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
7
＞

「
安

全
な
く
ら
し
を
守

る
」

【
写

真
】
火

事
の

よ
う
す
＜

P
9
4
＞

【
資

料
】
火

事
現

場
の

よ
う
す
＜

P
9
6
＞

【
資

料
】
湖

南
広

い
き
消

ぼ
う
局

が
守

っ
て
い
る
四

つ
の

市
で
お
こ
っ
た
火

事
に
つ
い
て
＜

P
9
7
＞

【
資

料
】
火

事
が

も
え
広

が
る
よ
う
す
＜

P
9
7
＞

【
写

真
】
消

ぼ
う
し
ょ
の

見
学

＜
P
9
8
＞

【
資

料
】
り
こ
さ
ん
が

ま
と
め
た
い
ろ
い
ろ
な
消

ぼ
う
自

動
車

＜
P
9
8
＞

【
資

料
】
出

動
ま
で
の

１
分

間
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
出

動
指

令
を
を
出

す
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
出

動
指

令
を
聞

く
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
指

令
書

を
受

け
取

る
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
ぼ

う
火

服
を
着

る
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
場

所
を
か

く
に
ん
す
る
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
消

ぼ
う
自

動
車

に
乗

る
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
消

ぼ
う
自

動
車

の
道

具
の

て
ん
け
ん
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
ロ
ッ
カ
ー
の

よ
う
す
＜

P
9
9
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

ぼ
う
隊

員
の

堀
口

さ
ん
の

話
＜

P
9
9
＞

【
本

文
】
「
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や

ぼ
う
火

服
な
ど
の

道
具

が
、
ロ
ッ
カ
ー
に
き
ち
ん
と
な
ら
べ

ら
れ

て
い
た
ね

。
」
＜

P
9
9
＞

【
資

料
】
1
1
9
番

の
し
く
み

＜
P
1
0
0
～

1
0
1
＞

【
コ
ラ
ム
】
通

信
指

令
室

で
は

た
ら
く
田

中
さ
ん
の

話
＜

P
1
0
0
＞

【
説

明
】
通

信
指

令
室

＜
P
1
0
0
＞

【
写

真
】
消

ぼ
う
自

動
車

か
ら
の

え
い
ぞ
う
を
見

る
＜

P
1
0
1
＞

【
資

料
】
り
こ
さ
ん
が

ま
と
め
た
こ
と
＜

P
1
0
1
＞

【
本

文
】
「
消

ぼ
う
し
ょ
以

外
の

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
れ

ん
ら
く
を
し
て
、
協

力
し
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
1
＞

【
資

料
】
消

ぼ
う
し
ょ
で
は

た
ら
く
人

の
１
日

＜
P
1
0
2
～

1
0
3
＞

【
写

真
】
引

き
つ
ぎ
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
車

両
の

て
ん
け
ん
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
消

火
せ

ん
の

て
ん
け
ん
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
ぼ

う
火

し
ど
う
＜

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
救

助
訓

練
＜

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
か

み
ん
＜

P
1
0
2
＞

【
説

明
】
「
ひ
ば

ん
」
と
「
休

み
」
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
ぼ

う
さ
い
し
ど
う
車

＜
P
1
0
2
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

ぼ
う
隊

員
の

堀
口

さ
ん
の

話
＜

P
1
0
2
＞

【
説

明
】
救

急
救

命
士

＜
P
1
0
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

ぼ
う
隊

員
の

伊
藤

さ
ん
の

話
＜

P
1
0
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
救

命
救

急
士

の
森

口
さ
ん
の

話
＜

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
琵

琶
湖

で
の

救
助

の
よ
う
す
＜

P
1
0
4
＞

【
写

真
】
高

速
道

路
へ

の
出

動
の

よ
う
す
＜

P
1
0
4
＞

【
資

料
】
湖

南
広

い
き
消

ぼ
う
局

の
消

ぼ
う
し
ょ
や

出
ち
ょ
う
所

の
位

置
と
出

動
す
る
は

ん
い
＜

P
1
0
4
＞

【
写

真
】
水

な
ん
救

助
と
ゴ
ム
ボ
ー
ト
＜

P
1
0
4
＞

【
本

文
】
「
広

い
琵

琶
湖

で
の

事
故

の
と
き
は

、
ボ
ー
ト
を
使

っ
て
事

故
の

現
場

ま
で
行

く
よ
う
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
4
＞

【
コ
ラ
ム
】
水

な
ん
救

助
隊

員
の

中
道

さ
ん
か

ら
の

メ
ー
ル

＜
P
1
0
5
＞

【
コ
ラ
ム
】
さ
い
が

い
の

救
助

に
あ
た
る
消

ぼ
う
隊

員
＜

Ｐ
1
0
5
＞

【
写

真
】
湖

南
広

い
き
消

ぼ
う
局

の
隊

員
の

救
助

活
動

の
よ
う
す
（
岡

山
県

倉
敷

市
）
＜

P
1
0
5
＞

【
本

文
】
「
琵

琶
湖

や
高

速
道

路
の

事
故

で
は

、
近

く
の

消
ぼ

う
本

部
な
ど
と
協

力
し
合

っ
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
、
「
た
て
も
の

火
事

だ
け
で
な
く
、
湖

や
川

、
山

、
高

速
道

路
で
の

事
故

、
自

ぜ
ん
さ
い

が
い
な
ど
へ

の
出

動
に
も
そ
な
え
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
5
＞

【
写

真
】
消

火
活

動
を
お
こ
な
う
消

ぼ
う
だ
ん
員

＜
P
1
0
8
＞

【
写

真
】
ぼ

う
さ
い
の

た
い
せ

つ
さ
を
説

明
す
る
女

性
消

ぼ
う
だ
ん
員

＜
P
1
0
8
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

ぼ
う
だ
ん
員

の
中

村
さ
ん
の

話
＜

Ｐ
1
0
8
＞

【
コ
ラ
ム
】
女

性
消

ぼ
う
だ
ん
の

片
岡

さ
ん
の

話
＜

P
1
0
8
＞

【
説

明
】
消

ぼ
う
だ
ん
＜

P
1
0
9
＞

【
本

文
】
「
火

事
が

お
こ
っ
た
と
き
に
は

、
地

い
き
の

い
ろ
い
ろ
な
人

が
協

力
し
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
、
「
消

ぼ
う
だ
ん
で
は

、
自

分
た
ち
の

地
い
き
は

自
分

た
ち
で
守

る
こ
と
を
、
昔

か
ら
た
い
せ

つ
に

し
て
い
る
こ
と
が

わ
か

っ
た
よ
。
」
＜

P
1
0
9
＞

【
別
紙
２
（
ｄ
）
】
に
記
載

【
別
紙
２
（
ｊ）
】
に
記
載

【
別
紙
２
（
ｋ
）
（
ｎ
）
】
に
記
載
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「
別

紙
２

－
５

」
　

　
【

防
災

や
自

然
災

害
の

扱
い

　
発

行
者

　
日

文
　

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行
者

防
災
や
、
自
然
災
害
に
関
す
る
記
述

関
係
機
関
の
役
割
（
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
等
）

そ
の
他
の
機
関
の

役
割
(J
IC
A
、

N
G
O
等
)

第
３
学
年

記
載
な
し

第
４
学
年

第
５
学
年

第
６
学
年

「
安

全
な
く
ら
し
を
守

る
」

【
資

料
】
学

校
の

消
ぼ

う
せ

つ
び
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
消

火
器

と
消

火
せ

ん
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
火

さ
い
ほ

う
知

せ
つ
び
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
ぼ

う
火

と
び
ら
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
し
ょ
く
員

室
＜

P
1
0
6
＞

【
写

真
】
プ
ー
ル

＜
P
1
0
6
＞

【
写

真
】
ひ
な
ん
す
る
と
き
の

や
く
そ
く
＜

P
1
0
6
＞

【
本

文
】
「
学

校
や

地
い
き
に
は

、
い
ろ
い
ろ
な
消

ぼ
う
せ

つ
び
が

あ
り
、
火

事
に
そ
な
え
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
6
＞

【
資

料
】
地

い
き
の

消
ぼ

う
せ

つ
び
＜

Ｐ
1
0
7
＞

【
資

料
】
消

火
せ

ん
＜

Ｐ
1
0
7
＞

【
写

真
】
ぼ

う
火

水
そ
う
＜

Ｐ
1
0
7
＞

【
写

真
】
ひ
な
ん
場

所
に
な
っ
て
い
る
学

校
＜

Ｐ
1
0
7
＞

【
資

料
】
消

ぼ
う
に
つ
い
て
定

め
た
国

の
き
ま
り
＜

Ｐ
1
0
7
＞

【
本

文
】
「
学

校
に
消

ぼ
う
せ

つ
び
を
お
く
こ
と
は

、
国

の
き
ま
り
で
定

め
ら
れ

て
い
る
そ
う
だ
よ
。
」
、
「
家

が
多

い
と
こ
ろ
に

は
、
消

火
せ

ん
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
。
」
、
「
消

火
せ

ん
や

ぼ
う
火

水
そ
う
な
ど
が

多
い
と
、
消

火
活

動
が

し
や

す
く
な
る
よ

ね
。
」
、
「
わ

た
し
た
ち
の

学
校

が
、
地

い
き
の

人
た
ち
の

ひ
な
ん
場

所
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
7
＞

「
安

全
な
く
ら
し
を
守

る
」

【
写

真
】
火

事
の

よ
う
す
＜

P
9
4
＞

【
資

料
】
火

事
現

場
の

よ
う
す
＜

P
9
6
＞

【
資

料
】
湖

南
広

い
き
消

ぼ
う
局

が
守

っ
て
い
る
四

つ
の

市
で
お
こ
っ
た
火

事
に
つ
い
て
＜

P
9
7
＞

【
資

料
】
火

事
が

も
え
広

が
る
よ
う
す
＜

P
9
7
＞

【
写

真
】
消

ぼ
う
し
ょ
の

見
学

＜
P
9
8
＞

【
資

料
】
り
こ
さ
ん
が

ま
と
め
た
い
ろ
い
ろ
な
消

ぼ
う
自

動
車

＜
P
9
8
＞

【
資

料
】
出

動
ま
で
の

１
分

間
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
出

動
指

令
を
を
出

す
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
出

動
指

令
を
聞

く
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
指

令
書

を
受

け
取

る
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
ぼ

う
火

服
を
着

る
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
場

所
を
か

く
に
ん
す
る
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
消

ぼ
う
自

動
車

に
乗

る
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
消

ぼ
う
自

動
車

の
道

具
の

て
ん
け
ん
＜

P
9
9
＞

【
写

真
】
ロ
ッ
カ
ー
の

よ
う
す
＜

P
9
9
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

ぼ
う
隊

員
の

堀
口

さ
ん
の

話
＜

P
9
9
＞

【
本

文
】
「
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や

ぼ
う
火

服
な
ど
の

道
具

が
、
ロ
ッ
カ
ー
に
き
ち
ん
と
な
ら
べ

ら
れ

て
い
た
ね

。
」
＜

P
9
9
＞

【
資

料
】
1
1
9
番

の
し
く
み

＜
P
1
0
0
～

1
0
1
＞

【
コ
ラ
ム
】
通

信
指

令
室

で
は

た
ら
く
田

中
さ
ん
の

話
＜

P
1
0
0
＞

【
説

明
】
通

信
指

令
室

＜
P
1
0
0
＞

【
写

真
】
消

ぼ
う
自

動
車

か
ら
の

え
い
ぞ
う
を
見

る
＜

P
1
0
1
＞

【
資

料
】
り
こ
さ
ん
が

ま
と
め
た
こ
と
＜

P
1
0
1
＞

【
本

文
】
「
消

ぼ
う
し
ょ
以

外
の

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
れ

ん
ら
く
を
し
て
、
協

力
し
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
1
＞

【
資

料
】
消

ぼ
う
し
ょ
で
は

た
ら
く
人

の
１
日

＜
P
1
0
2
～

1
0
3
＞

【
写

真
】
引

き
つ
ぎ
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
車

両
の

て
ん
け
ん
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
消

火
せ

ん
の

て
ん
け
ん
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
ぼ

う
火

し
ど
う
＜

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
救

助
訓

練
＜

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
か

み
ん
＜

P
1
0
2
＞

【
説

明
】
「
ひ
ば

ん
」
と
「
休

み
」
＜

P
1
0
2
＞

【
写

真
】
ぼ

う
さ
い
し
ど
う
車

＜
P
1
0
2
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

ぼ
う
隊

員
の

堀
口

さ
ん
の

話
＜

P
1
0
2
＞

【
説

明
】
救

急
救

命
士

＜
P
1
0
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

ぼ
う
隊

員
の

伊
藤

さ
ん
の

話
＜

P
1
0
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
救

命
救

急
士

の
森

口
さ
ん
の

話
＜

P
1
0
3
＞

【
写

真
】
琵

琶
湖

で
の

救
助

の
よ
う
す
＜

P
1
0
4
＞

【
写

真
】
高

速
道

路
へ

の
出

動
の

よ
う
す
＜

P
1
0
4
＞

【
資

料
】
湖

南
広

い
き
消

ぼ
う
局

の
消

ぼ
う
し
ょ
や

出
ち
ょ
う
所

の
位

置
と
出

動
す
る
は

ん
い
＜

P
1
0
4
＞

【
写

真
】
水

な
ん
救

助
と
ゴ
ム
ボ
ー
ト
＜

P
1
0
4
＞

【
本

文
】
「
広

い
琵

琶
湖

で
の

事
故

の
と
き
は

、
ボ
ー
ト
を
使

っ
て
事

故
の

現
場

ま
で
行

く
よ
う
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
4
＞

【
コ
ラ
ム
】
水

な
ん
救

助
隊

員
の

中
道

さ
ん
か

ら
の

メ
ー
ル

＜
P
1
0
5
＞

【
コ
ラ
ム
】
さ
い
が

い
の

救
助

に
あ
た
る
消

ぼ
う
隊

員
＜

Ｐ
1
0
5
＞

【
写

真
】
湖

南
広

い
き
消

ぼ
う
局

の
隊

員
の

救
助

活
動

の
よ
う
す
（
岡

山
県

倉
敷

市
）
＜

P
1
0
5
＞

【
本

文
】
「
琵

琶
湖

や
高

速
道

路
の

事
故

で
は

、
近

く
の

消
ぼ

う
本

部
な
ど
と
協

力
し
合

っ
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
、
「
た
て
も
の

火
事

だ
け
で
な
く
、
湖

や
川

、
山

、
高

速
道

路
で
の

事
故

、
自

ぜ
ん
さ
い

が
い
な
ど
へ

の
出

動
に
も
そ
な
え
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
＜

P
1
0
5
＞

【
写

真
】
消

火
活

動
を
お
こ
な
う
消

ぼ
う
だ
ん
員

＜
P
1
0
8
＞

【
写

真
】
ぼ

う
さ
い
の

た
い
せ

つ
さ
を
説

明
す
る
女

性
消

ぼ
う
だ
ん
員

＜
P
1
0
8
＞

【
コ
ラ
ム
】
消

ぼ
う
だ
ん
員

の
中

村
さ
ん
の

話
＜

Ｐ
1
0
8
＞

【
コ
ラ
ム
】
女

性
消

ぼ
う
だ
ん
の

片
岡

さ
ん
の

話
＜

P
1
0
8
＞

【
説

明
】
消

ぼ
う
だ
ん
＜

P
1
0
9
＞

【
本

文
】
「
火

事
が

お
こ
っ
た
と
き
に
は

、
地

い
き
の

い
ろ
い
ろ
な
人

が
協

力
し
て
い
る
ん
だ
ね

。
」
、
「
消

ぼ
う
だ
ん
で
は

、
自

分
た
ち
の

地
い
き
は

自
分

た
ち
で
守

る
こ
と
を
、
昔

か
ら
た
い
せ

つ
に

し
て
い
る
こ
と
が

わ
か

っ
た
よ
。
」
＜

P
1
0
9
＞

【
別
紙
２
（
ｄ
）
】
に
記
載

【
別
紙
２
（
ｊ）
】
に
記
載

【
別
紙
２
（
ｋ
）
（
ｎ
）
】
に
記
載
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「
別
紙
２
－
６
」
　
　
【
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
扱
い
　
発
行
者
　
東
書
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
記
述

そ
の
う
ち
、
原
子
力
発
電
に
関
す
る
記
述

第
３
学

年
記
載

な
し

記
載
な
し

第
４
学

年

「
住
み
よ
い
く
ら
し
を
つ
く
る
」

【
資
料
】
日

本
の

発
電

量
＜

P
5
0
＞

【
写
真
】
火

力
発

電
「
日

本
の

発
電

の
中

心
に
な
っ
て
い
る
。
燃
料
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
る
。
地
球
温
だ
ん
化
の
原
い
ん
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
二
酸

化
炭

素
を
多

く
出
す
。
」
＜

P
5
0
＞

【
写
真
】
水

力
発

電
「
水

が
流

れ
る
力

を
使

っ
て
発

電
す
る
。
燃
料
を
使
わ
ず
、
発
電
の
と
き
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
を
出
さ
な
い
。
」
＜
P
5
0
＞

【
写
真
】
太

陽
光

発
電

「
太

陽
の

光
を
利

用
し
て
発

電
し
ま
す
。
広
い
土
地
や
家
の
屋
根
な
ど
に
、
パ
ネ
ル
を
置
い
て
発
電
し
ま
す
。
」
＜
P
5
1
＞

【
写
真
】
風

力
発

電
「
風

の
力

で
発

電
し
ま
す
。
海

の
上

で
も
、
大
き
な
風
車
を
立
て
て
発
電
し
ま
す
。
」
＜
P
5
1
＞

【
写
真
】
地

熱
発

電
「
地

熱
に
よ
っ
て
生

ま
れ

る
水

じ
ょ
う
気
を
利
用
し
て
発
電
し
ま
す
。
」
＜
P
5
1
＞

【
写
真
】
バ

イ
オ
マ
ス
発

電
「
木

の
く
ず
や

も
え
る
ご
み

な
ど
を
も
や
す
と
き
の
熱
を
利
用
し
て
、
電
気
を
つ
く
り
ま
す
。
」
＜
P
5
1
＞

【
本
文
】
「
日

本
は

し
げ
ん
の

少
な
い
国

な
の

で
、
燃

料
を
使
わ
ず
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
は
大
切
だ
ね
。
」
＜
P
5
1
＞

【
説
明
】
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
＜

P
5
1
＞

【
資
料
】
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

電
力

量
の

変
化

＜
P
5
1
＞

【
説
明
】
都

市
ガ
ス
＜

P
5
2
＞

【
本
文
】
「
ど
ち
ら
も
化

石
燃

料
と
よ
ば

れ
る
し
げ
ん
で
、
か

ぎ
り
が
あ
る
の
で
、
大
切
に
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
ね
。
」
＜
P
5
3
＞

【
写
真
】
温

水
プ
ー
ル

「
ご
み

を
も
や

す
と
き
に
出

る
熱

は
、
温
水
プ
ー
ル
や
発
電
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
」
＜
P
6
0
＞

「
住

み
よ
い
く
ら
し
を
つ
く
る
」

【
写

真
】
原

子
力

発
電

「
ウ
ラ
ン
燃

料
を
利

用
し
て
、
発

生
す
る
熱

で
発

電
す
る
。
ウ
ラ
ン

は
輸

入
に
た
よ
っ
て
い
る
。
事

故
が

起
き
る
と
長

く
大

き
な
ひ
が

い
が

出
る
。
」
＜

P
5
0
＞

第
５
学

年

「
わ
た
し
た
ち
の

生
活

と
工

業
生

産
」

【
コ
ラ
ム
】
自

動
車

会
社

で
開

発
を
す
る
田

中
さ
ん
の

話
＜

下
Ｐ
2
0
＞

【
本
文
】
「
燃

料
電

池
自

動
車

　
水

素
と
酸

素
か

ら
電

気
を
つ
く
り
、
水
だ
け
を
排
出
す
る
の
で
、
環
境
に
と
て
も
や
さ
し
い
で
す
。
電
気
自
動
車
　
電
気
で
モ
ー
タ
ー
を
回

す
た
め
、

走
行
時

に
二

酸
化

炭
素

が
出

ま
せ

ん
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
費

用
も
安
く
す
み
ま
す
。
」
＜
下
Ｐ
2
1
＞

【
資
料
】
日

本
で
の

石
油

の
使

わ
れ

方
の

う
ち
わ

け
と
石

油
製
品
の
種
類
＜
下
P
2
6
＞

【
本
文
】
「
自

動
車

の
燃

料
や

発
電

な
ど
、
ふ

だ
ん
の

く
ら
し
に
石
油
は
欠
か
せ
な
い
ね
。
」
、
「
石
油
は
、
使
い
道
に
合
わ
せ
て
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
石
油
製
品
に
加

工
し
て
利

用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
火

力
発

電
所

で
は

、
石

油
を
燃

や
し
た
と
き
の
熱
を
利
用
し
て
、
タ
ー
ビ
ン
と
い
う
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
し
、
電
気
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
」
＜
下
P
2
6
＞

【
写
真
】
石

油
工

場
＜

下
P
2
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
和

木
町

の
石

油
工

場
の

山
下

さ
ん
の

話
＜

下
P
2
7
＞

【
本
文
】
「
石

油
工

場
を
中

心
に
、
石

油
製

品
を
原

料
や

燃
料

に
す
る
工
場
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
い
い
ま
す
。
」
＜
下
P
2
7
＞

【
資
料
】
輸

入
量

と
国

内
生

産
量

の
わ

り
あ
い
＜

下
P
3
4
＞

【
本
文
】
「
資

源
が

少
な
い
日

本
は

、
石

油
を
は

じ
め
と
す
る
燃
料
や
原
材
料
の
ほ
と
ん
ど
を
、
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
ま
す
。
」
＜
下
P
3
4
＞

【
資
料
】
主

な
輸

入
品

の
取

り
あ
つ
か

い
額

の
わ

り
あ
い
の
変
化
＜
下
P
3
5
＞

【
本
文
】
「
日

本
が

燃
料

と
し
て
た
く
さ
ん
輸

入
し
て
い
る
石

油
や
石
炭
な
ど
の
使
用
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
多
く
出
し
ま
す
。
」
、
「
太

陽
光

発
電
や

風
力

発
電

な
ど
の

、
新

し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

開
発

が
進
ん
で
い
る
よ
。
」
、
「
日
本
で
は
、
世
界
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発

な
ど

の
新
た
な
取

り
組

み
を
進

め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
」
＜
下
P
3
8
＞

「
わ
た
し
た
ち
の

生
活

と
環

境
」

【
資
料
】
木

質
バ

イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ

の
活

用
「
製

材
工

場
で
出
た
木
の
く
ず
は
、
木
質
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
会
社
に
は
ん
売
し
、
数
セ
ン
チ
の
チ
ッ
プ
に
く
だ
い
た
後

、
発

電
の
燃

料
と
し
て
活

用
さ
れ

ま
す
。
」
＜

下
Ｐ
1
0
7
＞

【
本
文
】
「
木

材
を
つ
く
る
と
き
に
出

る
く
ず
は

、
す
て
ず
に
発
電
の
燃
料
と
し
て
は
ん
売
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
」
＜
下
Ｐ
1
0
7
＞

記
載

な
し

第
６
学

年

「
わ

た
し
た
ち
の

生
活

と
政

治
」

【
コ
ラ
ム
】
原

子
力

発
電

所
事

故
か

ら
の

復
興

「
2
0
1
1
（
平

成
2
3
）
年

３
月

1
1
日

に
起

き
た

東
日

本
大

震
災

で
は

、
地

震
と
津

波
に
加

え
て
、
福

島
県

に
あ
る
原

子
力

発
電

所
の

事
故

が
大

き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
地

震
と
、
そ
の

後
の

津
波

に
よ
り
、
原

子
力

発
電

所
が

爆
発

事
故

を
起

こ
し
、
大

量
の

放
射

性
物

質
が

も
れ

出
し
ま
し
た
。
」
、
「
政

府
は

、
放

射
性

物
質

を
取

り
除

く
除

染
作

業
を
進

め
ま
し
た
。
ま
た
、
道

路
や

水
道

な
ど
の

生
活

を
支

え
る
設

備
の

復
旧

も
進

め
ま
し
た
。
」
＜

政
治

・
国

際
Ｐ
5
5
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
・
原

子
力

災
害

伝
承

館
＜

政
治

・
国

際
Ｐ
5
5
＞

【
資

料
】
避

難
指

示
が

出
さ
れ

た
区

域
＜

政
治

・
国

際
Ｐ
5
5
＞

【
写

真
】
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
＜

政
治

・
国

際
Ｐ
5
5
＞

「
日
本
の
歴

史
」

【
本
文
】
「
製

鉄
・
火

力
発

電
・
石

油
精

製
な
ど
の

重
化

学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
つ
く
ら
れ
、
各
地
の
港
が
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
」
＜
歴
史

P
1
4
9
＞

【
本
文
】
「こ

う
し
た
大
き
な
災
害
に
よ
っ
て
、
防
災
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
る
一
方
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
」＜

歴
史
P
15
1＞

「
中
学
校
に
向

け
て
」

【
写
真
】
大

分
県

に
あ
る
地

熱
発

電
所

＜
政

治
・
国

際
編

P
1
1
1
＞

− 90 −



「
別
紙
２
－
６
」
　
　
【
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
扱
い
　
発
行
者
　
東
書
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
記
述

そ
の
う
ち
、
原
子
力
発
電
に
関
す
る
記
述

第
３
学

年
記
載

な
し

記
載
な
し

第
４
学

年

「
住
み
よ
い
く
ら
し
を
つ
く
る
」

【
資
料
】
日

本
の

発
電

量
＜

P
5
0
＞

【
写
真
】
火

力
発

電
「
日

本
の

発
電

の
中

心
に
な
っ
て
い
る
。
燃
料
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
る
。
地
球
温
だ
ん
化
の
原
い
ん
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
二
酸

化
炭

素
を
多

く
出
す
。
」
＜

P
5
0
＞

【
写
真
】
水

力
発

電
「
水

が
流

れ
る
力

を
使

っ
て
発

電
す
る
。
燃
料
を
使
わ
ず
、
発
電
の
と
き
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
を
出
さ
な
い
。
」
＜
P
5
0
＞

【
写
真
】
太

陽
光

発
電

「
太

陽
の

光
を
利

用
し
て
発

電
し
ま
す
。
広
い
土
地
や
家
の
屋
根
な
ど
に
、
パ
ネ
ル
を
置
い
て
発
電
し
ま
す
。
」
＜
P
5
1
＞

【
写
真
】
風

力
発

電
「
風

の
力

で
発

電
し
ま
す
。
海

の
上

で
も
、
大
き
な
風
車
を
立
て
て
発
電
し
ま
す
。
」
＜
P
5
1
＞

【
写
真
】
地

熱
発

電
「
地

熱
に
よ
っ
て
生

ま
れ

る
水

じ
ょ
う
気
を
利
用
し
て
発
電
し
ま
す
。
」
＜
P
5
1
＞

【
写
真
】
バ

イ
オ
マ
ス
発

電
「
木

の
く
ず
や

も
え
る
ご
み

な
ど
を
も
や
す
と
き
の
熱
を
利
用
し
て
、
電
気
を
つ
く
り
ま
す
。
」
＜
P
5
1
＞

【
本
文
】
「
日

本
は

し
げ
ん
の

少
な
い
国

な
の

で
、
燃

料
を
使
わ
ず
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
は
大
切
だ
ね
。
」
＜
P
5
1
＞

【
説
明
】
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
＜

P
5
1
＞

【
資
料
】
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

電
力

量
の

変
化

＜
P
5
1
＞

【
説
明
】
都

市
ガ
ス
＜

P
5
2
＞

【
本
文
】
「
ど
ち
ら
も
化

石
燃

料
と
よ
ば

れ
る
し
げ
ん
で
、
か

ぎ
り
が
あ
る
の
で
、
大
切
に
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
ね
。
」
＜
P
5
3
＞

【
写
真
】
温

水
プ
ー
ル

「
ご
み

を
も
や

す
と
き
に
出

る
熱

は
、
温
水
プ
ー
ル
や
発
電
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
」
＜
P
6
0
＞

「
住

み
よ
い
く
ら
し
を
つ
く
る
」

【
写

真
】
原

子
力

発
電

「
ウ
ラ
ン
燃

料
を
利

用
し
て
、
発

生
す
る
熱

で
発

電
す
る
。
ウ
ラ
ン

は
輸

入
に
た
よ
っ
て
い
る
。
事

故
が

起
き
る
と
長

く
大

き
な
ひ
が

い
が

出
る
。
」
＜

P
5
0
＞

第
５
学

年

「
わ
た
し
た
ち
の

生
活

と
工

業
生

産
」

【
コ
ラ
ム
】
自

動
車

会
社

で
開

発
を
す
る
田

中
さ
ん
の

話
＜

下
Ｐ
2
0
＞

【
本
文
】
「
燃

料
電

池
自

動
車

　
水

素
と
酸

素
か

ら
電

気
を
つ
く
り
、
水
だ
け
を
排
出
す
る
の
で
、
環
境
に
と
て
も
や
さ
し
い
で
す
。
電
気
自
動
車
　
電
気
で
モ
ー
タ
ー
を
回

す
た
め
、

走
行
時

に
二

酸
化

炭
素

が
出

ま
せ

ん
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
費

用
も
安
く
す
み
ま
す
。
」
＜
下
Ｐ
2
1
＞

【
資
料
】
日

本
で
の

石
油

の
使

わ
れ

方
の

う
ち
わ

け
と
石

油
製
品
の
種
類
＜
下
P
2
6
＞

【
本
文
】
「
自

動
車

の
燃

料
や

発
電

な
ど
、
ふ

だ
ん
の

く
ら
し
に
石
油
は
欠
か
せ
な
い
ね
。
」
、
「
石
油
は
、
使
い
道
に
合
わ
せ
て
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
石
油
製
品
に
加

工
し
て
利

用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
火

力
発

電
所

で
は

、
石

油
を
燃

や
し
た
と
き
の
熱
を
利
用
し
て
、
タ
ー
ビ
ン
と
い
う
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
し
、
電
気
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
」
＜
下
P
2
6
＞

【
写
真
】
石

油
工

場
＜

下
P
2
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
和

木
町

の
石

油
工

場
の

山
下

さ
ん
の

話
＜

下
P
2
7
＞

【
本
文
】
「
石

油
工

場
を
中

心
に
、
石

油
製

品
を
原

料
や

燃
料

に
す
る
工
場
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
い
い
ま
す
。
」
＜
下
P
2
7
＞

【
資
料
】
輸

入
量

と
国

内
生

産
量

の
わ

り
あ
い
＜

下
P
3
4
＞

【
本
文
】
「
資

源
が

少
な
い
日

本
は

、
石

油
を
は

じ
め
と
す
る
燃
料
や
原
材
料
の
ほ
と
ん
ど
を
、
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
ま
す
。
」
＜
下
P
3
4
＞

【
資
料
】
主

な
輸

入
品

の
取

り
あ
つ
か

い
額

の
わ

り
あ
い
の
変
化
＜
下
P
3
5
＞

【
本
文
】
「
日

本
が

燃
料

と
し
て
た
く
さ
ん
輸

入
し
て
い
る
石

油
や
石
炭
な
ど
の
使
用
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
多
く
出
し
ま
す
。
」
、
「
太

陽
光

発
電
や

風
力

発
電

な
ど
の

、
新

し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

開
発

が
進
ん
で
い
る
よ
。
」
、
「
日
本
で
は
、
世
界
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発

な
ど

の
新
た
な
取

り
組

み
を
進

め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
」
＜
下
P
3
8
＞

「
わ
た
し
た
ち
の

生
活

と
環

境
」

【
資
料
】
木

質
バ

イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ

の
活

用
「
製

材
工

場
で
出
た
木
の
く
ず
は
、
木
質
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
会
社
に
は
ん
売
し
、
数
セ
ン
チ
の
チ
ッ
プ
に
く
だ
い
た
後

、
発

電
の
燃

料
と
し
て
活

用
さ
れ

ま
す
。
」
＜

下
Ｐ
1
0
7
＞

【
本
文
】
「
木

材
を
つ
く
る
と
き
に
出

る
く
ず
は

、
す
て
ず
に
発
電
の
燃
料
と
し
て
は
ん
売
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
」
＜
下
Ｐ
1
0
7
＞

記
載

な
し

第
６
学

年

「
わ

た
し
た
ち
の

生
活

と
政

治
」

【
コ
ラ
ム
】
原

子
力

発
電

所
事

故
か

ら
の

復
興

「
2
0
1
1
（
平

成
2
3
）
年

３
月

1
1
日

に
起

き
た

東
日

本
大

震
災

で
は

、
地

震
と
津

波
に
加

え
て
、
福

島
県

に
あ
る
原

子
力

発
電

所
の

事
故

が
大

き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
地

震
と
、
そ
の

後
の

津
波

に
よ
り
、
原

子
力

発
電

所
が

爆
発

事
故

を
起

こ
し
、
大

量
の

放
射

性
物

質
が

も
れ

出
し
ま
し
た
。
」
、
「
政

府
は

、
放

射
性

物
質

を
取

り
除

く
除

染
作

業
を
進

め
ま
し
た
。
ま
た
、
道

路
や

水
道

な
ど
の

生
活

を
支

え
る
設

備
の

復
旧

も
進

め
ま
し
た
。
」
＜

政
治

・
国

際
Ｐ
5
5
＞

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
・
原

子
力

災
害

伝
承

館
＜

政
治

・
国

際
Ｐ
5
5
＞

【
資

料
】
避

難
指

示
が

出
さ
れ

た
区

域
＜

政
治

・
国

際
Ｐ
5
5
＞

【
写

真
】
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
＜

政
治

・
国

際
Ｐ
5
5
＞

「
日
本
の
歴

史
」

【
本
文
】
「
製

鉄
・
火

力
発

電
・
石

油
精

製
な
ど
の

重
化

学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
つ
く
ら
れ
、
各
地
の
港
が
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
」
＜
歴
史

P
1
4
9
＞

【
本
文
】
「こ

う
し
た
大
き
な
災
害
に
よ
っ
て
、
防
災
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
る
一
方
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
」＜

歴
史
P
15
1＞

「
中
学
校
に
向

け
て
」

【
写
真
】
大

分
県

に
あ
る
地

熱
発

電
所

＜
政

治
・
国

際
編

P
1
1
1
＞

「
別
紙
２
－
６
」
　
　
【
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
扱
い
　
発
行
者
　
教
出
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

一
次

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
記

述
そ

の
う

ち
、

原
子

力
発

電
に

関
す

る
記

述

第
３

学
年

「
わ

た
し

た
ち

の
市

の
あ

ゆ
み

」
【
コ

ラ
ム

】
う

つ
り

か
わ

る
地

域
「
太

陽
の

光
を

り
よ

う
し

て
電

気
を

つ
く
る

大
き

な
発

電
所

（
メ

ガ
ソ

ー
ラ

ー
）
を

つ
く
り

ま
し

た
。

」
＜

P
1
5
8
＞

【
写

真
】
「
海

ぞ
い

の
う

め
立

て
地

に
あ

る
メ

ガ
ソ

ー
ラ

ー
」
＜

P
1
5
8
＞

記
載

な
し

第
４

学
年

「
健

康
な

く
ら

し
と

ま
ち

づ
く
り

」
【
コ

ラ
ム

】
ダ

ム
の

係
の

人
の

話
＜

P
6
0
＞

【
コ

ラ
ム

】
ダ

ム
と

地
域

の
人

々
の

生
活

＜
P

6
1
 ＞

【
写

真
】
燃

料
を

運
ぶ

船
＜

P
7
2
＞

【
写

真
】
火

力
発

電
所

・
原

子
力

発
電

所
・
ダ

ム
＜

P
7
3
＞

【
資

料
】
ゆ

う
ま

さ
ん

た
ち

が
使

っ
て

い
る

電
気

を
つ

く
る

し
せ

つ
の

位
置

＜
P

7
3
＞

【
資

料
】
火

力
発

電
の

特
ち

ょ
う

＜
P

7
4
＞

【
資

料
】
水

力
発

電
の

特
ち

ょ
う

＜
P

7
5
＞

【
資

料
】
発

電
機

の
し

く
み

＜
P

7
5
＞

【
資

料
】
風

力
・
地

熱
・
太

陽
光

発
電

の
特

ち
ょ

う
＜

P
7
7
＞

【
資

料
】
国

内
の

１
年

間
の

総
発

電
量

＜
P

7
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
ガ

ス
会

社
の

人
の

話
＜

P
7
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
原

子
力

発
電

の
特

ち
ょ

う
「
ウ

ラ
ン

燃
料

を
利

用
し

て
発

生
さ

せ
た

熱
で

発
電

す
る

。
少

な
い

燃
料

で
多

く
の

電
気

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

。
発

電
の

と
き

に
二

酸
化

炭
素

を
出

さ
な

い
。

燃
料

の
ほ

と
ん

ど
を

外
国

か
ら

買
っ

て
い

る
。

燃
料

に
か

ぎ
り

が
あ

る
と

い
わ

れ
て

い
る

。
燃

料
や

は
い

き
物

の
あ

つ
か

い
が

む
ず

か
し

く
、

安
全

の
た

め
の

十
分

な
そ

な
え

が
必

要
に

な
る

。
事

故
な

ど
で

有
害

な
物

質
が

放
出

さ
れ

る
と

、
広

い
は

ん
い

に
長

く
え

い
き

ょ
う

を
お

よ
ぼ

す
こ

と
が

あ
る

。
」
＜

Ｐ
7
5
＞

【
コ

ラ
ム

】
原

子
力

発
電

所
の

事
故

「
2
0
1
1
（
平

成
2
3
）
年

３
月

に
発

生
し

た
東

日
本

大
震

災
で

、
原

子
力

発
電

所
の

一
つ

が
事

故
を

起
こ

し
ま

し
た

。
こ

の
事

故
は

、
広

い
は

ん
い

で
人

々
の

く
ら

し
に

大
き

な
え

い
き

ょ
う

を
お

よ
ぼ

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
こ

の
事

故
を

き
っ

か
け

に
、

国
内

の
原

子
力

発
電

所
の

す
べ

て
が

検
査

の
た

め
運

転
を

休
止

し
ま

し
た

。
そ

の
後

、
一

部
の

原
子

力
発

電
所

で
は

運
転

が
再

開
さ

れ
て

い
ま

す
。

（
2
0
1
9
年

5
月

現
在

）
」
＜

Ｐ
7
7
＞

第
５

学
年

「
未

来
を

つ
く
り

出
す

工
業

生
産

」
【
写

真
】
石

油
を

運
ぶ

タ
ン

カ
ー

と
、

石
油

基
地

＜
P

1
4
5
＞

【
写

真
】
原

油
に

熱
を

加
え

、
蒸

発
さ

せ
る

施
設

＜
P

1
4
5
＞

【
写

真
】
ガ

ソ
リ

ン
を

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
に

積
む

＜
P

1
4
5
＞

【
資

料
】
石

油
の

加
工

の
流

れ
＜

P
1
4
5
＞

【
資

料
】
国

内
で

使
う

原
油

に
し

め
る

輸
入

の
割

合
＜

P
1
4
7
＞

【
本

文
】
「
原

油
は

自
動

車
の

燃
料

に
な

る
ガ

ソ
リ

ン
や

、
部

品
に

使
わ

れ
る

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

や
ゴ

ム
な

ど
を

つ
く
る

た
め

に
、

必
要

な
原

料
で

す
。

」
＜

P
1
4
7
＞

【
グ

ラ
フ

】
主

な
燃

料
や

原
料

の
輸

入
の

割
合

＜
P

1
5
1
＞

【
本

文
】
「
天

然
資

源
に

め
ぐ

ま
れ

な
い

日
本

で
は

、
燃

料
や

原
料

の
多

く
を

輸
入

に
た

よ
っ

て
い

ま
す

。
」
＜

P
1
5
2
＞

【
資

料
】
日

本
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

の
割

合
の

変
化

＜
P

1
7
2
＞

【
写

真
】
地

熱
発

電
所

（
鹿

児
島

県
指

宿
市

）
＜

P
1
7
3
＞

【
コ

ラ
ム

】
す

て
て

い
た

物
を

生
か

す
＜

P
1
7
3
＞

「
国

土
の

自
然

と
と

も
に

生
き

る
」

【
写

真
】
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

所
（
高

知
県

高
知

市
）
＜

P
2
3
1
＞

【
写

真
】
風

力
発

電
の

風
車

〈
P

2
4
1
〉

【
コ

ラ
ム

】
次

世
代

エ
ネ

ル
ギ

ー
パ

ー
ク

〈
P

2
4
1
〉

「
未

来
を

つ
く
り

出
す

工
業

生
産

」
【
コ

ラ
ム

】
工

業
や

く
ら

し
を

支
え

る
資

源
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

「
原

油
や

石
炭

な
ど

の
化

石
燃

料
を

大
量

に
燃

や
す

と
、

多
く
の

ガ
ス

が
排

出
さ

れ
、

地
球

温
暖

化
や

空
気

の
よ

ご
れ

な
ど

、
環

境
に

大
き

な
え

い
き

ょ
う

を
お

よ
ぼ

し
ま

す
。

そ
こ

で
、

ガ
ス

を
発

生
さ

せ
ず

、
よ

り
効

率
の

よ
い

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

使
う

こ
と

が
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

日
本

で
は

、
資

源
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
輸

入
に

た
よ

ら
ず

確
保

す
る

た
め

に
も

、
原

子
力

の
利

用
が

進
め

ら
れ

て
き

ま
し

た
。

し
か

し
、

原
子

力
の

利
用

で
は

、
使

い
終

わ
っ

た
燃

料
を

ど
の

よ
う

に
処

理
す

る
の

か
と

い
う

問
題

や
、

事
故

が
発

生
し

た
と

き
の

え
い

き
ょ

う
な

ど
も

考
え

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

2
0
1
1
（
平

成
2
3
）
年

に
発

生
し

た
東

日
本

大
震

災
で

は
、

原
子

力
発

電
所

の
一

つ
が

事
故

を
起

こ
し

、
今

も
広

い
地

域
で

人
々

の
く
ら

し
に

大
き

な
え

い
き

ょ
う

を
お

よ
ぼ

し
て

い
ま

す
。

日
本

で
は

、
原

子
力

の
ほ

か
に

、
よ

り
安

全
性

が
高

く
、

使
い

き
る

心
配

の
な

い
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
」
＜

Ｐ
1
7
2
＞

第
６

学
年

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
本

文
】
「
サ

ウ
ジ

ア
ラ

ビ
ア

は
、

日
本

が
最

も
多

く
の

石
油

を
輸

入
し

て
い

る
国

で
す

。
石

油
は

わ
た

し
た

ち
の

暮
ら

し
に

欠
か

せ
な

い
資

源
で

す
。

自
動

車
の

ガ
ソ

リ
ン

や
火

力
発

電
所

の
燃

料
に

使
わ

れ
る

だ
け

で
な

く
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

や
合

成
繊

維
、

合
成

ゴ
ム

な
ど

の
原

料
と

し
て

も
使

わ
れ

て
い

ま
す

。
」
＜

P
2
6
0
＞

【
写

真
】
学

校
の

屋
根

に
設

け
ら

れ
た

太
陽

光
の

発
電

パ
ネ

ル
（
宮

崎
県

都
城

市
）
＜

P
2
8
1
＞

「
と

も
に

生
き

る
暮

ら
し

と
政

治
」

【
本

文
】
「
こ

の
地

震
と

津
波

の
影

響
で

、
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
で

事
故

が
起

こ
り

、
有

害
な

放
射

性
物

質
が

広
い

範
囲

に
放

出
さ

れ
て

、
多

く
の

人
々

が
避

難
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

く
な

り
ま

し
た

。
」
＜

Ｐ
5
0
＞

「
世

界
の

中
の

日
本

」
・
【
写

真
】
2
0
1
1
年

に
起

こ
っ

た
原

子
力

発
電

所
の

事
故

＜
Ｐ

2
8
1
＞
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「
別

紙
２

－
６

」
　

　
【

一
次

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

扱
い

　
発

行
者

　
日

文
　

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

学
年

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
記
述

そ
の
う
ち
、
原
子
力
発
電
に
関
す
る
記
述

第
３
学
年

記
載
な
し

記
載

な
し

第
４
学
年

「
健
康
な
く
ら
し
を
守

る
仕

事
」

【
コ
ラ
ム
】
福

宗
環

境
セ
ン
タ
ー
の

係
の

人
の

話
＜

P
4
0
＞

【
説
明
】
資

源
＜

P
4
1
＞

【
写
真
】
佐

野
清

掃
セ
ン
タ
ー
清

掃
工

場
で
出

た
熱

を
利

用
し
て
い
る
佐

野
植

物
公

園
＜

Ｐ
4
1
＞

【
説
明
】
エ
ネ
ル

ギ
ー
＜

P
4
1
＞

【
本
文
】
「
ま
た
、
下

水
を
し
ょ
り
す
る
な
か

で
で
き
る
ど
ろ
を
あ
た
た
め
る
と
、
ガ
ス
が

発
生

し
ま
す
。
こ
の

ガ
ス
を
利

用
し
て
、
発

電
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
」
＜

P
5
1
＞

【
資
料
】
電

気
が

つ
く
ら
れ

、
送

ら
れ

て
く
る
ま
で
＜

Ｐ
7
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
電

力
会

社
の

柴
原

さ
ん
の

話
＜

Ｐ
7
3
＞

【
資
料
】
発

電
方

法
別

の
発

電
量

の
う
つ
り
変

わ
り
＜

Ｐ
7
3
＞

【
写
真
】
ひ
ろ
と
さ
ん
た
ち
が

つ
く
っ
た
カ
ー
ド
「
火

力
発

電
・
水

力
発

電
」
＜

Ｐ
7
4
＞

【
写
真
】
自

然
を
生

か
し
た
い
ろ
い
ろ
な
発

電
方

法
「
太

陽
光

発
電

・
風

力
発

電
・
地

熱
発

電
・
波

力
発

電
」
＜

Ｐ
7
5
＞

【
説
明
】
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
＜

Ｐ
7
5
＞

【
コ
ラ
ム
】
電

力
の

自
由

化
＜

Ｐ
7
5
＞

【
本
文
】
「
都

市
ガ
ス
の

原
料

は
天

然
ガ
ス
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

原
料

は
石

油
で
す
。
」
＜

Ｐ
7
6
＞

【
写
真
】
ガ
ス
が

わ
た
し
た
ち
の

家
に
と
ど
く
ま
で
＜

Ｐ
7
6
＞

「
わ
た
し
た
ち
の

住
ん
で
い
る
県

」
【
写
真
】
真

庭
バ

イ
オ
マ
ス
発

電
所

＜
Ｐ
1
8
5
＞

【
写
真
】
ペ
レ
ッ
ト
＜

Ｐ
1
8
5
＞

【
コ
ラ
ム
】
真

庭
市

役
所

の
道

下
さ
ん
の

話
＜

Ｐ
1
8
5
＞

「
健

康
な
く
ら
し
を
守

る
仕

事
」

【
資

料
】
電

気
が

つ
く
ら
れ

、
送

ら
れ

て
く
る
ま
で
「
原

子
力

発
電

所
」

＜
Ｐ
7
3
＞

【
資

料
】
発

電
方

法
別

の
発

電
量

の
う
つ
り
変

わ
り
＜

Ｐ
7
3
＞

【
写

真
】
ひ
ろ
と
さ
ん
た
ち
が

つ
く
っ
た
カ
ー
ド
「
原

子
力

発
電

　
ウ
ラ
ン

を
燃

料
と
し
て
、
発

電
す
る
。
少

な
い
燃

料
で
大

き
な
電

力
が

え
ら
れ

る
。
地

震
が

お
き
た
と
き
や

事
故

が
お
こ
っ
た
と
き
な
ど
の

危
険

性
に

つ
い
て
、
人

々
の

あ
い
だ
に
不

安
が

あ
る
。
燃

料
や

は
い
き
物

の
取

り
あ
つ
か

い
が

む
ず
か

し
い
。
」
＜

Ｐ
7
4
＞

第
５
学
年

「
日
本
の

国
土

と
人

々
の

く
ら
し
」

【
本
文
】
「
佐

賀
市

は
、
『
廃

棄
物

で
あ
っ
た
も
の
が

、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や

資
源

と
し
て
価

値
を
生

み
出

し
な
が

ら
循

環
す
る
ま
ち
』
を
め
ざ
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
」
＜

P
6
6
＞

【
資
料
】
「
バ

イ
オ
マ
ス
産

業
都

市
さ
が

」
の

し
く
み

＜
P
6
7
＞

「
工
業
生

産
と
わ

た
し
た
ち
の

く
ら
し
」

【
本
文
】
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
カ
ー
や

、
家

庭
用

の
電

源
を
使

っ
て
電

気
を
た
め
て
走

る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
カ
ー
、
電

気
自

動
車
が

発
売

さ
れ
て
い
る
ね

。
そ
の

ほ
か

に
も
、
天

然
ガ
ス
自
動

車
、
燃

料
電

池
自

動
車

な
ど
の

開
発

も
進

ん
で
い
る
み

た
い
だ
よ
。
」
＜

P
1
5
8
＞

【
コ
ラ
ム
】
製

鉄
所

の
案

内
係

の
多

田
さ
ん
の

話
＜

P
1
6
6
＞

【
本
文
】
「
こ
の

製
鉄

所
で
は

、
使

用
す
る
水

を
9
0
％

再
利

用
し
た
り
、
鉄

を
つ
く
る
と
き
に
出

た
熱

や
ガ
ス
を
使

っ
て
発

電
を
し
た
り
、
コ
ー
ク

ス
炉

の
高

温
を
利

用
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

を
再

生
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
」
＜

P
1
6
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
製

油
所

の
横

山
さ
ん
の

話
＜

P
1
7
1
＞

【
写
真
】
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
＜

P
1
7
1
＞

【
コ
ラ
ム
】
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
む
だ
な
く
使

う
取

り
組
み

＜
P
1
7
1
＞

【
資
料
】
お
も
な
原

料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
資

源
の

輸
入

先
＜

P
1
7
6
＞

【
本
文
】
「
日

本
は

資
源

が
少

な
く
、
ほ

と
ん
ど
の
原

料
や

エ
ネ
ル

ギ
ー
資

源
を
輸

入
し
て
い
ま
す
。
」
＜

P
1
7
6
＞

【
資
料
】
お
も
な
原

料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
資

源
の

輸
入

量
と
国

内
生

産
量

の
わ

り
あ
い
＜

P
1
7
7
＞

「
国

土
の

環
境

を
守

る
」

【
本

文
】
「
地

震
の

ゆ
れ

や
津

波
の

被
害

を
受

け
た
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
で
は

、
原

子
炉

が
こ
わ

れ
、
放

射
性

物
質

が
広

い
は

ん
い

に
放

出
さ
れ

ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
2
4
7
＞

【
説

明
】
放

射
性

物
質

＜
Ｐ
2
4
7
＞

第
６
学
年

「
日
本
の

あ
ゆ
み

」
【
本
文
】
「
1
9
6
0
（
昭

和
3
5
）
年

に
政

府
は

、
国

民
所

得
倍

増
計

画
を
発

表
し
、
産

業
を
発

展
さ
せ

る
政

策
を
進

め
ま
し
た
。
産

業
の

各
分

野
で
は

、
技

術
革

新
が

進
み

、
品

質
が

よ
く
安

い
製

品
が

大
量

生
産

で
き
る
よ
う
く
ふ

う
を
重

ね
、
鉄

鋼
や

自
動

車
・
石

油
化

学
な
ど
の

重
化

学
工
業

が
発

達
し
ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
2
2
0
＞

記
載

な
し
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「
別

紙
２

－
６

」
　

　
【

一
次

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

扱
い

　
発

行
者

　
日

文
　

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

学
年

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
記
述

そ
の
う
ち
、
原
子
力
発
電
に
関
す
る
記
述

第
３
学
年

記
載
な
し

記
載

な
し

第
４
学
年

「
健
康
な
く
ら
し
を
守

る
仕

事
」

【
コ
ラ
ム
】
福

宗
環

境
セ
ン
タ
ー
の

係
の

人
の

話
＜

P
4
0
＞

【
説
明
】
資

源
＜

P
4
1
＞

【
写
真
】
佐

野
清

掃
セ
ン
タ
ー
清

掃
工

場
で
出

た
熱

を
利

用
し
て
い
る
佐

野
植

物
公

園
＜

Ｐ
4
1
＞

【
説
明
】
エ
ネ
ル

ギ
ー
＜

P
4
1
＞

【
本
文
】
「
ま
た
、
下

水
を
し
ょ
り
す
る
な
か

で
で
き
る
ど
ろ
を
あ
た
た
め
る
と
、
ガ
ス
が

発
生

し
ま
す
。
こ
の

ガ
ス
を
利

用
し
て
、
発

電
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
」
＜

P
5
1
＞

【
資
料
】
電

気
が

つ
く
ら
れ

、
送

ら
れ

て
く
る
ま
で
＜

Ｐ
7
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
電

力
会

社
の

柴
原

さ
ん
の

話
＜

Ｐ
7
3
＞

【
資
料
】
発

電
方

法
別

の
発

電
量

の
う
つ
り
変

わ
り
＜

Ｐ
7
3
＞

【
写
真
】
ひ
ろ
と
さ
ん
た
ち
が

つ
く
っ
た
カ
ー
ド
「
火

力
発

電
・
水

力
発

電
」
＜

Ｐ
7
4
＞

【
写
真
】
自

然
を
生

か
し
た
い
ろ
い
ろ
な
発

電
方

法
「
太

陽
光

発
電

・
風

力
発

電
・
地

熱
発

電
・
波

力
発

電
」
＜

Ｐ
7
5
＞

【
説
明
】
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
＜

Ｐ
7
5
＞

【
コ
ラ
ム
】
電

力
の

自
由

化
＜

Ｐ
7
5
＞

【
本
文
】
「
都

市
ガ
ス
の

原
料

は
天

然
ガ
ス
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

原
料

は
石

油
で
す
。
」
＜

Ｐ
7
6
＞

【
写
真
】
ガ
ス
が

わ
た
し
た
ち
の

家
に
と
ど
く
ま
で
＜

Ｐ
7
6
＞

「
わ
た
し
た
ち
の

住
ん
で
い
る
県

」
【
写
真
】
真

庭
バ

イ
オ
マ
ス
発

電
所

＜
Ｐ
1
8
5
＞

【
写
真
】
ペ
レ
ッ
ト
＜

Ｐ
1
8
5
＞

【
コ
ラ
ム
】
真

庭
市

役
所

の
道

下
さ
ん
の

話
＜

Ｐ
1
8
5
＞

「
健

康
な
く
ら
し
を
守

る
仕

事
」

【
資

料
】
電

気
が

つ
く
ら
れ

、
送

ら
れ

て
く
る
ま
で
「
原

子
力

発
電

所
」

＜
Ｐ
7
3
＞

【
資

料
】
発

電
方

法
別

の
発

電
量

の
う
つ
り
変

わ
り
＜

Ｐ
7
3
＞

【
写

真
】
ひ
ろ
と
さ
ん
た
ち
が

つ
く
っ
た
カ
ー
ド
「
原

子
力

発
電

　
ウ
ラ
ン

を
燃

料
と
し
て
、
発

電
す
る
。
少

な
い
燃

料
で
大

き
な
電

力
が

え
ら
れ

る
。
地

震
が

お
き
た
と
き
や

事
故

が
お
こ
っ
た
と
き
な
ど
の

危
険

性
に

つ
い
て
、
人

々
の

あ
い
だ
に
不

安
が

あ
る
。
燃

料
や

は
い
き
物

の
取

り
あ
つ
か

い
が

む
ず
か

し
い
。
」
＜

Ｐ
7
4
＞

第
５
学
年

「
日
本
の

国
土

と
人

々
の

く
ら
し
」

【
本
文
】
「
佐

賀
市

は
、
『
廃

棄
物

で
あ
っ
た
も
の
が

、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や

資
源

と
し
て
価

値
を
生

み
出

し
な
が

ら
循

環
す
る
ま
ち
』
を
め
ざ
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
」
＜

P
6
6
＞

【
資
料
】
「
バ

イ
オ
マ
ス
産

業
都

市
さ
が

」
の

し
く
み

＜
P
6
7
＞

「
工
業
生

産
と
わ

た
し
た
ち
の

く
ら
し
」

【
本
文
】
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
カ
ー
や

、
家

庭
用

の
電

源
を
使

っ
て
電

気
を
た
め
て
走

る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
カ
ー
、
電

気
自

動
車
が

発
売

さ
れ
て
い
る
ね

。
そ
の

ほ
か

に
も
、
天

然
ガ
ス
自
動

車
、
燃

料
電

池
自

動
車

な
ど
の

開
発

も
進

ん
で
い
る
み

た
い
だ
よ
。
」
＜

P
1
5
8
＞

【
コ
ラ
ム
】
製

鉄
所

の
案

内
係

の
多

田
さ
ん
の

話
＜

P
1
6
6
＞

【
本
文
】
「
こ
の

製
鉄

所
で
は

、
使

用
す
る
水

を
9
0
％

再
利

用
し
た
り
、
鉄

を
つ
く
る
と
き
に
出

た
熱

や
ガ
ス
を
使

っ
て
発

電
を
し
た
り
、
コ
ー
ク

ス
炉

の
高

温
を
利

用
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

を
再

生
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
」
＜

P
1
6
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
製

油
所

の
横

山
さ
ん
の

話
＜

P
1
7
1
＞

【
写
真
】
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
＜

P
1
7
1
＞

【
コ
ラ
ム
】
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
む
だ
な
く
使

う
取

り
組
み

＜
P
1
7
1
＞

【
資
料
】
お
も
な
原

料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
資

源
の

輸
入

先
＜

P
1
7
6
＞

【
本
文
】
「
日

本
は

資
源

が
少

な
く
、
ほ

と
ん
ど
の
原

料
や

エ
ネ
ル

ギ
ー
資

源
を
輸

入
し
て
い
ま
す
。
」
＜

P
1
7
6
＞

【
資
料
】
お
も
な
原

料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
資

源
の

輸
入

量
と
国

内
生

産
量

の
わ

り
あ
い
＜

P
1
7
7
＞

「
国

土
の

環
境

を
守

る
」

【
本

文
】
「
地

震
の

ゆ
れ

や
津

波
の

被
害

を
受

け
た
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
で
は

、
原

子
炉

が
こ
わ

れ
、
放

射
性

物
質

が
広

い
は

ん
い

に
放

出
さ
れ

ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
2
4
7
＞

【
説

明
】
放

射
性

物
質

＜
Ｐ
2
4
7
＞

第
６
学
年

「
日
本
の

あ
ゆ
み

」
【
本
文
】
「
1
9
6
0
（
昭

和
3
5
）
年

に
政

府
は

、
国

民
所

得
倍

増
計

画
を
発

表
し
、
産

業
を
発

展
さ
せ

る
政

策
を
進

め
ま
し
た
。
産

業
の

各
分

野
で
は

、
技

術
革

新
が

進
み

、
品

質
が

よ
く
安

い
製

品
が

大
量

生
産

で
き
る
よ
う
く
ふ

う
を
重

ね
、
鉄

鋼
や

自
動

車
・
石

油
化

学
な
ど
の

重
化

学
工
業

が
発

達
し
ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
2
2
0
＞

記
載

な
し

「
別

紙
２

－
７

」
　

　
　

【
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
の

扱
い

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行

者
名

「
教

材
名

」
　
　
【
掲

載
方

法
】
　
　
記

述
の

概
要

（
学

年
上

／
下

　
掲

載
ペ
ー
ジ
）

「
は
た
ら
く
人
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
＜
３
年
P
8
1
＞

「
水
は
ど
こ
か
ら
」

【
本
文
】
「
大
切
な
水
の
た
め
に
」
＜
４
年
Ｐ
4
8
～
4
9
＞

【
資
料
】
「
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
電
気

」
＜
４
年

Ｐ
5
0
～
5
1
＞

【
資
料
】
「
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
ガ
ス
」
＜
４
年
Ｐ
5
2
～
5
3
＞

「
ご
み
の
し
ょ
り
と
利
用
」

【
本
文
】
「
ご
み
の
種
類
と
分
別
」
＜
４
年
Ｐ
5
4
～
5
5
＞

【
本
文
】
「
ご
み
の
ゆ
く
え
」
＜
４
年
Ｐ
5
6
～
5
7
＞

【
本
文
】
「
も
や
す
と
き
や
も
や
し
た
後
の
く
ふ
う
」
＜
４
年
6
0
～
6
1
＞

【
本
文
】
「
人
々
の
協
力
で
ご
み
が
生
ま
れ
変
わ
る
」
＜
４
年
Ｐ
6
2
～
6
3
＞

【
本
文
】
「
ご
み
し
ょ
り
の
う
つ
り
変
わ
り
と
課
題
」
＜
４
年
Ｐ
6
4
～
6
5
＞

【
本
文
】
「
ご
み
の
し
ょ
り
に
つ
い
て
ま
と
め
る
」
＜
４
年
Ｐ
6
6
～
6
7
＞

【
本
文
】
「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
」
＜
４
年
Ｐ
6
8
～
6
9
＞

【
資
料
】
下
水
の
し
ょ
り
と
利
用
＜
４
年
Ｐ
7
0
～
7
1
＞

「
水
産
業
の
さ
か
ん
な
地
域
－
鹿
児
島
県
－
」

【
資
料
】
Ｍ
Ｓ
Ｃ
［
海
の
エ
コ
ラ
ベ
ル
」
＜
５
年
上
Ｐ
1
0
5
＞

「
こ
れ
か
ら
の
食
料
生
産
と
わ
た
し
た
ち
」

【
資
料
】
「
食
品
ロ
ス
」
の
問
題
＜
５
年
上
Ｐ
1
1
7
＞

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」

【
写
真
】
か
ん
ば
つ
で
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
う
も
ろ
こ
し
（
目
標
２
）
＜
５
年
下
巻
末
＞

【
写
真
】
日
本
と
主
な
国
の
食
料
自
給
率
（
目
標
２
）
＜
５
年
下
巻
末
＞

【
写
真
】
人
工
知
能
が
組
み
込
ま
れ
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
（
目
標
９
）
＜
５
年
下
巻
末
＞

【
資
料
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ふ
き
ゅ
う
率
の
変
化
（
目
標
９
）
＜
５
年
下
巻
末
＞

【
資
料
】
津
波
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
（
目
標
1
1
）
＜
５
年
下
巻
末
＞

【
資
料
】
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
目
標
1
1
）
＜
５
年
下
巻
末
＞

【
写
真
】
垂
水
市
に
あ
る
「
か
ご
し
ま
豊
か
な
海
づ
く
り
協
会
」
の
様
子
（
目
標
1
4
）
＜
５
年
下
巻
末
＞

【
資
料
】
Ｍ
Ｓ
Ｃ
「
海
の
エ
コ
ラ
ベ
ル
」
（
目
標
1
4
）
＜
５
年
下
巻
末
＞

【
写
真
】
生
態
系
保
護
地
域
を
示
す
か
ん
板
（
目
標
1
5
）
＜
５
年
下
巻
末
＞

【
写
真
】
間
ば
つ
材
で
つ
く
ら
れ
た
製
品
（
目
標
1
5
）
＜
５
年
下
巻
末
＞

【
本
文
】
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
る
。
」
（
目
標
1
7
）
＜
５
年
下
巻
末
＞

「
世
界
の
未
来
と
日
本
の
役
割
」

【
資
料
】
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
9
6
＞

【
写
真
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
定
め
た
国
連
の
会
議
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
9
6
＞

【
写
真
】
ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
学
校
へ
の
援
助
（
パ
キ
ス
タ
ン
）
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
9
7
＞

【
写
真
】
衛
生
に
つ
い
て
教
え
る
青
年
海
外
協
力
隊
（
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
）
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
9
7
＞

【
写
真
】
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
投
石
を
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
9
7
＞

【
写
真
】
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
9
7
＞

【
資
料
】
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
主
な
国
際
紛
争
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
9
7
＞

【
説
明
】
紛
争
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
9
7
＞

【
写
真
】
紛
争
地
域
の
子
ど
も
（
シ
リ
ア
）
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
6
＞

【
写
真
】
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
小
学
校
（
中
央
ア
フ
リ
カ
）
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
6
＞

【
写
真
】
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
を
結
ん
だ
国
々
に
よ
る
会
議
（
イ
ギ
リ
ス
）
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
6
＞

【
写
真
】
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
よ
る
活
動
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
6
＞

【
資
料
】
ひ
な
さ
ん
の
カ
ー
ド
（
目
標
２
）
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
7
＞

【
資
料
】
か
な
で
さ
ん
の
カ
ー
ド
（
目
標
６
）
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
7
＞

【
資
料
】
は
る
さ
ん
の
カ
ー
ド
（
目
標
1
4
）
＜
６
年
政
治
・
国
際
編
Ｐ
1
0
7
＞

東
書
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「
別

紙
２

－
７

」
　

　
　

【
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
の

扱
い

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行

者
名

「
教

材
名

」
　
　
【
掲

載
方

法
】
　
　
記

述
の

概
要

（
学

年
上

／
下

　
掲

載
ペ
ー
ジ
）

教
出

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
つ
な
げ
よ
う
」

【
資
料
】
わ
た
し
た
ち
の

ま
ち
と
市

（
目
標
1
1
・
1
5
）
＜
３
年
Ｐ
1
6
2
＞

【
資
料
】
は
た
ら
く
人
と
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
（
目
標
1
2
・
1
4
）
＜
３
年
Ｐ
1
6
2
＞

【
資
料
】
地
い
き
の
安
全
を
守
る
（
目
標
３
・
1
6
）
＜
３
年
Ｐ
1
6
3
＞

【
資
料
】
わ
た
し
た
ち
の

市
と
歩
み
（
目
標
1
1
・
1
3
）
＜
３
年
Ｐ
1
6
3
＞

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
つ
な
げ
て
考
え
よ
う
」

【
資
料
】
健
康
な
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
（
目
標
３
・
６
・
７
・
1
1
・
1
3
・
1
4
・
1
5
）
＜
４
年
Ｐ
2
1
4
＞

【
資
料
】
自
然
災
害
に
そ
な
え
る
ま
ち
づ
く
り
（
目
標
1
1
・
1
3
）
＜
４
年
Ｐ
2
1
5
＞

【
資
料
】
地
域
で
受
け
つ
が
れ
て
き
た
も
の
（
目
標
1
1
・
1
7
）
＜
４
年
Ｐ
2
1
5
＞

【
資
料
】
昔
か
ら
今
へ
と
続
く
ま
ち
づ
く
り
（
目
標
1
1
・
1
7
）
＜
４
年
Ｐ
2
1
5
＞

【
資
料
】
わ
た
し
た
ち
の

県
の
ま
ち
づ
く
り
（
目
標

1
1
・
1
7
）
＜
４
年
Ｐ
2
1
5
＞

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
つ
な
げ
て
考
え
よ
う
」

【
資
料
】
水
産
業
が
さ
か
ん
な
地
域
（
目
標
1
4
）
＜
５
年
Ｐ
1
0
3
＞

【
資
料
】
こ
れ
か
ら
の
食
料
生
産
（
目
標
1
2
）
＜
５
年
Ｐ
1
1
9
＞

【
資
料
】
日
本
と
工
業
生
産
の
今
と
未
来
（
目
標
９
）
＜
５
年
Ｐ
1
7
1
＞

【
資
料
】
森
林
と
と
も
に
生
き
る
（
目
標
1
5
）
＜
５
年
Ｐ
2
3
5
＞

【
資
料
】
環
境
を
と
も
に
守
る
＜
５
年
Ｐ
2
4
5
＞

【
写
真
】
お
金
を
得
る
た
め
に
、
ご
み
を
集
め
る
子
ど
も
た
ち
（
イ
エ
メ
ン
）
＜
５
年
Ｐ
2
5
0
＞

【
説
明
】
貧
困
＜
５
年
Ｐ
2
5
0
＞

【
説
明
】
ジ
ェ
ン
ダ
ー
＜
５
年
Ｐ
2
5
0
＞

【
説
明
】
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
＜
５
年
Ｐ
2
5
0
＞

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
つ
な
げ
て
考
え
よ
う
」

【
本
文
】
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
設
備
は
、
す
べ
て
の
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
自
由
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
と
の
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
っ
た
ね
。
」
（
目
標
1
0
）
＜
６
年
Ｐ
6
7
＞

【
本
文
】
「
ゆ
い
い
つ
の
被
爆
国
で
平
和
主
義
を
か
か
げ
て
い
る
日
本
は
、
平
和
の
大
切
さ
を
世
界
に
う
っ
た
え
る
活
動
を
し
て
い
る
よ
。
」
（
目
標
1
6
）
＜
６
年
Ｐ
6
7
＞

【
本
文
】
「
住
み
な
れ
た
ま
ち
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
介
護
予
防
を
支
援
す
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
た
ね
。
」
（
目
標
３
）
＜
６
年
Ｐ
6
7
＞

【
本
文
】
「
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
や
積
雪
へ
の
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
。
」
（
目
標
1
1
）
＜
６
年
Ｐ
6
7
＞

【
資
料
】
「
持
続
可
能
な
社
会
を
歴
史
か
ら
考
え
よ
う
－
リ
サ
イ
ク
ル
都
市
江
戸
」
＜
６
年
Ｐ
1
6
7
＞

「
持
続
可
能
な
社
会
を
歴
史
か
ら
考
え
よ
う
－
記
憶
を
未
来
へ
と
受
け
つ
ぐ
」

【
写
真
】
長
崎
原
爆
資
料
館
で
被
爆
の
体
験
に
つ
い
て
語
る
若
い
世
代
の
語
り
部
＜
６
年
Ｐ
2
3
5
＞

【
写
真
】
四
日
市
公
害
と
環
境
未
来
館
を
お
と
ず
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
者
（
三
重
県
）
＜
６
年
Ｐ
2
3
5
＞

「
世
界
の
人
々
と
と
も
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、
大
切
な
こ
と
を
考
え
よ
う
」

【
本
文
】
「
『
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
』
と
い
う
目
標
は
、
『
だ
れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
つ
、
自
由
に
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
を
尊
重
さ
れ
る
』
と
い
う
日
本
国
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
の
考
え
方
と
関
係
し
て
い
る
と
思
う
。
」
（
目
標
1
0
）

＜
６
年
Ｐ
2
8
7
＞

【
本
文
】
「
戦
争
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
『
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
』
と
い
う
目
標
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
よ
。
核
兵
器
を
な
く
す
取
り
組
み
な
ど
が
世
界
で
広
が
っ
て
い
く
と
い
い
ね
。
」
（
目
標
1
6
）
＜
６
年
Ｐ
2
8
7
＞

− 94 −



「
別

紙
２

－
７

」
　

　
　

【
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
の

扱
い

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行

者
名

「
教

材
名

」
　
　
【
掲

載
方

法
】
　
　
記

述
の

概
要

（
学

年
上

／
下

　
掲

載
ペ
ー
ジ
）

教
出

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
つ
な
げ
よ
う
」

【
資
料
】
わ
た
し
た
ち
の

ま
ち
と
市

（
目
標
1
1
・
1
5
）
＜
３
年
Ｐ
1
6
2
＞

【
資
料
】
は
た
ら
く
人
と
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
（
目
標
1
2
・
1
4
）
＜
３
年
Ｐ
1
6
2
＞

【
資
料
】
地
い
き
の
安
全
を
守
る
（
目
標
３
・
1
6
）
＜
３
年
Ｐ
1
6
3
＞

【
資
料
】
わ
た
し
た
ち
の

市
と
歩
み
（
目
標
1
1
・
1
3
）
＜
３
年
Ｐ
1
6
3
＞

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
つ
な
げ
て
考
え
よ
う
」

【
資
料
】
健
康
な
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
（
目
標
３
・
６
・
７
・
1
1
・
1
3
・
1
4
・
1
5
）
＜
４
年
Ｐ
2
1
4
＞

【
資
料
】
自
然
災
害
に
そ
な
え
る
ま
ち
づ
く
り
（
目
標
1
1
・
1
3
）
＜
４
年
Ｐ
2
1
5
＞

【
資
料
】
地
域
で
受
け
つ
が
れ
て
き
た
も
の
（
目
標
1
1
・
1
7
）
＜
４
年
Ｐ
2
1
5
＞

【
資
料
】
昔
か
ら
今
へ
と
続
く
ま
ち
づ
く
り
（
目
標
1
1
・
1
7
）
＜
４
年
Ｐ
2
1
5
＞

【
資
料
】
わ
た
し
た
ち
の

県
の
ま
ち
づ
く
り
（
目
標

1
1
・
1
7
）
＜
４
年
Ｐ
2
1
5
＞

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
つ
な
げ
て
考
え
よ
う
」

【
資
料
】
水
産
業
が
さ
か
ん
な
地
域
（
目
標
1
4
）
＜
５
年
Ｐ
1
0
3
＞

【
資
料
】
こ
れ
か
ら
の
食
料
生
産
（
目
標
1
2
）
＜
５
年
Ｐ
1
1
9
＞

【
資
料
】
日
本
と
工
業
生
産
の
今
と
未
来
（
目
標
９
）
＜
５
年
Ｐ
1
7
1
＞

【
資
料
】
森
林
と
と
も
に
生
き
る
（
目
標
1
5
）
＜
５
年
Ｐ
2
3
5
＞

【
資
料
】
環
境
を
と
も
に
守
る
＜
５
年
Ｐ
2
4
5
＞

【
写
真
】
お
金
を
得
る
た
め
に
、
ご
み
を
集
め
る
子
ど
も
た
ち
（
イ
エ
メ
ン
）
＜
５
年
Ｐ
2
5
0
＞

【
説
明
】
貧
困
＜
５
年
Ｐ
2
5
0
＞

【
説
明
】
ジ
ェ
ン
ダ
ー
＜
５
年
Ｐ
2
5
0
＞

【
説
明
】
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
＜
５
年
Ｐ
2
5
0
＞

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
つ
な
げ
て
考
え
よ
う
」

【
本
文
】
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
設
備
は
、
す
べ
て
の
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
自
由
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
と
の
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
っ
た
ね
。
」
（
目
標
1
0
）
＜
６
年
Ｐ
6
7
＞

【
本
文
】
「
ゆ
い
い
つ
の
被
爆
国
で
平
和
主
義
を
か
か
げ
て
い
る
日
本
は
、
平
和
の
大
切
さ
を
世
界
に
う
っ
た
え
る
活
動
を
し
て
い
る
よ
。
」
（
目
標
1
6
）
＜
６
年
Ｐ
6
7
＞

【
本
文
】
「
住
み
な
れ
た
ま
ち
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
介
護
予
防
を
支
援
す
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
た
ね
。
」
（
目
標
３
）
＜
６
年
Ｐ
6
7
＞

【
本
文
】
「
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
や
積
雪
へ
の
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
。
」
（
目
標
1
1
）
＜
６
年
Ｐ
6
7
＞

【
資
料
】
「
持
続
可
能
な
社
会
を
歴
史
か
ら
考
え
よ
う
－
リ
サ
イ
ク
ル
都
市
江
戸
」
＜
６
年
Ｐ
1
6
7
＞

「
持
続
可
能
な
社
会
を
歴
史
か
ら
考
え
よ
う
－
記
憶
を
未
来
へ
と
受
け
つ
ぐ
」

【
写
真
】
長
崎
原
爆
資
料
館
で
被
爆
の
体
験
に
つ
い
て
語
る
若
い
世
代
の
語
り
部
＜
６
年
Ｐ
2
3
5
＞

【
写
真
】
四
日
市
公
害
と
環
境
未
来
館
を
お
と
ず
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
者
（
三
重
県
）
＜
６
年
Ｐ
2
3
5
＞

「
世
界
の
人
々
と
と
も
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、
大
切
な
こ
と
を
考
え
よ
う
」

【
本
文
】
「
『
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
』
と
い
う
目
標
は
、
『
だ
れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
つ
、
自
由
に
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
を
尊
重
さ
れ
る
』
と
い
う
日
本
国
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
の
考
え
方
と
関
係
し
て
い
る
と
思
う
。
」
（
目
標
1
0
）

＜
６
年
Ｐ
2
8
7
＞

【
本
文
】
「
戦
争
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
『
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
』
と
い
う
目
標
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
よ
。
核
兵
器
を
な
く
す
取
り
組
み
な
ど
が
世
界
で
広
が
っ
て
い
く
と
い
い
ね
。
」
（
目
標
1
6
）
＜
６
年
Ｐ
2
8
7
＞

「
別

紙
２

－
７

」
　

　
　

【
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
の

扱
い

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行

者
名

「
教

材
名

」
　
　
【
掲

載
方

法
】
　
　
記

述
の

概
要

（
学

年
上

／
下
　
掲

載
ペ
ー
ジ
）

日
文

「
未

来
に
つ
な
げ
る
～

わ
た
し
た
ち
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～

」
【
資

料
】
市

に
昔

か
ら
の

こ
る
た
て
も
の

や
自

然
を
未

来
に
受

け
つ
ぐ
た
め
に
＜

３
年

Ｐ
4
2
～

4
3
＞

【
資

料
】
食

べ
ら
れ

ず
に
す
て
ら
れ

て
し
ま
う
食

品
を
へ

ら
す
た
め
に
＜

３
年

Ｐ
9
2
～

9
3
＞

【
資

料
】
ま
ち
を
み

ん
な
で
安

全
に
し
て
い
く
た
め
に
＜

３
年

Ｐ
1
2
6
～

1
2
7
＞

【
資

料
】
だ
れ

も
が

出
か

け
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
＜

３
年

Ｐ
1
5
6
～

1
5
7
＞

「
考

え
よ
う
！

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

【
資

料
】
わ

た
し
た
ち
の

住
ん
で
い
る
市

の
よ
う
す
（
目

標
1
7
）
＜

３
年

Ｐ
2
5
＞

【
資

料
】
工

場
で
は

た
ら
く
人

び
と
の

仕
事

（
目

標
1
2
）
＜

３
年

Ｐ
5
5
＞

【
資

料
】
火

事
か

ら
人

び
と
を
守

る
（
目

標
1
1
）
＜

３
年

1
0
5
＞

【
資

料
】
交

通
事

故
や

事
件

か
ら
人

び
と
を
守

る
（
目

標
３
）
＜

３
年

Ｐ
1
1
9
＞

「
未

来
に
つ
な
げ
る
～

わ
た
し
た
ち
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～

」
【
資

料
】
石

川
県

に
昔

か
ら
受

け
つ
が

れ
て
き
た
産

業
＜

４
年

Ｐ
2
8
～

2
9
＞

【
資

料
】
多

摩
川

の
水

を
守

る
た
め
に
＜

４
年

Ｐ
7
8
～

7
9
＞

【
資

料
】
水

害
に
そ
な
え
て
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
よ
う
＜

４
年

Ｐ
1
1
8
～

1
1
9
＞

【
資

料
】
伝

統
を
受

け
つ
ぎ
、
未

来
に
つ
な
ぐ
＜

４
年

Ｐ
1
6
8
～

1
6
9
＞

【
資

料
】
高

千
穂

郷
・
椎

葉
山

の
産

業
や

自
然

を
未

来
に
残

す
た
め
に
＜

４
年

Ｐ
2
0
2
～

2
0
3
＞

「
考

え
よ
う
！

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

【
資

料
】
ご
み

の
処

理
と
活

用
（
目

標
1
4
）
＜

４
年

Ｐ
4
7
＞

【
資

料
】
川

の
水

を
く
む
子

ど
も
（
ウ
ガ
ン
ダ
）
（
目

標
６
）
＜

４
年

Ｐ
6
6
＞

【
資

料
】
自

然
災

害
か

ら
命

を
守

る
（
目

標
1
1
）
＜

４
年

Ｐ
8
6
＞

【
資

料
】
わ

た
し
た
ち
の

ま
ち
に
伝

わ
る
も
の

（
目

標
1
1
）
＜

４
年

Ｐ
1
2
9
＞

【
資

料
】
自

然
を
守

る
運

動
（
目

標
1
5
）
＜

４
年

Ｐ
1
5
8
＞

【
資

料
】
村

を
育

て
る
教

育
に
つ
く
す
（
目

標
1
1
・
４
）
＜

４
年

Ｐ
1
6
3
＞

【
資

料
】
医

り
ょ
う
に
つ
く
す
（
目

標
５
）
＜

４
年

Ｐ
1
6
7
＞

【
資

料
】
土

地
の

特
色

を
生

か
し
た
地

い
き
（
目

標
1
5
）
＜

４
年

Ｐ
1
8
5
＞

「
未

来
に
つ
な
げ
る
～

わ
た
し
た
ち
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～

」
【
資

料
】
バ

イ
オ
マ
ス
産

業
都

市
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
資

源
が

循
環

す
る
ま
ち
」
～

佐
賀

市
の

取
り
組

み
～

＜
５
年

Ｐ
6
6
～

6
7
＞

【
資

料
】
限

り
あ
る
食

料
資

源
を
た
い
せ

つ
に
す
る
た
め
に
～

横
浜

市
の

取
り
組

み
～

＜
５
年

Ｐ
1
3
4
～

1
3
5
＞

【
資

料
】
工

業
生

産
の

こ
れ

か
ら
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

問
題

～
東

広
島

市
の

取
り
組

み
～

＜
５
年

Ｐ
1
9
2
～

1
9
3
＞

【
資

料
】
持

続
可

能
都

市
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
～

宇
都

宮
市

の
取

り
組

み
～

＜
５
年

Ｐ
2
3
6
～

2
3
7
＞

【
資

料
】
2
0
2
5
年

日
本

国
際

博
覧

会
（
大

阪
・
関

西
万

博
）
＜

５
年

Ｐ
2
8
0
～

2
8
1
＞

「
考

え
よ
う
！

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

【
資

料
】
さ
ま
ざ
ま
な
土

地
の

く
ら
し
（
目

標
1
1
・
1
4
・
1
5
）
＜

５
年

Ｐ
3
9
＞

【
資

料
】
さ
ま
ざ
ま
な
土

地
の

く
ら
し
（
目

標
1
1
）
＜

５
年

Ｐ
4
7
＞

【
資

料
】
米

作
り
の

さ
か

ん
な
地

域
（
目

標
1
2
）
＜

５
年

Ｐ
9
1
＞

【
資

料
】
水

産
業

が
さ
か

ん
な
地

域
（
目

標
２
・
1
4
）
＜

５
年

Ｐ
9
9
＞

【
資

料
】
く
だ
も
の

作
り
の

さ
か

ん
な
和

歌
山

県
（
目

標
1
2
）
＜

５
年

Ｐ
1
1
5
＞

【
資

料
】
野

菜
作

り
の

さ
か

ん
な
高

知
県

（
目

標
３
）
＜

５
年

Ｐ
1
1
8
＞

【
資

料
】
こ
れ

か
ら
の

食
料

生
産

（
目

標
８
）
＜

５
年

Ｐ
1
3
1
＞

【
資

料
】
わ

た
し
た
ち
の

く
ら
し
を
支

え
る
製

鉄
業

（
目

標
７
）
＜

５
年

Ｐ
1
6
7
＞

【
資

料
】
運

輸
と
日

本
の

貿
易

（
目

標
１
・
８
）
＜

５
年

Ｐ
1
8
1
＞

【
資

料
】
こ
れ

か
ら
の

工
業

生
産

（
目

標
５
・
８
）
＜

５
年

Ｐ
1
8
6
＞

【
資

料
】
こ
れ

か
ら
の

工
業

生
産

（
目

標
７
・
９
）
＜

５
年

Ｐ
1
8
9
＞

【
資

料
】
情

報
を
生

か
し
て
発

展
す
る
産

業
（
目

標
７
・
1
3
）
＜

５
年

Ｐ
2
2
2
＞

【
資

料
】
森

林
と
わ

た
し
た
ち
の

く
ら
し
（
目

標
1
5
）
＜

５
年

Ｐ
2
5
9
＞

【
資

料
】
森

林
と
わ

た
し
た
ち
の

く
ら
し
（
目

標
1
3
・
1
5
）
＜

５
年

Ｐ
2
6
1
＞

「
未

来
に
つ
な
げ
る
～

わ
た
し
た
ち
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～

」
【
資

料
】
「
彦

根
市

の
子

ど
も
会

議
」
で
政

治
体

験
～

よ
り
よ
い
市

を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
～

＜
６
年

Ｐ
5
8
～

5
9
＞

【
資

料
】
縄

文
時

代
の

人
々

の
ち
え
を
わ

た
し
た
ち
の

生
活

に
生

か
す
＜

６
年

Ｐ
1
0
4
～

1
0
5
＞

【
資

料
】
歴

史
と
文

化
が

お
り
な
す
ま
ち
　
古

都
鎌

倉
＜

６
年

Ｐ
1
2
4
～

1
2
5
＞

【
資

料
】
感

染
症

と
た
た
か

い
、
人

々
の

命
を
守

っ
た
上

杉
鷹

山
と
後

藤
新

平
＜

６
年

Ｐ
1
6
4
～

1
6
5
＞

【
資

料
】
日

光
の

世
界

遺
産

を
調

べ
よ
う
～

伝
統

的
な
技

術
と
保

存
活

動
～

＜
６
年

Ｐ
1
9
4
～

1
9
5
＞

【
資

料
】
安

心
し
て
、
く
ら
し
続

け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
＜

６
年

Ｐ
2
3
0
～

2
3
1
＞

【
資

料
】
地

球
上

の
「
だ
れ

一
人

取
り
残

さ
な
い
」
こ
と
の

実
現

に
向

け
て
～

自
分

に
で
き
る
こ
と
～

＜
６
年

Ｐ
2
7
2
～

2
7
3
＞

「
考

え
よ
う
！

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

【
資

料
】
わ

が
国

の
政

治
の

は
た
ら
き
（
目

標
５
・
1
0
・
1
7
）
＜

６
年

Ｐ
９
＞

【
資

料
】
日

本
国

憲
法

と
政

治
の

し
く
み

（
目

標
1
6
）
＜

６
年

Ｐ
2
7
＞

【
資

料
】
日

本
国

憲
法

と
政

治
の

し
く
み

（
目

標
３
・
８
・
1
1
）
＜

６
年

Ｐ
3
5
＞

【
資

料
】
日

本
の

あ
ゆ
み

（
目

標
1
1
）
＜

６
年

Ｐ
6
3
＞

【
写

真
】
「
国

境
な
き
医

師
団

」
の

医
師

と
し
て
活

動
す
る
岩

川
さ
ん
（
南

ス
ー
ダ
ン
）
＜

６
年

Ｐ
2
3
3
＞

【
写

真
】
被

爆
ピ
ア
ノ
の

調
律

を
す
る
矢

川
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
）
＜

６
年

Ｐ
2
3
3
＞

【
写

真
】
視

覚
障

害
の

あ
る
子

ど
も
た
ち
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
教

え
る
小

林
さ
ん
（
ケ
ニ
ア
）
＜

６
年

Ｐ
2
3
3
＞

【
写

真
】
理

学
療

法
士

と
し
て
活

動
す
る
青

年
海

外
協

力
隊

員
の

酒
井

さ
ん
（
東

テ
ィ
モ
ー
ル

）
＜

６
年

Ｐ
2
3
3
＞
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「
別
紙
２
－
８
」

　
　
【
障
害
者
理
解
に
関
す
る
扱
い
　
発
行
者
　
東
書
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

第
３
学

年

第
４
学

年

第
５
学

年

第
６
学

年

「
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
上
／
下
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
は

た
ら
く
人
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写

真
】
買
い
物
の
手
つ
だ
い
を
す
る
＜
Ｐ
8
1
＞

【
コ
ラ
ム
】
店
長
の
佐
藤
さ
ん
の
話
「
お
手
伝

い
が

ひ
つ
よ
う
な
お
客

さ
ん
に
は

、
お
店

で
は

た
ら
く
人

が
買

い
物
の
手
つ
だ
い
を
し
ま
す
。
」
＜
P
8
1
＞

【
写

真
】
い
ど
う
は
ん
売
車
＜
P
8
5
＞

【
本

文
】
「
店
が
少
な
い
地
い
き
に
住
む
人

や
、
買

い
物

に
出

か
け
に
く
い
人

も
、
家

の
近

く
で
ひ
つ
よ
う
な
も
の
を
買
え
て
べ
ん
り
。
」
＜
P
8
5
＞

「
住

み
よ
い
く
ら
し
を
つ
く
る
」

【
資

料
】
車
い
す
に
乗
る
人
の
イ
ラ
ス
ト
＜

P
3
2
＞

「
わ

た
し
た
ち
の
生
活
と
工
業
生
産
」

【
本

文
】
「
高
れ
い
者
や
体
の
不
自
由
な
人

の
生

活
を
支

え
る
自

動
車

で
す
。
車

い
す
の

ま
ま
乗

車
で
き
た
り
、
足
が
不
自
由
で
も
手
だ
け
で
運
転
で
き
た
り
す
る
車
な
ど
が

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
＜
下
P
2
1
＞

【
本

文
】
「
あ
る
自
動
車
会
社
で
は
、
高
れ

い
者

や
障

が
い
の

あ
る
人

な
ど
を
ふ

く
め
た
す
べ

て
の

人
の

移
動
の
自
由
や
交
通
事
故
の
防
止
、
環
境
問
題
な
ど
、
新
し
い
く
ら

し
の

可
能
性
を
実
証
す
る
ま
ち
（
静
岡
県

裾
野

市
）
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
」
＜

下
P
2
1
＞

「
こ
れ

か
ら
の
工
業
生
産
と
わ
た
し
た
ち
」

【
写

真
】
介
護
施
設
で
働
く
ロ
ボ
ッ
ト
＜
下

P
4
6
＞

【
本

文
】
「
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

の
生

活
を
支

え
る
も
の

づ
く
り
」
＜

下
P
4
9
＞

「
わ

た
し
た
ち
の
生
活
と
環
境
」

【
本

文
】
「
1
9
5
6
年
に
、
そ
の
病
気
が
大
き
な
社

会
問

題
に
な
り
、
1
9
9
5
年

と
2
0
1
0
年

の
２
回

、
多

く
の

患
者
団
体
と
政
府
が
解
決
に
合
意
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
も
ま
だ
問

題
が

残
っ
て
い
ま
す
。
水
俣
市
で
は
、
こ
の

よ
う
な
悲

し
い
で
き
ご
と
が

二
度

と
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
う
っ
た
え
て
い
ま
す
。
」
＜
下
P
1
2
2
＞

「
日

本
の
歴
史
」

【
資

料
】
ク
ラ
ス
で
話
し
合
う
た
め
に
出
し
た
問

題
の

例
「
高

齢
者

や
障

が
い
の

あ
る
人

た
ち
の

人
権

を
め
ぐ
る
問
題
」
＜
歴
史
編
Ｐ
1
5
2
＞

「
わ

た
し
た
ち
の
生
活
と
政
治
」

【
資

料
】
ま
ち
の
様
子
＜
政
治
・
国
際
編

Ｐ
８
＞

【
本

文
】
「
ま
ち
に
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

が
い
の

あ
る
人

、
外

国
人

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人

が
く
ら
し
て
い
ま
す
。
」
＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
８
＞

【
写

真
】
駅
な
ど
の
公
共
施
設
や
お
店
に
は

、
盲

導
犬

と
い
っ
し
ょ
に
入

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
＜

政
治

国
際

編
Ｐ
９
＞

【
本

文
】
「
障
が
い
の
あ
る
人
が
盲
導
犬
と
い
っ
し
ょ
に
移

動
で
き
る
こ
と
は

、
日

本
国

憲
法

に
つ
な
が

っ
て
い
る
ん
だ
ね
。
」
＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
９
＞

【
写

真
】
尼
崎
市
内
を
運
行
す
る
バ
ス
＜
政

治
・
国

際
編

Ｐ
1
1
＞

【
写

真
】
ま
ち
に
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
＜

政
治

・
国

際
編

Ｐ
1
6
＞

【
こ
と
ば
】
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
＜
政

治
・
国

際
編

Ｐ
1
6
＞

【
写

真
】
デ
パ
ー
ト
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
＜

政
治

・
国

際
編

Ｐ
2
1
＞

【
資

料
】
子
育
て
支
援
の
施
設
の
建
設

に
向

け
た
市

役
所

の
働

き
＜

政
治

・
国

際
編

Ｐ
3
9
＞

【
資

料
】
市
民
「
車
い
す
の
イ
ラ
ス
ト
」
＜
政

治
・
国

際
編

P
4
4
＞
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「
別
紙
２
－
８
」

　
　
【
障
害
者
理
解
に
関
す
る
扱
い
　
発
行
者
　
東
書
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

第
３
学

年

第
４
学

年

第
５
学

年

第
６
学

年

「
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
上
／
下
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
は

た
ら
く
人
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写

真
】
買
い
物
の
手
つ
だ
い
を
す
る
＜
Ｐ
8
1
＞

【
コ
ラ
ム
】
店
長
の
佐
藤
さ
ん
の
話
「
お
手
伝

い
が

ひ
つ
よ
う
な
お
客

さ
ん
に
は

、
お
店

で
は

た
ら
く
人

が
買

い
物
の
手
つ
だ
い
を
し
ま
す
。
」
＜
P
8
1
＞

【
写

真
】
い
ど
う
は
ん
売
車
＜
P
8
5
＞

【
本

文
】
「
店
が
少
な
い
地
い
き
に
住
む
人

や
、
買

い
物

に
出

か
け
に
く
い
人

も
、
家

の
近

く
で
ひ
つ
よ
う
な
も
の
を
買
え
て
べ
ん
り
。
」
＜
P
8
5
＞

「
住

み
よ
い
く
ら
し
を
つ
く
る
」

【
資

料
】
車
い
す
に
乗
る
人
の
イ
ラ
ス
ト
＜

P
3
2
＞

「
わ

た
し
た
ち
の
生
活
と
工
業
生
産
」

【
本

文
】
「
高
れ
い
者
や
体
の
不
自
由
な
人

の
生

活
を
支

え
る
自

動
車

で
す
。
車

い
す
の

ま
ま
乗

車
で
き
た
り
、
足
が
不
自
由
で
も
手
だ
け
で
運
転
で
き
た
り
す
る
車
な
ど
が

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
＜
下
P
2
1
＞

【
本

文
】
「
あ
る
自
動
車
会
社
で
は
、
高
れ

い
者

や
障

が
い
の

あ
る
人

な
ど
を
ふ

く
め
た
す
べ

て
の

人
の

移
動
の
自
由
や
交
通
事
故
の
防
止
、
環
境
問
題
な
ど
、
新
し
い
く
ら

し
の

可
能
性
を
実
証
す
る
ま
ち
（
静
岡
県

裾
野

市
）
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
」
＜

下
P
2
1
＞

「
こ
れ

か
ら
の
工
業
生
産
と
わ
た
し
た
ち
」

【
写

真
】
介
護
施
設
で
働
く
ロ
ボ
ッ
ト
＜
下

P
4
6
＞

【
本

文
】
「
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

の
生

活
を
支

え
る
も
の

づ
く
り
」
＜

下
P
4
9
＞

「
わ

た
し
た
ち
の
生
活
と
環
境
」

【
本

文
】
「
1
9
5
6
年
に
、
そ
の
病
気
が
大
き
な
社

会
問

題
に
な
り
、
1
9
9
5
年

と
2
0
1
0
年

の
２
回

、
多

く
の

患
者
団
体
と
政
府
が
解
決
に
合
意
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
も
ま
だ
問

題
が

残
っ
て
い
ま
す
。
水
俣
市
で
は
、
こ
の

よ
う
な
悲

し
い
で
き
ご
と
が

二
度

と
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
う
っ
た
え
て
い
ま
す
。
」
＜
下
P
1
2
2
＞

「
日

本
の
歴
史
」

【
資

料
】
ク
ラ
ス
で
話
し
合
う
た
め
に
出
し
た
問

題
の

例
「
高

齢
者

や
障

が
い
の

あ
る
人

た
ち
の

人
権

を
め
ぐ
る
問
題
」
＜
歴
史
編
Ｐ
1
5
2
＞

「
わ

た
し
た
ち
の
生
活
と
政
治
」

【
資

料
】
ま
ち
の
様
子
＜
政
治
・
国
際
編

Ｐ
８
＞

【
本

文
】
「
ま
ち
に
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

が
い
の

あ
る
人

、
外

国
人

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人

が
く
ら
し
て
い
ま
す
。
」
＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
８
＞

【
写

真
】
駅
な
ど
の
公
共
施
設
や
お
店
に
は

、
盲

導
犬

と
い
っ
し
ょ
に
入

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
＜

政
治

国
際

編
Ｐ
９
＞

【
本

文
】
「
障
が
い
の
あ
る
人
が
盲
導
犬
と
い
っ
し
ょ
に
移

動
で
き
る
こ
と
は

、
日

本
国

憲
法

に
つ
な
が

っ
て
い
る
ん
だ
ね
。
」
＜
政
治
・
国
際
編
Ｐ
９
＞

【
写

真
】
尼
崎
市
内
を
運
行
す
る
バ
ス
＜
政

治
・
国

際
編

Ｐ
1
1
＞

【
写

真
】
ま
ち
に
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
＜

政
治

・
国

際
編

Ｐ
1
6
＞

【
こ
と
ば
】
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
＜
政

治
・
国

際
編

Ｐ
1
6
＞

【
写

真
】
デ
パ
ー
ト
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
＜

政
治

・
国

際
編

Ｐ
2
1
＞

【
資

料
】
子
育
て
支
援
の
施
設
の
建
設

に
向

け
た
市

役
所

の
働

き
＜

政
治

・
国

際
編

Ｐ
3
9
＞

【
資

料
】
市
民
「
車
い
す
の
イ
ラ
ス
ト
」
＜
政

治
・
国

際
編

P
4
4
＞

「
別
紙
２
－
８
」

　
　
【
障
害
者
理
解
に
関
す

る
扱

い
　

発
行

者
　

教
出

　
】

　
（

　
小

学
校

　
社

会
　

）

学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

第
５
学
年

第
６
学
年

【
資
料
】
児
童
（
つ
む
ぎ
）
＜
目
次
・
Ｐ
2
3
7
・
Ｐ
2
8
7
・
Ｐ
2
9
1
・
裏
表
紙
＞

「
と
も
に
生
き
る
暮
ら
し
と
政
治
」

【
本
文
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ど
ち
ら
も
４
年
に
一
度
、
同
じ
年
に
開
催
さ
れ
て
い
る
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。
2
0
2
1
（
令
和
３
）
年
に
は
、
東
京
で
も
夏
季
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
」
＜
Ｐ
８
＞

【
写
真
】
東
京
（
2
0
2
1
年
　
日
本
）
＜
Ｐ
８
・
９
＞

【
写
真
】
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
（
2
0
1
8
年
　
韓
国
）
＜
Ｐ
８
・
９
＞

【
写
真
】
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
出
場
し
た
山
崎
悠
麻
選
手
＜
Ｐ
1
0
＞

【
コ
ラ
ム
】
山
崎
悠
麻
選
手
の
話
＜
Ｐ
1
0
＞

【
コ
ラ
ム
】
山
崎
選
手
の
話
＜
Ｐ
1
2
＞

【
写
真
】
職
場
で
働
く
山
崎
選
手
＜
Ｐ
1
2
＞

【
写
真
】
体
育
館
の
ス
ロ
ー
プ
＜
Ｐ
1
2
＞

【
写
真
】
自
動
車
か
ら
車
い
す
を
降
ろ
す
山
崎
選
手
＜
Ｐ
1
3
＞

【
写
真
】
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
＜
Ｐ
1
3
＞

【
コ
ラ
ム
】
山
崎
選
手
の
話
＜
Ｐ
1
3
＞

【
本
文
】
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利
用
す
る
公
共
施
設
の
設
備
を
、
だ
れ
も
が
不
自
由
な
く
、
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
整
え
る
こ
と
は
、
役
所
が
行
う
大
切
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
こ
う
し
た
役
所
の
仕
事
は
、
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
や
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
と
い
う
法
律
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
」
＜
Ｐ
1
3
＞

【
資
料
】
障
害
者
差
別
解
消
法
の
目
的
（
一
部
の
要
約
）
＜
Ｐ
1
3
＞

【
説
明
】
バ
リ
ア
フ
リ
ー
＜
Ｐ
1
3
＞

【
本
文
】
「
障
害
者
差
別
解
消
法
に
あ
っ
た
、
『
基
本
的
人
権
』
の
尊
重
と
は
『
国
民
は
だ
れ
も
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
を
も
つ
』
と
い
う
意
味
な
ん
だ
。
」
＜
Ｐ
1
5
＞

【
本
文
】
「
障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
関
係
が
あ
る
み
た
い
だ
ね
。
」
＜
Ｐ
1
7
＞

【
写
真
】
不
在
者
投
票
の
制
度
を
利
用
す
る
人
＜
Ｐ
1
8
＞

【
資
料
】
障
害
者
差
別
解
消
法
＜
Ｐ
2
1
＞

【
資
料
】
障
害
者
差
別
解
消
法
案
を
審
議
し
た
衆
議
院
の
委
員
会
で
の
発
言
の
例
＜
Ｐ
2
5
＞

【
資
料
】
障
害
者
差
別
解
消
法
の
成
立
＜
Ｐ
2
5
＞

【
資
料
】
税
金
の
集
め
ら
れ
方
・
使
わ
れ
方
「
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
を
支
援
す
る
」
＜
Ｐ
3
1
＞

【
資
料
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
つ
な
げ
て
考
え
よ
う
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
設
備
は
、
す
べ
て
の
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
自
由
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
整
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
っ
た
ね
」
＜
Ｐ
6
7
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
本
文
】
「
1
9
6
4
（
昭
和
3
9
年
）
年
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て
と
な
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
」
＜
Ｐ
2
2
6
＞

【
資
料
】
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＜
Ｐ
2
2
7
＞

【
写
真
】
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
1
9
6
4
年
）
の
ポ
ス
タ
ー
＜
Ｐ
2
2
7
＞

「
教

材
名

」
　
　
【
掲

載
方

法
】
　
　
記

述
の

概
要

（
上

／
下

　
掲

載
ペ
ー
ジ
）

「
は
た
ら
く
人
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
売
り
場
や
通
路
が
広
い
。
こ
ん
ざ
つ
し
て
い
る
と
き
で
も
、
車
い
す
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
を
動
か
し
や
す
い
。
＜
Ｐ
5
6
＞

【
写
真
】
車
い
す
の
か
し
出
し
＜
Ｐ
5
7
＞

【
写
真
】
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の
駐
車
場
＜
Ｐ
5
7
＞

【
写
真
】
補
助
犬
と
い
っ
し
ょ
に
店
に
入
れ
る
こ
と
を
表
す
マ
ー
ク
＜
Ｐ
5
7
＞

「
地
い
き
の
安
全
を
守
る
」

【
写
真
】
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
＜
Ｐ
1
2
2
＞

「
わ
た
し
た
ち
の
市
の
歩
み
」

【
資
料
】
ゆ
う
ま
さ
ん
の
絵
カ
ー
ド
＜
Ｐ
1
5
3
＞

【
本
文
】
「
お
年
寄
り
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
な
ど
に
も
、
べ
ん
り
な
し
せ
つ
が
ふ
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
」
＜
Ｐ
1
5
7
＞

【
資
料
】
ゆ
う
ま
さ
ん
の
ノ
ー
ト
「
赤
ち
ゃ
ん
や
お
年
寄
り
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
や
外
国
の
人
な
ど
の
他
に
、
ど
ん
な
人
の
生
活
も
大
切
に
す
る
市
が
い
い
と
思
う
。
」
＜
Ｐ
1
5
7
＞

【
資
料
】
児
童
（
つ
む
ぎ
）
＜
目
次
、
P
1
5
9
、
裏
表
紙
＞

【
資
料
】
児
童
（
つ
む
ぎ
）
＜
4
年
　
目
次
・
P
4
2
・
P
6
8
・
P
6
9
・
P
9
6
・
P
2
0
8
・
裏
表
紙
＞

「
自
然
災
害
に
そ
な
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

【
コ
ラ
ム
】
地
域
の
だ
れ
も
が
ひ
な
ん
す
る
た
め
に
は
＜
４
年
P
1
0
3
＞

「
未
来
を
つ
く
り
出
す
工
業
生
産
」

【
写
真
】
回
転
す
る
シ
ー
ト
＜
P
1
3
8
＞

【
説
明
】
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
＜
Ｐ
1
3
8
＞

【
写
真
】
リ
フ
ト
つ
き
の
自
動
車
＜
Ｐ
1
3
8
＞

【
資
料
】
運
転
や
乗
り
お
り
が
し
や
す
い
機
能
「
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
使
う
人
で
も
乗
り
お
り
し
や
す
い
よ
う
に
、
車
内
や
ド
ア
を
広
く
す
る
。
足
に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
で
も
運
転
で
き
る
よ
う
に
、
手
だ
け
で
運
転
で
き
る
装
置
を
取
り
付
け
る
。
」
＜
Ｐ
1
3
8
＞

【
写
真
】
聴
覚
に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
も
、
他
の
人
と
同
じ
よ
う
に
働
い
て
い
ま
す
。
＜
Ｐ
1
3
9
＞

「
未
来
と
つ
な
が
る
情
報
」

【
写
真
】
情
報
を
あ
つ
か
う
仕
事
を
学
ぶ
人
た
ち
＜
Ｐ
1
9
8
＞

【
写
真
】
車
い
す
で
移
動
し
や
す
い
道
を
表
示
し
て
く
れ
る
機
能
＜
P
2
0
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
情
報
通
信
技
術
の
可
能
性
「
視
覚
に
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
人
の
た
め
に
」
＜
P
2
0
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
情
報
通
信
技
術
の
可
能
性
「
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
」
＜
P
2
0
7
＞

【
資
料
】
児
童
（
つ
む
ぎ
）
＜
目
次
・
裏
表
紙
＞
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「
別

紙
２

－
８

」
　

　
【

障
害

者
理

解
に

関
す

る
扱

い
　

発
行

者
　

日
文

　
】

　
（

　
小

学
校

　
社

会
　

）

学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

第
５
学
年

「
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
上
／
下

　
掲

載
ペ
ー
ジ
）

「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
ま
ち
で
は
た
ら
く
人
び
と
」

【
資
料
】
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
の
絵
に
車
い
す
の
方
　
＜
P
8
0
＞

【
コ
ラ
ム
】
店
長
の
大
東
さ
ん
の
話
＜
Ｐ
8
6
＞

【
写
真
】
店
で
か
り
ら
れ
る
車
い
す
＜
P
8
6
＞

【
写
真
】
身
体
し
ょ
う
が
い
者
用
の
ち
ゅ
う
車
場
＜
Ｐ
8
7
＞

【
資
料
】
ひ
ろ
と
さ
ん
た
ち
が
ま
と
め
た
お
客
さ
ん
の
ね
が
い
と
店
の
く
ふ
う
の
か
ん
け
い
「
車
い
す
で
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
通
路
を
広
く
す
る
。
」
〈
Ｐ
9
0
〉

「
市
の
よ
う
す
と
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り
」

【
資
料
】
こ
れ
か
ら
の
川
越
市
〈
Ｐ
1
5
4
〉

【
本
文
】
「
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
、
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
市
に
し
た
い
な
。
」
〈
Ｐ
1
5
4
〉

「
健
康
な
く
ら
し
を
守
る
仕
事
」

【
資
料
】
車
い
す
の
イ
ラ
ス
ト
＜
Ｐ
3
1
＞

「
工
業
生
産
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
手
だ
け
で
運
転
で
き
る
自
動
車
＜
Ｐ
1
5
6
＞

【
コ
ラ
ム
】
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
利
用
者
の
人
の
話
＜
Ｐ
1
8
8
＞

【
写
真
】
介
護
支
援
用
の
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
＜
Ｐ
1
8
8
＞

「
情
報
社
会
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
」

【
資
料
】
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
つ
な
が
り
＜
Ｐ
2
3
5
＞

第
６
学
年

「
わ
が
国
の
政
治
の
は
た
ら
き
」

【
写
真
】
演
奏
活
動
を
仕
事
に
す
る
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
の
青
年
た
ち
＜
Ｐ
９
＞

【
写
真
】
芸
術
活
動
を
仕
事
に
す
る
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
の
青
年
た
ち
＜
Ｐ
９
＞

【
写
真
】
ウ
イ
ン
ド
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
演
奏
す
る
大
城
さ
ん
＜
Ｐ
1
0
＞

【
写
真
】
絵
画
を
制
作
す
る
高
田
さ
ん
＜
Ｐ
1
0
＞

【
資
料
】
ひ
ろ
と
さ
ん
の
カ
ー
ド
＜
Ｐ
1
1
＞

【
説
明
】
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
＜
Ｐ
1
1
＞

【
コ
ラ
ム
】
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
人
の
話
＜
Ｐ
1
6
＞

【
資
料
】
日
本
国
憲
法
と
法
律
の
関
係
＜
Ｐ
1
7
＞

【
本
文
】
「
障
が
い
者
の
差
別
に
関
す
る
法
律
の
一
つ
に
、
障
害
者
差
別
解
消
法
が
あ
り
ま
す
。
」
＜
Ｐ
1
7
＞

【
写
真
】
だ
れ
も
が
使
い
や
す
い
地
下
鉄
の
施
設
＜
Ｐ
1
7
＞

【
写
真
】
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正
法
案
の
成
立
＜
Ｐ
2
1
＞

【
写
真
】
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
公
演
＜
Ｐ
2
9
＞

【
コ
ラ
ム
】
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
の
理
事
長
さ
ん
の
話
＜
Ｐ
2
9
＞

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
写
真
】
障
が
い
の
あ
る
人
が
働
く
職
場
＜
Ｐ
2
2
6
＞

「
世
界
の
な
か
の
日
本
と
わ
た
し
た
ち
」

【
写
真
】
視
覚
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
教
え
る
小
林
さ
ん
＜
Ｐ
2
3
3
＞

【
写
真
】
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
＜
Ｐ
2
5
4
＞

【
写
真
】
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
よ
う
す
＜
Ｐ
2
5
4
＞

【
本
文
】
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
現
在
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
時
期
に
同
じ
都
市
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
」
＜
P
2
5
4
＞

【
本
文
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
い
ち
ど
に
多
く
の
国
や
地
域
の
人
た
ち
が
交
流
で
き
る
場
だ
ね
。
」
＜
Ｐ
2
5
7
＞
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「
別

紙
２

－
８

」
　

　
【

障
害

者
理

解
に

関
す

る
扱

い
　

発
行

者
　

日
文

　
】

　
（

　
小

学
校

　
社

会
　

）

学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

第
５
学
年

「
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
上
／
下

　
掲

載
ペ
ー
ジ
）

「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
ま
ち
で
は
た
ら
く
人
び
と
」

【
資
料
】
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
の
絵
に
車
い
す
の
方
　
＜
P
8
0
＞

【
コ
ラ
ム
】
店
長
の
大
東
さ
ん
の
話
＜
Ｐ
8
6
＞

【
写
真
】
店
で
か
り
ら
れ
る
車
い
す
＜
P
8
6
＞

【
写
真
】
身
体
し
ょ
う
が
い
者
用
の
ち
ゅ
う
車
場
＜
Ｐ
8
7
＞

【
資
料
】
ひ
ろ
と
さ
ん
た
ち
が
ま
と
め
た
お
客
さ
ん
の
ね
が
い
と
店
の
く
ふ
う
の
か
ん
け
い
「
車
い
す
で
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
通
路
を
広
く
す
る
。
」
〈
Ｐ
9
0
〉

「
市
の
よ
う
す
と
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り
」

【
資
料
】
こ
れ
か
ら
の
川
越
市
〈
Ｐ
1
5
4
〉

【
本
文
】
「
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
、
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
市
に
し
た
い
な
。
」
〈
Ｐ
1
5
4
〉

「
健
康
な
く
ら
し
を
守
る
仕
事
」

【
資
料
】
車
い
す
の
イ
ラ
ス
ト
＜
Ｐ
3
1
＞

「
工
業
生
産
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

【
写
真
】
手
だ
け
で
運
転
で
き
る
自
動
車
＜
Ｐ
1
5
6
＞

【
コ
ラ
ム
】
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
利
用
者
の
人
の
話
＜
Ｐ
1
8
8
＞

【
写
真
】
介
護
支
援
用
の
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
＜
Ｐ
1
8
8
＞

「
情
報
社
会
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
」

【
資
料
】
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
つ
な
が
り
＜
Ｐ
2
3
5
＞

第
６
学
年

「
わ
が
国
の
政
治
の
は
た
ら
き
」

【
写
真
】
演
奏
活
動
を
仕
事
に
す
る
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
の
青
年
た
ち
＜
Ｐ
９
＞

【
写
真
】
芸
術
活
動
を
仕
事
に
す
る
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
の
青
年
た
ち
＜
Ｐ
９
＞

【
写
真
】
ウ
イ
ン
ド
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
演
奏
す
る
大
城
さ
ん
＜
Ｐ
1
0
＞

【
写
真
】
絵
画
を
制
作
す
る
高
田
さ
ん
＜
Ｐ
1
0
＞

【
資
料
】
ひ
ろ
と
さ
ん
の
カ
ー
ド
＜
Ｐ
1
1
＞

【
説
明
】
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
＜
Ｐ
1
1
＞

【
コ
ラ
ム
】
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
人
の
話
＜
Ｐ
1
6
＞

【
資
料
】
日
本
国
憲
法
と
法
律
の
関
係
＜
Ｐ
1
7
＞

【
本
文
】
「
障
が
い
者
の
差
別
に
関
す
る
法
律
の
一
つ
に
、
障
害
者
差
別
解
消
法
が
あ
り
ま
す
。
」
＜
Ｐ
1
7
＞

【
写
真
】
だ
れ
も
が
使
い
や
す
い
地
下
鉄
の
施
設
＜
Ｐ
1
7
＞

【
写
真
】
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正
法
案
の
成
立
＜
Ｐ
2
1
＞

【
写
真
】
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
公
演
＜
Ｐ
2
9
＞

【
コ
ラ
ム
】
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
の
理
事
長
さ
ん
の
話
＜
Ｐ
2
9
＞

「
日
本
の
あ
ゆ
み
」

【
写
真
】
障
が
い
の
あ
る
人
が
働
く
職
場
＜
Ｐ
2
2
6
＞

「
世
界
の
な
か
の
日
本
と
わ
た
し
た
ち
」

【
写
真
】
視
覚
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
教
え
る
小
林
さ
ん
＜
Ｐ
2
3
3
＞

【
写
真
】
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
＜
Ｐ
2
5
4
＞

【
写
真
】
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
よ
う
す
＜
Ｐ
2
5
4
＞

【
本
文
】
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
現
在
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
時
期
に
同
じ
都
市
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
」
＜
P
2
5
4
＞

【
本
文
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
い
ち
ど
に
多
く
の
国
や
地
域
の
人
た
ち
が
交
流
で
き
る
場
だ
ね
。
」
＜
Ｐ
2
5
7
＞

「
別
紙
２
－
９
」
　
　
【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
扱
い
　
発
行
者
　
東
書
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

第
３
学

年

第
４
学

年

第
５
学

年

第
６
学

年

「
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
上
／
下
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

記
載
な
し

記
載
な
し

記
載
な
し

「
世
界
の
中
の
日
本
」

【
本
文
】
「
ス
ポ
ー
ツ
で
も
外
国
と
交
流
し
て
い
る
ね
。
2
0
2
1
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
多
く
の
選
手
が
日
本
に
集
ま
り
ま
し
た
。
」
＜
政
治
・
国
際
編
P
6
2
＞

【
写
真
】
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
＜
政
治
・
国
際
編
P
9
1
＞

【
写
真
】
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
車
い
す
テ
ニ
ス
の
試
合
＜
政
治
・
国
際
編
P
9
1
＞

【
写
真
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
か
か
げ
ら
れ
る
各
国
の
国
旗
＜
政
治
・
国
際
編
P
1
0
5
＞

「
日
本
の
歴
史
」

【
資
料
】
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
の
主
な
で
き
ご
と
＜
歴
史
編
P
1
4
2
＞

【
写
真
】
1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
こ
ろ
の
新
宿
＜
歴
史
編
P
1
4
3
＞

【
本
文
】
「
1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
こ
ろ
の
新
宿
の
ま
ち
は
、
空
き
地
が
な
く
、
か
な
り
復
興
し
て
い
る
ね
。
」
＜
歴
史
編
P
1
4
3
＞

【
写
真
】
東
海
道
新
幹
線
の
開
通
(1
9
6
4
年
)と

、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
つ
く
ら
れ
る
高
速
道
路
(1
9
6
3
年
)＜

歴
史
編
P
1
4
8
＞

【
写
真
】
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
の
様
子
＜
歴
史
編
P
1
4
8
＞

【
資
料
】
経
済
の
成
長
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＜
歴
史
編
P
1
4
8
＞

【
本
文
】
「
1
9
6
4
（
昭
和
3
9
）
年
に
、
ア
ジ
ア
で
初
と
な
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
ま
し
た
。
植
民
地
支
配
か
ら
独
立
し
た
ば
か
り
の
国
々
も
参
加
し
、
過
去
最
多
の
参
加
国
・
地
域
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
年
、
第
２
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、
東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。
」
＜
歴
史
編
P
1
4
8
＞

【
説
明
】
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＜
歴
史
編
P
1
4
8
＞

【
本
文
】
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
戦
後

の
日
本
が
ス
ポ
ー
ツ
で
世
界
に
こ
う
け
ん
で
き
る
機
会
に
な
っ
た
ん
だ
ね
。
ま
た
、
日
本
の
復
興
を
世
界
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
世
界
か
ら
も
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
」
＜
歴
史
編
P
1
4
9
＞
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「
別
紙
２
－
９
」
　
　
【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
扱
い
　
発
行
者
　
教
出
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

第
３
学

年

第
４
学

年
第

５
学

年
第

６
学

年
「
と
も
に
生

き
る
暮

ら
し
と
政

治
」

【
本

文
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

、
ど
ち
ら
も
４
年

に
一

度
、
同

じ
年

に
開

催
さ
れ

て
い
る
世

界
的

な
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典

で
す
。
2
0
2
1
（
令

和
３
）
年

に
は

、
東

京
で
も
夏

季
大

会
が

開
か

れ
ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
８

＞ 【
写

真
】
東

京
（
2
0
2
1
年

　
日

本
）
＜

Ｐ
８
～

９
＞

【
写

真
】
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
（
2
0
1
8
年

　
韓

国
）
＜

Ｐ
８
～

９
＞

【
資

料
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
で
き
ご
と
に
つ
い
て
の

年
表

＜
Ｐ
９
＞

【
資

料
】
延

期
さ
れ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＜

Ｐ
９
＞

【
写

真
】
東

京
　
2
0
2
0
　
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大

会
に
出

場
し
た
山

崎
悠

麻
選

手
＜

P
1
0
＞

【
コ
ラ
ム
】
山

崎
悠

麻
選

手
の

話
＜

Ｐ
1
0
＞

【
本

文
】
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

が
世

界
的

に
流

行
す
る
中

、
2
0
2
1
（
令

和
３
）
年

の
東

京
で
開

か
れ

た
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

、
1
6
1
の

国
と
地

域
な
ど
か

ら
、
そ
れ

ま
で
の

大
会

で
最

多
の

4
4
0
3
人

の
選

手
が

参
加

し
ま
し
た
。
」
＜

P
1
0
＞

【
資

料
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲

章
に
示

さ
れ

た
根

本
原

則
（
一

部
の

要
約

）
＜

Ｐ
1
1
＞

【
本

文
】
「
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
言

葉
に
は

『
も
う
一

つ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
と
い
う
意

味
が

あ
る
み

た
い
だ
よ
。
大

変
な
状

況
の

中
で
も
、
多

く
の

選
手

が
参

加
し
た
ん
だ
。
」
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

原
則

な
ど
に
つ
い
て
書

か
れ

た
、
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲

章
』
が

あ
り
ま
す
よ
。
」
＜

P
1
1
＞

【
本

文
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
、
平

和
な
社

会
の

推
進

を
目

ざ
し
て
い
た
よ
ね

。
」
＜

Ｐ
1
5
＞

【
写

真
】
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札

幌
大

会
＜

Ｐ
5
9
＞

【
本

文
】
「
札

幌
市

の
発

展
は

、
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札

幌
大

会
の

開
催

が
き
っ
か

け
の

一
つ
と
な
り
、
急

速
に
進

み
ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
5
9
＞

【
本

文
】
「
札

幌
市

は
、
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催

に
向

け
て
、
人

の
移

動
や

も
の

の
輸

送
を
し
や

す
く
す
る
た
め
に
、
除

雪
の

仕
事

を
行

う
仕

組
み

を
見

直
し
て
、
取

り
組

み
を
強

め
ま
し
た
。
＜

Ｐ
6
0
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
資

料
】
・
1
9
6
4
年

東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
か

れ
る
　
・
1
9
7
2
年

札
幌

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
冬

季
）
が

開
か

れ
る
・
1
9
9
8
年

長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
冬

季
）
が

開
か

れ
る
・
2
0
2
1
年

東
京

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
か

れ
る
＜

Ｐ
7
5
＞

【
資

料
】
戦

争
が

終
わ

っ
た
あ
と
の

日
本

の
主

な
で
き
ご
と
＜

Ｐ
2
2
1
＞

【
写

真
】
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会

式
＜

Ｐ
2
2
6
＞

【
本

文
】
「
1
9
6
4
（
昭

和
3
9
年

）
年

、
ア
ジ
ア
で
初

め
て
と
な
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催

さ
れ

ま
し
た
。
こ
の

と
き
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

、
世

界
中

か
ら
、
9
4
の

国
と
地

域
の

選
手

団
が

参
加

し
ま
し

た
。
」
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催

に
向

け
て
、
日

本
の

国
内

で
は

、
新

幹
線

や
高

速
道

路
の

整
備

が
進

め
ら
れ

ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
2
2
6
＞

【
資

料
】
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
1
9
6
4
年

）
の

聖
火

リ
レ
ー
の

コ
ー
ス
＜

Ｐ
2
2
7
＞

【
写

真
】
聖

火
台

に
向

か
う
最

終
走

者
の

青
年

＜
Ｐ
2
2
7
＞

【
写

真
】
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
1
9
6
4
年

）
の

ポ
ス
タ
ー
＜

Ｐ
2
2
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
お
じ
い
さ
ん
の

話
＜

Ｐ
2
2
7
＞

【
説

明
】
東

京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＜

Ｐ
2
2
7
＞

「
産

業
の

発
展

と
国

民
生

活
の

変
化

」
【
本

文
】
「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
か

れ
た
こ
ろ
か

ら
、
外

国
と
の

貿
易

が
さ
か

ん
に
な
っ
て
、
日

本
は

世
界

有
数

の
工

業
国

へ
と
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
2
2
8
＞

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
写

真
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
か

か
げ
ら
れ

る
国

旗
＜

P
2
3
9
＞

「
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
上
／
下
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
わ

た
し
た
ち
の

市
の

歩
み

」
【
コ
ラ
ム
】
駅

で
は

た
ら
く
原

さ
ん
の

話
＜

P
1
4
6
＞

【
本

文
】
「
1
9
6
4
年

に
、
新

幹
線

の
新

横
浜

駅
が

で
き
て
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開

か
れ

て
い
る
ね

。
」
＜

P
1
5
4
＞

記
載

な
し

記
載

な
し
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「
別
紙
２
－
９
」
　
　
【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
扱
い
　
発
行
者
　
教
出
　
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
年

第
３
学

年

第
４
学

年
第

５
学

年
第

６
学

年
「
と
も
に
生

き
る
暮

ら
し
と
政

治
」

【
本

文
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

、
ど
ち
ら
も
４
年

に
一

度
、
同

じ
年

に
開

催
さ
れ

て
い
る
世

界
的

な
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典

で
す
。
2
0
2
1
（
令

和
３
）
年

に
は

、
東

京
で
も
夏

季
大

会
が

開
か

れ
ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
８

＞ 【
写

真
】
東

京
（
2
0
2
1
年

　
日

本
）
＜

Ｐ
８
～

９
＞

【
写

真
】
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
（
2
0
1
8
年

　
韓

国
）
＜

Ｐ
８
～

９
＞

【
資

料
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
で
き
ご
と
に
つ
い
て
の

年
表

＜
Ｐ
９
＞

【
資

料
】
延

期
さ
れ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＜

Ｐ
９
＞

【
写

真
】
東

京
　
2
0
2
0
　
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大

会
に
出

場
し
た
山

崎
悠

麻
選

手
＜

P
1
0
＞

【
コ
ラ
ム
】
山

崎
悠

麻
選

手
の

話
＜

Ｐ
1
0
＞

【
本

文
】
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

が
世

界
的

に
流

行
す
る
中

、
2
0
2
1
（
令

和
３
）
年

の
東

京
で
開

か
れ

た
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

、
1
6
1
の

国
と
地

域
な
ど
か

ら
、
そ
れ

ま
で
の

大
会

で
最

多
の

4
4
0
3
人

の
選

手
が

参
加

し
ま
し
た
。
」
＜

P
1
0
＞

【
資

料
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲

章
に
示

さ
れ

た
根

本
原

則
（
一

部
の

要
約

）
＜

Ｐ
1
1
＞

【
本

文
】
「
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
言

葉
に
は

『
も
う
一

つ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
と
い
う
意

味
が

あ
る
み

た
い
だ
よ
。
大

変
な
状

況
の

中
で
も
、
多

く
の

選
手

が
参

加
し
た
ん
だ
。
」
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

原
則

な
ど
に
つ
い
て
書

か
れ

た
、
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲

章
』
が

あ
り
ま
す
よ
。
」
＜

P
1
1
＞

【
本

文
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
、
平

和
な
社

会
の

推
進

を
目

ざ
し
て
い
た
よ
ね

。
」
＜

Ｐ
1
5
＞

【
写

真
】
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札

幌
大

会
＜

Ｐ
5
9
＞

【
本

文
】
「
札

幌
市

の
発

展
は

、
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札

幌
大

会
の

開
催

が
き
っ
か

け
の

一
つ
と
な
り
、
急

速
に
進

み
ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
5
9
＞

【
本

文
】
「
札

幌
市

は
、
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催

に
向

け
て
、
人

の
移

動
や

も
の

の
輸

送
を
し
や

す
く
す
る
た
め
に
、
除

雪
の

仕
事

を
行

う
仕

組
み

を
見

直
し
て
、
取

り
組

み
を
強

め
ま
し
た
。
＜

Ｐ
6
0
＞

「
日

本
の

歴
史

」
【
資

料
】
・
1
9
6
4
年

東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
か

れ
る
　
・
1
9
7
2
年

札
幌

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
冬

季
）
が

開
か

れ
る
・
1
9
9
8
年

長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
冬

季
）
が

開
か

れ
る
・
2
0
2
1
年

東
京

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
か

れ
る
＜

Ｐ
7
5
＞

【
資

料
】
戦

争
が

終
わ

っ
た
あ
と
の

日
本

の
主

な
で
き
ご
と
＜

Ｐ
2
2
1
＞

【
写

真
】
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会

式
＜

Ｐ
2
2
6
＞

【
本

文
】
「
1
9
6
4
（
昭

和
3
9
年

）
年

、
ア
ジ
ア
で
初

め
て
と
な
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催

さ
れ

ま
し
た
。
こ
の

と
き
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

、
世

界
中

か
ら
、
9
4
の

国
と
地

域
の

選
手

団
が

参
加

し
ま
し

た
。
」
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催

に
向

け
て
、
日

本
の

国
内

で
は

、
新

幹
線

や
高

速
道

路
の

整
備

が
進

め
ら
れ

ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
2
2
6
＞

【
資

料
】
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
1
9
6
4
年

）
の

聖
火

リ
レ
ー
の

コ
ー
ス
＜

Ｐ
2
2
7
＞

【
写

真
】
聖

火
台

に
向

か
う
最

終
走

者
の

青
年

＜
Ｐ
2
2
7
＞

【
写

真
】
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
1
9
6
4
年

）
の

ポ
ス
タ
ー
＜

Ｐ
2
2
7
＞

【
コ
ラ
ム
】
お
じ
い
さ
ん
の

話
＜

Ｐ
2
2
7
＞

【
説

明
】
東

京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＜

Ｐ
2
2
7
＞

「
産

業
の

発
展

と
国

民
生

活
の

変
化

」
【
本

文
】
「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
か

れ
た
こ
ろ
か

ら
、
外

国
と
の

貿
易

が
さ
か

ん
に
な
っ
て
、
日

本
は

世
界

有
数

の
工

業
国

へ
と
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。
」
＜

Ｐ
2
2
8
＞

「
世

界
の

中
の

日
本

」
【
写

真
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
か

か
げ
ら
れ

る
国

旗
＜

P
2
3
9
＞

「
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
上
／
下
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

「
わ

た
し
た
ち
の

市
の

歩
み

」
【
コ
ラ
ム
】
駅

で
は

た
ら
く
原

さ
ん
の

話
＜

P
1
4
6
＞

【
本

文
】
「
1
9
6
4
年

に
、
新

幹
線

の
新

横
浜

駅
が

で
き
て
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開

か
れ

て
い
る
ね

。
」
＜

P
1
5
4
＞

記
載

な
し

記
載

な
し

「
別

紙
２

－
９

」
　

　
【

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
扱

い
　

発
行

者
　

日
文

　
】

　
（

　
小

学
校

　
社

会
　

）

学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

第
５
学
年

第
６
学
年

「
教

材
名

」
　
　
【
掲

載
方

法
】
　
　
記

述
の

概
要

（
上

／
下

　
掲

載
ペ
ー
ジ
）

「
市

の
よ
う
す
と
く
ら
し
の

う
つ
り
か

わ
り
」

【
資

料
】
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

か
い
さ
い
さ
れ

る
。
＜

Ｐ
1
5
0
＞

記
載

な
し

「
国

土
の

環
境

を
守

る
」

【
資

料
】
く
ら
し
と
環

境
に
関

わ
る
年

表
＜

Ｐ
2
3
8
・
2
3
9
＞

【
写

真
】
無

観
客

で
お
こ
な
わ

れ
た
「
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の

開
会

式
＜

Ｐ
2
3
9
＞

【
写

真
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＜

Ｐ
2
8
7
＞

「
日

本
の

あ
ゆ
み

」
【
写

真
】
東

海
道

新
幹

線
の

開
通

と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
つ
く
ら
れ

る
高

速
道

路
＜

P
2
2
1
>

【
写

真
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東

京
大

会
（
1
9
6
4
年

）
＜

P
2
2
2
＞

【
写

真
】
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札

幌
大

会
（
1
9
7
2
年

）
＜

P
2
2
2
＞

【
本

文
】
「
1
9
6
4
（
昭

和
3
9
）
年

に
、
世

界
の

9
3
の

国
と
地

域
が

参
加

し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
、
2
2
か

国
が

参
加

し
た
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

東
京

で
開

か
れ

ま
し
た
。
」
、
「
そ
の

後
も
日

本
万

国
博

覧
会

や
冬

季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
札

幌
大

会
な
ど
を
開

き
、
日

本
は

平
和

で
民

主
的

な
国

家
と
し
て
、
世

界
の

国
々

が
友

好
を
深

め
る
た
め
に
大

き
な
役

割
を
は

た
し
ま
し
た
。
」
＜

P
2
2
2
＞

【
本

文
】
「
2
0
2
1
（
令

和
３
）
年

に
は

、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
か

れ
ま
し
た
。
」
＜

P
2
2
3
＞

「
世

界
の

な
か

の
日

本
と
わ

た
し
た
ち
」

【
本

文
】
「
2
0
2
1
（
令

和
３
）
年

に
お
こ
な
わ

れ
た
『
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
で
は

、
世

界
中

の
国

と
地

域
が

参
加

し
ま
し
た
。
」
＜

P
2
3
2
＞

【
写

真
】
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
競

技
＜

P
2
5
4
＞

【
写

真
】
東

京
2
0
2
0
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
の

車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
＜

P
2
5
4
＞

【
写

真
】
東

京
2
0
2
0
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の

よ
う
す

【
本

文
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

夏
季

・
冬

季
そ
れ

ぞ
れ

４
年

に
１
度

開
催

さ
れ

る
、
世

界
的

な
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典

で
す
。
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

、
障

が
い
の

あ
る
人

た
ち
が

参
加

す
る
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
、
現

在
で
は

、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同

じ
時

期
に
同

じ
都

市
で
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
」
＜

P
2
5
4
＞

【
写

真
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
＜

P
2
5
5
＞

【
写

真
】
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
の

表
し
ょ
う
式

＜
P
2
5
5
＞

【
本

文
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通

し
て
、
世

界
各

国
の

選
手

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
々

の
あ
い
だ
に
交

流
が

生
ま
れ

た
ね

。
」
＜

P
2
5
5
＞

【
本

文
】
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
、
い
ち
ど
に
多

く
の

国
や

地
域

の
人

た
ち
が

交
流

で
き
る
場

だ
ね

。
」
＜

P
2
5
7
＞

【
資

料
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東

京
大

会
が

開
か

れ
る
（
1
9
6
4
）
・
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札

幌
大

会
が

開
か

れ
る
（
1
9
7
2
）
・
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長

野
大

会
が

開
か

れ
る
（
1
9
9
8
）
・
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開

か
れ

る
（
2
0
2
1
）
＜

巻
末

＞

−101−



 
「
別

紙
２

－
1
0
」

　
　

　
【

固
定

的
な

性
別

役
割

分
担

意
識

に
関

す
る

扱
い

】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

発
行

者
名

東
書

教
出

日
文

「
教

材
名

」
　

　
【
掲

載
方

法
】
　

　
記

述
の

概
要

（
学

年
上

／
下

　
掲

載
ペ

ー
ジ

）
【
本

文
】
「
く
ら

し
の

中
の

基
本

的
人

権
の

尊
重

」
＜

６
年

政
治

・
国

際
編

P
1
6
～

1
7
＞

【
資

料
】
国

民
の

権
利

＜
６

年
政

治
・
国

際
編

P
1
7
＞

【
本

文
】
「
わ

た
し

た
ち

の
願

い
と

子
ど

も
家

庭
総

合
セ

ン
タ

ー
」
＜

６
年

政
治

・
国

際
編

P
3
6
～

3
7
＞

【
説

明
】
子

育
て

支
援

＜
６

年
政

治
・
国

際
編

P
3
7
＞

【
写

真
】
日

本
人

女
性

初
の

国
連

事
務

次
長

と
な

っ
た

中
満

泉
さ

ん
＜

６
年

政
治

・
国

際
編

P
9
8
＞

【
本

文
】
「
新

し
い

世
の

中
の

文
化

や
生

活
」
＜

６
年

歴
史

編
P

1
0
8
～

1
0
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
日

本
初

の
女

子
留

学
生

　
津

田
梅

子
＜

６
年

歴
史

編
P

1
0
9
＞

【
本

文
】
「
生

活
や

社
会

の
変

化
」
＜

６
年

歴
史

編
P

1
2
4
～

1
2
5
＞

【
写

真
】
交

通
の

発
展

＜
６

年
歴

史
編

P
1
2
4
＞

【
写

真
】
女

性
運

動
＜

６
年

歴
史

編
P

1
2
5
＞

【
本

文
】
「
民

主
主

義
に

よ
る

国
を

目
指

し
て

」
＜

６
年

歴
史

編
P

1
4
4
～

1
4
5
＞

【
写

真
】
初

め
て

投
票

す
る

女
性

＜
６

年
歴

史
編

P
1
4
4
＞

【
写

真
】
初

め
て

誕
生

し
た

女
性

国
会

議
員

＜
６

年
歴

史
編

P
1
4
4
＞

【
資

料
】
戦

後
改

革
に

つ
い

て
調

べ
た

こ
と

＜
６

年
歴

史
編

P
1
4
5
＞

【
本

文
】
「
こ

れ
か

ら
の

日
本

を
考

え
よ

う
」
＜

６
年

歴
史

編
P

1
5
2
＞

【
資

料
】
ク

ラ
ス

で
話

し
合

う
た

め
に

出
し

た
問

題
の

例
＜

６
年

歴
史

編
P

1
5
2
＞

【
資

料
】
ひ

な
さ

ん
が

ま
と

め
た

作
品

＜
６

年
歴

史
編

P
1
5
4
＞

【
本

文
】
「
歴

史
の

中
で

活
や

く
し

た
女

性
が

い
ま

し
た

。
男

女
平

等
の

た
め

の
取

り
組

み
も

、
し

だ
い

に
広

が
っ

て
い

ま
し

た
。

 性
別

に
か

か
わ

ら
ず

活
や

く
で

き
る

世
の

中
を

、
こ

れ
か

ら
も

つ
く
っ

て
い

き
た

い
で

す
。

」
＜

６
年

歴
史

編
P

1
5
7
＞

【
本

文
】
「
す

べ
て

の
人

が
幸

せ
に

生
き

る
た

め
に

」
＜

６
年

P
2
0
～

2
1
＞

【
資

料
】
日

本
国

憲
法

に
定

め
ら

れ
て

い
る

国
民

の
権

利
と

義
務

＜
６

年
P

2
0
＞

【
本

文
】
「
子

ど
も

は
未

来
へ

の
希

望
」
＜

６
年

P
3
8
～

3
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
浜

松
市

子
ど

も
育

成
条

例
の

前
文

（
一

部
の

要
約

）
＜

６
年

P
3
8
＞

【
本

文
】
「
社

会
の

課
題

の
解

決
と

わ
た

し
た

ち
」
＜

６
年

P
4
4
～

4
5
＞

【
説

明
】
育

児
・
介

護
休

業
法

＜
６

年
P

4
5
＞

【
本

文
】
「
人

々
の

願
い

の
今

と
昔

」
＜

６
年

P
6
8
～

7
1
＞

【
写

真
】
投

票
の

様
子

＜
６

年
P

6
8
＞

【
本

文
】
「
新

政
府

に
よ

る
国

づ
く
り

の
始

ま
り

」
＜

６
年

P
1
7
6
～

1
7
7
＞

【
写

真
】
日

本
で

最
初

の
女

子
留

学
生

＜
６

年
P

1
7
6
＞

【
本

文
】
「
人

々
の

暮
ら

し
が

変
わ

っ
た

」
＜

６
年

P
1
8
0
～

1
8
1
＞

【
資

料
】
学

校
に

通
っ

た
子

ど
も

の
割

合
の

変
化

＜
６

年
P

1
8
1
＞

【
資

料
】
小

学
校

の
授

業
の

様
子

＜
６

年
P

1
8
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
自

由
民

権
運

動
と

女
性

＜
６

年
P

1
8
9
＞

【
本

文
】
「
暮

ら
し

と
社

会
の

変
化

」
＜

６
年

P
1
9
8
～

1
9
9
＞

【
コ

ラ
ム

】
「
も

と
は

、
女

性
は

太
陽

だ
っ

た
」
＜

６
年

P
1
9
9
＞

【
本

文
】
「
も

う
戦

争
は

し
な

い
」
＜

６
年

P
2
2
2
～

2
2
3
＞

【
写

真
】
戦

後
初

め
て

行
わ

れ
た

衆
議

院
議

員
選

挙
で

投
票

す
る

人
々

＜
６

年
P

2
2
2
＞

【
写

真
】
初

め
て

の
女

性
の

国
会

議
員

＜
６

年
P

2
2
2
＞

【
資

料
】
戦

後
の

さ
ま

ざ
ま

な
改

革
＜

６
年

P
2
2
3
＞

【
本

文
】
よ

り
よ

い
社

会
を

と
も

に
ひ

ら
く
＜

６
年

P
2
8
2
～

2
8
3
＞

【
写

真
】
ノ

ー
ベ

ル
平

和
賞

の
授

賞
式

で
の

マ
ラ

ラ
＝

ユ
ス

フ
ザ

イ
さ

ん
＜

６
年

P
2
8
4
＞

【
コ

ラ
ム

】
女

子
に

も
教

育
を

－
マ

ラ
ラ

＝
ユ

ス
フ

ザ
イ

さ
ん

の
う

っ
た

え
＜

６
年

P
2
8
4
＞

【
本

文
】
「
基

本
的

人
権

と
国

民
の

権
利

・
義

務
」
＜

６
年

P
1
4
～

1
5
＞

【
資

料
】
国

民
の

基
本

的
人

権
＜

６
年

P
1
4
＞

【
写

真
】
男

女
平

等
に

つ
い

て
考

え
る

中
学

生
向

け
の

授
業

＜
６

年
P

1
5
＞

【
本

文
】
「
待

機
児

童
に

つ
い

て
の

問
題

」
＜

６
年

P
3
6
～

3
7
＞

【
説

明
】
子

育
て

支
援

＜
６

年
P

3
7
＞

【
コ

ラ
ム

】
足

立
区

子
育

て
サ

ロ
ン

＜
６

年
P

4
3
＞

【
本

文
】
「
江

戸
時

代
か

ら
新

し
い

時
代

へ
」
＜

６
年

P
1
6
6
～

1
6
7
＞

【
資

料
】
明

治
時

代
の

学
校

の
よ

う
す

＜
６

年
P

1
6
7
＞

【
本

文
】
「
新

し
い

政
府

に
よ

る
政

治
」
＜

６
年

P
1
7
2
～

1
7
3
＞

【
本

文
】
「
文

明
開

化
と

く
ら

し
の

変
化

」
＜

６
年

P
1
7
6
～

1
7
7
＞

【
資

料
】
就

学
率

の
変

化
＜

６
年

P
1
7
6
＞

【
コ

ラ
ム

】
世

界
で

か
つ

や
く
し

た
日

本
人

　
津

田
梅

子
＜

６
年

P
1
8
9
＞

【
本

文
】
「
よ

り
よ

く
生

き
る

権
利

を
求

め
て

」
＜

６
年

P
1
9
0
～

1
9
1
＞

【
コ

ラ
ム

】
平

塚
ら

い
て

う
の

呼
び

か
け

＜
６

年
P

1
9
0
＞

【
本

文
】
「
新

し
い

国
づ

く
り

が
は

じ
ま

る
」
＜

６
年

P
2
1
6
～

2
1
7
＞

【
資

料
】
戦

後
の

改
革

と
そ

の
え

い
き

ょ
う

＜
６

年
P

2
1
6
＞

【
写

真
】
女

性
議

員
の

誕
生

＜
６

年
P

2
1
6
＞

【
本

文
】
「
こ

れ
か

ら
の

日
本

と
わ

た
し

た
ち

」
＜

６
年

P
2
2
6
～

2
2
7
＞

「
別
紙
３
」
　
【
構
成
上
の
工
夫
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
習

方
法

に
つ
い
て

東
書

一
巻

構
成

（
３
・
４
学

年 上
下

巻
構

成
（
５
・
６

学
年

）

・
「
学

習
の

進
め
方

」
の

コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
、
問

題
解

決
的

な
学

習
を
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
や

、
社

会
科

に
お
い
て
活

用
し

た
い
「
見

方
・
考

え
方

」
が

示
さ
れ

て
い

る
。

・
「
つ
か

む
」
、
「
調

べ
る
」
、
「
ま
と
め
る
」
、

「
い
か

す
」
の

学
習

過
程

が
、
１
単

位
時

間
ご
と
に
明

記
さ
れ

て
い
る
。

・
学

習
過

程
と
め
あ
て
が

見
開

き
ペ
ー
ジ

で
明

記
さ
れ

て
い
る
。

・
「
ま
な
び
方

コ
ー
ナ
ー
」
が

あ
り
、
調

べ
る
段

階
に
お
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

仕
方

や
資

料
の

見
方

な
ど
、
調

べ
方

の
具

体
的

な
方

法
が

示
さ
れ

て
い
る
。

・
「
C
M
に
ま
と
め
る
」
、
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
ま
と
め
る
」
、
「
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
ま
と
め

る
」
、
「
関

係
図

に
ま
と
め
る
」
、
「
意

見
文

を
か

く
」
、
「
表

に
整

理
す
る
」
、
「
図

に
ま
と
め

る
」
と
い
う
学

習
活

動
が

あ
る
。

・
既

習
の

「
学

び
方

」
に
つ
い
て
は

、
「
○

○
ペ
ー
ジ
を
見

ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
示

し
、
既

習
内

容
を
活

用
し
て
問

題
解

決
が

で
き
る
よ
う
な
構

成
に
な
っ
て
い
る
。

・
学

習
の

進
め
方

が
写

真
や

イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
記

載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
社

会
科

の
見

方
・
考

え
方

の
例

示
が

さ
れ

て
い
る
。

・
学

習
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
活

動
を
示

す
、
「
学

び
の

ポ
イ
ン

ト
」
を
設

定
し
て
い
る
。

・
「
ひ
ろ
げ
る
」
で
は

、
学

習
し
た
こ
と
を
も
と
に
さ
ら
に
調

べ
た
い
こ
と
や

、
主

な
事

例
と
の

関
わ

り
な
ど
が

示
さ
れ

て
い

る
。

・
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用

し
て
い
る
。

・
児

童
の

色
覚

特
性

に
適

用
す
る
よ
う
に

デ
ザ

イ
ン
し
て
い
る
。

・
児

童
の

負
担

に
配

慮
し
、
軽

量
な
紙

を
使

用
し
て
い
る
。

・
漢

字
に
ル

ビ
が

ふ
っ
て
あ
る
。

・
二

次
元

コ
ー
ド
を
読

み
込

む
こ
と
に
よ
り
、

児
童

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

で
視

聴
で
き
る
動

画
資

料
が

Ｗ
ｅ
ｂ
上

に
用

意
さ
れ

て
い
る
。

・
二

次
元

コ
ー
ド
を
読

み
込

む
こ
と
で
、
教

師
や

児
童

が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
活

用
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
都

道
府

県
か

る
た
、
大

陸
や

海
洋

の
名

前
等

が
Ｗ
ｅ
ｂ
上

に
用

意
さ
れ

て
い
る
。

教
出

一
巻

構
成

・
「
社

会
科

の
学

習
の

進
め
方

」
で
は

、
「
つ
か

む
」
、
「
調

べ
る
」
、
「
ま
と
め
る
」
、

「
つ
な
げ
る
」
と
、
進

め
方

の
順

番
が

示
さ

れ
て
い
る
。

・
「
つ
な
げ
る
」
で
は

、
「
歴

史
を
学

ぶ
意

味
を
考

え
、
未

来
に
つ
な
げ
よ
う
」
等

を
示

し
て
い
る
。

・
各

単
元

の
ま
と
め
る
場

面
の

ペ
ー
ジ
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
ま
と
め
方

を
例

示
し
て
い
る
。

・
各

単
元

の
調

べ
る
場

面
の

ペ
ー
ジ
に
、
調

べ
方

を
例

示
し
て
い
る
。

・
各

単
元

に
お
い
て
、
調

べ
方

や
ま
と
め
方

な
ど
の

学
び
方

を
例

示
し
て
い
る
。

・
「
社

会
科

の
学

習
を
広

げ
る
」
の

ペ
ー
ジ
で
は

、
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
け
ん
さ
く
す
る
」
、
「
写

真
や

動
画

に
記

録
す

る
」
な
ど
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

利
用

の
仕

方
が

記
載

さ
れ

て
い
る
。

・
「
学

び
の

て
び
き
」
と
し
て
、
具

体
的

な
活

動
例

が
示

さ
れ

て
い
る
。

・
「
社

会
科

で
使

う
見

方
・
考

え
方

」
で
は

、
「
時

期
や

変
化

」
、
「
場

所
や

広
が

り
」
、
「
比

べ
る
」
、
「
く
ふ

う
や

関
わ

り
」
、
「
関

連
づ
け
る
」
、
「
総

合
す
る
」
な
ど
の

観
点

が
示

さ
れ

て
い
る
。

・
見

や
す
さ
・
読

み
や

す
さ
に
配

慮
し
た

ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
使

用
し
て
い
る
。

・
色

覚
の

個
人

差
を
問

わ
ず
、
よ
り
多

く
の

人
に
見

や
す
い
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
に
配

慮
し
て
い
る
。

・
漢

字
に
ル

ビ
が

ふ
っ
て
あ
る
。

・
二

次
元

コ
ー
ド
を
読

み
込

む
こ
と
で
、
教

師
や

児
童

が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
活

用
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
動

画
、
読

み
物

、
ク
イ
ズ
等

が
用

意
さ
れ

て
い
る
。

・
「
ま
な
び
リ
ン
ク
」
で
は

、
二

次
元

コ
ー
ド
の

マ
ー
ク
を
示

し
て
い
る
。

日
文

一
巻

構
成

付
録

（
S
D
G
S
シ
ー

ル
）

・
「
社

会
科

の
学

習
の

進
め
方

」
で
は

、
「
問

題
発

見
」
、
「
問

題
追

究
」
、
「
問

題
解

決
」
、
「
役

だ
て
る
」
と
、
学

習
の

進
め
方

が
示

さ
れ

て
い
る
。

・
単

元
の

最
後

に
「
未

来
に
つ
な
げ
る
～

わ
た
し
た
ち
の

S
D
G
ｓ
～

」
が

記
載

さ
れ

て
い
る
。

・
「
さ
ら
に
考

え
た
い
問

題
」
の

提
示

が
あ

る
。

・
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
調

べ
る
」
、

「
話

し
合

う
」
な
ど
、
具

体
的

な
学

習
活

動
の

例
が

示
さ
れ

て
い
る
。

・
「
学

び
方

・
調

べ
方

コ
ー
ナ
ー
」
で
は

、
道

具
の

使
い
方

や
、
地

図
の

読
み

取
り
方

、
学

習
を
進

め
る
際

の
ポ
イ
ン
ト
等

が
記

載
さ
れ

て
い
る
。

・
「
学

び
方

・
調

べ
方

コ
ー
ナ
ー
」
で
は

、
「
調

べ
方

」
や

「
読

み
取

り
方

」
、
「
表

現
の

仕
方

」
、
「
話

し
合

い
方

」
等

、
学

習
の

進
め
方

が
示

さ
れ

て
い
る
。

・
「
見

方
・
考

え
方

」
コ
ー
ナ
ー
で
は

、
考

え
を
深

め
て
い
く
た

め
「
時

間
」
・
「
空

間
」
・
「
関

係
」
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
提

示
し
て

い
る
。

・
「
問

題
を
ほ

り
さ
げ
、
よ
り
よ
い
未

来
を
つ
く
る
力

を
身

に
つ
け
よ
う
」
等

の
マ
ー
ク
を
示

し
て
い
る
。

・
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
に
配

慮
し
て
い
る
。

・
見

や
す
く
読

み
ま
ち
が

え
に
く
い
ユ
ニ

バ
ー
サ

ル
フ
ォ
ン
ト
を
採

用
し
て
い
る
。

・
漢

字
に
ル

ビ
が

ふ
っ
て
あ
る
。

・
「
単

元
の

最
初

」
や

「
学

び
方

・
調

べ
方

コ
ー

ナ
ー
」
、
「
見

方
・
考

え
方

」
が

載
っ
て
い
る

ペ
ー
ジ
に
、
二

次
元

コ
ー
ド
が

あ
り
、
学

習
を

進
め
る
際

の
資

料
等

が
あ
る
。

・
写

真
や

動
画

、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
関

連
し
て

い
る
W
e
b
サ

イ
ト
へ

の
リ
ン
ク
な
ど
に
つ
な
が

る
。

カ
　
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
の

扱
い

ア
　
冊

子
の

構
成

イ
　
学

習
過

程
ウ
　
学

習
活

動
エ
　
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

に
向

け
た
工

夫
オ
　
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
の

視
点
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「
別
紙
３
」
　
【
構
成
上
の
工
夫
】
　
（
　
小
学
校
　
社
会
　
）

学
習

方
法

に
つ
い
て

東
書

一
巻

構
成

（
３
・
４
学

年 上
下

巻
構

成
（
５
・
６

学
年

）

・
「
学

習
の

進
め
方

」
の

コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
、
問

題
解

決
的

な
学

習
を
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
や

、
社

会
科

に
お
い
て
活

用
し

た
い
「
見

方
・
考

え
方

」
が

示
さ
れ

て
い

る
。

・
「
つ
か

む
」
、
「
調

べ
る
」
、
「
ま
と
め
る
」
、

「
い
か

す
」
の

学
習

過
程

が
、
１
単

位
時

間
ご
と
に
明

記
さ
れ

て
い
る
。

・
学

習
過

程
と
め
あ
て
が

見
開

き
ペ
ー
ジ

で
明

記
さ
れ

て
い
る
。

・
「
ま
な
び
方

コ
ー
ナ
ー
」
が

あ
り
、
調

べ
る
段

階
に
お
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

仕
方

や
資

料
の

見
方

な
ど
、
調

べ
方

の
具

体
的

な
方

法
が

示
さ
れ

て
い
る
。

・
「
C
M
に
ま
と
め
る
」
、
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
ま
と
め
る
」
、
「
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
ま
と
め

る
」
、
「
関

係
図

に
ま
と
め
る
」
、
「
意

見
文

を
か

く
」
、
「
表

に
整

理
す
る
」
、
「
図

に
ま
と
め

る
」
と
い
う
学

習
活

動
が

あ
る
。

・
既

習
の

「
学

び
方

」
に
つ
い
て
は

、
「
○

○
ペ
ー
ジ
を
見

ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
示

し
、
既

習
内

容
を
活

用
し
て
問

題
解

決
が

で
き
る
よ
う
な
構

成
に
な
っ
て
い
る
。

・
学

習
の

進
め
方

が
写

真
や

イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
記

載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
社

会
科

の
見

方
・
考

え
方

の
例

示
が

さ
れ

て
い
る
。

・
学

習
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
活

動
を
示

す
、
「
学

び
の

ポ
イ
ン

ト
」
を
設

定
し
て
い
る
。

・
「
ひ
ろ
げ
る
」
で
は

、
学

習
し
た
こ
と
を
も
と
に
さ
ら
に
調

べ
た
い
こ
と
や

、
主

な
事

例
と
の

関
わ

り
な
ど
が

示
さ
れ

て
い

る
。

・
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用

し
て
い
る
。

・
児

童
の

色
覚

特
性

に
適

用
す
る
よ
う
に

デ
ザ

イ
ン
し
て
い
る
。

・
児

童
の

負
担

に
配

慮
し
、
軽

量
な
紙

を
使

用
し
て
い
る
。

・
漢

字
に
ル

ビ
が

ふ
っ
て
あ
る
。

・
二

次
元

コ
ー
ド
を
読

み
込

む
こ
と
に
よ
り
、

児
童

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

で
視

聴
で
き
る
動

画
資

料
が

Ｗ
ｅ
ｂ
上

に
用

意
さ
れ

て
い
る
。

・
二

次
元

コ
ー
ド
を
読

み
込

む
こ
と
で
、
教

師
や

児
童

が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
活

用
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
都

道
府

県
か

る
た
、
大

陸
や

海
洋

の
名

前
等

が
Ｗ
ｅ
ｂ
上

に
用

意
さ
れ

て
い
る
。

教
出

一
巻

構
成

・
「
社

会
科

の
学

習
の

進
め
方

」
で
は

、
「
つ
か

む
」
、
「
調

べ
る
」
、
「
ま
と
め
る
」
、

「
つ
な
げ
る
」
と
、
進

め
方

の
順

番
が

示
さ

れ
て
い
る
。

・
「
つ
な
げ
る
」
で
は

、
「
歴

史
を
学

ぶ
意

味
を
考

え
、
未

来
に
つ
な
げ
よ
う
」
等

を
示

し
て
い
る
。

・
各

単
元

の
ま
と
め
る
場

面
の

ペ
ー
ジ
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
ま
と
め
方

を
例

示
し
て
い
る
。

・
各

単
元

の
調

べ
る
場

面
の

ペ
ー
ジ
に
、
調

べ
方

を
例

示
し
て
い
る
。

・
各

単
元

に
お
い
て
、
調

べ
方

や
ま
と
め
方

な
ど
の

学
び
方

を
例

示
し
て
い
る
。

・
「
社

会
科

の
学

習
を
広

げ
る
」
の

ペ
ー
ジ
で
は

、
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
け
ん
さ
く
す
る
」
、
「
写

真
や

動
画

に
記

録
す

る
」
な
ど
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

利
用

の
仕

方
が

記
載

さ
れ

て
い
る
。

・
「
学

び
の

て
び
き
」
と
し
て
、
具

体
的

な
活

動
例

が
示

さ
れ

て
い
る
。

・
「
社

会
科

で
使

う
見

方
・
考

え
方

」
で
は

、
「
時

期
や

変
化

」
、
「
場

所
や

広
が

り
」
、
「
比

べ
る
」
、
「
く
ふ

う
や

関
わ

り
」
、
「
関

連
づ
け
る
」
、
「
総

合
す
る
」
な
ど
の

観
点

が
示

さ
れ

て
い
る
。

・
見

や
す
さ
・
読

み
や

す
さ
に
配

慮
し
た

ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
使

用
し
て
い
る
。

・
色

覚
の

個
人

差
を
問

わ
ず
、
よ
り
多

く
の

人
に
見

や
す
い
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
に
配

慮
し
て
い
る
。

・
漢

字
に
ル

ビ
が

ふ
っ
て
あ
る
。

・
二

次
元

コ
ー
ド
を
読

み
込

む
こ
と
で
、
教

師
や

児
童

が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
活

用
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
動

画
、
読

み
物

、
ク
イ
ズ
等

が
用

意
さ
れ

て
い
る
。

・
「
ま
な
び
リ
ン
ク
」
で
は

、
二

次
元

コ
ー
ド
の

マ
ー
ク
を
示

し
て
い
る
。

日
文

一
巻

構
成

付
録

（
S
D
G
S
シ
ー

ル
）

・
「
社

会
科

の
学

習
の

進
め
方

」
で
は

、
「
問

題
発

見
」
、
「
問

題
追

究
」
、
「
問

題
解

決
」
、
「
役

だ
て
る
」
と
、
学

習
の

進
め
方

が
示

さ
れ

て
い
る
。

・
単

元
の

最
後

に
「
未

来
に
つ
な
げ
る
～

わ
た
し
た
ち
の

S
D
G
ｓ
～

」
が

記
載

さ
れ

て
い
る
。

・
「
さ
ら
に
考

え
た
い
問

題
」
の

提
示

が
あ

る
。

・
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
調

べ
る
」
、

「
話

し
合

う
」
な
ど
、
具

体
的

な
学

習
活

動
の

例
が

示
さ
れ

て
い
る
。

・
「
学

び
方

・
調

べ
方

コ
ー
ナ
ー
」
で
は

、
道

具
の

使
い
方

や
、
地

図
の

読
み

取
り
方

、
学

習
を
進

め
る
際

の
ポ
イ
ン
ト
等

が
記

載
さ
れ

て
い
る
。

・
「
学

び
方

・
調

べ
方

コ
ー
ナ
ー
」
で
は

、
「
調

べ
方

」
や

「
読

み
取

り
方

」
、
「
表

現
の

仕
方

」
、
「
話

し
合

い
方

」
等

、
学

習
の

進
め
方

が
示

さ
れ

て
い
る
。

・
「
見

方
・
考

え
方

」
コ
ー
ナ
ー
で
は

、
考

え
を
深

め
て
い
く
た

め
「
時

間
」
・
「
空

間
」
・
「
関

係
」
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
提

示
し
て

い
る
。

・
「
問

題
を
ほ

り
さ
げ
、
よ
り
よ
い
未

来
を
つ
く
る
力

を
身

に
つ
け
よ
う
」
等

の
マ
ー
ク
を
示

し
て
い
る
。

・
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
に
配

慮
し
て
い
る
。

・
見

や
す
く
読

み
ま
ち
が

え
に
く
い
ユ
ニ

バ
ー
サ

ル
フ
ォ
ン
ト
を
採

用
し
て
い
る
。

・
漢

字
に
ル

ビ
が

ふ
っ
て
あ
る
。

・
「
単

元
の

最
初

」
や

「
学

び
方

・
調

べ
方

コ
ー

ナ
ー
」
、
「
見

方
・
考

え
方

」
が

載
っ
て
い
る

ペ
ー
ジ
に
、
二

次
元

コ
ー
ド
が

あ
り
、
学

習
を

進
め
る
際

の
資

料
等

が
あ
る
。

・
写

真
や

動
画

、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
関

連
し
て

い
る
W
e
b
サ

イ
ト
へ

の
リ
ン
ク
な
ど
に
つ
な
が

る
。

カ
　
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
の

扱
い

ア
　
冊

子
の

構
成

イ
　
学

習
過

程
ウ
　
学

習
活

動
エ
　
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

に
向

け
た
工

夫
オ
　
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
の

視
点
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